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昭和 38 年度



年報発刊に当って

当所は昭和24年発足以来，旧陸軍の研究施設であった建物を国から借用し，他方，微生物

および臨床試験の部門は文京区内に設置した分庁舎にまずし、て，業務をつづけてきたのである

が，文化の進展と社会情勢の変化に伴ない，その業務は量的に増加するとともに質的にもま

すます複雑多岐となり，従来の施設と人員で、は，世界一の巨大都市東京の衛生行政の科学的

支柱としての使命を果たすことが困難となってきた。

このような障害を除き，事業を発展させて新時代に応ず、る態勢を整えるため，庁舎の新築

と旧庁舎の改修を行ない，綜合的な近代的庁舎を建設する案が昭和36年に決定し工事を急い

でいたのであるが，本年その第1期工事として新庁舎の落成を見た。

このことは当所の発足開もない頃からの懸案で，新井前所長時代以来周到な計画の下に根

気よく進められ，迂余曲折を経て，本年（昭和38年〉ょうやく突を結んだもので，衛生研究

所としては全く画期的な事業として感慨一入深いものがあるO

本年報は，このような記念すべき年になされた試験検査，調査研究および指導訓練に関す

る業務を総括して，その概要を報告するものであるO

調査研究の業績も年々増大し，本年報の限られた紙面にそのすべてを掲げることは不可能

であるので，他の学術雑誌に発表したものについてはその題名または抄録に止めたことをお

許し願し、たし、。

なお，寄生虫関係の検査実績が低下したのは，従来当所で、行なっていた集団検査の中の簡

易検査を，本年から保健所検査室等の施設で、行なってもらうことにし，職員を緊急補強を要

する部門へ配置転換したためで、あるO

衛生研究所としては今後とも所の事業を時代とともに発展させ，大東京の衛生行政のバッ

クボーンとしての役割を十分に果たすよう努力することを最大の使命と考えているO

閲覧の上御叱正，御鞭搭を賜われば幸いであるO

昭和 39年 10月 10日

オリンピック東京大会開会式の日に

東京都立衛生研究所長辺野喜正夫
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第 l主主 序 五党

1. 設立の目的と事業

東京都立衛生研究所は東京都の公衆衛生の向上増進

に寄与するために設立された。

業務内容は細菌学的検査，血清学的検査，寄生虫検

査，臨床検査，環境衛生試験，水質試験，食品試験，

製品試験，栄養試験，獣疫検査，医薬品試験，化粧療

品試験その他の衛生試験およびこれらに関する調査研

究など，きわめて多岐にわたっている。

これらの試験は衛生行政の裏付となる収去試験，中

どの行政試験を中心としているが，都民から

の依頼試験にも応じている。

その他，全国地方衛生研究所，各種検査研究機関お

よび関係各方面との技術交流を行ない，技術の向上を

はかり，検査成績の確実を期するとともに学術的，基

礎的調査研究にも多大の努力を払っている。さらに衛

生関係各種委員会，協議会などを通して，衛生試験検

査基準の設定，衛生思想の向上指導など、についてもま

た大きな役割を果している。ことに衛生局所属の技術

職員一都内各保健所検査室職員，保健所配属の食品，

薬事，環境各監視員，狂犬病予防員，栄養士などを対

象として試験検査技術指導講習会等を聞き，技術指導

に努めている。

2. 沿革

本研究所の設立以前には，東京都には衛生試験所，

衛生検査所，細菌検査所，獣疫検査所，血援研究所お

よび製薬研究所の 6施設があり，それぞれの目的に従

って業務を行なっていたが，昭和24年3月これらを統

合して東京都立衛生研究所が設立せられた。

3. 本年の状j兄

本研究所の取扱件数の大半を占める腸管系病原菌の

検査件数は565,057件で， 37年より約 120,000件も増

加しているが，陽性率においては， 36年の0.91%,37 

年の0.63%,38年の0.54%と減少している。梅毒血清

反応は102,305件（陽性率 6.4%）で， 37年の105,335

件（9.5%）に比べ，件数，陽性率ともに減少してい

る。

食中毒の発生は年々増加しているが，病原性好塩菌

によるものが目立って多く， 38年の総件数は3,596件

であった。

原虫，寄生虫の検査は 171,750件（陽性率3.57%)

で， 37年よりはるかに減少している。

都市公害問題は近年各方面の関心のまとであるが，

これに関連して， 29年末から継続している「東京都の

ばし、煙と屋外空気に関する調査」では，本年は測定地

点をとくに増加し， 37カ所において実施している。

食品試験関係で、は，年初にTホテノレの赤痢発生や，

東京プレオリンピック開催などがあり，伝染病，食中

毒の予防のため夏期対策として，給食施設，団体宿泊

旅館等の検査を行なったが，マナイタ，フキン類，従

業員手指から， 50%以上に大腸菌，ブドウ球菌が検出

されている。

( 1 ) 

狂犬病検査のための受理検体は56頭と減少してお

り，陽性のものはなく， 31年以降狂犬病の発生はみら

れない。

例年行なっている衛生試験検査技術指導講習会は，

38年も実施し，細菌試験，臨床検査，水質試験，食品

試験その飽の試験の技術指導を行ない，この講習を終

了したものは延748名で、あった。

36年若工した統合新庁舎の建設はその第1期工事と

して38年1月新庁舎（鉄筋コンクリ｛ト建，地上4階

地下1階，延1,677.7坪〉の竣工をみ， 4月から新庁

舎で業務を開始しており，さらに第2期工事として細

菌部門の業務を行なうべき，旧本館の改修を施行して

おり， 39年4月には完了の見込である。



第 2章機構および事業の概要

1.機構 験部，食品部，栄養部，獣医衛生部，医薬品部，化粧

本研究所は所長の下に，庶務課，経理課の 2課と細 療品部の10部がある。細部の組織，担当業務の概要お

菌部，ウイノレス部，臨床試験部，環境衛生部，水質試 よび配置人員は別表のとおりである。

職員配畳表

(39.4. 1 現在〉

＼＼ ＼＼ 
主 投 主 投 事 技 工 作 用

事 師
務 術

業 務 計
助 助

事 師 補 補 手 手 貝 員 員

庶務課 I13 I 4 I叶 4I 2 I I , I , I • I gi 
経理謀 Isl 11 41 31 21 11 1l I I 20 

細菌部｜ I 15 I I 13 I I 1 I 3 I 10 I 1 I ~， 
イレス部 l I 7 I I I I I 1 I 1 I I 9 

臨床試験部｜ I 7 I I 4 I I I I I I " 

環境衛生部 iI 9 I I 1 I I I I 立つ I w 
水質試験部 iI " I I 4 I I I 1 I 2 I I 15 
食品部 1 I 17 I I 2 I I 1 I 1 I " I I 24 

養部｜ Isl I 1l I I I 11 I 10 

富）衛生部｜ I "I I I I 11 I 21 I 11 

医薬品部｜ I 10 I I 3 I I I 1 I 1 I I 15 

七粧療品部 1 I 6 I I 2 I I I I I I " 

出張所 I 1l 11I 11 41 41 11 11 61 11 30 

I 22 I 111 I w I 41 I 8 I 5 I 9 I w I 6 I 2w 
注 （〉は結核休養者〈再掲〉を示す。

獣医衛生部は39.4. 1乳内衛生部と改称。
( 2 ) 



東京都立衛生研究所の組織と事業

｜所長 1-1次 ιl
技師｜辺野喜正夫 主事緑川勇哉

-Iウイノレス部トI~： 
技師根津尚光 ¥ 4. 

-I 臨床試験部 1-1~：
技師柳沢文正 ¥ ..,, 

-I環境衛生部］－！？：
技師脇阪一郎 ！；－ 

一｜水質試験部ト（ 1. 

技師松本 茂

I 2. 

－｜食品部ト｜？

技師松井多－ I 5: 

－［栄五1円一（ 1. 
技師五島孜郎

一｜乳肉衛生部｜－（；：

技師金井恒夫

一｜化粧療品部 1-1~：
技師田村健夫 I 5: 
立川出張所
荒川出張所
小石川出張所
板橋出張所
杉並出張所
荏原出張所
深川出張所

所所属職員の人事および給与に関すること
公文書の受発，編集保存
公印の管守
試験検査技術の指導講習
所内他謀部に属しないこと

会計事務
物品の調達，工事その他の契約
施設の維持管理
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日光，空気，温度， i乱、煙および騒音に関する衛生学的試験
じん芥，し尿，その他汚物の検査
住居および被服の衛生学的検査
医動物の検査
環境衛生に関する試験検査調査および研究

水質および温泉の検査調査および研究

飲食物の試験検査調査および研究
食中毒の化学的試験および検査
製品検査
規格基準検査
飲食器，調理器等の検査

栄養学的試験調査および研究

乳！均の検査調査および研究
狂犬病その他獣疫の検査調査および研究

1. 医薬品の試験検査調査および研究
2. 毒物劇物の試験検査調査および研究
3. 毒物中毒の化学的試験および検査
4. 製薬原料の試験調査および研究
5. 生薬およびその原料の試験調査および研究
6. 他の部に属しない化学的試験調査および研究

化粧品および化粧品原料の試験検査調査および研究
医薬部外品の試験検査調査および研究
医療用具および衛生材料の試験検査調査および研究
がん具類の試験検査調査および研究
麻薬，阿片，大麻の試験検査調査および鑑定

c 3 ) 



2. 予算および決算

(1）昭和38年度決算

付）歳入

区 分

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

雑 収 入

計

（吋歳 出

事 項

研 打；；： 所 β日今 理

点目 菌 検 査

理 イ七 Aう三らこa 験

研 打；；： 調 査

投 帯百 指 導

施 設 整 備

1ーτ2ア・ 防 措 置

計

(2）昭和39年度予算

仔）歳 入

区 分

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

諸 i反 入

言十

（吋歳 出

事 項 名

衛生研究所管理

試 験 検 査

研 究 並 指 Z可子三子ず

施 設 整 備

保 菌 者 検 索

百十

予 算 額 決 算 額 i普 ム減

円 円 円
60,220,850 55,797,340 ム 4,423, 

10, 822, 778 7,651,385 ム 3,171, 393 

65,049 223,485 158,436 

71, 108, 677 63,672, 210 ム 7,436,467

予 ／タヤ守壬r~ 額 決 算 額 不 用 額

16, 174,058 15,212,363 961, 

12,357,674 11,590,094 767,580 

37,246,482 36,856,795 389,687 

2, 119,234 1,938, 198 181, 036 

2,068,850 2,060,485 8,365 

91,287,000 90,667,259 619,741 

25,213,035 24,468, 136 744,899 

186,466,333 182, 793,330 3,673,003 

本年度予算額 前年度予算額 増 ム減

円 円
3, 071, 150 円63,292, 60,220, 

9,320,000 10, 822, 778 ム l'502, 778 

69,000 65,049 3,951 

72,681,000 71, 108, 677 1, 572, 323 

本年度予算額 前年度予算額 増 ム減

円 円
186,023,942 円202, 198, 16, 178,058 

46,919,000 49,604, 156 ム2,685,156 

3,930,000 4, 188,084 ム 258,084 

18,470,000 91, 287, 000 ム72,817,000

31, 181, 000 25,213,035 5,967,965 

302,698,000 186,466,333 116, 231, 667 

( 4 ) 



3.施設

本研究所の施設は次のとおりである。

謀部解名 所 在 I也 電 言苦 棟数 建延坪物数 敷地坪数 摘 要

庶 5多 課

経 理 謀

出国 菌 河日

ウイノレス部

臨床試験部 鉄筋コンクリート建
(361)7161代

環境衛生部 地上4~t~r ，地下 l 階
新宿区百人町4の539 (368)4141 8 2,553.21 3,799.9 

水質試験部 地上Zi：ι地下げ
(371) 1669（所長〉

食 仁仁16 付属建物 6棟

栄 養

獣匿衛生部

医薬品部

化粧療品部

立 JII出張所 立川市柴崎町3の155 (0425) (2)2858 30.50 立Jll保健所内

荒川出張所 荒川区荒川6の2 ~80758342 
891 8214 

16. 50 荒川保健所内

小石川出張所 文京区水道町6 (811)0909 15.00 小石川保健所内

板橋出張所 板橋区板橋町5の961 (961) 1727 15.50 板橋東保健所内

杉並出張所 杉並区荻窪3の145 (391)4832 14.06 杉並西保健所内

荏原出張所 品川区平塚4の23 (781)3209 16. 5,0 荏原保健所内

深川出張所 江東区深川白河町3の5 (641)3488 14.50 深川保健所内

三河島分室 荒川区町屋8の22 (891)4981 2 113, 00 249.0 鉄平筋家コンクリート建

10 2, 788. 77 4,048.9 

( 5 ) 



第 3章業

1. 庶務課

人事，文書，給与などの一般庶務事項のほか，各種

検査物の受付，各種統計の作成などを行なっている。

また本研究所の機関誌として，年報，事業月報および

研究報告を発行している。衛生局に所属する衛生試験

検査技術者748名に対し技術指導講習会を本年も開催

した。

また地方衛生研究所全国協議会には役員として活躍

した。

2. 経理課

会計事務および、物品の調達，工事その他の契約事務

を担当している。

A 業務状況

(1) 衛生研究所総合庁舎建設第2期工事着工(10月〉

(2）同竣工（39年3月〉

B 主な工事

衛生研究所第2期工事関連他23件 91,627,259円

C 物品調達

(1）高圧蒸気消毒装置 1台 1,800,000 

(2) 電子顕徴鏡 1台 5,000,000 

(3）複式書架 1式 324,000 

(4) 雑誌架 1式 207,000 

信） ふ卵室用棚 1式 1,198,000 

(6) 動物語及架台 1式 1,800,000 

(7) パナクレツト 1台 2,790,000 

(8）培養基自動分注器 1ムIコ 980,000 

（的容器自動洗機器 1台 850,000 

自由他 285 f牛 9,632,212 

24,581,212 

3. 細菌部

業務の大半は法定伝染病原菌の検査研究であり，ほ

かに，免疫血清学的検査，消毒剤，予防剤の効力試

験，医療，衛生機器の殺菌効力，無菌試験，薬剤の毒

性試験，衛生こん虫に関する検査などを行なってい

る。

38年中の総取扱件数は684,117件でこのうち565,057

件は飲食物取扱業者，各種団体の賄人，上水道事業従

事者，学校給食従事者，保菌者，患者家族などに対す

る腸管系病原菌検査であって，とくに夏の伝染病流行

期を控えた5～8月には，都民の食生活と密接な関連

( 6 ) 

務

のある，飲食物取扱業者，集団給食従業員につい

て314,056件のふん便検査を行ない，赤痢菌486件

(O. 15%），サルモネラ 2件を検出した。 9～12月には

オリンピックに関連するホテルの衛生状態の向上を期

して，ホテル従業員関係の検便16,348件を行ない，赤

痢菌12件（0.07%）を検出した。なお本年5～6月に

帝国ホテノレにフレキシネル 2a菌による赤痢の集団発

生〈検便4,021件，赤痢菌201件検出〉があり，また

6～10月には散発的ではあるが，滝野川地区に患者数

37名にのぼるチフスの発生があった。

梅毒血清反応は102,305件〈緒方法38,125件， ガ

ラス板法64,180件〉を処理したが，陽性は6,351件

(6. 2 %）で， 37年の 9.4%に比べ大巾に減少してい

る。

食中寄の発生は年々増加しているが，魚介類の病原

性好塩菌による汚染の検査，スシ調理人等の保菌検査

を含め 3,596件を処理した。なお7月には日本橋で給
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( 1 ）襲務成績年報（その 1) 1月～12月〉 細 菌 部
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食弁当によって発生した，病原性好塩菌による食中毒

（患者数239名）， 9月には世田谷でウエノレシユ菌に

よる食中毒（患者数 1,500名〉があったが，この菌に

よる腸炎症状はきわめて軽症で、あるため，見逃されて

いることが多いと思われる。

調査研究としては，前年に引続き，保菌者から検出

した昔、野¥J菌の抗生物質感受性の推移を検討し，健康保

菌者からの菌は入院患者の菌に比べて耐性度は約 1/2

程度で，約15%の｛聞を示していることを明かにした。

また病原性好塩菌は生物型 1と2とに分れているが，

病原性は生物型1にのみ限定すべきもので，生物型2

は本菌食中毒とは無関係であることを解明した。また

梅毒血清診断法として， RPCFおよびFTAテストの

実用化の研究を行ない，従来の方法で判定困難な梅毒

血清の診断に多くの進歩をもたらした。なお抗生物質

耐性ブドウ球菌の予防の問題，コレラ検索用培地の研

究などを行なっている。

4. ウイルス部

ウイルスおよびリケッチアの検査ならびに電子顕微

鏡による検査を行なっている。

取扱件数の大部分は衛生行政上の検査検体と流行予

測調査の検体で， 38年中の総取扱件数は10,272件で，

検査関係は2,071件（血清学的検査 1,363，ウイルス

分離 1,338），調査研究関係（流行予測調査その他を

含む） 7, 571件（血清学的検査6,797件，ウイルス分

離同定 329，その他 445）であった。

本年はじめ，不明カゼ疾患、の集団発生の際は，青梅

保健所管内の小学校3，町田保健所管内小学校I，杉

並東保健所管内中学校1を対象として，血清学的検査

およびウイルス分離につとめたが，インフノレエンザ，

バラインフルエンザで、はなかった。

また5月から，都内小中学校に不明下痢症の発生を

みたが，各種の検索を行なった結果では，確実な病原

は不明で、あった。

本夏の都内の日本脳炎の発生は極めて少なく，診断

確定したものは17例に過ぎず＼日脳疑似症として送ら

れた検体41件の補体結合反応の結果，陽性は1件のみ

で、あった。

ポリオの血清学的検査およびウイノレス分離検査では

陽性は1例もなかった。

本年から全国22道府県と共に，摩生省委託の伝染病

流行予測事業〈ポリオ，インフノレエンザおよびジフテ

リア〉に参加し，都内のポリオ，インフノレエンザにつ

いて，免疫度およびウイノレス分布調査の検査屈を担当

することになり，検査を開始している。

~3C8 

イ牛

口一
1,500 「］

1pooトー十一」一一」

主主．昭和 36.37写は紙琶却に含む

日本脳炎については，おとり動物の抗体上昇度測定，

不顕性感染者調査，顕性感染者調査および豚血清の抗

体調査を行ない，ィ γフノレエンザについては，ワツセ

ノレマ γ反応検査のため当所に提出された血清について，

抗体レベノレの推移の観測をつづけ崎，流行予測的調査研

究を行なっている。またインフノレエンザ、ワグチンの広

汎な接種開始にともない，その効果に関する考察を衛

生局予防部と共同で第羽田衛生局学会に発表し，小山

賞を受けた。ポリオについては，昨年に引続きポリオ

調査研究東京都部会に協力した。

また免疫電子顕微鏡法の開発を開始し，フエリチン

の精製と微細構造について研究し，学会に発表した。

第20回日本公衆衛生学会のシンポジウム「伝染病流行

の予測」には検査室としての立場から出演した。

5. 臨床試験部

( 7 ) 

血液，し尿，脳脊髄液などの臨床試験および原虫，

寄生虫の検査を行なっている。

38年中の臨床試験の総取扱件数は5,532件で，残余

窒素，血糖等の複雑な試験が増加しており，さらに成



(2）義務成績年報（その 2)（昭和38年 1月～12月〉

「保闘？？ 飲食業者 飲食業者 学校 上水道 健康診断 チフス 赤痢

（無料〉 （有料〉 給食者 従業員 保健所その他 経過者 経過者

手事 町 17,581 (32) 8,627 (3) 303 - 1, 302 (2) 180 (1) 
神 田 6,390 (7) 639 325 136 218 
中 央 23, 321 (29) 

I, 785 ！~~ 〕 ~~~ m 230 2 
日
本芝
橋 12, 358 m 3,693 

157 ~〔 1)〕） 8, 773 3,060 843 7 103 

麻幸 J布反 3,614 （〔：）〕 114 - 74 72 1 
4, 368 353 (1) 741 

込 5,314 552 - 494 251 一
四

谷橋
6, 775 1,198 ~15 432 一一 57 

Z、r疋'-. 12,551 (4 1, 452 2 918 (3) 728 (2) 
232 ( ~~5 605 (3) 7 (1) 

石 JI I 3, 165 (2) 20 - 1,365 19,616 τη 56 
本 担I) 2,561 (3) 152 563 66 ο r、
下

’ノ草ιI仁工討十f、~ 12,307 ~~〕） 〉
3, 072 (1) 215 194 146 

浅 6,497 336 - 257 - 155 (1) 3 
向 5,382 5 - 810 79 68 2 6 

本 所 7,932 (5) 1, 057 ~35 592 (1) 106 39 14 
城 東 4,979 (2) 367 1 644 - 61 107 (2) 2 8 
深 JI I 8, 762 856 (1) 44-8 214 - 82 (1) 
口Jコ口 Jll 6, 785 2, 126 - 1, 088 一 134 l~~ m 16 13 (1) 
荏 原

2, 391 ~〔〔J〕） 〕） 
211 - 854 (2) 146 -

目 黒 2,981 485 - 531 49 62 
大 森 3,844 321 - 187 52 276 

蒲調 布団
2,506 397 - 628 50 139 

、、

3,633 1, 529 - _ 196 m 5 
-u主 回 谷 5, 807 ( 33 - 530 - 1,599 一一 26 (1) 
玉 JI I 

3,069 ~i) 〕〕 191 (2) 621 254 18 111 (1) 
砧 2,423 442 一一 404 22 

決 谷 20, 214 ( 2, 135 (3) 779 8 
中 聖子 4, 480 (6) 1, 178 m 463 221 1 672 (1) 6~ m 杉 並 西 8, 676 (18) 767 963 (1) 870 3 127 

中長 並 東 3, 171 c~5 857 (3) 595 ~~~ 一一 181 gs 2 20 (2) 
豊島池袋 9,073 (3 961 1, 087 249 137 22 
豊島長崎

4,808 〔！！~〕
197 - 530 - 66 10 35 

王 子 6, 101 52 - 888 - 260 (2) 402 152 (3) 
滝 野 JI! 2,256 ヨー 403 - 165 
荒 JI I 9, 705 1, 562(18) 

H 
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府町
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中 10, 199 (20) 

790 ~15 12 406 409 63 
立 JI! 5, 264 (11) 341 696 1 612 

- 3, 412 （~~〕） 〉 710 (2) 14 l~~ m 武 蔵 野 4, 804 (10) 296 (1) 731 153 - 232 528 
梅 ケ 丘 4,834 c~5 955 m 450 - 1, 006(1 
田 無 6,043 (1 396 361 450 (2) 2,441 - 1, 032 (5) 85 
赤 ＞］~ 4, 164 (2) 447 447 (1) 

2~~ （〔（il〕中 野’ 北 2, 977 
764 m 531 ο r、

粧碑 文 谷 2,096 209 4_89 257 1 77 (1) 
谷 2,217 778 294 60 28 

計 ¥ 351, 646 （附｜州m 料700(5州問2叫2,01馴れ眠時｜ 33 Cl)¥ 1，印刷〉

( 8 ) 
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(3）業務成鵠年報（その 1試験検査〉（昭和38年1月～12月〉

、T血清試験 ウイノレス分離向

H I 補体結合中和 組織培養試験
その他 ノ、ムス

テスト反 応試験 サル腎 日eLa F L ターI斡寂鶏｝圧その他

インフルエンザ 287 180 2 
ノ、。

フ

インフノレエンザ
44 

耳下腺炎

ア ア ノ 81 44 

日本脳炎 95 

急性灰白髄炎 637 333 

コクサツキー 4 2 324 15 一

ニ乙 コ 一 334 6 

リケッチア 3 

原発性異型肺炎 41 

ポールパンネノレ 4 

そ の t他 5 

287 999 3 53 l, ・9 90 2 

(4）業務成績年報（その2調査研究〉（昭和38年1月～12月〉

！

、T血清試験 ウイルス分離同

H I補体結合中和 組織培養試験
その他

テスト反 応試験 サル腎 HeLa F L タ一ム言マ鶏－~ 匹その的

インフルエンザ 3, 404 03 16 一 一 一 一 - 17 -

ノ、 ”ノ7 96 一一一 35 一一
インフルエンザ

耳下腺炎 - 7 一 一 一

アデノ 一一 3 一一一

日本脳炎 2, 878 30 一 一

急性灰白髄炎 - ::1 6 16 泊 4 5 I ー

コクサツキ｛ 一 一 一 一 一 2 一 一 一

エコー 一一一一 l

リケッチア 一 一 一 一

原発性異型肺炎 一 一 一 19 一 一

間動物採血 一 一 一 100 一 一

その他 - 55 - 2 一 一 一

計 6, 8 70 25 121 52 '.061 5 - 37 -

( 10 ) 



ウイノレス部

定 試 験 そ の イ由

動物試験 免疫血清
ウイノレス

細胞の継 計

＠ リ株培ケ養のッ
発育鶏匹｜｜日マ甫ウ乳ス｜｜サ ノレ｜｜その他

抗源作成
チア

その他
作成

継代
代培養鏡撮

130 599 

44 

179 

96 

一 986 

27 372 

340 

3 

41 

4 

6 

1 :o 28 一 一 2,676 

ウイルス部

定 試 験 そ の 他

動物試験
細胞の十一

計

発育鶏匪I＇マ1甫ウ乳ス Iサ ル l｜ヲ
抗源作成 リケザ'Y その他

作成 株培 代培養鏡撮影
継代養

8 25 32 3,625 

33 8 172 

7 

5 2 10 

30 73 一 3, 011 

2 3 309 

4 

一 一 一

一 19 

一 51 151 

'58 4 319 

8 32 136 ！。 :58 55 7,628 

( 11 ) 



(5）業務成績年報（その 1)c昭和38年 1月～12月〉 臨床試験部

［｜＼検＼体別項＼目別＼ 量血定液 性血液定

沈 血検

血球計覧

見ミ 尿

脊髄脳液検査
血潜
妊娠反応

採 理1食

機：無定亙 機量有定
i能検査喪 毒性試験

成及合抽
研究指導

ぺ、7ご

液 定 定
反応

イヒ 反 の

澄 型査 3主ヨ主． 性 車 学査 応 び出 他

液 442 - 30 
Rh 2 152 - 77 3, '4 262 3,959 2 13 8,918 
5 

清 22 1, 879 -4, :s 8 861 6,832 243 93 - 32 22,097 

9.♂R 

E長 一（63)1551 255 -171,814 I?l, 814 l 21 (63)344,060 

尿 - 102 - 55 919 一（280)9H - 1, 910 435 863 32 一32 一（2即） 5,295 
日話 脊 骨造 液 一57 一 58 

E回四 液 ｝ ー ｛ 

そ の ｛由 ｝ - 1, 955 377 330 237 740 326 156 - 97 154 4,372 

血液型一一（f AB  O式 425 ～ 425 

R h 式 123 一 ～ 123 

メl二k• 計－ I叫，吋 so¥102¥ 吋1521 551叫判附si(280判叩叫防＼11，叫 514＼吋吋叫η，川71,814¥ 98¥ 189¥ （側，拘（

H
N
）
 

(6）業務成綾年報（その 2)c昭和38年 1月～12月〉 臨床試験部

~ 
分大 庁 舎塚 立出 張 j所II 荒出 張 川所 小出 正張［ 川所 板出 張 橋所 杉出 張 並所 荏出 張 所原 深出 張 j所[[ 

検査数 〈十〉 検査数 （＋〉 検査数 〈十〉 検査数 〈十〉 検査数 （＋〉 検査数 〈＋〉 検査数 （＋〉 検査数 （十〉 検査数 （＋〉

原 赤痢アメ 35 3 39 

マラリヤ

虫
その他
言十 2 35 υ つ 40 

タ叫7-

姻鈎鞭そ殺卵計の試虫虫虫他験

178,438 1, 039 8,807 104 4,887 55 3,605 121 6,008 28 4,372 45 6,091 7 5,216 76 217, 424 1, 475 
23 2 2 28 

生
319 17 337 

- 5, 044 20 22 27 3 - 5, 116 

虫
91 78 91 78 

178,529 6, 5031 8,807 126 4,887 55 3,605 121 6,008 53 4, 372 6,091 10 5,216 94 217,515 7,034 

ム口 計 1178,531¥6,50 941217，吋 7,034
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( ii昆床試問）

人病に関係のある分析が中心となっている。これらの

生化学的試験法も年々高度化し微量分析になりつつあ

る。

原虫，寄生虫の検査は例年のとおり学童の儒虫検査

が大部分で， 171,750件（陽性数6,138件， 3.57 %) 

を処理したが，陽性率は37年より減少しているが，こ

れは学童に対する定期的検査の結果と一般の関心のた

かまりによる成果と思われる。

このほか，長年にわたりカルシウムおよびマグネシ

ウム代謝の研究を続けているが，この研究の進むにつ

れ，最近では健康のあり方について，新しい考察が得

られるようになった。本年はこれに関連して，静電気

および空気イオンによる人体への影響について研究を

したが，装置の不備などから，明らかな結果は得られ

なかったが，環境衛生田からみても，新しい分野の研

究として今後もとりあげたし、。

さらに，昨年に引続き中性洗剤の生化学的研究を行
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6. 膿境衛生部

諸種の環境衛生学的試験，調査および研究を行なっ

ているが，特に環境の物理化学的条件を主として取扱

っている。

38年中に行なった主なものは， 1）昭和29年以来継

続施行している「東京都の煤煙と空気汚染状況の調

査」で，都内全域にわたる降下煤麗を月別，地域別に

連続測定するものである。本年度からは，降下煤醸の守

地域別にみた質的量的分布を検討するため， 1カ年の，

予定で暫定的に測定地点をふやし，都内37カ所（従来

は27カ所〉におし、て実施しているO 最近の降下煤塵は

量的には多少の増減はあってもすでに停滞傾向にある

が，質的には，有機成分は不変ないしは減少している

のに対し，無機成分は動揺が大きく，なお増加の傾向

( 13 ) 
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がみられた。また春高秋低の傾向は従来と同様明瞭な

ものであるが，高低の差はほとんど無機成分の変動に

よるものである。 2）またこれと関連して，都内数カ

所に大気汚染自動記録装置を配置して，亜硫酸ガス濃

度と浮遊煤煙濃度の消長傾向を経時的に連続測定して

｛牛
400 

一
l l I 
回一一一一昭和36年
一一一昭和37.$.

: ¥ 一一一一昭和初年

J I 
いる。 3）都市交通における自動車等の排気ガスによ 300 

: ¥ る大気汚染問題について，東大医学部と協同して，都

心部の交叉点で，一酸化炭素，窒素酸化物，炭化水素

類，鉛等の平面的，立体的拡散状態とこれらの人体へ

の影響を考察するため，警視庁警官を被験者として，
イ+ 

T 

一酸化炭素ヘモグロピンおよび肺換気機能の測定等を 200 

行なった。

冬季には，都市公害部，気象協会と協同して，スモ

ッグの立体的拡散状況を調査したが，当部では東京タ

ワーおよびJI！口市のNHKテレビ、塔におし、て，亜硫酸

ガスの立体的分布の測定を担当した。

依頼検査も例年のとおりであるが，主として，空気

調節を行なっている建物の屋内環境条件調査であるが，

総じて夏季には冷房が過ぎ，冬季には暖房がすぎてい

て，合理的な空気調節が行なわれていないことが多か

った。

このほか，労働衛生的調査もあったが，これは，粉

塵作業者の心肺機能検査や有機溶剤取扱工場の気中溶

剤濃度測定および特殊健康調査がある。

夏季に行なった理美容所の衛生環境調査の結果は，

優良店で、あっても換気不良になりがちな傾向にあり，

また紫外線殺菌灯に対する効果過信のため器具類の消

毒不完全となっていたことがわかった。

・－・
JOO 

J 
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日 ル供＼
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環境衛生部取扱件数（最近3年間）

イ牛

バ＼

／ ＼ 
I: 

／「
3‘00(; 

メ＼

/! 「f子、ふ＼
特殊なものでは，伊屯豆三宅島において，水道工事現

場付近に発生した刺戟性ガスの本体究明のため調査に

おもむき，地中炭酸ガス濃度増加のための危険である

ことを注意した。
2,00 
｜／  

7. 水質試験部

一般飲料水，工業用水，河水，海水，浴場水，プー

ノレ水，上下水等の理化学的，細菌学的試験、温泉法に

よる温泉試験，清掃法に規制される放流水の検査，水

道法に基づく簡易水道水，専用水道水の水質試験を行

なっている。

38年中の総取扱件数は27,722件で，飲料水の飲料適

否試験（主として井戸水〉は水道事情の影響もあって，

本年も増加をみせ14,323件を処理した。また井戸水に

関して工業用水の試験が 215件あった。 5月末，多摩

川｜に流入する野川に青酸塩が大量に流出する事故があ

り，その影響をおもんばかり，約 1週間にわたり付近の

井戸水1,300件を検査したが，事故後2' 3目白から
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数件の井戸水に青酸反応があらわれたが，数日後には

いずれも反応が消滅した。また9月初旬の集中豪雨の

際は冠水した地区の井戸約200件以上につき現場試験

を行なった。

水道法に基づく試験は住宅局関係，住宅公団関係か

らの依頼が主で総件数8,621件を処理した。また清掃

局からの依頼による浄化槽，消化槽の放流水2,759件，

下水道局からの工場排水166件の試験を行なったが，

39年度からは，都市公害部からの指示により，多摩川

水系へ流入する工場排水が規制を受けるので，同流域

の各種工場からの依頼が増えるものと思われる。夏期

各保健所と協力してプ｛ノレ水480件について現場調査

をかねて採水し試験を行なった。公衆浴場の浴槽水に

ついては 384件を処理したが， 38年10月厚生省の通達

により「潟度，過マンガン酸カリウム消費量，大腸菌

群J等について基準が設けられ，これに関連して11月

以降公衆衛生部とともに260件について検査を行なっ

たが，基準に適合するものはわずか41件 (15.8%）に

すぎなかった。河川水は都市公害部と協力して，多摩

Jlj, f.呂田JI！等約40f牛につき調査を行なったほか233件

について検査した。河川汚潟問題は各方面の注目する

ところで， 7月には都議会からの委託により，隅田川

の現場調査ならびに十数件の検体について化学試験を

行なった。

科学技術庁からの委託による陸水の放射能汚染調査

は今年度は，天水，河Jll水，下水等41件について測定

を行なった。

調査研究としては，城南水系（主として目黒JI！）の

細菌検査，また目下公害関係で問題となっている多摩

JI！の汚渇に関連して，その底棲生物相の調査一これは

今後数年以上継続の予定ーのほか従来に引きつづき井

戸水中に棲息する生物の分類学的研究を行なっているO

8. 食品部

乳肉魚介を除く一般飲食物について，行政試験，食

中毒の化学的検査および一般からの依頼検査，合成着

色料その他の食品添加物，器具，容器，包装料の試験

などを行なっているO

38年中の総取扱件数は 62,277件で，理化学的試験

50,338件（不適11,226件， 22.3%），細菌学的試験

11,939件く不適5,292件， 44.3%）であるO 以下〈〉

は不適件数とその%を表わすO

以下各担当別に業務状況を記述する。

1. 食品衛生化学室 取扱件数37,875件（11,065

件， 29.1%）で主として漬物その他の副食物，菓子類，

飲料類等で，不適理由としては，添加物の基準量超過

使用が多く，保存料，漂白料関係の違反が目立ってい

る。

行政試験では衛生局公衆儒生部および各保健所と協

力して行なった夏期の飲料氷の一斉検査3,000件（500

件， 16.7%），年末一斉検査26,250件（4,694件， 17.9

Mうがあり，後者では漂白料の違反が多かった。
2. 食中毒化学室 食中毒関係は742件（16件，

2.2%）を取扱ったが，魚介類，油揚物などの変敗，

かん詰ジュ｛ス中のスズの溶出過多などが不適の大半

である。

一般依頼は 810件（64件， 7.9%）で，副食物中の

保存料，菓子類中の漂白料，着色料，清涼飲料水の成

分規格試験，食品中のと素，有害性重金属の試験が主

で，漂白料，保存料の基準超過，重金属類検出が不適

の大半であるO

科学技術庁の委託による食品の放射能汚染調査は今

年度は都内産の牛乳12件について測定したが異常カウ

ントは検出しなかった。

3. 食品添加物室 製品検査関係は，かん水6,548

2守~846

180,509 
14:井もO

II 12月
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(9）業務成績草報（その 1)c昭和38年 1月～12月〉

件
取 扱 件 数 試 験

数 依 収（惑 調 現 化 Aづuこ与. 

頼
去
査 場 ＇~ 比長 融点容

異偽耳物物目

変 灰 重ヒ
及び 計 見"'-'- 敗種

試 研 試 pH 金

~lj 毒中Lハ_::, 
試

重き 沸点志！と
試

験 究 験 験 験 分 属京

類飲料 氷酒清 涼精 飲飲 料料雪
17 3, 047 - 3, 064 143 141 141 110 542 
180 352 150 682 133 131 2 104 6 75 846 
52 602 5 3, 182 3,841 874 117 32 853 。105 2,591 

莱

せ飴氷あんべ菓んいあら菓子類他れ

2 2 
22 883 - 4, 921 5,826 929 190 ｛ 15 898 2 86 2,731 

子 131 203 123 54 511 28 163 27 22 12 105 
148 283 431 53 95 一 93 15 41 148 

類 その 219 1, 419 96 5,351 7,085 213 204 15 453 52 88 927 

II望号斜｜ サl十却71 判 338 
419 185 365 1, 001 228 98 89 78 694 

高1

調缶そ佃泊 詰煮味目，の，旨瓶漬 料物詰類他

27 128 75 96 326 32 17 8 13 58 
6 235 75 93 409 84 66 2 82 58 81 339 

食 44 1, 118 172 4,998 6,332 282 85 6 30 121 586 85! 406 
62 34 97 193 34 31 ー 4 8 33 10 107 

類 229 3, 168 242 6,019 9,658 295 272 49 - 1, 085 799 138 2,415 

!I翌九武器｜ 2伍｜開1 オ2却7
90 475 1,196 550 1 1, 2 958 603 3,000 

食そ怨及容の器包装他｜I 4オ3,0781 7~1 4~1 3, 65~1 1; 51 
157 4, 506 365 3, 652 8, 68 502 111 477 4,211 

j 1, 967120, 344¥ 2，叫 判2,6051 6, 4181 2，叫 z叫

(10）諜務成績年報（その 2)c昭和38年 1月～12月〉

件
取 扱 件 数 感 石室 五竜

数
製検 調研 d件d問’与ー‘ 壬口刃,c,, 溶 焔 液｜融

手重 品査 査究 計 計 言t 試
色

反
~lj 

適 否 適‘ 否 適 否 ~＇並~可L 験 ~)t 応 性 点

合 pサッカリン製剤
成｜
甘十ズルチン製剤

味 lサザカリン ー

料 Lズ7レチン混合製剤
合成着色料

1% ー

34511ベ9,614123…判1157，仲卸6113,118114，む38

461 -I 296 

2071 -

2, 1491 10 

2501 -

かんすい I6, 3311 59 

硫酸カルシウム I 1371 9 

101 1131 6, 341 

n
O
 

7
t
 

nuυ 
円

h
u

円
ノ
』
n臼イ丁

ココ口
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げ
れ

μ
立
口

口
口口食

数ヰ
ナ，aq
l
 

査検

I i~I I i~I 1~1 =i H~~ 

=I =I =I {ii ： ~61 ~！~I i~~1 

ヰ：；ti 到：： ~~if イ 1~1 ;[ =I 
=I =I 内；I~~~1 ~： ~~~11 ~： ~~ ~1 ~： ~~11 

乾
燥

減

物他l分｜量 l
-1 2 600 5131 -
6041 4 斗」 7~

~｛~1 3=1 ~61 」；；：I2' ~~~1 

！~I 1~1 ］~I 66［オ；11 =I 
2, 88;1 13 ~1 ~~； I ;g~＼ 2. ~~ 3. ~ =I 

験試菌m問
。
松
町験試

そ大

腸

菌

数

生そ
，＿，＿手

疋水有そ防着メ
タ
ノ
ー
ル

捌
酸
亜
硫
酸

の菌

数

勺
A

つ山可
I

R
U
 

の

他量

機の腐

斉IJ

色

川

U
i

・叫す
A
1

一つ山

1

勺
J
Q
u

q
U
A
T
 

2 14,640 1, 653 
1, 315 
13,398 

1,207 1, 656 
11,565 
426 23,435 
9,038 
10,856 
18, 177 
38,989 

5, 142 3,497 

92 一つ
U

に
リ

試 験

苛ア i塩 i硫 iヶ｜炭 i ｜ 

i化！酸｜ム｜酸 I I 

性リ｜ 物 ｜ 塩 ｜ 塩｜ 塩 ｜ 素 ｜ 属 ｜性物II生物lf也

-i :: ::: 2, ~：t 2, ~：：12 :11~ ： ::: ::1 :: :: 6, ~~~12 
{<::1イ.：：i・::1 ·：~ 4·~~l :::::12＜~t::::12~ 7.~1IO·:r~3:::::: 

部口
問食

度 定

量

強

熱

残

留

物

~！Z; 

1{,!J"k 
!Y』、エー」有不無不重

計

7,020 
7,452 

試

験

195 
207 
195 
207 

減

195 
207 

1至L
主主主

のレ叫
u
・2
h叩
’vh
b

’hw
 

品
店
怯機純金

異

~？！｝ 

レU
L
l
r
 

重

8101 16, 891 664 225 
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(11）’業務成績年報（その 1)（昭和38年 1月～12月〉

I* 
取 扱 件 数

依 7j( 蛋 日旨

白

頼 人rχI 質 肪

主主 163 154 378 
植
旦 53 37 10 100 57 36 32 
4お
里子 莱 類 52 28 265 162 95 99 
1生
果 実 類 14 7 121 142 131 97 80 

食
菌 翠 類 2 2 2 

口口口

、w 藻 類 4 4 8 8 

動 獣 4鳥 類 14 15 151 104 76 

ヰお 魚 貝 類 28 13 99 140 162 416 126 
性

食
乳 類 30 Li 35 24 24 24 

口口口 b'J~ 類 3 Lつ) 3 14 16 16 

好噌品
莱 子 類 74 82 17 173 130 62 52 

飲 料 51 126 80 257 92 82 58 

調味料
油 日旨 類 12 34 46 43 12 71 

調 味 口仁口l 65 47 3 115 42 44 44 

そ 滋 養 仁仁！日l 58 4 4 4 

の 調理用水 130 130 

他 植物性食品 40 40 

5十 判411, 08511, 97111 , 09511 ，おoi

(12）業務成績年報（その 2)（昭和38年 1月～12月〉

項 目

件 数

。r、
II＼巳，＼

3,458 

( 20 ) 

数

試 ！投

素b 炭水白
織 灰 石

燐 鉄

市住 分 灰

166 44 44 

28 30 42 24 12 12 

93 33! 415 195 73 

92 66' 150 208 162 60 

:: 
2 2 2 

8 6 6 

80 

42 15 121 121 

22 10 2 12 12 

10 14 12 12 

98 80 84 24 22 

98 18 74 100 10 16 

2 4 39 21 21 21 

44 42 44 42 14 14 

4 4 4 

130 

80 

97712，判 495 

栄養実態調査

852 



e時L,
ノq、 養

部

検 査 件 数

食 i ピ ナュ カ l 炭 ア l 。恥rじ、、 m：むミ

動票験
マシ ／＼イ七 ア 酸カ 酸

タ
トl リ ノレ グユ 工試

、、、
アリ pH 、、、 ノ

塩 ン リム ユム 酸 コノレ 酸 党 ネム 消験 酸 ノレ度 ｛面

516 一 270 l8 14 40 36 2,672 

154 95 522 

802 15 15 16 251 22 2,852 

517 133 9C 一 16 1,934 

一 91 

30 6 6 4 6 118 

6 :s 30 30 88 280 28 32 12 1,966 

0 13 106 00 96 18 8 1, 872 

22 一 19 6 219 

ぷ 3C 9 163 

276 148 - 1,064 

729 242 - 1,519 

36 96 43 18 427 

6 149 115 一 4 604 

66 456 

130 260 

80 160 

2413, 6821 11211. 5241 -11, 1991 

1, 044 1, 072 490 

栄養試験 調理科学実験 －」y
 

の 山
出
F
A－－ 
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件（71件， 1.1,%＇），ターパ／色素製剤 128件（O），硫酸

カルシウム 145件（3件， 2.1%）で、あった。

食品添加物規格試験は収去関係 36件（13件， 36.1

%），依頼関係 133件 (11件， 8.3%）であった。

4. 製品検査室 製品検査人工甘味料製剤は

2,573件 (10件， 0.39%），容器包装は 1,348件。。

件， 5.9%）で，蛍光染料検出，重金属検出，ホルム

アルデヒド検出などが不適の理由であるO

5. 食品徴生物室 年初に帝国ホテルに赤痢の集

団発生があり，またプレオリンピックの開催があり，

さらに病原性好塩菌による食中毒の多発などがあり，

取扱件数は 11,980件（5,490件， 45.8%）で例年より

多かったが伝染病および、食中毒防止のための夏季対策，

集団給食，団体宿泊施設，仕出弁当，食中毒多発食品

などに対する行政試験は11,309件（5,292件， 46.8%),

苦情処理や一般依頼によるものは 671件（198件，

29.5%）で，不適は大腸菌，ブドウ球菌，病原性好塩

菌検出によるものであるO

調査研究としては，近年食品中の添加物は著しく複

雑となり，従来の試験法のみでは，迅速確実な結果を

得ることは国難となっているので，とくに今年は「ブ

ドウ泊中の二酸化イオウおよび保存料の調査ならびに

試験法の研究J「漬物中の各種保存料の試験法の研究J

を行ない，さらに「かん詰中のスズの定霊法の研究J

「食品添加物規格試験法の研究」「かん水のガラス容

器の溶出に関する調査研究J 「合成樹脂製容器包装の

衛生学的研究」などのほか， 「ブドウ球菌検査法の研

究J 「腸内細菌の抗生剤耐性株に関する研究」などを

行なっている。

9. 栄器部

食品の成分々折，栄養価の測定など栄養学的試験調

査および研究を行なっており，主として栄養改善法第

四条による収去検査と一般依頼検査であるO

38年中の総取扱件数は 886件で，収去検査は444件

ありう強化食品の基準適否試験を主としており，菓子

類，めん類， L好飲料，調味料などが対象であるが，

許可標示量に充たないものが約10%あり， VB1, VB2 

の不足が菓子演，めん類に， vcの不足は粉末ジュー
主人に検出されてし、るoB1, B2の不足は栄養素強化の際

における強化物の均一分散化，製造工程中の損耗，製

品保存中の損失などが考えられ， Cについては， Cの

結品は乾燥状態では安定であることから，粉末ジュー

スにあっては製品の管理条件や包装の面が充分ならば

破壊の度合いは少ないと考えられるO 当部の研究の結

果からも包装の厚みとCの残存率は比例し，保存条件

件

70 

も00

500 

400 

300 

200 

700 

。J 2 3 4 5 6 7 8 9 ID If 12.R 
栄華部取扱件数 （最近 3年間）

が良好なときは，残存率も高いことがわかった。

特殊栄養品とまぎらわしい食品（主として菓子類，

ジュ｛ス類〉がかなり市販されているが，分析の結果

では，標示と中味とがかなり相違するものが約40%み

とめられた。

一般依頼は 442件で多種多様であるが，菓子類，飲

料類などのし好品が最も多く，全依頼件数の50%，調

味料が16%，獣魚肉加工品が10%，その他となってい

<;:lo 

調査研究では，即席ラーメン，粉末ジュースの B2

およびC損失の過程調査，前年に引きつづき献立作成

上の資料とするため，各種食品，調理加工品の酸価，

塩基｛｜苗を測定中であるO その他，乳糖と無機質代謝の

関係を動物試験により検討中である。

( 22 ) 

10. 獣医衛生部

乳および乳製品，食肉魚介類ならびにその加工品な

どの検査，狂犬病その他，人畜共通の疾患の検査など

を行なっているO

乳，乳製品の検体は都公衆衛生部および各保健所か

ら送付される収去検体と会社，団体および一般都民か

らの依頼品とで， 38年中の受理件数は収去2,646件，

依頼840件，計3,486件であるO JI又去検体の大部分は

一斉検査によるもので，牛乳，加工乳，アイスクリ｛



ムなどが主であるO 依頼品では粉乳（脱脂粉乳，調製

粉乳〉が最も多く，脱脂粉乳は大部分学校給食用のも

ので都給食会，区教育委員会などの依頼によるもので

あるO 調製粉乳は消費者の苦情によってメ｛カーから

依頼されたものと，メーカーが定期的に検査を依頼し

てきたものであるO はつ酵乳や乳酸菌飲料，乳業関係

で使用する容器包装（紙キャップ，紙容器など〉もか

なりあった。

食肉魚介類およびその加工品の検査も牛乳類と同様

な収去検体と依頼品で， 38年中の受理件数は収去

1,084件，依頼1,145件，計2,229件であった。収去

検体の主なものは夏季および歳未一斉検査によるもの

でラ食肉加工品が最も多く，一次加工品，ねり製品，

魚、内ソーセージ，鯨肉製品などがこれに続いている。

検査の結果では，細菌学的に不良なものが過半数もあ

った。依頼品としては加工品の成分規格，製造基準に

ついて厚生省告示があって以来，製造業者の検査依頼

が多く，とくに原料品として香辛料は 618件と依頼品

の過半数を占めており，細菌学的検査の結果はし、ずれ

も良好であった。

一一

！＼ 3~ 年
嶋~~ 3 年

P.~l!,♀ 38 手

イ牛
1「ハ

I.JUν 

／ 

I/ /i ¥ 

, バハ' iii ' 
ννν 

／ ／ 九 1
j 

'! 
「ハ

＇－＇＂ν 

I¥ I 
¥ i「＼＼：i¥ 

「

I/¥ 現ームて戸

、
1グ’

l、
¥ ν ＼ 
＇－叩副－看

ν／ ～ 一

狂犬病検査関係では， 38年中の佼傷犬の受理件数は

56頭〈畜犬13頭，無届犬24頭，野犬19頭〉で，検査の

結果狂犬病とみなされるものはなかったが，岐傷犬は

無届犬，野犬が相変らず多かった。

また動物試験による医療品，農薬，洗剤，食品包装

材料などの，急性毒性，慢性毒性の試験の依頼が増加

しており，試験期間は慢性毒性では 1カ年半くらいの

ものもあるが， 1～2カ月を要するものが多く， 38年

中には56件を処理した。

調査研究としては，はつ酵乳，乳酸菌飲料中の乳酸

菌に関する研究，冷却保存によるバター中の大腸菌群

の消長等の研究，魚肉ソーセージの細菌学的調査，生

肉，魚肉の鮮度試験法の研究，ハム漬込中における菌

叢の変化および亜硝酸イオン等の経時的変化の研究，

野犬からの結核菌分離試験，不発病時における狂犬病

毒抗体の保有状況の研究などがあるO

11. 医薬品部

薬事法に基づいて，薬事監視員が収去した医薬品，

都薬務部の補給業務にともなう医薬品，一般からの匿

薬品および衛生局その他の局，各区役所等で購入する

医薬品，殺虫剤などつにいて試験検査を行なっている。

一般医薬品関係では，収去校体は 581件でグリセリ

ン，総合栄養剤，アンプノレ入内m~液その他軟菅類，事

故品等で不適品ri49%あった。とくに総合栄養剤では

錠剤の崩壊性の惑いものが多く，また事故品の中には

造影剤の硫酸バリウムゾル中に強いアルカリが混入し

ていたもの，調剤された VB1散中に無数の「チャタ

テムシJが存在していたものなどがあった。

薬務部の補給業務によるものは，グリセリン，逆性

石鹸など97件のほか，同じく薬務部の検定業務にとも

なう，血液銀行で使用する血液比重測定用硫酸銅液の

比重測定215件および各種基準硫酸銅液4種を調製し

た。

一般依頼は 599件あり，その他殺虫剤の封かん試験

19,580件で，計20,179件であるO 内訳は衛生局予防部，

各市，区役所等で蚊とはえの駆除のため購入するマラ

ソン乳剤， DDVPi由剤，混合計h斉IJなど各種殺虫剤の

規格基準適否試験および主薬の定量，各種ピタミン製

剤中の成分ビタミンの定量，簡易水道殺菌用の次亜塩

素酸ソ｛ダ液の経時変化の検討，上記各殺虫剤の封か

ん試験などであるO

注射薬の発熱性物質試験は注射薬製造業者から 172

件の依頼があったが， L.トリプトファン， L.メチオ。
L 4 5 
獣医

7 8 3 10 11 I 
（最近3年間）

if:l ニン， L.バリンなど10数種のアミノ酸類が最も多く，

ほかに局方収載の注射薬， PVP，アルブミン等代用血

( 23 ) 



(13）業務成績年報（昭和38年 1月～12月〉

｜＼＼ 
取扱件数 試

件
依 送 調 官 出国 菌 A寸b一ら 的 試 百食

種

即lj ."'""・ 数＼＼ 

自旨 大 乳 '}J 芳二 還

書病原
フ 腸

計 般 腸 酸 ピ スユ
ド

頼 付 試 生
菌 菌 酵

日包
試

ウ 球
菌 球

適否 適否 査 験 数 群 数 ー母 間 験 菌 菌

手し 60 24 :90 :5 19 - 499 499 一 一
手L

ク リ 一 ム 46 7 24 4 - 81 ,1 81 - 24 

及 手Lれ粉手L ん 乳乳
11 5 17 15 15 3 4 
:oc 7 84 9 - 300 - 300 300 - 174 - 153 

び 飲料 7 - 187 44 -238 -238 238 
アイスクリーム（アイス

1 4 46 965 633 ーし758 ーし7581,748 
手し 製 クリーム類含む〉
ノ、タ 一 :c ノ 19 4 - 52 - 30 47 - 23 - 22 17 

製
ブJ - 一 ス 6~ 

- 30 - 37 7 29 - 22 
は：
酸っ菌酵飲 手料他し

4 50 - 115 - 104 115 

ロIコ口
口仁口1 
手そし :9 3 36 38 - 106 - 105 106 

の 3C 15 30 7 - 182 - 175 142 - 44 

検

調査究研 手乳グLロ レラ培関抽添出す地物る加テ研研ス究究ト

- 35 35 - 100 

査 3 - 23 26 -270 

その飽 物
23 12 35 - 22 22 70 

食 生
肉 3 10 13 12 8 4 

食
力口 工 口仁口:i 363 29 883 239 -1,514 34 901 901 4 - 31 - 57 

肉
肉 原 挙｝ 620 40 - 660 - 566 566 - 534 

魚
鮮 魚 介 ？頃 8 3 4 15 3 10 10 

介 魚

類 力日 工 口仁口1 28 1 393 244 - 666 37 545 545 2 3 

及 原 挙｝ 7 7 

び 介 そ の r他 - 30 - 30 - 30 30 一
力日

工 調 肉の細菌汚染調査研究
- 110 - 110 80 

口Iコ口 ハム緑変に関する研究 - 100 100 - 100 100 300 - 100 

検 査 その他研究 - 65 65 - 35 
査 研

調鮮魚魚肉白ソ鮮査ー度判セ定ー研法ジ研細菌究究
- 550 550 320 350 120 

究 - 169 169 30 240 89 

畜 犬 9 4 13 
狂
無 届 畜 犬 13 6 19 

犬 野 犬 12 8 - 20 

病 猫 3 3 

検

調査研究

狂犬病毒毒性試験 - 32 32 

査
トキソプラズマの研究 - 45 45 

ジステンパ毒性試験 8 8 

医薬品等の毒性試験 51 - 57 

医薬品等の毒性継続試験 7 8 

そ の 他 28 - 30 - 26 10 

メ口>.. 言十 1弘；rf.明1
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計
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分

比鮮そ
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-1 93 
-I 1, 565 
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87 
223 
211 
368 

100 
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(14）義務成積年報（昭和38年1月～12月〉

，件 取 扱 件 数 試

種 数 依 iき ネ市 製 調

襲鎮痛
眼 抗ミ 強 鎮怯 整 ホ

菌毒殺消剤 各ピ薬 査 科 ヒ た腸
ノレ

i種剤ンタ
言十 ン t心 モ

別
指 研 用 ス ん 、ノ

頼 〆付 出合 導 究 薬 タ剤 剤 咳剤 剤 剤

公定書基準適否 434 435[ 

石室 でnコZけ氾klδ 言t 験 41 457 57 58 542 1, 155 1, 513 - 65 - 6541 280 

定 量 試 験 197 477 14 95 1, 441 2,224 4, 191 - 160 81,110:3, 031 

発熱性物質試験 171 171 一一 1,441 

無 菌 試 験 22 2 24 120 30 - 60 

'I宜 数 16 216 4 94 330 268 - 92i 517 

生 薬 別

一（19,580)

生育調査 一 115 115 

赤外線吸収スベクトノレ ー 190 190 - 32 

製 法一 - 32 32 2 42 

カ、、スクロマトグラフ ー 2 2 

計 I 鉛悩1＼ト11521 7沌61ト仲8邸8512卜23841 4九γ5~78い9 2¥ 225¥ 32¥ ao¥ 140¥ sa¥ 1ゆ 71
(19, 580) (19, 80) 

(15）業務成績年報（昭和38年1月～12月〉

取扱件数 試 験

依送調 感 警察 物 理 的 試 験

見品ゐ』 光 力日

鏡験顕徴試 気度試験密

ベ試 耐試 靭 曲 重 イ中 1鬼 そ
計 出でfι時 製l 熱 性 げ 議 長 下
試 pH の
試 試 ノ、。 耐 試 試 試

頼付査 験 験 験 l験 寒験 験 験 験 験 験 他

麻 薬 - 4831 40 523 121 20 - 40 - 276 - 111 

114, 100 515 4,626 207 134 1 52 - 905 - 106 一一 5,585 

粧頭髪用品 52 676 280 1, 008 134 177 8 - 283 - 127 一－ 4, 730 

開口 そ原の料他 291 - 322 613 73 81 33 175 - 153 一一 1 2, 923 

2 2 ｛ 

療器械具 25 - 369 394 95 - 53 147 - 260 

i 具 生用品 10 684 100 794 5 -1, 884 

医療品容器 41 - 252 293 89 235 21 5 20 - 248 一一一 2,960

繊維衛生材料 35 154 315 504 3 243 - 94 100 - 202 - 39 44! 2, 434 

玩 JI 『 8 507 180 695 370 60 50 8 - 562 一一 512, 060 

試 薬 一一一 一

医薬部外品 10 10 2 - 10 一一一 500

Ye の ｛白 32 - 210 242 - 209 17 36 198 - 54 一一 27 1, 328 

計 ｜吋，叫，叫，7041川， 1091叫叫，叫，5041判 一J1,2711叫判叫30,756
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医薬 コ
問

験 検 査 項 目

養出担強押l

糖
蛋白ア製酸
血代液用剤

負手 サ 馬区 院t 溶

矯矯臭味剤

E芸人Zシ

血重F比測定~ 硫
殺 生 製 薬 毒‘ 器

そ！
ノレ

断 液 酸 薬 τ河芭ミプこ 用
争z時包 フ 虫 形 解

用
虫
製 原 植

産』 の 言十
、、、 ア 溶

類 ノ剤 剤 剤 斉日 剤 斉日 河之宮t:;: 液 銅 剤 剤 料 物 物 7日て 他

48 1 365 - 72 378 33 52 123 680 11, 275 747 155 '01 50 - 721 19,839 

32 1 733 16 285 15 - 155 840 13,021 460 535 295 355 - 568 26,842 

- 333 13,5081, 9 111 -1, 327 -220 455 18,944 

。 - 30 - 30 - 60 90 660 

- 541 12 90 - 44 24 し9924,863 12 5 70 8,530 

一（60,613) 一（60,613)

- 420 420 

139 120 104 395 

5 38 85 175 

18 18 

4いお4…I日3口叩吋5印刊吋0811邸悶叫913ト司so［卜M一10削00州0
化粧療品部

検 査 件 数

化 AーテMト 自句 試 ！験 細｜そ

溶 1定 呈 染 抽 臭 酸反

誘導霊験
解 融 定 カク ベク そ 菌

解 回融 殿 色 色 出 凡,,..,,_ 化 裂 d点 主主主主主 ロ ！ロ iの
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験 験応 応 μ{S 験 ！険 験 フじ応 応 験 験 ムト lト 他 験｜他
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2,047 10 1, 1421 8,316 - 967 19 166 - 47 330 1, 010 4,300 3 - 3, 430 

839 - 638 7, 336 - 632 62 106 2 495 171 4,640 760 一 1,340 

562 35 514 2,865 -1 676 52 125 10 10 100 391 55 845 770 - 1, 237 
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一四国昭和初年

一－一昭和37'i王
一回一昭和38年

2 3 4 5 6 7 8 9 70 71 !2月

医薬品部取扱件数 （最近3与問）

定した。

12. 化粧療品部

化粧品，医療用具，衛生材料，玩具およびこれらの

原料，麻薬，医薬部外品などの試験検査を行なってい

る。

38年中の総取扱件数は7,117件あり，行政試験は

6,600件余，化粧品の一斉検査として 2, 3月にへヤ

トニック，へヤラッカ｛など639件， 6' 7月に口紅

4,100件を処理したが，へヤトニック類から規定以上に

メタノ｛ルを含有するものが10%余検出され，口紅類

では輸入品の中に新しい法定外色素が検出された。こ

れについては衛生局学会で発表した。 6' 8' 10, 12 

月には局方ガーゼ，脱脂綿，紙綿類など繊維衛生材料

105件について試験したが，不良品は少なかった。

10, 11月には玩具345件について試験した。うつし絵

について，容器包装材料中の蛍光染料試験法によって

試験し，蛍光染料を使用したものが37%検出されたが

有害な塩基性タール色素を検出したものはなかったO

また10月以降，中，小学校児童に合成ゴム製粘土によ

る皮膚炎の発生があったが，検体162件について，起

炎性物質を追及した結果，原因物質と疑われる可製剤

のジオクテノレフタレートが検出された。

液製剤などがあるが，不適品の半数もアミノ酸製剤で

あった。また衛生局薬務部、国立衛生試験所，製造業

者および東京パイロジェン研究会の共同研究に参加し，

各種技術の指導および勧告を行なった。

カ l I I I I I ！一一昭和36年
2.51 l~ I I I I I I I －－一昭和37年

注射薬の無菌試験の依頼（土21件あったが，すべて日

本薬局方の基準に適合するもので、あったO

生薬およびその原料，製薬涼料関係では，収去試験

として市販生薬製剤，毒物劇物および不明薬品など60

件あり，一般依頼では生薬およびその原料，各種製薬

原料の局方試験，定性定量試験，理化学的慣数測定な

ど86件があり，国内のベルペリン資源不足のためl輸入

された黄柏，寅連その他のベルペリン定量，サフラン，

海人草などの成分定量その他であるO

調査研究としては，解熱剤，ビタミン剤，抗ヒスタミ

ン剤その他について規格および試験法の作成，アンプ

ノレ入内服液中の VB2,VCの定量法について従来・の方

法について検討し改良法を報告した。また N.N.D.

収載医薬品の確認試験法として，赤外部吸収スベクト

ルによる方法が採用されつつあるので，この試験法に

ついて相談依頼が多くなっているO

また殺虫剤の乳化安定住試験法に関する改正意見は，

厚生省殺虫剤指針の改訂に当って採用されることに決

( 28 ) 
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化粧E章、品部取扱件紋（最近3年間）



麻薬については， 7～9月に不正麻薬の疑いで送付

された483件のうち，アヘンチンキとおぼしきものに

ロートエキスが検出された。

一般依頼試験は 517件あり，化粧品原料その他の香

料としての果実エッセンス類の有害性物質試験，医療

用具，衛生材料およびその原料として各種合成樹脂な

らびにその成型品で、ある注射筒，医薬品容器，器具な

どのほか玩具，印刷用材料，接着剤などについて有害

本年度の当所見学者

1. 衛生局，保健所等

2. 大学，短大

3. 高等学校

4. 中学，小学校

5. 地方衛生研究所

6. その他

行事

38. 3. 4 新庁舎移転

3.22 動物慰霊祭

5.29 グ 落成記念式

14名（3件〉

177名（4件〉

120名（3件〉

11名 (1件〉

19名（9件〉

56名（4件〉

397名（24件う

11. 3 
39.3. 13 試験検査技術指導講習会（12回〉

( 29 ) 

性物質の溶出試験などを行なった。

また医薬部外品として，湯の花，各種防臭剤，防腐

剤などについて成分試験を行なった。

調査研究としては，行政関係のものの外，化粧品原

料，番粧品などの規格設定に関する試験研究を行ないチ

また匿療用具のJIS規格作成に協力し成果をあげてい

るO

海外出張

所長辺野喜正夫 38.10.20～11. 20 欧米

米国公衆衛生学会出席，欧米衛生関係施設視察

本年度の幹部職の異動次のとおり

2. 4 栄養部長五島孜郎（医博〉着任

4. 5 環境衛生部長脇坂一郎（医博〉着任

12. 2 次 長建石実則退職

獣医衛生部長中島実転出

A’ 事務職扱（所長〉

庶務課長緑川i勇哉次長就任

経理課長大貫敏之庶務課長就任

栗原勇夫経理課長就任



調査研究事項第4章

昭和37～38年東京都内発生の腸炎ピプリオ

食中毒の疫学的および細菌学的検討

1. 
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畑
j島

は病原性の問題に立入っていないので，この点を明確

にするに必要な基礎資料を得るために，引続いて昭和

37～38年の本菌食中毒の疫学＠細菌学的検討を行なっ

てみた。その概要を報告する。

I 疫学調査

1. 発生状況：昭和37～38年に都内に発生した総食

中毒事件の病因物質別発生状況を表1に示したc なお

最近の傾向を示すために昭和36年度の成績を表示した。

腸炎ピブリオが夏季の魚介類食中青zの重要な原因菌

であることは論をまたないところであるが，本菌の生

態＠疫学調査ならび、に細菌学的検討が詳細に行なわれ

るに従って，現在の腸炎ピブリオのカテゴリーに入る

全ての菌が食中毒原性を有するか否かが問題点となっ

てきたり.2)0 さきに著者らは都内発生の本菌食中毒の

疫学的，細菌学的検討を行ない，すでに昭和36年につ

いてはその大要を報告している3）。しかしこの報告で

年次別病函物質 7.ilJ食中毒接生状況 （東京都〉表
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ブドウ球
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その

2(0.04) 

13( 0.3) 

42( 0.8) 

菌

化
学
物
質

毒

毒

他

然

然

動物性自

植物性白

その

1, 359(27. 1) 明不

5,012( 100) 224( 1 計ム、
口

サルモネラであるが，このうち腸炎ピブリオによるも

のが，事件数58件（32.0%），患者数3,617名（58.2%) 

で、あった。昭和38年においても，事件数 149件，患者

数5,012名のうち本菌によるものが事件数57件（38.2

J~）， 忠者数 1,911名（38.1%）となっている。この年

において事件数に比較し患者数の割合が低下している

まず，昭和37年についてみると，総食中青：事件数は

181件，患者数6,212名であり，これら食中毒の原因菌

の判明したものとしては，腸炎ピブリオ，ブドウ球菌，

〉内は%注：（
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のは，耐熱性ウエルシユ菌によると思われる食中毒事

件 1件，患者数1,491名の集団発生がみられたためで、

あるの。

原因菌が検出された細菌性食中毒事件のうち，腸炎

ピブリオ食中毒事件の占める割合は昭和37年では， 70

件中58件（82.9%),38年では70件中57件（81.4%）であ

って，実に細菌性食中毒の約80%以上が腸炎ピブリオ

によるもので、あった。

次に腸炎ピブリオ食中毒の発生状況を季節的にみる

と表2に示すごとく，東京都内においては，初発は昭

和36年， 37年ともに 5月下旬であり， 38年は 6月中旬

で、あった。 3カ年を通じていえることは，そのピ｛グ

は8' 9月の2カ月であり，昭和36年の7月を除き，

本菌食中毒事件の90%以上が 7～10月の4カ月間に発

生している。 5' 6月および11月にもわずかではある

が発生がみられ， 12～4月の期間には全く発生をみて

いない。

昭和36年においては 2,560名のうち 4名が死亡し，

表 2 年次別月別腸炎ピブリオ食中毒費生状況 （東京都〉

年次 l 発生状況 lvr,＼~刀 I 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

56 21 23 9 2 
昭和36年｜

患者数
2,560 32 814 1,596 95 23 

58 7 16 27 6 
昭和37年｜

患者数
3,617 6 115 1,868 782 833 13 

発生件数 l 57 
昭和38年 i

3 12 30 11 

患者数 l 1, 911 21 637 885 152 216 

注：〈 〉内は死者数

要素 3 腸炎ピブリオ食中毒の原因食品調査成績（昭和37年〉

複合食品 生 食 カ日 執 mi:のもの 計
食 口Iコ口 名

件数 患者数 件数 患者数 件数 恵者数 件数 患者数 件数 患者数

あ お や 貝只只ぎ
7 2 9 3 6 

魚
のし 一 一 20 20 
fこし、ら 一 17 17 
まぐろ＠たいら 10 10 
ま ろ 132 132 
Tこ 、ャー， 4 52 4 52 

介 し や c. 4 4 

ち ぎらし し ずずりりずずし

3 48 3 48 
にりし 5 34 一 5 34 

巻ちずらし＠＠にいなぎ しし
24 24 

類
117 117 

し、 七、 2 58 2 58 
茄 七、 一 7 7 

類］魚介加二
い か詰出味弁弁噌 食理法当当

7 7 
3 203 3 203 

折宴仕給 会 料
3 933 一 3 933 
5 124 5 124, 
9 9 

口口口 お で－ ん 2 7'0 2 70 

鯨鯨 ' ベさ
し ~I, 596(ol ｛ コ 2 1, 596(1) 

そ の 20, 

不 112 

計 利i，吋 s¥1. 7犯ml
注：（ 〉内は死者数

( 32 ) 



表 4 腸炎ピブリオ食中毒の原因食品調査成績〈昭和38年〉

複合食品 生 食 力日 熱 酢のもの 計
食 口Iコ口 名

件数 患者数 件数 患者数 件数 患者数 件数 患者数 件数 患者数

ばああ さおりい三や杯酢貝さし~＇ 一 4 1 4 

魚
5 5 

28 28 

ち ぎら し煮ずず
4 168 4 168 

Uこりし 7 87 7 87 

介 いか 付 11 1 11 

魚ささ し み
5 35 5 35 

盛え魚ぶ壷合塩つ塩焼切せ

ー 2 2 

いまと ざぐびかろ 焼他焼り

2 一 一 2 

類 一 57 57 
3 20 一

0 r『3 20 
239 239 

魚類介力日 家いき ばか出庭味味L食F噌弁胃 事事漬潰ん当食

3 7 2 4 9 
12 一 12 

267 267 
3 159 3 159 

工 旅イ給士 行 食
11 477 11 477 

口口口
10 一 10 

おで 216 216 

霊｜号 か 8 
フ 65 

不 30 

ム口 1, 911 

その剖検所見むについてはすでに報告したが，昭和37 ものが11件と極めて多い。

年度においても3,617名中 1名が死亡している。 以上の成績に示す如く，本菌食中毒事件は，両年を

2. 推定原因食：前述の腸炎ピブリオ食中毒事件， 通じて，魚介類の生食で起るものが約30%を占めてい

すなわち，昭和37年度58件，昭和38年度57件の原因食 る。このことは本菌の生態調査成績から一応うなずけ

品の調査成績を表3' 4に示した。まず，昭和37年に る点であろう。

ついてみると，腸炎ピブリオ食中毒事件58件のうち魚 一方，魚介類加工品，加熱魚介類および魚介類以外

介類で発病しているものが 25件（43.1%）であった。 の食品によっても本菌食中毒が高頻度に発生している

このうち，魚介類の生食が 18件（31.0%）であり，加 ことは，本菌の二次汚染の危険i生並びにその重要性を

熱および酢のものがそれぞれ3件，複合食品 1件とな 示唆しているものと考えられるO

っているO 品目別では，すし類（にぎりずし，ちらし また，発生規模をみると魚介類の生食の場合よりも

ずし〉が9件で最も多く，ついでたこが4件となって むしろ，魚介類加工品，加熱後の魚介類およびその他

いる。 の食品によるものに比較的大規模な発生がみられてい

魚介類加工品によるものは， 15件（25.9）%で複合食 る。

品が12件であった。品目では，給食5件，仕出弁当， ll 細菌学的検査成績

折詰弁当がそれぞれ3件となっている。 実験材料および方法

魚介類およびその加工品以外のものが4件であり， 1. 被検材料： Bfb炎ピブリオ食中毒と推定される患

このなかには東京をはじめ，関東，東北の12都県の広 者ふん便ならびに原因食品について菌検索を実施した。

範囲に起ったクジラベーコン食中毒が含まれている。 患者ふん便は発病後 1 ～ 3 病日の~~Ft世便であって，排

昭和38年についても，本菌食中毒57件のうち魚介類 使後腸管系病原菌検索用グリセリ γ保存液あるし、は2

が27件（47.4%）であって，生食が20件で最も多く， ？£食塩加グリセリン保存液6）に入れ，直ちに送付され
ついで加熱品が4件であった。品目別では，昭和36, たものである。

37年同様すし類が多くなっているO 同年の魚介類加工 2. 菌の分離および向定：菌の分離および同定は厚

品の場合は18件（31.6%）で，このうち特に給食による 生省：病原性好塩菌検査要領7）に準拠した。すなわち

( 33 ') 



分離培地としてはBT Bティポーノレ寒天および4%食

塩加BT B寒天むを用い，増菌培地としては4%食塩

加ペプトン水を使用した。ふん便ならびに食品はすべ

て直接培養および増菌培養を併用し， 1検体から必ら

ず5f回以上の集落について同定を行なった。

なお，生物型分類については，すでに著者わらが報

告した生物型分類規準lこ従って行なったO すなわち，

生物型 1は白糖， VPともに（ー〉，食塩耐容性では7

M食塩加ベプトン水〈十）， 10%で（一〉ときに（十〉の性
状示す菌株である。生物型2は白糖， VPともに〈＋〉，

食塩耐容性は 7%食塩加ベプトン水（十）， 10%で（十〉

ときに（ー〉の性状を示す菌株である。

3. 0群の決定：分離菌株のO群の決定に用いたO

血清ならびに凝集反応の術式はすべて厚生省：病原性

好塩菌検査要領7）に従った。

実験成績

1. 昭和37年度における患者および推定原因食品か

らの菌検出状況：向年には腸炎ピブリオ食中毒事件58

件，患者数3,617名の発生があったが，初発の 5月下

旬から11月の期間に当研究所に送付されたものはその

うち患者ふん便861件，推定原因食品155件であった。

これらの検体からの菌検出状況ならびに分離菌株の生

物型およびO群の成績を表5に示した。

まず患者ふん便についてみると 861件のうち 272件

(31. 6%）から腸炎ピブリオを検出した。検出菌株の

生物型分類は生物型1が267株（98.23のであって，生

物型2は僅か5株（1.8%）検出されたに過ぎなし、。 0

群別では， 0-1～9群までと0-12群が検出され，検

出頻度は0-2群1181朱（43.4%）で庄倒的に多く，つい

で0-4群49株(18.0%), 0-3群が34株(12.5%）と比

較的多く検出されている。

推定原因食品では 155件のうち 67件（43.2%）から

本菌が検出された。その生物型は 67株のうち9株：(13

%）が生物型 1に属するものであり， 60株（87%）は生

物型2で、あった。生物型1のO群は， 0-2群が4株，

0-3群2株， 0-1,0-4,0-5群がそれぞれ 1株

あて検出された。生物型2に属するものは， 0-4, 

0-11群を除くすべての O群が検出されているO

2. 昭和38年度におるけ患者および推定原因食品か

らの菌検出状況：

同年の本菌食中毒事件は57件，患者数1,911名であ

り，当研究所に送付された患者ふん便 1,212件ならび

議 5 患者および推定原因食品からの腸炎ピブリオ検出状況（昭和37年〉

。 群
検査材料 検体数 菌検出数 菌株数 生物型

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ｜不明

3 118 9 49 34 3 6 17 6 
ふ ん 使 861 272 272 

2 2 2 

4 2 
推定原因食品 155 67 69 

2 2 2 5 5 4 4 6 4 10 17 

14 122 11 50 5 3 6 17 6 
言十 1, 016 339 341 

2 2 2 5 6 4 4 8 4 10 19 

表 6 患者および推定原因食品からの腸炎ピブリオ検出状況（昭和38年〉

。 群
検査材料 検体数 菌検出数 菌株数 i生物型

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ｜不明

6 14 22 173 6 12 46 14 一 2 4 
ふ ん 便 1, 212 346 349 

2 2 2 4 

5 4 5 16 2 
推定原因食品 200 76 99 

2 2 9 5 7 3 7 5 2 11 

11 18 27 189 48 3 46 14 2 5 
1, 412 422 448 

2 2 g 5 7 5 8 6 4 15 

( 34) 



に推定原因食品200件についての腸炎ピブリオ検索成 2が151朱（2.4%）であった。 0群別では，昭和37年に

績を表6に示した。 検出頻度の高いものは， 0-2群118株（43.4%), 0-

患者ふん便1,212件中346件（28.5%）から本菌が検出 4群49株（18.0%)' 0-5群341朱（12.5%）となってお

された。表中菌検出数より菌株数が多くなっているの り，昭和38年では， 0-4群173株（49.6%)' 0-5群

は，前述の如く 1検体から 5個の集落についてO群別 46株(13.2%)' 0-7群46株(13.2%）であって，昭和

され，同一0群のときは 1株とし， O群が異なるごと 37年に高率に検出された0-2群は14株（4.0%（検出さ

に各1株としたためである。患者ふん使から検出さ れたに過ぎない。

れた349株の生物型分類をみると，生物型1が 339株 4. 推定原因食品355件から検出した総菌株は168株

(97.13のであり生物型2は僅かに10株（2.9%）検出さ であって，その生物型分類は生物型1が44株（26.3%), 

れたに過ぎ、なし、。生物型1に属する菌株の O群は0- 2が124株（73.73のであった。昭和37年度におし、て

9 ' 0-10, 0-12群を除くO群が検出され，頻度は は食中毒－患者から高頻度に検出された生物型.1,0-4 

0-4群が 173：株（49.6%）で約半数を占め，ついでO一 群が原因食品からも16株検出されているO

5' 0-7群がそれぞれ461朱（13.25わであり，昭和36 文 献

年， 37年に高率に検出された 0-2群は僅か 14株（4.0 1) 善養寺浩，坂井千三，工藤泰雄，寺山武，伊

%）検出されたのみで、あるO 藤武：病原性好塩菌に関する研究；第7報生魚

推定原因食品の場合は，検査件数200件のうち76件 介類販売店舗における本菌の分布について，日本細

(38.0%）から腸炎ピブリオが検出され，菌株数は99株 菌学雑誌， 18'(12)' 477' 1963 

である。このうち生物型 1が35株（35.4%）生物型2が 2) Zen-Yoji, H., Sakai, S., Terayama, T., Kudo, 

65株（64.6%）で、あった。これらから分離された菌株の Y. and Ito, T. : Studies on the enteropathogenic 

O群別の内訳は生物型 1に属するものでは， 0-1 , 0 V. parahaemolyticus ll Epidemiological studies 

-2, 0-3, 0-4, 0-5, 0-6および0-12群の各 on the enteropathogenicity of this bacteria and 

群であって，食中毒患者から高率に検出された O～4 the relationship between pathogenicity and sub咽

群が16株(16.2%）で最も多く，ついで0-1,0ー2群 group (in press) 

が各5株でこれについでいるO 生物型2は0-11群を 3) 善養寺浩，坂井千三，寺山 武，工藤泰雄，ー

除くすべてのO群が検出され， 0-12,0-5' 0-7' 言広：病原性好塩菌に関する研究；第1報昭和

0-9群等が比較的多く検出されているO 36年度東京都内に発生した本菌食中毒の疫学と細菌

まとめ 学的検討について，臼伝誌， 37,(6), 195, (1963) 

昭和37～38年の2カ年間に都内に発生した腸炎ピプ 4) 長｜崎護，善養寺 浩，坂井千三：ウエルシュ菌

リオ食中毒について，疫学的および細菌学的検討を行 食中毒；公衆衛生， 28,( 8)' (1964) 

なった結果，つぎの成績を得た。 5) Okudaira, M., Kawamura, H., Ueno, M., Naka 

1. 昭和37～38年の聞に事件数330件，患者数日，224 hara, Y., Zen-Yoji, H., Sakai, S., Terayama, T. 

名の食中毒が発生し，そのうち腸炎ピブリオによるも and Benoki, M. : Food poisoning caused by 

のが，事件数115件（30.5%），患者数5,528名（49. 2%) pathogenic halophilic bacteria ; Acta Pathologica 

を占めているO また原因が判明した細菌性食中毒の内 Japonica, 12, 299, (1962) 

訳からみると事件数140件のうち115件（82.1%），患者 6) 坂井千三，工藤泰雄，斎藤クラ，塚民秋，善養

数では6,622名のうち5,528名（83.5%）となっている。 寺浩： V.parahaemolyticus, 赤痢菌及びサノレモ

本食中毒の発生時期は，都内においては初発は5月 ネラ検索用ふん使保存液に関する研究；都衛研年報，

であって11月に終息している。発生のピークは8' 9 14, 29, (1962) 

月であって，この2カ月間に全体の約73%を占めてい 7) 厚生省：病原性好塩菌食中毒検査要領（1963)

るO 8) 善養寺浩，辺野喜正夫：病原性好塩菌の分離培

2. 本食中毒の原因食品は魚介類によるものが 125 地の考案；臨床検査， 4' 378' (1960) 

件のうち52件（45.2%），魚介類加工品37件（33.2%), 9) 善養寺浩，坂井千三，寺山武，工藤泰雄：腸

その他6件（5.2%），不明20件（17.4%）となっているO 炎ピブリオの生物型と食中毒起炎株との関係につい

3. 食中毒患者2,073名から検出した総菌株は621株 て；メディヤサークル， No.52, l, (1964) 

であって，生物型分類は生物型1が606株（97.6%),
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2. ブドウ球菌 coagulas告に関する研究

一一phageによる coagulase産生因子の伝達について一一一

各種の広域性抗生剤に耐性のブドウ球菌（以下ブ菌

と略す〉が増加するにしたがって，耐性菌による重篤

なブ菌感染症が多発しており，本菌感染症の予防，治

療の面で大きな問題となっている。

さきに赤痢菌の多剤耐性菌株の発現については，秋

葉ら1），落合ら2）によって接合による耐性伝達の機構

が発見され，その機序が解明された。しかし，ブ菌で

は接合による耐性伝達のような形質転換は認められて

いない。

ところが， Ritz & Baldwin3）は phageによって

penicillinase産生能が産生株から非産生株へと伝達さ

れることを発見した。その後多くの研究者により，ブ

菌の薬剤耐性伝達の研究がおこなわれ Morseのは

StreptomycinおよびNovobiocin耐性が， Pattee& 

Baldwinめは Chlortetracyclineおよび Novobiocin

耐性が，桑原らの，7）は Tetracyclineおよび Erythro-

mycin耐性がそれぞれ phageによって導入伝達され

たと報告しているO さらに三橋町によって多剤耐性因

子が jointtransduction されることが報告されてい

る。

また，一方抗生剤耐性因子の導入とともに，ブ菌の

溶血毒素産生能の導入も起ることが Blairらわによ

って報告されている

Hemolysin とともに病原性ブ菌の産生する毒素，

酵素には coagulase,leucocidin, f ibrinolysin, hyalu咽

ronidaseなど，多くのものが知られており，それぞれ

の毒素，酵素の病原的意義については，現在なお明ら

かでなし、。しかし，この中でも近年病原性，非病原性

ブ菌の分類の指標として coagulase 産生がとり上げ

られているように，coagulase産生能と病原性との間に

密接な関係があることは明らかである。とくに Smith

ら10),ll)はマウスの感染実験において coagulaseの病

原的役割を報告しているO また Tagerl2),Rammel-

kampら13）によって coagulaseの抗原性が証明され，

キ東京都立衛生研究所細菌部

善養寺 治不

寺山 武＊

潮田 弘中

Boakl4）は coagulase抗体が感染防禦的にも有効であ

ると報告している。一方 coagulase の病原的意義を

否定する者も少なくなく， Smithら15）は coagulase

よりもむしろ， hemolysinの病原的意義を強調してい

る。

coagulaseの精細な研究によると，抗原的にいくつ

かの型に分けられることが， Rammelkamp ら16)'

Duthieら17),Barberら18），普養寺ら19),20), 21）によ

って報告されており，coagulaseが直接ブ、菌の病原性を

支配するものであるか否か，現在なお明確で、はない。

そこで私共は coagulase の病原的役割を追究する

目的で， coagulase産生株と非産生株との病原性の違

いを検討すべく，非産生株に phageにより産生因子

を伝達させ，両者間の毒力を比較検討するために実

験をおこなった。本報では，まず phageによる coa-

gulase産生因子の伝達について報告する。

実験材料および方法

1. 使用菌株

coagulase産生因子の伝達に用いた菌株とその生物

学的性状は表1に示す通りである。

菌株はすべて高層寒天培地に穿刺培養した後，滅菌

流動パラフインを重層して室温に保存し，必要に応じ

て普通寒天培地，その他に分離培養をおこない実験に

供した。
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2. 伝達実験に使用した temperatephage 

coagulase 産生因子の伝達に使用した temperate 

phageは紫外線照射をおこなって誘発した phageを

感受性 donorstrainで増殖したものであるO すなわ

ち，目的菌のブイヨン18時間培養菌を径 9cmのベト

リ｛皿に5mlとり， UVランプ（lOOV0. 147 A 6 W 

殺菌灯〉で50cmの高さから 5分間照射した。ついで

等量のブイヨンを加え， 37°C 3時間接還培養をおこ

なった後， 27°Cで1夜培養した。この培養液を10,000

rpm, 10分間違沈し，上清を chamberland(L-3) 

または Berkefeld(N）で日過し，感受性 donorstrain 



表 1 使用菌株の生物学的性状

｜菌 株 I I コアグフーゼ ｜ ジタイ フ名 マンニット分解産 生 フ ア ｛ 

タ イプ

p s 7 0 ＋ ＋ 

p s 5 4 ＋ 十

p s 5 3 ＋ ＋ 

p s 7 7 ＋ ＋ 

No 1 0 4 ＋ 十

N 一 ＋ 十

N 十

p s 7 3 

で増殖した。

temperate phageの記号は， donor strain名のつ

ぎにコロンを打ち， 宿主菌株を書き， その頭に“L”

の記号をつけることにした。

例えば， PS70から誘発して得た phageを No.104

株で増殖した場合には No.104 : LPS70としたO

3. phage免疫血清

Dowell & Rosenblum22）の方法により， NCTC 

型別用 phage3 C （血清型－A),53 （血清型－B),

77 （血清型「F）をウサギに接種して免疫血清を作製

した。 phageの増殖法は Adams23）の方法によったO

4. coagulase産生因子の伝達実験法

coagulase 陰性の recipientstrainのブイヨン18時

間培養菌液lml 〔通常5x 108/mlを用いたが， tern-

perate phageの plaqueforming units （以下 p.f.u.

70/ 6 / 7 /54/53 

42E/6/7 /47/54/53/42D 国

42E/ 6 / 7 /53 国

6 / 7 /53/42D /77 Ill 
nontypable 

6 / 7 /73/47 /54/75/52/53/77 /81 目

7 /47 /53/81 

42E/6/7 /47/54 

と略す〉が低い場合には 5x 107/mlを使用した。〕に

temperate phage F液を lml（通常 5×108p.f.u. 

を使用したが，増殖の不充分な場合にはそれ以下のも

のも使用した〉を加え， 37°C温浴中で一定時間作用

させた。

5. coagulase産生菌の選択分離方法

coagulase産生菌の選択分離には2通りの方法を試

みた。その概略を閤 1に示す。

1) recipient strainと temperatephageを作用

させてから， 30分， 1時間， 1時間半， 2時間……5

時間， 24時間後におのおの0.2ml宛取り出し，そのう

ち O.lmlを plasmabouillon （普通ブイヨンにウサ

ギ血撲を10%に添加したもの〉に接種し，残りの 0.1

mlを plasmaplateに滴下し， コンラージ棒で培地

一面に一様に塗沫L, 37°C 24時間それぞれ培養をお

図i Trausdu.ctautの分離実験方法

/emperate 

pho..::;e~ 
十

Rec,ipi.ent 

strain 

Pしasmabouillon 

Pla,sma bo凶しLonPlasm(}._ plate 

純培差
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こなった。培養後 plasmaplateについては発生した

一面の集落を trypticasesoy agarにreplicaし， 37°

C24時間培養した。

replicaし終ったもとの plasmaplateは蒸留水で菌

苔をきれし、に洗い落し， plasma plateを透過光線で

観察し，血採凝固の opaquehalo の有無ならびにそ

の数を観察した。つぎに replicaした平板培地より，

plasma plate上で opaquehaloを形成した該当個所ー

より釣菌してさらにこれを plasmaplateに分離培養

をおこない， coagulase産生菌の純培養を得た。

一方 plasmabouillon に接種したものについては

24時間後に血援J疑問の有無を観察し，凝回の生じたも

のについてさらに plasmaplate に分離培養をおこな

い， coagulase産生菌の純培養を得た。

2) recipient strainとtemperatephageを作用さ

せたものを8本用意し， 30分， 1時間， 1時間半， 2

時間，…… 5時間， 24時間，作用させたのち phage

免疫血清を最終濃度1/75量に加え， 各時間毎に遊離

phageを中和し，その O.lmlを plasmaplateに1)

の方法と同じ様に培養，処理，判定し，残りの作用試

験管にはウサギ血撲を 10%の割合に加え， 37°Cに培

養した。その後血疑凝悶を時間を追って観察したO 使

用する phage によっては phage f戸液中にすでに

donor strainの coagulaseが産生されているために

phage F液そのもので凝屈を生ずる場合があるので，
対照の phage液が凝固した場合には，実験系では凝

固を生じなおかつ， plasma plateに分離培養をお

こない， coagulase産生集落の得られた場合にのみ

coagulase産生因子の伝達が生じたものと見なした。

transductantの命名は recipientstrainのあとに

使用した phage名をカッコで囲んで記載することに

図2 7ァージ吸着時間の検討

7 04 

o---o 3C 

br-一泊 53

1 5 70 15 20 25 30 
η＇ZLnute 

した。例えば， No.104: LPS70 phageで Newman

I株（以下 N-1,N-Ilと略す〉に導入した場合の

transductantはN-Il ( No.104: LPS70）のごとく

である。

実験成績

1) phage吸着時間の検討

recipient strain に対する使用 phageの吸着状態

を経時的に検討した結果を図2に示した。

使用する phage によってわずかに違いはあるが，

5～15分間の作用で遊離 phageが最低となることが

わかった。

表2 使用菌株のブロ 7 ァ四ジパタ四ン

Temperate phage! I I I I I I I 
I T 70 I T 54 I T 53 I T 77 I T 104 I TN  - I I TN  - Il I T 73 

p s 7 0 4十

p s 5 4 

p s 53 

p s 7ニ7

No 1 O 4 

N 

N 

p s 7 3 
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そこで coagulase産生悶子の伝達実験で、は phage

の吸着が完全におこなわれる時間の2倍の作用時間を

とり， 30分を最少作用時間とした。

2) 使用菌株の prophagepattern 

recipient strainとして用いた N-ll株およびPS

73を溶菌する temperatephageを調べるために，使

用各菌株の prophagepatternを検討した結果は表2

の通りである。

すなわち， N「 1株は PS.70,PS53, PS77のtern-

perate phage lこ感受性であり， PS73は PS70にのみ

感受性で、あった。そこで実験系として表3に示す4つ

の組合せを用いたO

表3 実験茶組合せ

N-l LP S 70－→ N-ll 

N-l LP S 77－→ N-ll 

PS 54 LP S 70一一→ p s 73 
PS 53 LP S 70ー→ Ps 73 
donor temperate phage rec1p1ent 

3) coagulase産生因子の伝達

phage吸着時間の検討におし、て phageが30分以内

に吸着することがわかったので， phageを30分間作

用させたものから transductantの検索を進めた。ま

た1時間， 1時間半， 2時間……5時間， 24時間と作用

させたものについても逐次検討した。表4は plasma

plateで、検索を試みた成績を示した。

まずN-I : LPS70とN-llとの組合せでは， 30分

間作用の場合には plasmaplate上に多数の opaque

haloが観察され， coagulase産生の transductant

が出現したことを示したが， 1時間以上作用したもの

からの plasmaplate培養では opaquehaloはまっ

たく見出されなかった。

N-I : LPS77とN-llの組合せでも， 30分以後

のものでは，いず＇.hの plasma plate にも opaque 

haloは観察されなかったO これに対して， PS54: L 

PS70とPS73,PS53 : LPS70とPS73の組合せでは30

分から24時間作用までし、ずれの場合にも plasmaplate 

上に opaquehaloが観察された。そこで opaquehalo 

を形成したものの replicaplate agarの当該個所から

さらに plasmaplateに分離培養をおこなった結果，

そのいず、れからも coagulase j室生の単一集落を得る

ことができた。

また同じ実験系が，一定時間 phage と recipient

strainを作用した後， phage免疫血清を添加して同

様に coagulase産生菌の検索をした場合には，表5

に示した通り各実験系とも，すべての作用時間の培養

plasma plateに opaquehaloの形成が認められた。

一方， plasmabouillonを用いて coagulase産生

菌の検索を進めたものでは表6に示した通り，すべて

の testtube に coagulationが認められた。

表4 Plasma plateによる transductantの検索

Temperate Recipient 作 用 時 間

phage strain 30 60 90 120 180 240 300min 24h 

N-I : LS P70 N ＋ 

N-l :LSP77 N ＋ 一

P S54: PS 73 p s 73 十 ＋ 十 十 ＋ 十 ＋ ＋ 

P S53: PS 73 p s 75 ＋ 十 十 ＋ ＋ 十 十 ＋ 

表5 作用管に免疫血清を添加L* plasma plateによる transductantの検索

Temperate Recipient 作 用 時 間

phage strain 30 60 90 120 280 240 300min 24h 

N-I : LS P70 N ＋ 十 十 十 ＋ ＋ ＋ 十

N-I:LSP77 N 「 十 ＋ 十 十 ＋ ＋ ＋ ＋ 

PS 73 十 十 十 ＋ ＋ ＋ 十 十

P S53: LP S70 PS 73 十 十 ＋ 十 十 十 ＋ 十

＊ フア｛ジ免疫血清を添加し，時間毎に遊離ファージを中和した。
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表6 Plasma bouillonによるなansductantの検索

Temperate Recipient 作 用 時 間

phage strain 30 60 90 120 180 240 300min 24h 

N「 I: LP S 70 N 十 ＋ ＋ 十 十 十 十
＋ 

N-I : LP S77 N ＋ ＋ 十 十 ＋ 十 十
十

P S54: LP S70 PS 73 ＋ 十 十 十 十 ＋ 十
＋ 

P S53: LP S70 PS 73 十 ＋ 十 ＋ ＋ 十 十
十

表 7 作用管に免疫血清を添加し＊ plasma bouillonによる transductar誌の検索

Temperate Recipient ｛乍 用 時 間

phage strain 30 60 90 120 180 240 300min 24h 

N-I : LP S70 N 一 ＋ ＋ ＋ 十 ＋ 十 伊ト 十

N-I : LP S77 N ＋ 十 ＋ 十 ＋ ＋ 十 ＋ 

P S54: LP S70 PS 73 十 ＋ 十 十 十 十 十 十

P S53: LP S70 PS 73 ＋ 十 十 十 十 十 十 十

＊ ファージ免疫血清を添加し，時間毎に遊離ファージを中和した。

表8 T胞 nsductantの prophagespectrum 

Transductant 
N-l N-Il P S70 

N - Il (N - I : L P S 70) 十 十

N - Il (N - I : L P S 77) 十 ＋ 

S P73(P S54: LP S70) 十 ＋ 

しかしながら， この実験系では一定時間作用後に

plasma bouillonに移植はしているが， phageとreci岨

pient strainとの作用は継続されていることになり，

作用時間の意味は薄し、。また 1個の transductantが

生じた場合でも transductantが培養中さらに増殖す

るために， plasma plateでの検索の場合より陽性率

は向上することになる。ところが plasmabouillonに

よる場合には伝達の頻度はまったく把むことができな

いのに対して， plasmaplate 使用の場合には，ある

程度その頻度を把むことができるはずであるO また，

plasma bouillonによる検索でも，一定時間作用毎に

phage免疫血清を添加して遊離 phage を中和した実

験においても，すべての実験系で coagulationが認

められた。

4) coagulase産生因子伝達の再現性について

多くの実験系で coagulase産生悶子の伝達が認め

られたが，その再現性について検討した結果，実験成

一
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Indicator strain 

P S73 P S54 P S77 No. 104 Homo 

十 十 十

＋ 

十 十 十 十

績はまったく不定で，常に安定した伝達性は得ること

ができなかった。

ある場合には 1plasma plate 上の全面に多数の

opaque haloが認められるが，同じ実験系でもまった

くopaquehalo の認められない場合もあり，この伝

達性の不安定さが何に起因するものであるか，現在の

ところまったく明らかにされていない。

5) transductantの溶原化についての検討

transductantの prophagepatternを比較検討した

結果を表8に示した。

PS70を誘発して得た temperatephageを N-Iで

増殖し， N-Ilに作用させ， coagulase産生因子を導

入して得た transductantの N-Il (N-l : LPS70) 

を UV照射によって誘発して得た temperatephage 

(filtrate）は parentstrain である N-Il のほか，

N-I , PS70, PS73, PS54, No. 104のそれぞれの

菌株を溶菌し，その溶菌 spectrumは PS70のそれ



とまったく一致している。したがって N-Il(N-1 

: LPS70）は完全に PS70の temperatephageによ

って溶原化されたものといえる。 しかし， coagulase 

産生因子の導入と溶原化との間に関係あるものである

か否かは明らかでなし、。同様に N-I : LPS77とN

~n の組合せで得た transductant N-Il (N-I : 

LPS77）も N-I : LPS77 phageによって溶原化さ

れ7こ。

また， PS73を recipientstrainとして得ーた trans-

ductant PS73 (PS54 : LPS70）についても， PS54:

LPS70 phageにより溶原化され，この菌の temperate

phage (filtrate）は PS70と同ーの溶菌 spectrumを

示した。

6) transductantの coagulasetypeの検討

coagulase type IのPS70を誘発して得た tempe-

rate phageを coagulasetype EのN-I株で増殖

した phageを用いて N-Il株へ coagulase産生因子

を伝達した transductantの coagulasetypeを善養

寺ら19）の方法によって検討した結果，盟型であったo

recipient strainとして PS73を用いた場合にも，

transductantの coagulasetype はE型で、あった。

7) transductantの生物学的性状

transductantの phagepattern, mannitol 分解性

および coagulasetypeを表9に示した。

表9 Transductantsの生物学的性状

菌 株 名

N-Il (N-l :LPS70) ＋ 

N - Il (N - I : L P S 77) 十

P S73 (P S54: LP S70) (1) 十

// (2) 十

// (3) 

recipient strain N-Il株の phagepatternは 7/

47/53/81であるが， N-I : LPS70で coagulase産生

因子を導入して溶原化した transductantN-Il (N 

-I : LPS70）の phagepatternは 54/75/53/77/81

で parentstrainの lyticpatternのうち， 7/47を

夫い， 54/75/77の lytic pattern を獲得した。 ま

た， N-I : LPS77で導入された transductantの

phage patternは 6/7/47/54/75/53/77/81で parent

strainの PS77の phagepatternのほかに， 47/54/

75/81の patternが追加され， 42Dの patternが失

われたり

つぎに， PS54 : LPS 70 phageで PS73に導入し

た transductantの phagepatternは parentstrain 

PS73の phagepatternが 42E/6/7/47 /54であるの

に対して， 6/7/47/54/75/53/77/81と 53/81の2つ

の typeのものが分離されたO

recipient strain PS73は mannitol 非分解菌であ

るが， PS54: LPS70で PS73に coagulase産生因

子を導入した transdu ct antでは mannitolを分解す

るものと，分解しないものとが認められた。

考 察

ジフテリア菌の毒素産生能と溶原化の関係について

は lysogenicconversionとして知られているが，ブ

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

ファージタイプ

54/75/53/77 /8 l 田

6 / 7 /47 /45/75/53/77 /81 目

6 / 7 /47 /54/75/53/77 /81 目

53/81 目

6 / 7 /47 /54/75/53/77 /81 目

菌の毒素産生と溶原化との関係については明らかでな

い。ブ菌は溶車毒のほかに各種の毒素，酵素を産生す

るが，菌株によってはそのし、ずれかの産生能を欠くも

のがあり，ブ菌の病原性との関係において興味ある問

題である。 Koenigら24）は clumpingfactor陰性で

free coagulase陽性の diffusevariants がマウスに

対して病原性が強いと報告している。また，一方 free

coagulase陰性で clumpingfactor 陽性の variant

である N-Il株は freecoagulase, clumping factor 

共に陽性の parent strain である N-I株に比較

してマウスに対する病原性が著しく低下していること

が，著者らによって確認されているO

したがって coagulaseおよび clumpingfactorの

病原的役割を検討することは，ブ菌の病原性を支配す

る菌側の因子を証明する1つの手懸りとなろう。私共は

このような観点から研究の手はじめとして coagulase

産生因子の倍達についておこなった。 hemolysin産

生能についてはすでに Blairらめによって phageに

よる伝達導入の報告があるが， coagulaseについても

産生因子の伝達につL，、て Korman25）によって報告さ

れている。

coagulase産生因子の伝達実験は transductantを

いかにして selectionするかとし寸技術的な面で薬剤

( 41 ) 



i耐性因子の導入などに比較して困難であるO 私共は今

回 plasmaplateおよび plasmabouillon培養法を

有効に使い分けることによって transductantの se”

lection に成功した。しかし，この方法を用いた場合

には導入の頻度を正確にとらえることができず，成績

の不安定な場合が多し、。したがって導入現象をより精

細に追究するためには， transductantの正確な selec-

ti onの方法を見出さなくてはならない。

coagulaseの抗原的特異性については，すでに善養

寺ら19).20), 21)によって 7型に分類され， coagulase

typeとphagegroupとの聞に密接な関係があるとい

われているごとく， coagulaseはその菌の遺伝的支配

に帰するものである。本報において私共は coagulase

typeが用いる phageまたは donorstrainのcoagu-

lase typeによって transductantのそれが支配され

るのではないかとの仮定のもとに，おのおの異った

coagulase typeの strainを実験に供した。 phageの

host strain も donorstrain も coagulase盟型の

N-I : LPS77あるいは， phage host strainが

coagulase type iで donorstrainが coagulasetype 

Eの N-I : LPS70を用いた場合でも， すべて

transductantの coagulasetypeは目型であった。

こうしたことから coagulase産生と coagulasetype 

を決定する遺伝因子とは異っているものか，またはブ

菌の coagulase合成過程の 1因子を N-Il株が欠損

し，これが phageにより伝達されて完全なcoagulase

を合成する能力を獲得したものであるのか，この点に

ついては各種の coagulasetypeから非産生 variant

を作り実験的に検討してみなくてはならない問題であ

る。

Blairらの， Rountreeら26〕はブ菌を phage感染に

よって溶原化することによって，その菌の phage

patternが変る現象について報告しているO 私共が今

回おこなった実験からもこのことが確認された。また，

phage_patternとともに prophagepatternの変化も観

察された。

ブ菌 coagulase産生と mannitol分解性とは大部分

の菌株で一致しており， coagulase産生因子と man-

nitol分解因子とが染色体上の近接点にあるものと推

測されるO 私共が coagulase陰性， mannitol非分解

菌に coagulase産生因子を導入した実験において，

PS73 (N-I : LPS70）の transductan tで coagulase

陽性， mannitol陰性のものと， coagulase,mannitol 

共に陽性のものとが検出されたことからも coagulase

産生悶子と mョnnitol分解を支記する苛子が近接して

c 42 ) 

存在することを示すものであろう。

結 論

1) coagulase非産生の NewmanI株および PS73

株を recipientstrainとして用い，各種の temperate

phageにより coagulase産生因子の導入を検討した

結果，ほとんど、の実験系において coagulase産生の

transductantを得ることができたO

2) trasductant検索方法として plasmaplate およ

び plasmabouillon培養法が有効であることを認め

7こO

3) transductant の性状を検討した結果， i容原化が

同時に生ずる場合と生じない場合とがあり， i容原化が

生ずる場合には phagepatternおよび prophagepat-

ternの変化が認められたO

4) coagulase産生因子の導入とともに， mannitol分

解性とが同時に伝達される場合があることを認めた。
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3. HeLa細胞を用いるポリオウイノレス

のT-marl王町 Testに関する研究

緒 宝き
Z司

従来ポリオ患者のウイルス学的診断は，患者材料か

らポリオウイノレスを分離することのみで一応目的を達

することができたが，近時弱毒ポリオウイルス生ワク

チン投与の普及化の結果，弱毒ポリオウイルスの分布

所在は頗る広汎となり，患者材料からのウイルス分離

陽性結果のみでウイルス学的診断の結論を導くことは

不可能となった。すなわち，分離ウイルスが野生の強

毒株であるか，あるし、はワクチン由来の弱毒株である

かを積極的に証明することが必要になった。

また，投与された生ワクチンウイルスが自然界で生

体を通過継代されてゆくうちに，毒力に如何なる変化

を来すか，すなわち，生ワクチンウイルスの毒力復帰

の問題も今後の重要な研究課題である1～5）。

このポリオウイルスの毒性， neurovirulenceの正確

な実験判定に関しては今日なお未解決の問題が残され

てはいるが，最近 invitroで見られるウイルスの種

の々 geneticmarkerとサルに対する病原性との関連

性が明らかにされて来ている6～15）。なかでもポリオ

ウイルスの T-markerは neurovirulenceと密接な関

係があることが証明されている。

ポルオウイルスの熱（温度〉に対する態度の試験に

は大別して2方法があるO ーはウイルスを一定温度に

一定時間保って，ウイルス生残量を測定する方法（耐

熱性試験）16～18），他は一定温度におけるウイルス増殖

度合を調べる方法で T-marl王er・Testあるいは rct

marker Test (reproduction capacity at a given 

temperature）として知られているO 現今 T-marl日r

Testは初代サル腎細胞を用いてプラック形成法によ

って行うことが普通である8～12）。

われわれの現状からしてサル腎細胞の常時並びに充

分量の入手確保は経済的にかなりの負担になるので，

多少の感度減少は犠牲にしてでも，サル腎細胞の代り

＊東京都立衛生研究所 ウィルス部

薮内 清水 岩崎謙一＊

村 ＊ 坂井富士子＊

柏木 勝＊ 根津尚光＊
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に研究室継代の固定細胞株が用いられないかどうかと

いうのが本研究を行った動機であるO

われわれは手始めにHeLa細胞を取り上げて実験を

開始したが，この細胞は40°Cの温度に長時間保持す

ることが出来なかったので，細胞の保持可能である一

定時間内での被検ウイルス株の増殖度合を測定するこ

とを考えた。

実験材料及び方法

ウイルス：実験に使用したポリオウイルスは当研究

室において HeLa細胞により継代保存されている i

型 Mahoney株， 1型 MEF・1株， 目型 Saukett株

〈国立予防衛生研究ウイルスリケッチァ部竹森博士よ

り分与された）， I 2担SabinL. Sc. 2ab株（以下Si株〉，

I型 Sabin p712, ch2ab株（以下 sIl株〉， 盟型
Sabin Leon, 12ab株（以下sIII株） c北里研究所吉岡
勇雄博士より分与された〉及び去る1961年東京都にお

いて発生したポリオ容疑患者からの分離株 43株1わで

ある。また，生ワク服用健康者から分離したポリオウ

イルス68株も実験に用いた。

細胞培養法： HeLa細胞は 10%積血清加YLH（増

殖用培地〉を用い，型の如く試験管及びブラック形成

用小瓶に単層培養した。試験管に培養したものは使用

時2%積血清加 YLH（維持用培地〉にきりかえた。

初代サノレ腎細胞は体重 3kg前後のカニクイザルの腎

臓を無菌的に採取し，型の如くトリプシン消化の後，

20%積血清加 YLHに浮遊させてプラック形成用小瓶

に単層培養した。

ブラック形成法：大要は井上＠吉岡山の方法に準ず

るが，その細部は異る。すなわち，プラック形成用小

瓶に単層培養した初代サノレ腎細胞の増嫡用培地をすてド

PBSで1回洗樵した後， 適当に連続希釈したウイル

ス材料 O.lmlを接種して 37°Cに1時開放置して吸

着させ，これに Youngner20）の変法培養液を重層し，

凝固するのをまって， 2群に分けその 1群は 37°Cに

他の 1群は 40°C士0.5°Cに5日間培養し，両群の最；



高 PFUTiter/mlを求める。その結果 LogPFU at 

37°C-Log PFU at 40°Cが4以上となるウイノレスを

T一， 2以下のウイルスをT＋，中間のものを T土と判

定した。 Youngnerの変法培養液の組成は放の通りで

あるO

10倍濃縮 Hanks(PR8) 30ml 

1% Yeast extract Hanks 55 

5,9,6' Bovine albumin Hanks 6 

5% NaHC03 9 

2. 7% Agar 100 

蒸溜水 100 

0.15''6 NR 5.8 

Penicillin(5000u/ml) Streptomycin(2500r/ml) 6 

百eLa細胞法： HeLa細胞を形の如く増殖用培地に約

20万／mlに浮肱させ， これをプラック形成用小瓶に

5ml宛分注し， 37°Cに5日間静置培養するO ；倹鏡し

て完全にシートの形成を確認したら維持用培地と交換

じ，これを2群にわけ，その 1群を 37°Cに，他の 1

群を 40°Cの卿卵器中にそれぞれ入れて 1時間暖めるO

次に可検ウイルスを PBSで 10-2に希釈し，その 0.4

mlを前記37°C,40° Cに暖めておいたものの両方に

接種し，それぞれの温度に戻して培養（一次培養〉す

るo 25時間後にこれをとり出し，－20°Cデイ｛プフJ

｛ザを用いて 1回凍結融解し， 3000rpm30分遠心分

離した後，その上清についてHeLa細胞を単層培養し

た試験管を用いてTCIDsoを測定（二次培養〉したO

結果判定は 37°C培養の感染価（TCIDso）対 40°C

培養の感染価の比，すなわち（37°C培養の TCIDso

の Log値〉ー（40°C培養の TCIDsoの Log館〉の

値によって行った。

実験成績

1) 被検ウイノレス接種量の試験結果に及ぼす影響

感染細胞系におけるウイルスカ価の maximumに達

する時間は接種したウイルスの量によって大きく左右

されることが知られている。

われわれの考案したHeLa細胞を使つてのT”marker

Testは，細路側の条件から一次培養の時間を25時間と

きめたために，先ず接種ウイルスの感染量の試験結果

に及ぼす影響を検討し，今後行う本試験における至適

接種量をきめる資料を得ょうとしたO

供試ウイルスとして i型強毒株 Mahoney株及び［

型弱毒株Si株を用いた。なお，使用ウイルス原液の

感染価は Mahoney株 l07.0/o.1ml, S I 株 106. 5/0.1 

mlで、あった。実験方法は種々なる感染量の接種材料、

を用いた他は前記の通りである。

実験結果をまとめると表1の如くになる。接種ウイ

ルスの感染量の多少に正比例して，一次培養のウイル

ス感染価は左右されたが，同一ウイノレス同一感染量毎

に37°C及び40°C培養の感染価の比をとってみると，

同一株間ではほぼ向ーの値を示したO s I株の10-3希
釈以上のところで同比が小さくなっているのは，一次

培養時の接種量が過少であったためである。

従って，一次培養時の被検ウイルス株の接種量は或

一定以上の感染価を有することが必要であり，それ以

上で、あれば試験の結果にあまり影響のないことが判明

した。

2) HeLa細胞を使用した T-markerTest結果の

再現性

第2の課題として， HeLa細胞を使用したT”marker

Test結果の再現性の度合を検討するために，以下の

実験を行った。強毒 Mahoney株，弱毒Sl株を用い，

昭和38年4月5日から同年8月5日までの4カ月間に

計9回の繰返し実験を行った。実験結果は表2に示し

た。この実験結果から本方法の再現性は極めて高いも

のと考えるO

表 1 一次培養時のウイルス感染量の耳eLa細胞使用法の試験結果！こ及iます影響

接 種 Mahoney株 s i株

ウイルス 37° C 培養 40°C培養 37° C培養の感染価 37°C培養 40°C培養 37°C培養の感染価

希 釈
の感染価 の感染価 40° C培養の感染価 の感染価 の感染価 40° C培養の感染価

10-1 7.5 6.5 1. 0 6.5 2.5 4.0 

io--:i 7. 0 5.5 1. 5 6.5 2.5 4.0 

10-3 7.5 5.5 2.0 3.5 

10-4 5.5 4.0 1. 5 4.0 1. 0 3.0 

10-s 4.0 2.5 1. 5 3.5 くしO
10-6 3.0 1. 5 1. 5 2.0 くしO

( 45 ) 



表 2 IまeLa細胞25時間培養によるポリオウイルスの T-markerTestの再現性

Mahoney株

実験

3前価70養~時L：の：時感価染間〉 4培価00養~時T.；の：時価染間〉実験月日
回数

a 

N /5 • 63 7.0 6.5 

2 N /22 7.5 6.0 

3 v /9 7.5 6. 5 

4 y /16 7.0 6.0 

5 v /23 7.0 5.5 

。〆 刊／6 8.0 6. 5 

7 Vl/13 7.0 5.5 

8 四／22 7.5 6.0 

9 V田／5 7.5 6.5 

平 均 7.44 6. 11 

3) HeLa細胞使用法の試験結果とサル腎細胞を用
L 

いたブラック形成法試験結果の相関々係

第3の問題としてHeLa細胞使用法によって得られ

た試験結果と従来から行われているサル腎細胞を使用

図 1 サJレ腎細臨ブラック形成法及びHeLa細

胞法によるポリオウイルス T-marker

Test結果の縄開表

s i株

3培価70養~時L：の：時感価染間〕 4培価0養oc〔時L；の：感時価間染〕aーも a-b 

a 

0.5 7.0 3.0 4.0 

1. 5 6.5 2.5 4.0 

1. 0 7.5 2.5 5.0 

1. 0 7.0 2. 5 4.5 

1. 5 6.5 2.0 4.5 

1. 5 6.5 2.0 4.5 

1. 5 6.5 2.0 4.5 

1. 5 6.5 2.5 4.0 

1. 0 6.5 2.0 4.5 

1. 33 5. 72 2.33 4.39 

したプラック形成法によって得られる試験結果の相関

々係を検討するために，強毒及び弱毒標準株51＊，当
研究室において患者から分離したウイルス株8株計13

株について，両法による T-markerTestを行った。

実験結果は図 1に示した。

実験に供したウイルス株数が少いため最終的な結論

は次回の試験結果を待ちたいが，これらの結果からは，

両者の Test結果の間に相当高度の正の相関があると

考えてよいと思う。なお，強毒，弱毒標準株の Test

37'ti騒の感知連／40いき畳ρ忍染｛西（Lo9イ酉） 結果から HeLa細胞を使用した T-markerTestにお

～1. (J f.,5 2;0 2,5 3.,0 3,5 4；ιiど いては，同一ウイノレスの 37°C培養の感染価対 40°C

~言議イ0院7亙i ～ 70 [$$" 
＠＠ 

!. 5 

2.01 
。

2.5 

士イ染差感円酉吉I 3.0 
3.5 

4:01 

者＼＿＿； 45~ ， 1 

標、i羊株（強毒）

弱毒）

升離f朱

。

。
。。
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培養の感染価の比が 2.0以下であれば強毒株（Tつ，

4.0以上であれば弱毒株 (T－），その中聞は（Tつと

考えて支障ないものと考えるO

4) HeLa細胞使用法による当研究室分離ポリオウ

イルス株の T-markerTest 

最後に昭和36年6月以来当研究室において分離同定

したポリオ患者由来の株43株，生ワク服用者由来の株

68株，計111株について， HeLa細胞使用法による

T-marker Testを行った。実験方法は前記の通りで

ある。その実験結果を要約すると表3の如くである。

実験成績第3項の実験考案に従って， 37°C培養の感

染価／40°C培養の感染価の比 2.0以下を T+, 4.0 

以上を T一，両者の中間値を T土として整理して表に

示した。

患者由来の分離株は， I ~37抹中29株が T+, 1型

5株中2株が T＋であったが，生ワク服用者由来株は，

I型11株中8株が Tーで、あったO



表 3 He La細胞i去によるポリオウイルス分離株の T-markerTest成績

型

由来 分離時期
Test 
件数
T十 T土 T-

1961年6月 12 9 3 

// 7月 10 8 2 
患者

// 8月 15 12 2 

言十 37 29 7 

生ワク
1961年及び1962年 11 。 3 

服用者

結 論

従来から行われている初代サル腎細胞を使ったプラ

ック形成法によるポリオウイルスの T-markerTest 

は経済的な面からみて一般試験室の仕事として普通化

することが極めて困難であるため，経済的に負担の少

ない HeLa細胞を使用する T-markerTestを試み，

2' 3の基礎実験及び当研究室の分離株を使って応用

実験を行った。

実験結果は以下の通りであるO

1) 細胞側の条件からウイルス一次培養の時間を25

時間に限ったため，ウイルスの一次培養には一定以上

の感染量をもっ被検ウイルスを接種する必要があっ

ずこ。

2) i型強毒株 Mahoney株， i型弱毒株sI 株を
使つての繰返し実験結果から， HeLa細胞を使用する

方法の結果は極めて再現性の高いことが判った。

3) 強毒弱毒標準株及び分離株13株を用いて，HeLa 

細胞使用法及び、サル腎細胞を使ったフ。ラック形成法に

よる試験結果のj：目関をみたところ明らかな正の相関が

みとめられた。また，この結果から同一株の 37°C及

び40°C培養の感染師 Log値の差が2以下は T+,

4以上は Tーと判定して，プラック形成法とくいちが

いはないものと思われる。

4) HeLa細胞使用法によって，当研究室における

分離株43誌の T-markerTestを行ったところ，患者

由来の株は i型37株中29株が Tぺ1型5株中2株が
T＋で、あったが，生ワク服用者由来の株は i型11株中

8株が Tーであった。岡田型は57株中26株が T＋であ

った。
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STUDIES ON THE T-MARKER TEST OF POLIOMYELITIS VIRUS USING 

CONTINUOUS HeLa CELL LINE 

Kiyoshi YABUUCHI, Kenji IWASAKI, Hajime MURAKAMI, Fujiko SAKAI 

Yoshikatu KASHIW AGI and Naomi tu NEZU 

(Department of Virology) 

Hitherto been used T幽markertest of poliomyelitis 

virus with primary monkey kidney cell culture 

plaque method are rather expensive and has some 

difficulties to apply as a rutine work in a small 

laboratory. Several experiments were made on 

standard strains of poliomyelitis virus and newly 

isolated one, by the modified T困markertest using 

continuous HeLa cell line. 

Results are summarized as follows : 

1) On account of the cell condition of HeLa 

cell, incubation period was limited within 25 hrs 

( 48 ) 

after the inoculation or the virus. Satisfactory 

results were obtained if inoculum dosis of virus 

are appropriate. 

2) The method which used HeLa cell culture 

are quite reproduciable on its results. 

3) The results of comparative studies on the 

standard strains of poliomyelitis virus and the 

newly isolation one, a complete correlation was 

seen between the results of standard plaque method 

with monkey kidney cell culture and the modified 

method with HeLa cell line. 



4. 日本脳炎血球凝集反応に関する研究

特にガチヨク血球凝集能に対するVi抗原の影響について

日本脳炎血球凝集抑制反応を行う際に購化一日ヒヨ

コの血球を用いることは SabinD等によって紹介され

たが，常時多量にとヨコの血球を入手することは困難

なので，日常検査には通常ガチョウ血球が用いられて

いるO しかし動物の種類によってはその血清中にガチ

ヨウ血球に対する非特異的な凝集素を合んでいるもの

があるので，血清検査に当つてはあらかじめガチョウ

血球による吸収を行わなければならなし、。

著者等は，特に豚血清の検査に当って常法による吸

収のみではこの非特異的凝集素を吸収しきれない例に

遭遇し，その処理法について種々検討を行ったが，た

またま，さきに村上わがRD Eの直接赤血球凝集阻止

能のあることを報告した Ballerup菌伊液を使用した

ところ豚血清の非特異凝集を抑制することが出来た。

しかし，この Ballerup菌炉液は日本脳炎ウイノレスの

血球凝集抑制物質としてもはたらくことがわかったの

で，ウイノレス側のレセプタ｛と血球側のレセプタ｛と

の関誌を明らかにする目的で2' 3の実験を行ったの

で報告する。

材料及び方法

1) 日本脳炎血球凝集抗原：国立予防衛生研究所奥野

博士より分与を受けた親マウス29代，乳呑みマウス 6

代通過の日本脳炎中山株10-3脳乳剤を 0.02m1宛，雑

系手L呑みマウスの脳内に接種し，感染発症したものを

放血採脳し， Clarke3）等の方法に準じて冷アセトν及

び旦｛テルで抽出して日本脳炎血球凝集素に対する抑

制物質を除去し凍結乾燥したもの。

2) 稀釈液：

（叫 pH 9.0の前日酸苛性ソ｛ダ緩衝食塩水〈以下pH

9. 0 BS) 

＊東京都立衛生研究所 ウイルス部

料東京都衛生局

村上 ー＊薮内 清＊

崎謙二ネ 坂井富士子＊

柏木義勝＊根津尚光＊

田中錠太郎林平山淡二料

1. 5 Mol NaCl 80ml l 

0. 5 Mol HaBOa lOOml ~蒸溜水で 1l とする

1. O Mol NaOH 24mlJ 

(b) 0.4%卵白アルブミン加 pH9.0 BS 

日本脳炎血球凝集素の稀釈に用いる。

(c) Virus Adjusting Diluent (VAD) 

血球を浮遊させるのに用いるO

v ADlpH IPH IPR lpH [pH /pH 
I 6. o I 6. 2 I 6. 4 I 6. 6 I 6. 8 I 7. o 

Stock Solution ＼＼＼、I I I I I I 
I ml! mll ml! ml! ml! ml 

1. 5 Mol NaCl I 1001 1001 1001 1001 1001 100 

0. 5 Mol Na2HP04 

1. o Mol NaH2P04 80 

蒸溜水を加えて総量1lとする。

3) 赤血球：当研究所で飼育しているガチョウ及び鶏

の血球を等量の Alsever4）氏液と混合し， 4°Cの氷

室に保存したものを，使用にあたり生理食塩水で3回

洗瀧し， 8%になるように生理食塩水に浮遊させたも

のO

4) 豚血清：都内産のと畜豚より採血したもので，血

清分離後一20°cのデ｛プフリーザ｛中に凍結保存し

たものO

5) Baller叩及びチフス菌培養炉液：使用した菌株

は， Ballerup,S. typhi H 901W, S. typhi 2vの3株

で馬肉汁 1,OOOmlにベプトン lOg,Na2HP04・12H20 

3g, NaCl 2g，寒天 3gを溶かして高圧滅菌したもの

に 16～18時間37°Cで培養し，ブフナーロートに2戸紙
とガーゼ数枚を敷いてt戸過し，ザイツi戸過器を通して

菌を除去した。 t戸液は－20°cデ｛プフリ｛ザ｛中に

凍結保存した。

6) 抗原の血球凝集価測定：凍結乾燥された抗原を蒸

溜水で復元してよく溶解させる。これをトレイを用い

c 49 ) 



て型のごとく 2倍段階稀釈を行う。 VAD6.4を 4.6

ml計り，これに 0.2mlの8%赤血球浮遊液を加えて

0.33%赤血球浮遊液としたものを0.4ml宛加えるO ト

レイを振盤混和し 37°C1時間静置後そのノミターンを

読む。

7) Vi抗原間接赤血球凝集反応： Neter5）の方法に準

じて行った。すなわち， トレイにVi抗原の0.2ml,2 

倍段階稀釈列を作り，あらかじめ用意した0.33%赤血

球浮遊液を0.4ml宛分注し，よく振重量混和した後37°C

に2時間反応させる。血球が凝集していないことをた

しカ込めた後， Vi免疫血清を0.2ml宛加えてよく混合し

37°C 1時間後にそのパターンにより判定した。

8) 三塩化措酸処理法： Webster6）等がチフス菌のO

抗原の抽出に用いた例にならい普通寒天平板上に24時

間培養した Ballerupの生菌をエーゼでかきとり， r
Cに冷した10倍量の生理食塩水で洗糠後， 湿菌体 lg

当り 4ml (0. 25g/ml)の氷冷蒸溜水に浮べ，これに等

量の冷O.SM三塩化酷酸を加え混液をよく振望ましたの

ち4°Cに3時間放置する。これを10,000回転15分間冷

却高速遠心機にかけ，その上清を2倍量の冷エタノ｛

ルに注入して4°Cの氷室中に一夜放置し，これを3,000

回転15分間遠心し，沈誼を蒸溜水に溶かしてセロハン

チ｛ュブに入れ流水透析したものを生理食塩水で稀釈

して150mlとした。

9) Zone electrophoresis：微生物学ハンドブック7)

に示された方法によった。すなわち，局方の澱粉をよ

く水洗し不純物を除いた後，58°CのpH8.6(p.=0. 05) 

ベロナールパップアーで洗樵し，ベースト状としたも

のをプラスチック箱に一様に充填する。あらかじめ

用意した乾いた澱粉と試料を混合しベースト状とした

ものを澱粉柱の一部に充填する。その両端部を炉紙で

おさえ，ガ｛ゼ数枚を当て，緩衝液中に垂らす。 800 

Volt50mAで＇15時間泳動させた後澱粉を lcml!J高に切断

し， 3ml宛の生理食塩水で抽出した。

実験成績及び考察

1) j尿血清中に存在する非特異的赤血球凝集素につい

て：日本脳炎血球凝集抑制反応を行う際にガチウョ血

球を用いる場合は被検血清中に存在する非特異凝集素

を除去する為にガチョウ血球をもってあらかじめ吸収

しておかなければならないことはよく知られている事

実であるが，このような非特異的凝集はガチョウ血球

に対してのみ高く出るものなのかどうか， 0.5%ニワ

トリ赤血球を用いて豚血清中の非特異凝集素量を測定

したところ表1に示したような成績を得た。すなわち，

ニワトリ赤血球に対しでも血清稀釈で 1: 32～1: 128 

( 50 ) 

迄凝集を示した。また，豚血清のガチョウ血球に対す

る非特異凝集が常法による吸収操作のみでしばしば除

去しきれない事実から，日本脳炎中山株の至適pH6.4

と何らかの関係があるかどうか表2のように同一血清

について種々の pH値の稀釈を作り非特異凝集価の高

い血清と，割合に低いものとについてガチョウ血球を

用いて測定してみたが， pH6.0のところで両血清とも

やや高い価を示したのみで、他の pH値のところでは同

じ成績を示した。さらに，豚血清の非特異凝集素に対

する BallerupF液の影響を検討したところ表3のご
とし無処理の場合に 1: 64迄ガチョウ血球を凝集し

たものが Ballerupi戸液で感作した後生理食塩水で、3

回洗瀧したガチョウ血球を用いた場合には， SW112 

の方は 1: 16迄その凝集価が低下した。また， SW114

の方は 1: 64と無処理の場合と変らなかった。さらに，

表 1 0.5%ニワトリ血球を用いて測定した

阪血清の非特異的凝集

豚血清 血 j青 稀 釈

No. 4 8 16 32 64 128 256 512 

SW2437 十十＋ + + E8 0 。
2438 十十＋＋士 。。。
2439 十＋ + + E8 0 。。
2440 十十＋十 E8 0 。。
2441 ＋十十＋士 。。。
2442 十十＋十十土 。。
2443 ＋十＋＋十士 。。
2444 + + + + + E8 0 。

表2 ガチョウを用いて測定した献血清

非特異凝集価に及iま‘すpHの影響

豚血清 血 清 稀 釈
pH 

対

照

。

No. 8 16 32 64 128 256 512 1024 

6.0 + + E8 EB！士 。。。
6.2 十＋ 斗4 。。。。。

SW2452 
6.4 ＋十 寸→ 。。。。。
6.6 ＋十 土 。。。。。
6.8 ＋＋  ＋ 。。。。。
7.0 十十 寸4 。。。。。
6.0 ＋＋＋＋＋＋＋＠  

6.2 十十＋＋＋ 十 。。
SW2453 

6.4 十十十 ＋＋  ＋ 。。
6.6 十十＋＋＋ 十 。。
6.8 十＋十十十 斗4 。。
7.0 十十十十＋ 士 0 。



表3 版血清の非異的凝集素に対する Ballerupi慮液の影響

豚血清 血
ガチョウ血球液の処理法

No. 8 16 

無 処 理 ＋ 十

SW  112 Ballerup F液洗i能血球 十 十

Ballerup F液加血球液 ＋ 。
無 処 理 ＋ 十

SW  114 Ballerup i戸液洗瀧血球 ＋ 十

Ballerup F液加血球液 斗・

倍量の血球を入れた濃い血球浮遊液をあらかじめ作っ

ておいてこれと等量の BallerupP液を混合した血球

浮遊液を用いた場合には， SW112は 1: 8, SW114 

はく 1: 8という凝集価を示し， 明らかに Ballerup

の菌体成分が豚血清中に存在する非特異凝集素とガチ

ョウ血球の結び付きを阻害することを示しているO

2) 日本脳炎ウイルスの血球凝集能に及ぼすBallerup

t戸液の影響：実験方法としては日本脳炎中山株血球凝

集抗原の 1: 400から 1: 25, 600迄，各管0.2ml宛の

2倍段階稀釈列を 0.4%卵白アルブミン加 pH9.OBS 

（以下0.4%EApH9.0B S）をもって9列作り，こ

れに BallerupF液の 1: 2から 1: 256迄の 0.4%
EA  pH9.0B Sによる各稀釈を 0.2ml宛分注し，最

後の列にはウイルス対照として0.4%EA pH 9. OBS 

を Ballerupt戸液の代りに0.2ml宛分注した。振盤混

和後，室温で10分間反応させた後， VAD6.4に浮遊

させた0.33%ガチョウ血球液を0.4ml宛連続分注器に

より添加し 37°C1時間反応させたところ表4に示す

ような結果を得た。すなわち， Ballerup F液の濃い

ところでは日本脳炎の凝集が著明に抑制されるが，薄

くなるに比例してその抑制作用も弱くなっているO 本

来，日本脳炎ウイノレスの血球凝集はその至適 pH域が

非常に狭く，それを少しでも外れると凝集が起らない

点等，インフノレエンザウイルスの血球凝集とはその趣

を具にしているが，さきに村上わが報告したRD Eに

対する 8凝集抑制単位の BallerupF液はインフルエ
ンザウイルスによる血球凝集を阻害しないということ

と比較して，日本脳炎の血球凝集とインフルエンザの

血球凝集は両者の聞にその感度の上で大きな差がある

か，あるいは本質的に血球に対する反応部位が異なる

もののようである。

この実験と同時に BallerupF液の各稀釈の中に含

まれる Vi抗原量を測定して日本脳炎血球凝集抑制と

の関連を追求しようと試み， Vi抗原感作及び非感作ガ

。

’B 
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清 稀 手冗

32 64 125 256 512 1024 

十 十 →4 十 。 。
十 十 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。
十 ＋ ＋ 十－ 。 。
十 十 十 。 。 。
。 。 。 。 。 。

チョウ赤血球を作って Ballerup免疫家兎血清の稀釈

列に加え，赤血球凝集反応を行ったところ非感作ガチ

ヨウ血球も感｛乍血球と同様に凝集することを認めた。

そこで鶏血球とガチョウ血球を用いて Ballerup免疫

血清とT-59免疫血清についてその力価検定のような

実験を抗原を入れた列（感作列〉と入れない列〈非感

作列〉について実施したところ表5に示すような結果

を得た。すなわち，正常ガチョウ血球は Ballerup免

疫血清のみではなく T-59免疫血清ともその免疫血清

の力価の終末点迄反応するということである。これは

正常ガチョウ血球がVi抗原またはVi抗原に近似の抗

原構造をもった物質を含んでいることを示すものであ

表4 日本脳炎ウイルスの血球凝集能に
及lます Ballerup）.慮液の影響

日脳中山株HA稀釈 対

400 800 1600 3200 6400 12800 25600 日現

2 。。。。。。。。
提容QE子 4 。。。。。。。。
8 。。。。。。。。

鑓！己 16 ＠ 。。。。。。。

［ ｛ 同。~ ロro 
32 十 ＠ 。。。。。。
64 ＋ ＋ ＠ 。。。。。
128 ＋ ＋ 十 ＠ 。。。。
256 十 十 ＋ ＋ ＠ 。。。

ウイルスl十
対照

十 十 ＋ 十 十

表5 間接赤血球凝集反応、によるVi抗原の証明

使用血球液 I感作処理＼Ball免血I免T－血59 

｜臥IIiP液（1 4) 1 : 20480 1 : 3200 
ニワトリ0.33%

対照（NaCl) 。 。

ガチョウ0.33%
Ball t戸液（1: 4) 

対照（NaCl)1 : 20480 1 : 32001 



Ballerup i慮液による図脳血球凝集抑制像

日本脳炎中山株血球凝集素稀釈

200 400 800 1600 3200 6400 12800 25600 

店
時
帰
特
様
民
営

HZS

過剰のVi抗原の存患による凝集抑制像

Ballerup免疫血清稀釈

80 160 320 640 1280 

表8

2560 

0

0

0

0

0

＋
一
士

使用血球ニワトリ 0.33%

間接赤血球凝集反応

沈澄

表9

Ballerup生菌（15g)

150mlの生理食塩水で洗瀧

10, 000rpm15分間遠心

上清（日脳凝集抑制価〉
1 : 23 

↓↓  
60oC 1時間加熱 100°C3o分加熱

（日脳凝集抑制）（日脳凝集抑制）
価 1: 23 価 1: 32 

↓ 
40000rpm 
2時間遠心

三験化酷酸処理
（日脳凝集抑制）
価 1: 2 

上清 沈澄
（日脳凝集抑制） ／日脳凝集抑制
価 i: 16 ¥I商 1: 4 

三塩化酷酸処理を行いそのO抗原を抽出し，同様の方

法で活性をしらべたが，日脳凝集抑制価は 1: 2を示

し，ほとんどこの部分には出てこないことがわかった。

さらに上清の部分については， 40,000回転2時間遠心

を行って，その上清と沈澄について検討を行ったが，

( 52 ) 

ると考える。

日本脳炎ウイルスは生後一日以内のヒヨコの血球を

よく凝集するが成長するにしたがって次第に凝集しな

くなり，普通成鶏の血球ほ日本脳炎ウイルスにより凝

集しないと Sabinl）等により書かれているO この事実

と前に述べた血球に Vi抗原を含むこととの関連を調

べるために，43羽の成鶏から個体別に採血？を行いBalle”

rup i戸液を感作させた後，過剰のVi抗原を除去する為

に生理食塩水で5回洗携した。これらの血球は Balle耐

rup免疫血清との間接赤血球凝集反応でVi抗原を吸着

していることをたしかめた後，同一母稀釈から分けら

れた臼本脳炎中山株血球凝集抗原稀釈列と反応させた。

その成農は表6~乙示すように 1 : 100から， 1 : 6, 400 

表 6 Ballerup ）慮液感作ニ 迄のそれぞれ異つ
ワトリ地球による回脳

た凝集｛面を示したo
J建築価の個体撞

しかもこれらの凝

集価はVi抗原を感

作させてない血球

で測定した価と全

く同ーの成績を示

したことから成鶏

の血球の凝集能と

Vi抗原との間には

何の関係もないと

考えてよいと思う。

3) Ballerup t戸液の日本脳炎血球凝集抑制作用と Vi

抗原の関係：表7はさきに示した表4と同一方法によ

り実施した実験で，ここで使用した Ballerupi戸液の

母稀釈から分けられた稀釈列に表8に示すように Ba-

llerup免疫血清稀釈を用いて0.33%ニワトリ赤血球に

よる間接赤血球凝集反応を行うと BallerupF液の濃
い所，すなわち，鶏赤血球に吸着してなお過剰のVi抗

原が存在するであろうと考えられる所で血球凝集の抑

制が認められるO しかもこの抑制のパターンは表7に

示した日本脳炎の血球凝集抑制のパターンと非常によ

く似たものであることがわか a.lo 次に，この日本脳炎

血球凝集抑制物質は Baller叩の菌体構成成分のどの

部分にあるのか，また，あわせてその耐熱性についても

検討したいと考え表9のような順序で実験を行った。

まず，寒天平板上に37℃ 24時間培養した Ballerup

湿菌体15gを150mlの生理食揖水に浮遊させ，直ちに，

10,000回転15分間高速遠心し，その上清と沈誼に分け

た。上清については日本脳炎血球凝集抗原の8凝集単

位のものを何倍迄抑制するかしらべたところ，その抑

制簡は 1: 32で、あった。一方，沈溢の方については，

円
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円
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円
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円
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十
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議 16
1広
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凶
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やはり上清の部分に活性があった。

加熱試験については表9に示した

とおり， 60°C1時間及び 100°c

30分間の両方とも 1: 32の抑制価

を示しその活性が低下しなかった

ことを示しているO この実験から

日本脳炎の血球凝集を抑制する

Ballerupの菌体成分は，菌を生理

食塩水に浮遊させただけで容易に

溶出する物質であること，しかも

この物質は加熱によってもその性

質が変らなし、ことがわかった。

図 1 日脳血球凝集抑制物質の電気渦動後の存在部位と量の比較

別の実験からこの日本脳炎血球

凝集抑制物質は硫安分画法8〕或い

はアセトン＠エーテノレ処理法等に

よってもその性質を変えることなしに容易に沈澱させ

ることが出来ることをたしかめであったので，前記の

10,000回転食塩水浮遊液上清をアセトン＠エーテノレ処

理により濃縮して， 8凝集単位の日本脳炎血球凝集を

1 : 128迄抑制する材料を得，これを試料（原〉とし

て澱粉柱を用いたゾーン電気泳動を行い，泳動後の活

性の所在とVi抗原量を検討したところ，図 1のように

日本脳炎血球凝集の抑制価が最も高かった部位は十電

極側から 5・cmから Scm迄の 1: 32で，間接赤血球凝

集反応によるVi抗原量も全く同じ5cmから Scmの所

が 1: 16, 384と最も高い値を示しているO

またさきに述べたように過剰の Vi抗原により凝集

抑制の起ったノミターンは斜線を以て示した部位で、ある。

以上の実験より日本脳炎の血球凝集を抑制した菌体

成分はVi抗原そのものであると考えるO

主士 罫金
市ロ 6Htl 

1) 日本脳炎の血球凝集及び豚血清の非特異的血球凝

集は共に Ballerupの炉液により抑制されることから，

これら両凝集素の作用するガチョウ血球レセプターは

同一部位であると考えられ，この点インフルエンザウ

イノレスの場合と比較してその感度の上で大きな差があ

るのか，或いは本質的に血球に対する反応部位が異る

もののようであるO

2) Ballerup菌免疫血清及び S.typhi 2v (T-59) 

菌免疫血清の稀釈列にガチョウ赤血球を加えて凝集反

応、を行ったところ， Ballerup菌炉液感作血球及び非

感作血球が同じ血清稀釈まで反応を示したことから，

ガチョウ赤血球は Vi抗原または Vi抗原に近似の抗原

構造をもった物質を含んでいるものと想定する。

3) 日本脳炎血球凝集を抑制する物質は Ballerup菌

2 4 B 16 s2 €+ i:J z;5 s12 !u24 2N8 4056 81921€384 

体を生理食塩水に浮遊させることのみで容易に溶出し

てくる。しかも100°Cの加熱に耐える。

4) ゾーン電気泳動を行い， 泳動各分画の Ballerup

菌2戸液の日本脳炎赤血球凝集抑制物質の活性と Vi抗

原の量的関係を検討したところ，完全に一致したので

日本脳炎の血球凝集を抑制する菌体成分は Vi抗原そ

のものであろうと考えるO
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STUDIES ON JAPANESE B ENCEPHALITIS HEMAGGLUTINATION REACTION 

PARTICULARLY ON THE INFLUENCE OF VI ANTIGEN AGAINST 

GOOSE BLOOD CELL HEMAGGLUTINA TING ABILITY 

Hajime MURAKAMI, Kiyoshi YABUUCHI, Kenji IWASAKI, 

Fujiko SAKAI, Yoshikatu KASHIWAGI and Naomitu NEZU 

(Department of Virology) 

Jyotaro TANAKA and Tanji HIRAYAMA 

(Department of Public Health, Health Bureau) 

Finding out the fact that the goose red blood 

cell hemagglutinating ability of Japanese B En-

cephalitis virus is inhibited by the Ballerup broth 

culture filtrate containing Vi antigen. An attempt 

has been made to study about this phenomena, in 

order to clarify the correlations of the receptors 

either virus or red blood cell, which has been 

affirmed in functionally already. 

The results of experimentation are summarized 

as follows : 

1) Japanese B Encephalitis virus hemagglutinin 

and non-specific hemagglutinin containing in a 

normal swine serum were inhibited by the Balle-

rup broth culture filtrate.1 And this phenomena 

considered that the relationship between the red 

blood cell receptor and Japanese B Encephalitis 

( 54 ) 

virus particles are rather different from the case 

of Influenza virus’s one. 

2) Evidence has been obtained that normal goose 

red blood cell has contained Vi antigen or a 

similar substance to those of Vi antigen, as the 

blood cells are tested with Ballerup and S. typhi 

2v (T-59) immune sera by means of Neter’S 

methed. 

3) A substance which inhibit Japanese B En-

cephalitis virus hemagglutinin is easily eluted 

out in saline by washing of Ballerup wet cells. 

Besides, the activity of this substance was not 

destroied by heating at 100°C for 30 minutes. 

4) It was clarified that the substance inhibit 

Japanese B Encephalitis virus hemagglutinin is 

Vi antigen. 



5. 昭和38年度臨床試験部の研究業績

昭和38年度において当部の行った業績は昨年に引き

つづき中性洗剤の研究が主なるものであるO 中性洗剤

Cハ｛ド洗剤〉の公害は米国，西独逸において認めら
れ，分解可能なソフト洗剤に切りかえられようとして

いる。私共はこれらについて生化学的研索を行い，ハ

ード洗剤同様ソフト洗剤も毒性が強く，公衆衛生的に

見て使用法が問題であることを認めた。

け

Hμ

・

却問
ν

文 IE* 沢

また長年行って来たカルシウム代謝の一環として静

電気並びに空気イオンが生体におよぼす影響について

研究した。静電気が細胞に活性をあたえ，体質をアノレ

カロージスにし，健康に良好なる作用をあたえること

は，すでに報告したが，空気陰イオンも同様の作用が

あると考えられるC しかし今のところ明らかな結論は

得られなかった。以上の研究要旨を次に列記する。

ドデシノレベンゼンスルホン酸ソーダの生化学的研究 〔置〕

ソフト洗剤とハード洗剤の差異について

中性洗剤として用いられているドデシルベンゼンス

ルホン酸ソーダ（D.B.S.）は微生物により分解され

難し、。通常これをノ、｛ド洗剤と称している。しかし最

近米国，西独においては分解基準度が問題となり，微

生物により分解されやすい洗剤にきりかえられつつあ

る。通常これをソフト洗剤と称している。

さきに著者等はハード洗剤の生化学的研究1)2）を行

ってきた。さらにソフト洗剤についても研究し，ハ｛

ド洗剤との生化学的差異をみることによって，生体に

およぼす影響について研索した。すなわち溶血反応，

野菜の浸透問題，急性毒性試験，血清電解質並びに酵

素の変動について実験を行ったので報告する。

実験方法

1) i容血反応と白菜中の洗剤残存量試験

市販白菜を上皿天秤で lOg正確に秤量し， これを

0.3%洗剤水溶液中に一定時間浸潰した。その後，蒸

溜水500mlで20秒震議水洗を行った。つぎにこの野菜

を炉紙で充分に水分を除いた。このように水洗操作を

数回繰返し行い，この野菜に生理食塩水を加えて均質

化し，全量 50mlとした。この均質化した野菜汁 lml

を用いて pH7.0に調整したのち， 溶血反応を試験

した。

＊東京都立衛生研究所臨床試験部

柳沢文正本 渡辺 学＊ 山岸達典＊1)2)

2) 血清中の電解質並びに酵素試験

洗剤を投与する前にあらかじめ家兎の耳静脈から一

回最 3mlを採血したのち， 0.5～5.0%洗剤溶液をゾ

ンデを用いて経口投与した。塗布実験は背部の毛

10cm2を丁寧に刈取ったのち，筆で1～20%溶液5ml

宛を均等に塗布した。その後の時間の経過に従い採血

し，遠心器にて血清を分離し，血清中の電解質並びに

酵素を測定した。

3) 急性毒性試験

あらかじめスクーリニングにより大体の致死量を知

ったうえで，マウス10匹前後を一群とし，経口投与試

験では7グノレ｛プに分け，ゾンデを用い体重 lg当り

1. 25～4. 77mgをそれぞれのグループに投与した。静

脈注射についても同様に5グル｛プに分け，体重 lg

当り 0.2～0.32mgを尾中静脈より注入し， 24時間後

における動物の生死数を確認したO

分析方法

総 Ca, Ca＋＋，総 Mg は~~［！沢法，無機 P はアミノ

ナフト｛ルスルホン酸法， Alkalinephosphataseは

Sinowara Jones Rainhart法， Transaminaseは

Iatronの試薬を用いて行った。 急性毒性試験は

Behrens法を用いて LD5oを求めた。 Amylaseは

Wohlgemuth法を応用した。
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実験結果

1) 溶血反応

、ード洗剤が強度の溶血反応を示すことはすでに報

告わした如く，限界稀釈法による溶血反応を用い定量

的に測定すると 6ppmの濃度まで溶血を呈する。 こ

の性質はソフト洗剤においても同様な傾向を示したO

ソフト洗剤はサポニン，フェニールヒドラジン，レシ

チンなどに比べてはるかに強い溶血作用をもち，溶血

の根界濃度はハード洗剤より薄い溶液でも起る。 （表

1）白菜，キャベツ，イチゴおよび小松菜などの野菜

汁は溶血物質を含有していなし、。

しかし表2に示されているように 20γ／mlの洗剤を

含む野菜汁溶液は溶血反応が陰性であるにもかかわら

ず，この原液が3～4倍に稀釈されると陽性に転ずる。

これは野菜、汁と洗剤が措抗しているためと考えられ，

野菜汁の溶血反応が認められる。洗剤水溶液では5～

10γ／mlで溶血反応が陰i生であったものが， 野菜汁中

では 30γ／ml以上含有された場合で、ないと溶血が起ら

ない。野菜での溶血作用はハ｛ド洗剤もソフト洗剤も

同様で差異は認められない。

表 i 洗剤と｛協の薬剤との溶血作用の差異

5 10 20 25 
～～～一一

50 100 500 1, 000 対照

ソ フ ト 洗 剤 ＋ 十 十 十 十 十 十 ＋ 

ド おt 斉lj 十 ＋ 十 十 十 十 十

サ ポ 一一 ン 十 + ＋ ＋ ＋ 
レ 1ン チ ン ＋ 十

フェニーノレヒドラジン

表 2 自菜汁による溶血反応の阻害

竺洗と剤ご名一＼一＼一一稀出洗剤支量＼γ／mll 10 15 20 25 30 35 

l× 一 ＋ 十

ソフト洗剤
2× 一 十 十 ＋ 

3× ＋ ＋ ＋ ＋ 

4× 十 ＋ 時ト 十

l× 一 一 十 ＋ 

、｛ド洗剤 2× 十 十 十

3× ＋ 十 ＋ 十

4× ＋ 十 十 ＋ 

表 3 白菜中にj参透Lた残存洗剤量と浸演時間との関｛系

実予浸漬時間＼ミ＼ι（ご＼一～＼一1一~一＼＼水一一も＼工し一＼回一＼ヂ冊－－－－－－－－－一一洗＼一剤水一= 名洗 ソフト洗剤 ノ、炉→ ド洗剤

水洗前 水洗後 水洗前 おt 後

0 日 I 3"'5 。 l～2 3～5 

5 250 1so> 250 150 

15 250 1so> 250 150 150 

30 250 1so> 250 250 2so> 

60 250 250 2so> 250 250 250 

120 250 250 250 400 250 250 

240 400 250 250 400 250 250 

360 400 250 250 400 250 250 

cf.残存洗剤量： mg/kg

溶血反応の判定方法：恒温槽で38°C30分間作用後判定 （十〉溶血，〈一〉変化なし
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2) 白菜中の洗剤残存量

0.3%の中性洗剤を用い5分と，比較的短時間白菜

を浸潰した場合には，吸着，附着程度で3回ゆすぎ洗

いを繰返すと溶血反応を呈さなくなるO ソフト洗剤を

用いた時は，この傾向が強く30分以内ではほとんど浸

透せず， 3回のゆすぎ洗いで溶血反応が陰性となるO

ノ、｛ド洗剤はソフト洗剤より浸透力が強く， 15分以上

浸潰すると， 5回以上水洗を繰返しでも依然として溶

血反応を呈し陰性が困難となる。こころみに洗剤震を

換算してみると，野菜 lkg中に約 150mg以上の洗剤

が残っているO さらに60分と長時間浸潰すると，し、ず

れの洗剤をとわず＼ほとんど飽和状態に浸透しており，

数時間浸潰したものと溶血反応状態は同様で何回水洗

を繰返しでも洗剤を除去することは不可能になるO こ

の時の水洗後の白菜 lkg中に洗剤が約 250mg含有さ

れており相当な量が残存していることがわかる。（表3)

3) 血清中の酵素の変動

薬剤を投与しない健康家兎の血清中の酵素は経時的

に測定しでもほとんど変動を認めることができなし、。

（対照〉ところがこの家兎に洗剤を経口投与したり，

あるいは塗布を行ってみると，洗剤の別，投与方法，

投与量にかかわりなく酵素の動きが激しくなり，その

結果は図 I，図2に示してあるO この著しい変動は，

直接静脈注射によるものでなく間接的に洗剤が影響し，

二次的な変動が表われた結果で、あることに注意する必

要がある。以前に著者等が行った DBS35の経口投与

による臓器内分布の実験2）と考え合せ，生体に及ぼす

洗剤の影響は大であるといわねばならない。

洗剤の作用機序についてはなかなか複雑でありこれ

からの研究により次第に判明していくものと思われる。

、ード洗剤とソフト洗剤の投与による血清中酵素の動

きではアミラーゼの動きについて大きな差異が認めら

れる。すなわちノ、ード洗剤を投与すると投与前に比較

して，投与方法の別なく低下を来たし， ソフト洗剤

の場合は逆に上昇し，両者間に逆相関関係が認められ

るO ハ｛ド洗剤を経口投与すると投与量に関係なく

Alkaline phosphatase (A. P), Transaminase (GOT, 

GPT), Amylase(A）などし、ずれの酵素も低下するO と

ころがソフト洗剤の場合はそのような一定した傾向は

みられなし、。むしろ変動は複雑で特に Transaminase

投与量 2m5 5 m3 

図 i ドヂシルベンゼンスルホン酸ソ回咽ダを経口投与した場合の血清酵護の変動
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ドデシルベンゼンスルホン酸ソーダを皮膚！こ議布した場合の血清酵素の変動図 2
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一ーー：ソフト洗剤l
A : Amylase 
A • P : Alkaline phosphatase 
G 0 T : Glutamic oxalacetic transaminase 
GP  T : Glutamic pyruvic transaminase 
註： Amylaseの単位のみは澱粉消化量 mg/ml（血清〉

示される如く総 Ca,Ca十＋は減少していき，他方 P,

Mgは逆に上昇の経過をたどるO この傾向は 50mg,

lOOmgと投与量が多い程，長時間続き従って24時間た

ってもなかなか投与前の値に回復しないようであるO

これに対し 5mg,lmgと少量投与された場合には比

較的回復が早いように思われるO この様な傾向は皮膚

に塗布した場合も同様であり，投与方法による差異は

ない。つぎにソフト洗剤を投与した場合にはノ、｛ド洗

剤と違った電解質の消長が随処に認められるO すなわ

ち投与後 Ca,Ca＋＋は一時減少するが， 24時間値の値

をみると投与前に完全に回復しているかあるいはそれ

以上の値を示しているの特に塗布した場合にその傾向

が著しし、。（国4) ただ投与量が lOOmg, 50mg, 20 

c 58 ) 

くGOT,GPT）に著しし、。塗布した場合も，経口投与

した場合も，酵素の変動は同様な傾向にあり投与方法

による差異はない。わずかに Alkalinephosphatase, 

・GPTの消長において相違を認めるにすぎなし、。全般

的にはソフト洗剤あるいはハード洗剤の別なく 5%,

1%溶液の稀薄溶液を塗布した場合は酵素は上昇する

が，経口投与あるいは10%,20%溶液と高濃度溶液を

塗布すると，大部分の酵素は低下する傾向にあるO こ

のことは洗剤の投与量を増量するこにとより血清中の

酵素は更に抑制低下を来たすことが考えられるO

4) 血清中電解質の変動

洗剤を投与すると鼠清中の電解質の変動が著しくな

ってくる。ハード洗剤を家兎に経口投与すると図3に



図 3 ドヂシJレベンゼンスルホン酸ソーダを経口投与した場合の血清電解質の変動
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図 4 ドヂシルベンゼンスルホン酸ソーダを皮膚に塗布した場合の血清電解賢の変動
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表 4 ソフト洗剤の急性毒性試験（Behrens法〉

経口投与の場合 LDso 2. 19g/kg (24hr) 静脈注射の場合 LDso 120mg/kg (24hr) 

経m口投g／与g量 使用匹 数 生存匹 数 死亡数
匹

1. 25 12 12 。
1. 56 10 10 。
1. 95 10 5 5 

2.44 10 3 7 

3.05 10 3 7 

3.81 10 9 

4. 77 7 。 7 

%, 105区溶液 5mlと比較的多量に投与されると ca＋÷

のみは減少していきハード洗剤の場合と同様で24時間

たっても投与前の値に回復しなし、。 P,Mgは一時増

加することはあっても大体の傾向としては，減少の一

途をたどり投与前の値に比較して24時間後の値が非常

に低くハード洗剤の場合と異っている。

5) 急性毒性試験

マウスにソフト洗剤を経口投与すると，苦痛のため

か動作が鈍り，呼吸困難，軟｛更，四肢ひきずりが認め

られるO この症状は 1.3mg/gと比較的少量の場合は

静脈m注g／射g量 使用匹 数 生存匹 数 死亡数
匹

0.02 12 12 。
0.04 10 10 。
0.08 10 9 

0. 16 10 4 6 

0.32 9 。 9 

cf. ハード洗剤の急性毒性試験（BehrensKarber法〉
経口投与試験： 2.85g/kg (24時間 LDso)

静脈注射試験： 201.7mg/kg (24時間 LDso)

慶大薬理学教室於

時間の経過とともに回復し，一時的な食欲不振も解消

する。しかし投与量がふえるにしたがって，この症状は

強く現われ回復も不可能になってくる。 3.8mg/gを越

えると投与数時間で死亡するC 静脈注射した場合も経

口投与と向様な症状が認められるO ただ速効的で投与

量が0.32mg/g以上になると激しい療寧をひきおこし

即死するO この時の血糖値は健康時の3倍くらいの値

を示す。ソフト洗剤の毒性はハード洗剤に比較してか

なり毒性が強く経口投与の場合は 1.3倍，静脈注射の

場合は 1.5倍の毒性力を示し注目されるO （表4)

静電気の生化学的研究 〈第1報〉

静電気並びに空気陰イオンの血清電解質におよぼす影響

柳沢文正本 小笠原公＊ 渡辺 学＊

原 敏之料3)4)

高圧の静電位を生体に負荷して，治療効果を求める を増加してアルカロージス体質にすることがわかつ

ものを，通常，静電気療法と称している。この応用は た。また近来空気陰イオンの生体におよぼす影響の研

相当古くから行われているが作用機転が不詳のままで， 究が行われ，アメリカにおいては，数年前より空気陰

民間療法の域を脱しなかった。共同研究者の原は，従 イオンが，人体の陸康維持増進に応用されつつあり，

来の直流式と異なる交流高圧静電発生装置を考案し， 我田でも北大，通産省電気試験研究所の研究グル｛プ

これにつき実際応用の研究を続けてきたもので，近来 において，空中や室内空気陰イオンと健康との関係を

はその医療効果が認められつつあるO しかし静電気を 研究し，空気陰イオンの少ない環境が都市のピル病，

生体に負荷した場合の基礎研究が少なく，原により血 冷暖房病，各種アレルギー症に関係があるのではない

清電解質におよぼす影響の研究が行われ，血清 ca++ かとの疑問が持たれているO そこで

＊東京都立衛生研究所 臨床試験部

材白寿生科学研究所

( 60 ) 

イオンの生体におよぼす影響を吟味するため，共同研

究者の原が考案した空気陰イオン発生器（ヘルストロ

ン〉ならびにアメリカフィルコ社製の空気陰イオン発



生器（アイオニトロン〉を用いて，空気陰イオンの血

清成分におよぼす影響を検索したので報告する。

実験方法

1. 静電気負荷試験

試験動物としては，飼育管理が一定条件に行われて

いる体重 2～3kgの健康家兎を用いたO 試験の際は前

日禁餌したものについて通電を 1～6時間行った。通

電条件は lOOVolt（略してV）を電糠として，二次電

圧を 2,000～7,000VとしたO この通電前後の各時間

に家兎の耳静脈より毎回 2ml宛採血を行い，血清中の

,Ca, Ca++, Mg, P, CI, Cholesterol，蛋白量を測定

した。ヒトの場合も動物試験に準じて行った。

2. 空気陰イオン発生試験

試験動物としては，前実験と同条件の健康家兎を試

；図 i ウサギに静電出力圧 2,OOOVolt i時

開通電Lた場合

。
§ 8 

。。 。
。

8ト ＠ 
唱量

唱島

電器

＠場静-
LI. 

A. 

x 

Eι 

通電後

験に供した。すなわち－Tlli宛，金網龍に入れた家兎を
8m3の広さの試験室に入れて，空気陰イオン発生器を

取付け連日空気陰イオンを発生させるようにした。放

電のニ次電圧は 7,ooov cヘルストロン）， 10, ooov 
〈アイオニトロン〉を用いた。

分析方法

血清総 Ca,Ca＋＋，総 Mgは柳沢法，無機 Pは

Fiske-Suba Row法， CIは Sendroy法， Cholesterol

は古川一北村法，総蛋白は Biuret法により，いずれ

も Leitz光電比色計を用いて測定したO

実験結果

1. 家兎に2,ooov高圧静電位を 1時背負荷した場
A 
口

家兎にこ次電圧2,ooovの通電を 1時間行うと，血

図 2 患者に静電出力庄 7,OOOVolt i時開通

電 Lた場合
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清中の Ca,Ca＋十が増加の傾向を示し，無機 P,Mg 

は逆に減少した。しかし Ca,Mgの動きは， Ca++,

Pほど通電前後の｛庄の差がなく，たし、して変動は認め

られなし、。 （図 1)

2. 家兎に7,ooov高圧静電位を 1時間負荷した場
.A 
ロ

2,000Vの静電位を 1時間通電した時， ca++'p等

の電解質の変動を認めたので，更に電圧をあげ 7,000

Vの通電を行った。 2,ooovの場合と比較して Mg,
Caの変動がよりはっきりと現われ， 明かに総 Ca,

ca＋＋の増加，無機 P,Mgの減少が認められた。こ

のことより静電気は血清中の Ca,Ca十十を増加させ，

同時に Mg,Pを減少させる作用があるように思われ

る。（図2)

図 3 ウサギに静電出カ圧 7,000Volt6時

間通電した場合
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3. 家兎に 7,ooov高圧静電位を 6時間負荷した場
メL
口

2, ooovより 7,ooovと，負荷静電位が増すことに
よって，血清中電解質の変動はより一定した傾向を強

く現わすようになってくる。すなわち電解質の変動は

負荷させる静電量に関係することが当然考えられるよ

うになってくるO そこで前回と同様に静電位は一定に

しておいて負荷時聞を6時間に延長し，負荷時間に対

する吟味を行った。このよう~こ静電量を増量しても血

清中の電解質の消長は 1, 2の実験と同様な傾向を示

した。しかし Mgを除いて Ca,Ca＋十， Pにおよぼ

す影響は大で， 1時間通電した場合と比較すると約2

｛音量の変動が認められ，血清中の電解質は負荷静電量

に大きく影響されるようである。 （図3)

図 4 患者に静電出カ圧 2,000～7,OOOVolt 

1日1時間あて208間通電した場合
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4. 患者に静電｛立2,ooov～7,000Vを負荷した場合
前実験と同様の試験を健康人について行った結果は

通電前に比較して血清 Cピ＋が増加し，無機 Pが減

少を示した。それで今度は高血圧，胃潰蕩，肝臓病，

神経症，間i気等を有する患者にそれぞれ症状に応じて

2,000V～7, ooovを1日， 1回， 1時間通電し，通電
開始前と20日後の血清電解質の変動をしらべたところ

Ca, Ca＋十が増加を示し， Mg,pは減少した。また

これらの疾患の症状は通電前に比し，良い結果が認め

られた。 （図4)

5. へノレストロンより発生した空気陰イオンが家兎

の血清成分におよ

共同研究者である原が，考案したヘルストロンを用

いて，空気陰イオンを発生させ，それが生体に如何なる

影響を与えるかをみるために健康家兎を用いて試験し

た。放電の二次電圧7,ooovを家兎の入っている 8m3
の小室に連続放電させたのち，この動物の血清中の成

分を測定したところ Ca,Ca＋ヘ Mg,Clなどの電解

質および蛋白， Cholesterolなどの成分は対照と変り

なく 3日間の試験では変動が認められなかった。無機

Pがわずかに減少の傾向を示した。

6. アイオニトロンより発生した空気陰イオンが家

兎の血清成分におよぼす影響

7, ooovの放電では血清中の成分の変動は認められ
なかった。そこで更に放電量を増して試験するためにが

U.S.A.製のアイオニトロンを用いて， 10,ooovの放

図 5 対照
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電を行い，前試験と同様に連続8日間にわたり，各血

清中の成分の消長をみた。しかし電圧放電量にあまり

関係がないようで血清中の各成分の変動は変らず，対

照と相似しており，別に変動は認められなかった。

図 6 へJレスト口ンの若者生による空気陰イオンがウサギの血清成分におよ！ます影響
(7, OOOVolt/8立方m)
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図 7 アイオニトロンの接生による空気陰イオンがウサギの血清成分におよ！ます影響

(10, OOOVolt/8立方m)
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生体に静電気を負荷して，血清電解質におよぼす影

響を吟味した結果，嵐清 Ca＋＋が増加し，無機P，総

Mgが減少することを認めた。このことは多くの疾病

が， Ca＋＋の減少，無機 P，総 Mgの増加および血

液 pHが低下して，アチドーシス傾向であるというわ

れわれの長年にわたる疾病と電解質量との関係に関す

る研究から考察して，静電気負荷による Ca＋＋増加，

無機 p,Mgの減少は，健康増進や，各種の疾患に対

して改善的に作用することの一つの理由と考えられ

る。叉空気イオンが血清成分に及ぼす影響の吟味の結

果，家兎においては電解質や，蛋白， Cholesterolの

変動が認められなかった。これは静電気を直接生体に

日

c 65 ) 

co 。 。
tわ哩『

。
。 。

t;Ly, 
ム

ム

ム ム

日

ロ ロ

ロ

。。

0 一
。 。

回L

7 
養失

負荷したのと異なり，空気を媒体として作用するため

生体におよぼす影響が比較的弱し、ためと思われる。し

かしこれが生活感情に対して鎮静的に働き，或は健康

維持改善に寄与している如き報告があることからも人

にこれを用いた場合は何等かの影響があると思われる

ので，さらに臨床実験を続ける予定であるO

文献

1) 柳沢文正ら：日本公衆衛生雑誌， 11c4)'18(1964) 

2) 柳沢文正ら：日本公衆衛生雑誌， 11(13)' 1 (1964) 

3) 柳沢文正ら：日本公衆衛生雑誌， 11(4),407～408 
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4) 柳沢文正ら：日本公衆衛生雑誌に発表の予定



6. 東京都における最近の降下煤塵

脇阪一郎＊ 瀬戸孝博＊

両角 清＊ 小林正武キ

中野欣嗣＊ 中山袈裟典＊

加納多佳子＊

緒言

最近，都市公害問題が随所に発生して巷間の話題に

上ることが多いが，東京都でも戦後の経済活動の復興

から現代の繁栄にいたる間，各種の公害が急速に増加

してきており，これは文明に伴う社会思の一面でもあ

る。大気汚染は公害問題の中でも最も対策の困難な問

題であるが， すでに近時は Smogの発生を見ること

も稀でなくなり，行政的にも条例を定めてその規制に

のりださざるを得なくなった。東京都立衛生研究所で

は，これに先だってすでに昭和30年から都内各地で降

下煤塵の測定を実施してきており，その結果について

はその都度関係方面へ資料を提供してきたのであるが，

ここに最近5カ年間 (1959年一1963年〉の降下煤塵の

傾向を紹介することにする。

測定方法

降下煤塵の受器には，運搬及び試験の難易等を考癒

して，口径 15.4cm，深さ 20cmの広口びんを採用し

た。このびんには予め底部に少量の硫酸銅を加えた蒸

溜水を入れて藻類の発生を訪ぎ，試験中びんが乾燥す

ることのないように巡回監視した。降下煤鹿は 1カ月

毎に回収し，これについて可溶成分，不溶成分，更に

熱灼減量〈有機成分〉， 灰分（無機成分〉をそれぞ

れ分析定量してこれを lkm2当り30日間の降下量（ト

ン〉に換算して示した。測定地点は25カ所で，その選

定には煤煙地区（都心モデル地区及び商工業地帯〉，

非煤煙地区（近郊及び郡部〉及び中間地区（小商業及

び住居地匹〉の 3地区に分け，各地区の保健所或いは

これに代る公共施設の中庭や屋上等の障害物のないと

ころに受器を設置した。

結果及び考按

先ず東京都に！ずける最近5カ年間の降下煤塵量は，

都内25カ所の平均としては総量23.46トンであって，

このうち不溶成分は 16.99トンで大部分を占め，可溶

成分は6.47トシであった。又，有機無機別にみると，

無機成分は16.67トン，有機成分は 6.79トンであって

＊東京都立衛生研究所環境衛生部

前者が圧倒的に多く，その比は約7: 3である。ただ

し，測定地点の分布は荒川l，隅田JIIより西方の旧市内

部に集中している傾向があり，更に叉，工業地帯とし

て代表的な地区が比較的少なかったために，この平均

は東京都全体の平均とみなすには多少無理がある。な

お文，この｛産を，我が国主要都市における降下煤塵量

とくらべてみると，測定法の相異からくる差異を考慮

しなければならないが一応多い方に属する。又，可溶，

不溶成分の割合についてみても，北九州一帯，宇部地

区，四日市地区では可溶成分が多く，北海道，釜石，

名古屋地区等では不溶成分が多くなっていて，各地区

の特色によって相異するのであるが，東京の場合は平

均的にみると不溶成分の割合が多い地区に入るであろ

う。

年度別の降下煤塵の増減をみると，図1に訴した如

くであり，最近5年間のうちでは1961年度に最も多く

降下しており， 1959年度は最も少い値を示しているが，

図1 年度完IJにみた降下煤塵量
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にみるとほとんど全成分にわたって増えてきているが

12月の如きは有機成分が減少している。叉， 11月には

すべての成分に減少がみられるが，なかでも，有機成

分の減少が目立っているO なお，降下煤麗全量として

は目立った増減のない月でも，成分別にみた場合には

若干の増減傾向がみられ， 3月には可溶性無機分に増

加傾向があり， 4月は不溶性有機分が増加して可溶性

有機分が減少し，又5月には不溶性有機分，可溶性無

機分が共に増加しているO 更に， 6' 9' 10の各月は

総量としては大した増減はないが一般に有機成分が減

少している傾向があるO 総体的にみると，最近増加の

傾向にある月は主として無機成分を主としており，一

方減少しているような月では有機成分が主たる役割を

演じている傾向がうかがえるO

次に地域別の降下煤鹿量についてであるが5カ年間

の平均として示したものは図4であるO 降下煤塵総量

としての最高は浅草地区の 40.95トン／km2/30日， 最

低は大島地区（離島〉の 9.40トン／km2/30日であった

が，比較的多いのは深JfI (38. 90），向島（38.13），日

本橋（31.93），中央（30.31）でいずれも 30トγ／km2/

30日をこえ，これに次いで麹町（28.16），荒川（26.03)' 

芝（25.00），小若JfI (24. 76), i城東（24.56）等とな

っている。一方少いのは，大島を筆頭に立Jll(13.93), 

杉並西 (14.15），玉川 (14.93), l石神井（16.05），青
梅（11.65)' 王子 (17.68）等であった。一般的には

煤煙地区とされているところに多く，非煤煙地区と

されているところには少いのであるが，王子地区の如

く煤煙地区の中でも比較的少いところがある反面，中

間地区の中でも浅草地区は特に多い値を示していて，

地域的な分布については各測定地点の特色から一概に

去うわけにはし、かなし、。叉，成分別には，量的に大部

分をしめる不溶性無機成分は大体全量の場合と同じよ

うな地域差があるが，他の成分は量的にも少いのでそ

の地域差はそれ程大きいものではなし、。一般的には全

量として多いところは各成分とも多いのであるが，必

ずしもそうでない地域も散見されるO 例えば不溶性有

機成分については小石川，城東，神田等では比較的少

いが，牛込，四谷等では多く，叉可溶性成分は滝野川，

大森，王子等の地域は全量の割に多くなっているO

次に，地域別の降下煤塵最を季節毎にみると図5の

如くである。大部分の地域は冬春に多く，夏秋に少い

のであるが，深川，向島，荒川！，滝野川，浅草の如き

は夏にも一つのピ｛クがみられるO 測定地点の大部分

は！日都心部に集中しすぎる傾向があり，煤煙地区に属

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月 するものでも工場地帯として代表的なところが少なか

最近はあまり増減がなく恒常化してきている。そして，

この年度別の差異のうち統計的に有意差をみたのは有

機成分であって，無機成分の中でも特に量的に多い不

溶成分については統計的には年度の差をみとめること

が出来なかった。一方，季節的にこれをみると，図2

の如く最も多かったのは2月の 33.58トンで，最も少

ない月は10月の 15.99トンであり，冬から春にかけて

増加し，夏から秋にかけて少いのが一般傾向であって，

暖房の影響は今なお相当な因子となっているものと思

われるが，なお一層大きいものは気象条件と考えられ

る。降下煤塵が冬に多く夏に少いのは東京のみならず

各地の資料も概ねその傾向があるが，外国の例では夏

に多いところもみられるから，季節的な増減にもやは

り地域によって特殊性がある。東京の場合はこの差が

非常に大きい方に属するだろう。しかし，この月別の

差異の大きいのは主として不溶成分であって，不溶性

のものは有機，無機ともに月別に有意の差をみとめた

けれども，可溶成分については季節的な差異がみられ

なかった。叉，最近の降下煤塵の増減傾向を季節的に

みると図3の如くであって，総量として最近増加傾向

にあるのは 1月， 2月， 12月及び8月であり，一方減

少傾向をとっている月は11月である。 8月を除いては

冬季の降下煤塵が増加しているわけであって，成分別

図2 月別にみた降下煤塵量（t/km2/30days)
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図5 地域別，季節別降下煤塵量
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ったために全般的には冬高夏低型を示したが，このJ傾

向は必ずしも東京都全地域の傾向とはみとめがたく，

地域によって季節的な傾向を異にすることも充分考え

られ，工場の多い地区では夏にも多い傾向があった。

叉，乙れを年次的な増減傾向としてながめてみると図

6の如くであるO すなわち，降下煤塵全量として最近

増加する傾向にある地域は，麹町．中央，向島，王子，

小石川，玉川，石神井，青梅等であって，これらは煤

煙地区の一部と非煤煙地区である。又，これらの地域

で、はすべての成分にわたって増えてきているところが

多いが，中には向島の如く特：こ可溶性無機成分の増加

が目立つところや，玉川i，石神井の如く不溶性成分の

増加が目立つところもあった。一方減少を示している

地域は，渋谷，浅草，立JII，大久保，大島等であり，

これらの大部分は中間地区に属するもので，成分別に

はほとんどすべての成分にわたって減少しているO 一

般的にみると，図？の如く，全量としては各地区とも

1961年をピークとしているが，煤煙地区及び非煤煙地

区ではその後も大体同じ水準を維持し，殊に非煤煙地

区では更にふえている傾向さえみられるのに対し，中

間地区では1961年をピークとして最近は減少の傾向を

みとめた。なお，この傾向を各成分別にみると，無機

成分については可溶分，不i容分ともに1961年をピ｛ク

として煤煙地区，非煤煙地区では最近増加乃至は停滞

傾向をとり，中間地区では減少傾向がみ、られるO 一方

有機成分については，各地区とも1961年以来減少傾向

をとり，ただ非煤煙地区のみは不溶性有機成分が増加

しつづけているO 従って，最近の増減傾向はそれ程著

しいものではないが，非煤煙地区の降下煤塵がやや増

加してきていること，又，煤煙地区の一部に：？品、ても

無機成分を主にした増加傾向を示すところが多いが，

中間地区では漸く減少の兆があらわれてきたとみるこ

図7 地域，年度別降下煤麗量（平均） t/km3/30dags 
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とが出来ょう。

結 苦Z
R日

都内25カ所において縦続測定を実施している降下煤

鹿の最近5カ年間の動向は大要次の如くであるO

① 都内25カ所の平均降下煤塵量は 23.46トン／km2/

30日で，成分的には無機分又は不溶分が主であるO

②年度別には1961年を最高にして最近はあまり増減

していないが，非煤煙地区と煤煙地区の一部に未だ

増加しているところがある。これに対して中間地区

では一応減少の兆がみとめられるO

③最近増加の傾向をとるものは主として無機分であ

( 71 ) 

って，有機分については減少傾向にある。

④季節的には冬春高夏秋低型を示すが，工業地域の

一部には夏にも増加する傾向がある。

文 献

1) 斎藤功外：東京都立南生研究所年報6号－12号

(1956-1962) 

2) 東京都首都整備局都市公害部：東京都内の降下煤

麗量の調査報告（1963)

3) 大気汚染便覧：日本公衆衛生協会（1963)

4) 東京都衛生局：大気汚染調査報告書 (1960)



7. ピノレの冷暖房の実態と日本人の快感温度

緒雷

最近の建築熱は目を見張るばかりで，到るところに

ピルが建設されてゆくが，これらのほとんどは大会社

や官公庁に属し，完全な人工換気施設を持って冷暖房

を行っている。なお叉， 電化ブームによって， 従来

あまりかえりみられなかった冷房で、さえも漸く一般家

庭に普及しようとしており，人々は温度条件に対して

すこぶる関心を示すようになった。我々の研究室では

研究目的や依頼に応じて都内における種々の建物の環

境調査を実施する機会が多いが，その中から人工換気

及び冷暖房を行っている比較的近代的建築の温度条件

保持状態が適当であるかどうかに関し，過去 1カ年に

測定した資料を検討してみた。なお叉，このような建

物の中ではほとんどの人は事務的な作業についている

のであるが，かかる在室者についてアンケ｛トによる

調査を併行し，温度条件と自覚感との関係並ひ可こ日本

人としての快感帯に関する検討を加えた。

調査方法

調査の対象とした建物は，主として会社の本店，銀

行，百貨店，ホテル等で，し、ずれも近代的なピ‘ルと称

されるものであり，すべて本格的の換気と冷暖房施設

を有するものである。測定項目は温度条件と炭酸ガス

濃度であるが，測定地点は普通床上1.0～1. 5mの高さ

におき，屋内と同時刻の屋外条件も併せ測定した。 1

カ年間に測定した建物は約50，測定個所にして1,500

個所以上になるO なお，アンケートはこれらの在室者

を無作為にえらんで記入させたが，男女合せて 1,048

名であった。

調査結果及び考察

月別に屋内屋外の環境条件を比較したものは表1並

びに図 1である。外気の状態は原則的には季節的変動

を示しているが，これは厳密な意味での季節変動では

なく，たまたま屋内の測定を行ったのと同時刻の値を

平均したものであるから，単に屋内の対照の意味で示

したにすぎなし、。それでも，一応は1月を最低， 8月

＊東京都立衛生研究所環境衛生部

脇阪一郎本 両角 清司Z

小林正武＊ 中野欣嗣＊

中山袈裟典＊ i頼 孝博中

オ木 貞雄＊

を最高として，その差は乾球温で 22.38°C, 感覚温

度で24.2°Cもあるが，屋内においては季節変動を示

さないばかりか夏冬の差でさえほとんど、ない。例えば

乾球温では2月の平均が25.74° Cで最高を示し，最低

は4月の 21.50° Cであって，その差は僅かに 4.24°C 

にすぎず，叉感覚温度についてみても大体同様な傾向

を示していて，最高は7月の 22.7° C，最低は4月で

19.3° Cであり，その差は僅かに 3.4°Cにすぎない。

なお， 7月と 8月は全例冷房を実施しており， 12月一

2月はすべて暖房を実施していたのであるが，この夏

季と冬季との差がほとんどなく，外気との差が少い中

間時期における屋内気候の方が冬季よりもむしろ低い

値を示しているO

湿度につい℃は，年間を通じての変動は夏高冬低型

でこれは庭内屋外を関わないが，一般に屋内の方が低

く，外気の湿度が低下している 1月， 2月においても，

なおこの傾向があるから平均305右前後まで下っているO

冬季は暖房によって室内気温を高めるので必然的に相

対混度の低下がおこるから極端に低下する場合もおこ

り得る。従って冬季の暖房には賦湿が必要である。一

方夏季は冷房によって気温の低下をはかる際除湿がか

なりよく行われているとみられ，相対湿度には上昇が

みられないのは空調の上からもよい結果であった。

気流は室内ではほとんど 0.2m/sec以下で，大部分

のところは無風状態と去ってもよく，これは外気流と

は関係ないけれども，特に暖房期に気流が小さし、。一

方春にはドアの開閉が多くなる為かやや気流が増して

いる傾向がみられる Hottingerは室内では 0.2～0.3

m/sec位の気流が快適であると云っているがわ，実際

にはほとんど無風状態のところが多く，これは刺戟の

少い環境を作っていると思う。

炭酸ガス濃度については，外気は大体一定していて

0.3～0. 4o/ooを保っているが，室内濃ー度は常に高く，こ

とに冷暖房を実施している夏と冬には平均1%。以上を
示しているから，場所によってはかなり高濃度になっ

ているところもあろう。炭酸ガス自体はかなり高濃度

( 72 ) 



麗内，麗タトの環境条件比較

I~土｜ I 4 I 5 7 I s I 9 1 10 I 11 I 12 
気温。c 24.05 25. 74 24. 49 21. 50 21. 83 25. 11 

屋
比湿タ6 31.30 29.90 38.71 61. 74 65.34 63. 70 62. 93 59. 19 60. 13 47. 57 49. 78 46. 06 
気流 m／秒 0.0938 0. 1425 0.2489 0.0926 0. 1662!0. 1373 0山附0γ54  

内
感覚温度。F 68.5 70. 5 69. 9 66.6 67.0 71. 3 73. 0 68. 7 

C02 うも。 1. 146 1.095 .731 0.645 0.662 0.867 0. 814 1. 042 0. 725 0. 68 0. 853 1. 003 

気 温 。C 7. 15 

9: ::: 11. 68 

｜｜盟4:i1~［？ :11 ~~？：~I ~~： ~~ 
15. 94 10. 40 

屋
比 湿 % 39.99 38. 59. 60 74.00 67.83 74.33 68.26 61.88 58.43 51.40 63. 79 67. 00 

気 流 m／秒 1. 78 1. 1. 58 0.64 1.56 1.00 1.46 1.16 1.71 0.94 1. 58 0. 90 

タト
感覚温度。F 33.0 38. 42.0 61.0 61.2 64.2 74.8 77.5 67.0l 61.0 50. 5 43. 1 

C02 声。 0.35 0. 0. 37 0. 35 0. 40 0. 381 0. 39 0. 37 0. 42 0. 40 0. 401 0. 45 

表 1

自覚感の季節完lj，性別調査表 2
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にならない限り障害のないことが分っているが，従来

これが換気の指標とされて来たのは一般環境条件との

相関が強い為であった。甚だしく多い場合には換気不

足もあると思われるが，人工換気を行っている場合に

は炭酸ガス自体を従来通りの考えで換気の判定に利用

するわけにもゆかないだろう。

次に，アンケ｛トによって在室者の温度条件につい

ての自覚感を調査した結果であるが， 1,048名の対象

男女について「寒しづ 「やや寒し、J 「丁度よしづ 「や

や暑い」 「暑し、」の 5種の回答を季節別及び性別にそ

の割合を示したものは，表2並びに図2である。ここ

で冷房期としたのは対ー象全例が冷房を実施していた7

月， 8月であり，暖房期としては全例暖房中の12月－

2月の間をとった。叉中間期としては換気だけを実施

していた4 • 5 • 6及び10月をとったが，中間期にあ

っては屋内外の温度差も少いことは図 1からも分る通

りである。年間を通じての平均をみると，男女とも暑

い方の感じを訴える率が多いが，「暑し、」及び「寒し、」

と云う回答をした率は女子に多い。叉「やや暑い」

「やや寒しづと去う回答まで‘含めた場合には，女子に

寒い方の答が多く，男子には暑い方の答が多い。 「丁

度よしづと云う回答をしたのは，男子で51.6%，女子

はやや少くて44.6%で、あったから，約半数は丁度ょい

と云う感覚を持っているが，のこり半数は暑いか寒い

かの不快感を持っていることになるO これを季節別に

みると，いず、れの季節においても暑い方の感覚を抱く

率が高いが，ことに暖房期にあっては男女とも「著し、」

「やや暑しづと云う者が非常に多く，逆に叉冷房期にお

いては「寒し、」「やや寒いと」云う訴えの率が暖房期よ

りもかえって多いことは問題であるO これは冷暖房が

いずれも過剰になっていることを示唆するものであり

ことに冬季の暖房については従来の常識にてらして

もはるかに行きすぎの状態にあるので，もっと下げる

必要のあることを示している。叉，女子は四季を通じ

て男子よりも寒い方の訴えの率が高いことが分ったが，

暖房期には暑さを訴える率も男子より大きく，従って

丁度ょいと感じる温度条件の範囲は女子は男子よりも

若干狭いものと思われるO もちろん，これには服装に

よる調節能力が女子と男子とで違うことも大きな原国

であろうが，単に服装だけの問題ばかりとも云い切れ

ず，新陳代謝による熱の産生と放散の機構にもふれる

生理的なものもあるのではないかと思う。

次~こ，前述の自覚感に応じた平均温度条件を示せば

表3及び図3の如くである。 「丁度よしづと云う回答

を得たときの感覚温度は，男子においては暖房期（冬〉

19.4°C (67°F），中間期21.9°C (71. 5°F），冷房期

（夏） 22. 2°C (71. 8°F）を示し，女子にあっては暖

房期20°c (68°F），中間期 22.0°c(71.6F），冷房

表 3 自覚感と平均温度条件

自覚感 察
し｜ーし｜丁度よし lやはし し、

－！生 別 男 男｜女｜男｜女男｜女

i援乾球温 oc 21. 33 21. 56 21. 21 
山 i 25.33 25.50 

湿球温 oc 11. 50 14.00 14. 12 14.21 比田1 14.80 14.「15.91 15.46 15.92 居
気流 m/sec 0. 150 0. 125 0. 146 0. 167 0. 163 0. 146 0. 148 0. 155 0. 145 0. 184 

期感覚温度 OF 63.5 65.5 65.6 65.5 67. 01 68.0 68. 01 70. 01 70. 1 70.3 

中乾球温。c 23.66 24.50 
24. ~~I 出 24.94 25.50 

湿球温。c 19.33 18.66 19.38 19.40 19.42 20. 12 19.89 
間
気流 m/sec 0. 158 0. 125 0. 188 0. 167 01. 49 

期感覚温度。F 70.3 71. 0 71. 21 71. 5i 71. 61 72. 7 72. 61 

冷乾球温。c 24.33 24.44 

湿球温 oc 18.33 18.6 19. 10 19.04 19. 501 19.44 20.26 20. 5 l: 
房
気流 m/sec 0.208 0.27 0. 192 0.247 0. 176 0. 190 0. 188 

期感覚温度 OF 70. 21 70. 71. 1 71. 11 71. 8 71. 7 73.0 73.4 

年乾球温 oc 24.25 23.52 23.d 24. 73 25. 12 25. 681 

湿球温 oc 16.8 17.66 17.49 18. 16 17.94 18.24 18.56 19. 10 

19. 17 ~：：：！： 平
気流 m/sec 0. 18 0.208 0. 164 0.232 0. 189 0. 173 0. 163 0. 169 0. 192 

均感覚温度 OF 67. 69.5 69. 01 69.6 69.9 70.6 71. 3 72. 1 73.5 
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も， 8月の冷房期においては若干冷房が強すぎ，又冬

季には全般に暖房が強すぎることが指摘出来るから，

夏冬ともにもう少し冷暖房の程度をゆるめるのがよい

と思う。

次に年令別に調査したものは表4並びに図4である。

この調査では例数が不揃いになったので、平均値を求め

るのに適しない箇所もあったけれども，年令の若い者

では「丁度よし、」と云う回答をした者の率が男女とも

に多かったことから，快感帯は若年者の方が幅広いこ

とを知る。叉， 「丁度よしづと云う回答を得た時の感

覚温度についてみると，暖房JtB，冷房期共に男女とも若

年者は低温を好む結果を示している。従来からも老人

は気温の高い方を気持よく感じると云われておりわ，

これを裏書きするものである。

なお，対象者全員について， 「丁度よし、」と云う回

答を得たときの感覚温度の範閤をしらべてみると，

65°F (18.4°C）から76°F (24.5°C）の間にあって

この範囲外ではもはや全員が暑いか寒し、かの不快感を

期22.1°C(71. 7°F）であって，夏冬の差は男子で 持つが，その範閤内における自覚感の割合を示したも

2~ 8°C (4. 8°F），女子で2.1° C (3. 7° F）の開きが のは図 5及び表5であるOしかし，この範閣内にあつ

あるが，乾球気温で示せば男子1.98° C，女子1.13°C ても両側に近いところではもはや半数以上が不快感を

の差となって比較的少い。叉， 「惑しづ「寒しづの訴 訴えているので， 50%以上の者が「丁度よしづと感じ

えをしたときの温度条件を男女比較してみると，男子 る温度条件は 67°F.E.T(19.5°C）から 73°F.E. 

の値の方が女子よりも全般的にややきびしい平均｛症を T. (22. 8°C）と考えられるOもちろんこれは年令や

訴しているので，さきにのべたような女子の方が寒暑 季節差を考慮していないので，夏は高めに，冬は低め

に弱し、と去う結果も，環境条件によるものではなく， のところに日本人としての快感帯が存在し，更に女子

同じ温度条件でも女子の方が寒さを感じ易いものと云 や年長者はやや高めをとるようにすれば一応日本人と

うことが出来ょう。叉，この「丁度よし、」と答えた時 しての好みに合った温度条件が求められるであろう。

の温度条件を実際の測定時の温度条件に照らしてみて 快感温度に関する研究は Hermann 以来多くの研究

図 3 自覚！惑と平均感覚温度
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表 4 自覚的温度感の年令 ]jlJj謹異

季 自 凡品 4 丁度よい ｜暑い，やや暑い
性

令小｜ト｜ぉ～i10～ ω～｜ト＼ 20～ J 10～ ω～＼ 30～iト＼ 10～ 宣告 年

暖
男i感覚震度。Fl吋叶ペー什叶叶叶汁曲61叶69.59.5 7.1 14.1 5.0 49.0 52.6 46.8 61.5 41.5 40.3 39.1 33.5 

局

女｜円度 OF I =I ー叩~1 70: ~1 68. gl 67. ~！ 66. ~1 69.け9十0－ ~1期 - 21.5 17.0 11.1 12.5 50.0 41.0! 48.1 87.5 28. 42. 40.8 

中
男i感覚ザ 0F I =I =I 70. 61叶吋叶叶叶吋寸寸 70.5

間
一－ 6. 6 11. 2 12. 5 36. 0 55. 2 66. 6 87. 5 64. 38. 22. 2 

期 ペ感覚を度 opI叶吋叶寸寸寸寸 71.g1 =I ド2:~1 ?l. 7 87. 5 50. 30. 3 20. 5 12. 5 50. 47. 1 55. I 一一 32. 24. 5 

冷男｜感覚ザF I吋叶 71.；［寸寸寸吋吋叶叶叶 73・.1 14. 0 8. 7 9. 5 33. 3 64. 0 54. 0 54・ i 37. 0 22. 01 37. 3 36. 5 29. 7 

房女｜感覚現度。Fl吋叶…叶 ｜吋叶叶吋寸吋 76.2期 50.0 15. 4 28. 8 22. 3 - 46. 37. 4 52. 3 50. 0 38. 4 33. 8 25. 4 
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がなされており，色々な示擦でそれが求められて来た。

例えば Yaglou等は男子について安静裸体時の快感温

度は66～82°F(E. T）としめ，又 Dubois等の求めた

結果も男で67～81.5°F(E.T）女で67.0～82.0°F 

(E.T）で、あったの。 日本人については丹羽は夏77.5°

F (E.T），冬75.0°F (E. T）を裸体時の最適温と
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等は6）夏66～75°F(E. T），冬は63-71;:i F (E. T) 

としており，最適温はそぞれ70.5°F (E. T）及び66

°F (E. T）で，日本人についての丹羽の値も大体こ

れに一致しているO 作業を行っていれば当然好適温度

があるが，それば一般に快感温度より低いのが常であ

( 76 ) 



り，助川，勝木の資料では軽作業で62.8°F～64. 6° F 

(E.T) と示されわ， 特に知的作業に対してはかな

り低温がよいとされているわ。我々の得た値で、は，冬

季の最適温が 67°～68°F(E. T）を示し， もちろん

着衣の状態であるから従来の値にくらべると若干高め

で，ことに作業内容が事務的な知的作業が主であるこ

とからみればかなり高いと云わねばならなし、。実際に

はこれよりもっと高い環境温度条件が維持されている

ところが多いから冬季の暖震はすでに過剰になってい

ることがうなずける。しかも，この快感温度自体も高

くなっていて，最近のピル生活者はかなり高い温度条

図 6

7度よい，，と答えた時の感覚温度
とC02との関係

CJ2 
仏c
～2. 0 

～！8 

～1.6 

～7.4 

/-!. 2 

-10」

-o.a・-
-0.6 

件を好むことが考えられ，これは本来からの貯みか否

か問題であるO ピル生活者はほとんど終日人工換気空

調の下におかれ，温度条件に対する感覚が多少変って

来ているとすればかなり問題であろう。しかし叉，今

回の調査におし、て検討しなかったけれども，床面と顔

の面までの温度勾配はかなり大きいことも経験してお

り，頭部は暑くても足下が寒いというような場合が多

いので，室内の立体的な温度分布が適当であれば温度

感も叉変ってくるであろう。夏季の快感温度としては

男子71.7° F～女子71.8°F(E.T）を得たが，これは

大体従来からの値に一致する。日本の夏は高温多湿で

Eλ 
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司、、
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／ 
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72 °F 

しのぎ難し、と云われているが，

温度をそれほど下げなくても湿

度を下げれば充分快感温度が得

られるのではないか。実際には

8月の温度条件等は冷房過剰と

なっており，自覚感の上でも夏

に寒いと云う矛盾した回答が多

いのは健康上から云っても好ま

しいことではなし、。なお又，快

感温度の，，屈に関しても，人工換

気の場合には多少狭くなるので

はないかと思われる点があり，

夏は従来値のままとしても冬に

下限が上昇していればl隔が狭く

なったことになる。もし温度条

件に対する順応性が狭くなる傾

向があるとすれば，ビ、ルの保温

冷房には生理学的に考慮すべき

~ 問題が多い。又，気流が極めて
ベつ 少いこともピル環境の特徴で，

"-"¥] 者'.. E一3、 このことは又炭酸ガスの蓄積に

もかなり影響しているだろう。

T 炭酸ガス濃度は温度示擦にと

友 って関係がない管であるが，図
tト、
6に示す如く炭酸ガス濃度が増

し1

せば暑い訴えがふえて来ておりテ

これは特に冷房期において明ら

安 かであるO これは炭酸ガス濃度

／，＼しマ、 が高まれば温度条件も上昇する

支Fムえ『 為であろうが，又，「丁度よし、」！

レt と答えた時の感覚温度について

しらべてみると，炭酸ガス濃度

の高い程快感温度が低い方に移



行していることが分る。このことは，同ーの温度条件

の下にあっても炭酸ガス濃度は温度感の上に影響を持

つような感をあたえるが，恐らく気流との関係であろ

うと思う。炭酸ガス濃度と気流とは大きな関係がある

が，感覚温度の上には弱し、気流の影響はあまり著明に

あらわれない為ではなかろうか。今回の我々の測定は，

近代ビ、ノレの温度条件を一通り測定したにすぎないが，

実際行われている冷暖房には生理的にみてもまだ検討

を要する点の多いことを指摘したい。

要 約

都内において機械換気冷暖房を実施しているピルの

温度条件と在室者の自覚感を調査し，大要次の如き結

果を得た。

①温度条件は一般的にみて四季の変化に乏しく，夏

は冷しすぎ冬は暖めすぎる傾向があるO

② 炭酸ガス濃度は冷房期に高く，同一温度条件でも

炭酸ガス濃度が増すと暑く感じるO

③ 四季を通じて一般に著すぎると云う訴えが多いが

ぐ78) 

特に冬著すぎる者が多く，夏は逆に寒すぎると云う

訴えがふえている。

④快適に感じる温度条件は大体67°F (E. T）から

73°F (E. T）であって，従来の値より若干狭く，

夏冬で約 40F の差があるO 又，男よりも女が，若

年者よりも高年者が比較的高温を好む傾向があるO

文献
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8. オオイエバエ Muscinastabulans (Fallるn)

の産卵飼育の可能性についての一知見

中 田 英 τ！：：：：＊ 
口

緒 言 のまま豚の心臓，腎臓等を与え飼育を続けると， 6月

ハエの生態，分類，遺伝の研究はもちろん，殺虫剤 7目前後に約33匹， 6月11日に約43匹踊化した。これ

の効力検定等のためにはその飼育を行う必要があるが， らの隔を22°C乃至27°Cの癖卵器に入れて，羽化時

ハエの種類によってその生態が非常に違うので，飼育 に僻卵器内の前記飼育箱にうつし，第1回目に羽化し

法も色々と変えなければならなし、。飼育の条件のーっ たもの（6月15～28日〉と，第2回目に羽化したもの

として，成虫が交尾産卵するための空間の大きさ，す (6月19～23日〉計約50匹前後を飼育箱に羽化させ

なわち飼育箱の大きさがあるO 例えば，キンバエの類 7；こO 飼育箱には初め脱脂綿にしませた砂糖水のみを入

では Phaenicia属は飼育が容易で狭い容器の中でも十 れておし、た。 (6月18～20日にわたり肉を与えた） 6 

分であるとされているが， Lucilia属のものはなかな 月22日以後は肉，砂糖水の両者を与えて観察を続けた

かむずかしく交尾産卵のためにはかなり大きい場所を ところ，これらの成虫の中には6月23日及び24日の両

必要とすると言われているO 日に産卵していたものがあり，飼料の肉及び砂糖水を

筆者は従来からヒツジキンバエを長年にわたって飼 しませた脱脂綿上に少数の卵が見られたが，般化して

育してきたが，この飼育に用いている飼育箱でオオイ いなかった。その後は29日まで全く産卵をみとめず，

エパェ Muscinastabulas (Fallen）の飼育が果して可 又この間に成虫の死亡は約3匹にすぎなかった。

能かどうかをしらべたところ，交尾産卵が不可能であ 6月29日以後は飼育箱を瞬卵器から出して，室温約

ることを知ったので、ここに報告する。 20°c乃至 27°Cの室内にうつし，更に観察を続けた

材料及び方法 が， 7月4日に至るもなお全く産卵をみとめず，以後

衛生研究所の構内で採取したオオイエバェMuscina 実験を打切った。

stabulans (Fallen）の受精したと思われる雌一匹を大 ここにおし、て， 6月23日及び24日の両日にわたり少

型試験管に入れ，飼料としては脱脂綿にしませた砂糖 数の産卵があったがこれは未受精卵と思われ，恐らく

水及び豚の心臓を与えて産卵卿化せしめたO かくして 飼育箱の環境条件がわるいために無理に産卵したもの

脱化した幼虫に豚の心臓，腎臓を与えて飼育を続け踊 であろう。飼育の温度や飼料については特にオオイエ

化羽化させ， これを大きさ内法：高さ 14×17×11cm バエの生活に適しない悪条件はないものとみなされる

の飼育箱に入れて飼育を続け産卵騨化の状態を観察し ので，この状態で、受精卵を産卵出来なかったのは，飼

た。飼料としては砂糖水及び肉（豚の心臓，腎臓，牛 育箱の大きさが狭いために成虫の交尾が行われなかっ

の心臓〉を用い，時々新しいものと取替えた。なお， たものと解されるO すなわち，ヒツジキンバエでは飼

実験観察期間は昭和39年5月下旬から 7月上旬であ 育可能なこの大きさの餌育箱では，オオイエバエの飼

る。 育は不可能であると言うことが出来ょう。

結果及び考察 結 論

5月下旬に捕獲した一匹の受精したと思われるオオ 大きさ内法：高さ 14×17×11cmの飼育箱では，ォ

イエパエを大型試験管内で飼育していると， 6月1～ オイエバエ Muscinastabulans (Fall白〉の成虫の交

2日，及び6月5日に産卵しているのを発見した。そ 尾は行われず，産卵しでも騨化しなし、。従ってその飼

こでこれに豚の心臓を与えたところ，翌日勝化し，そ 育のためにはもっと広い場所が必要であると言えるO

文献

＊ 東京都立衛生研究所 環境衛生部 1) 加約六郎：日本のハエ（DDT協会） (1954) 
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9.東京都内井戸水の推計学的考察（第4報）

（世田谷区，目黒区〉

まえがき

第4報として，世田谷区，目黒区について浅井戸の

統計結果を報告する。世田谷区は，現在砧浄水場より，

多摩川水系の水道および狛江町一帯は，深井戸からの

水道が引かれているが，大半の地区は，井戸水を使用

している現状である。目黒区は，大部分が多摩川水系

の水道が完備されている。

試験法

前報に準じ，塩素イオン，総硬度，過マンガン酸カ

世田谷区（ I)試 草寺

村

原

木
芝

鈴

一~＊秀

育 子＊

昭＊

リ消費量，全鉄イオンの定量およびアンモニア性窒

素，理硝酸性窒素，硝酸性窒素の定性試験を行なっ

た。

統計法

深度 20m以内の浅井戸について，前記成分のヒス

トグラムを作成し，更に塩素イオンー総硬度の相関図

表から，平均値，標準偏差，相関係数を求め，更に回

帰直線を求めた。

表 i

注：少＝少量，ピ＝微量，ココ＝痕跡

－＝検出せず， O＝飲料適，× z 飲料不適

町 名 c~ イオン Hardness Kl¥在n04 Fe 
NOa-N NOγN NH  a・N 判定ppm) (ppm) Consumed イオン

世田谷2-1441 16.3 76.0 0.6 0.03 一 一 。
// 4-562 36.2 70.0 0.3 0.03 ヒ 一 。
// 5-2955 53.9 112. 0 3.9 0.07 ヒ 一 。
// 2-1441 11. 8 56.0 0. 7 0. 10 ヒ 一 一 。
// 3-2082 41. 8 60.0 2.5 0.85 ヒ 一 × 

// 7-2139 34.0 66.0 5.8 0.09 ヒ コ 一 × 

// 4-747 22.7 48.0 1. 7 0.04 ヒ 一 。
玉川等々力3-26 29.2 52.0 0.8 0.07 ヒ 。
// // 1-71 37.9 104.0 9. 7 0.02 ヒ 一 。
グ奥沢町3-158 18.4 52.0 0.8 0.08 ヒ 。
υ // ト－141 39.3 90.0 0. 7 0.04 ヒ 一 。
グ瀬田町312 48.9 74.0 2.2 0.02 ビ 一 。
// // 831 70.9 84.0 1. 5 0.04 ピ 。
// // 170 25.0 80.0 3.0 0.05 コ 一 。
グ野毛町36 41. 7 78.0 1. 7 1. 60 コ コ × 

グ仲町2-112 36.2 92.0 0.7 0.07 少 「 。
グ 上野毛町225 21. 8 76.0 0.9 0.03 コ 一 。
II // 254 29. 1 58.0 1. 4 0. 10 コ 。
烏山1018 37.9 58.0 1. 4 0.03 ヒ 。
II 2228 25.0 48.0 0.6 0.07 コ 。
＊東京都立衛生研究所水質試験部
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町 名
Clイオン Ha~i~eうSS KMn04 Fe NOs-N N02・N NHs・N 判定(ppm) (p Consumed イオン

烏山1404 15.3 46.0 0.6 0.03 ビ 一 一 。
グ 639 45.6 90.0 1. 9 0. 11 コ 一 一 。
グ 776 55.3 102.0 0.9 0.02 少 一 一 。
祖師谷1-436 17.4 78.0 0.2 0.07 ビ 一 「 。
// 2-324 34. 1 70.0 0.3 0. 12 ヒ 一 一 。
A’ 2-284 28. 1 68.0 0.9 0.09 少 一 一 。
// 1-422 18.8 72.0 0.6 0.05 ビ 一 一 。
// 996 37.5 84.0 0.8 0.08 コ 一 一 。
上北沢3~1262 19.5 82.0 0.3 0.03 ビ 一 一 。
// 3-1357 20.4 74.0 0. 7 0.03 一 「 一 。
// 3-1110 68.8 88.0 0.7 0.05 ピ 一 一 。
// 1-11 51. 3 90.0 2.6 0.07 ヒ 「 一 。
北沢4-399 38.3 56.0 0.7 0.03 少 一 一 。
// 4-354 29. 1 54.0 4. 1 0. 13 ヒ 一 ｛ 。
// 798 27.9 64.0 4.2 0. 10 コ 一 ーー明、 。
砧町112 31. 9 80.0 0.6 0.04 ヒ 一 一 。
グ 359 18.8 68.0 0.9 0.85 一 一 一 × 

成城町696 13.5 44.0 0.4 0.05 コ 一 一 。
。 708 34.0 78.0 3.9 o. 14 少 一 ｛ 。
// 181 32.6 78.0 1. 7 0. 14 少 一 一 。
深沢3-9 23.4 60.0 1. 6 0.85 コ コ 一 × 

// 1-25 14.9 52.0 0.9 0.03 一 一 一 。
粕谷町362 59.8 140.0 1. 0 0.03 コ 一 一 。
// 40 47. 1 90.0 3.0 0. 10 少 一 一 。
// 51 23.9 60.0 0.6 0.04 少 一 一 。
下馬2~24 26.9 62.0 0.3 0.03 コ 一 一 。
// 3~51 26.5 78.0 1. 7 1. 85 ビ 』一「 一 × 

υ 1-3 23.2 62.0 0.9 0.04 コ 一 「 。
上馬1-529 42. 1 82.0 1. 4 0. 14 ピ 一 一 。
経堂町786 26.0 64.0 0.7 0.03 ヒ 一 。
// 314 27.4 70.0 1. 1 0.03 ビ 一 一 。
// 444 24.3 56.0 6.2 0. 18 ヒ 一 一 。
赤堤町2-117 41. 7 86.0 1. 6 0.04 ビ 一 一 。
// 2-385 33.7 74.0 1. 9 0. 12 コ ::! 一 × 

喜多見町3376 7.0 68.0 9.8 0.25 一 一 。
// 2165 21. 1 86.0 1. 4 0.05 コ コ 「 × 

松原町3-86 39.6 118. 0 1. 4 0.04 ヒ 一 。
// 2-765 36. 1 76.0 3.9 0. 13 ヒ 一 一 。
υ 4-453 26.4 76.0 1. 2 0.07 ビ 一 「 。
// 4-1131 49.3 128.0 1. 1 0.07 ヒ 一 「 。
給田町206 22.0 54.0 1. 6 0.02 コ 一 一 。
船橋町.24 49.4 96.0 0.4 0.05 コ 一 一 。
// 454 14.9 54.0 3.4 0. 15 コ 一 一 。
代田町2-929 23.4 50.0 0.6 0.06 ヒ 一 一 。
// 2-729 19.3 60.0 1. 7 0. 12 コ 一 「 。
廻沢町368 30.5 1.20.0 4. 7 0.03 一 一 一 。
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町 名

廻沢町461

羽根木町1674

// 1866 

入幡山町43

// 201 

池尻235

弦巻町16

大原町1247

生沢町2-119

玉川｜用賀町3-92

// 3-167 

大泉町1139 

太子堂2-48

大蔵38-5

c Il)統計結果

表 2塩素

mg/I f 

5～15 6 
15～25 23 
25～35 20 
35～45 18 
45～55 8 
55～65 3 
65～75 2 

Clイオン Hardness 
(ppm) (ppm) 

60.4 128.0 

34.0 70.0 

39.3 98.0 

44.2 120.0 

22.9 64.0 

48.0 122.0 

6.3 54.0 

18.3 50.0 

16.0 56.0 

42.4 106. 0 

28.7 74.0 

31. 3 50.0 

16.3 46.0 

49. 1 94.0 

表 3硬麗

mg/I f 

30～50 7 
50～70 29 
70～90 27 
90～1 10 9 
110～130 7 
130～150 

KMn04 
Consumed 

1. 4 

7. 7 

0.9 

2. 1 

0.9 

0.4 

0.5 

0.5 

0.6 

0.7 

0.6 

0.5 

1. 7 

5. 1 

表 4鉄

mg/I 

Fe 
イオン

0. 17 

0.03 

0. 10 

0. 13 

0. 11 

0.04 

0.65 

0.04 

0. 13 

0.03 

0.03 

0.03 

0.79 

0. 13 

O ～O. 3 I 73 
0.3～ I 7 

N03-N NOγN NH3-N 判定

少 コ （ × 

コ 一 一 。
少 一 。
少 一 一 。
ピ 一 一 。
ビ 一 。
一 一 × 

コ 。
コ 一 。
ヒ 一 一 。
ピ ヒ 一 × 

ヒ 一 一 。
一 一 一 × 

ど ヒ コ × 

表 5 過マンガン酸加盟消費量

mg/I f 

O ～ 1. 0 39 
1. 0～ 2.0 22 
2.0～ 3.0 4 
3.0～ 4.0 6 
4.0～ 5.0 3 
5.0～ 6.0 2 
6.0～ 7.0 
7.0～ 8.0 
8.0～ 9.0 。
9.0～10. 0 2 

表 6 相関図書是〈塩寵イオン四醸鹿〉

川ご
-3 -2 。 2 3 

u 
10 20 30 40 50 60 70 f j !iv j fjv i "'£.fijUi v j Uj 

3 140 1 3 9 2 6 

2 120 2 3 1 7 14 28 4 8 

1 100 6 2 9 9 9 4 4 

。80 8 7 7 3 2 27 。 0 -14 。
60 5 11 10 3 29 -29 29 -47 47 

-2 40 4 2 7 -14 28 -13 26 

fも 6 23 20 18 8 3 2 80 -17 103 -64 91 

fiuも -18 -46 -20 。8 6 6 -64 Xoロ 40,y0=80 

fiUi2 54 92 20 。8 12 18 204 u= x-xo v-y-yo 

V玄fijVj -7 -19 -12 7 8 6 。 -17 h ’ h 

UiVj 21 38 12 。8 12 。 91 
h= 10, k=20 

u=J.一i:－一一4一0, v＝一y一－一一8一0 
10 20 
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u＝ゴヤヱifiui=-0. 8 
.i=48 (xの平均値〉

勺＝す~jfjVj＝ ー 0.212

y=84. 24 (yの平均値〉

σhすZii/iUi2-zt2=l.91 
σu=l. 38σx=l3. 8 

σv2=+kjfivl十 1.235 

σ。＝l.11σy=22.2 

」ョiUiVi-itv
r= ~·と0.6316

σtιση 

r~＝ l.0160 
υv 

yの zへの回帰直線は

y=l. Ol6x十30.05

r_!!.3._=o. 3927 
σy 

zの yへの回帰直線は

x=O. 39y+ 14. 31 

世田谷区〔考察〕

rは相関係数

(1）塩素イオンは6.3～70.9ppmの範囲内にあり，

平均値は 48.Oppmで、あった。ヒストグラム（表2)

（図 1）より正規型分布を示した。

位）総硬度は44.0～140ppmの範閤内にあり，平均

値は 84.24ppmで，（表3), c図2）よりヒストグラ
ムは正規型分布を示した。

性） 過マンガン酸加盟消費量は（表5)'c図3）よ
り2.Oppm以下が76%と大部分をしめている。

信）〈表6）より，塩素イオン｛硬度の相関係数

r=O. 6316を示し，極めて相関関保があるものと思わ

れる。

更に回帰直線を求めると

yの zへの回帰誼線は y=l. 016x+30. 05 

5 の yへの回帰産線は x=O. 39y+14. 31 

(6) 試料（表1)80件中，飲料水として適する水は

67件，不適の水は13件で、あった。

け）
30 

20 

10 

図 2 硬 鹿

20 40 60 80 100 !20 !40 160 
巧〆r

図 3 過マンガン酸加里消費量

(3）鉄分は（表4)に示す如く 0～0.3ppm 91. 2%, （ヂj

0. 3ppm 0. 88%であった。

｛十〕

20 

10 

図 1塩素イオン

10 20 30 4-o 5o 60 70 BO 
mg/£ 

40 

30 

20 

10 
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目黒区（ ！）試 料

表 7

町 名 ｜αイオγ｜山e5'I剛 nO,I Fe I NO -N I NO -N I…l判完(ppm) (ppm) Consumed イオン 3- 2- 3-

上目黒2-1956 16.9 55.0 1. 0 
’b 

0. 13 一 一 。
// 1-7 31. 3 68.0 2.6 0.50 少 コ 一 × 

// 17-1006 41. 0 88.0 2.0 0. 12 少 一 。
υ 8-63 36.8 90.0 7.2 1. 95 コ コ 一 × 

// 3-1728 34. 1 78.0 1. 7 0. 13 コ （ 一 。
A’ 5-25-25 49.3 86.0 1. 1 0.08 ピ 一 一 。
// 5-2501 22.9 62.0 2.6 9.45 少 × 

// 3-1824 23.6 86.0 0.6 0.03 ヒ 一 。
// 7-240 40. 1 74.0 0.7 0.03 コ 「 一 。
// 4-2208 54.6 100.0 1. 4 0.03 ピ 一 。
// 5-2432 36.2 78.0 1. 8 0.02 少 一 一 。
// 5-2445 34.4 74.0 2.0 0.02 ヒ コ × 

中目黒3-292 41. 7 98.0 0.6 2. 15 ビ コ 一 × 

// 4-1424 45.2 94.0 0.9 0. 13 ビ 一 一 。
// 1-83 21. 5 66.0 1. 0 0.04 ヒ 「 一 。。 2-519 35.5 80.0 0.3 0.04 ビ 一 。
// 3-1138 41. 4 78.0 1. 2 0.60 ビ コ 一 × 

υ 4-1535 26.9 80.0 0.5 0.03 ピ 一 。
下目黒4-955 34.0 94.0 1. 8 0.02 ビ 一 。
// 3-613 36. 1 116. 0 3. 1 0. 13 コ コ 一 × 

// 3-533 26.9 84.0 2.6 0.04 少 一 。
清水町1-4 47.3 114. 0 2.3 0.85 コ 一 × 

// 10 57.5 126.0 0.3 0.03 ビ 一 一 。
// 40 50.0 98.0 1. 2 0. 13 ピ 「 。
// 8 29.5 86.0 0.7 0.03 ヒ 一 。
// 288 44.9 128.0 3. 7 2.70 コ 一 ヒ × 

会町72 24.6 78.0 1. 8 0. 10 ピ 一 「 。
// 110 26.9 70.0 2.2 0.07 ｛ 一 一 。
碑y谷3-15 57.5 152.0 0.8 1. 10 ヒ 一 一 × 

// 2-8 18.8 86.0 2.6 o. 10 ビ ヒ 少 × 

// 1-13 26. 7 80.0 3. 1 19.5 一 一 コ × 

// トー10 34.8 60.0 1. 4 0.03 少 一 「 。
// 3-9 20. 1 62.0 3. 1 2.75 「 ヒ × 

// 3-14 29.8 94.0 2.9 0.25 ビ ピ × 

月光町26 45.2 76.0 1. 1 0.03 少 「 。
洗足147 25.3 55.0 1. 0 0.09 少 一 。
// 1466 61. 7 128.0 1. 3 0.04 ピ 一 一 。
柿ノ木坂371 50.4 84.0 2.6 0.70 少 少 ヒ × 

// 45 41. 8 64.0 2.2 1. 35 コ こZ コ × 

自由ヶ丘327 28.8 66.0 2.8 0.02 少 一 一 。
大原町l 25.3 58.0 4. 7 0.25 コ 一 コ × 

東町92 47. 3 96.0 0.6 0.03 ピ 一 。
東町80 49. 1 104.0 1. 0 1. 25 少 コ × 

宮ケ丘1890 31. 3 96.0 0.4 1. 75 コ コ ～ × 
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町 名
Clイオン Hardness Kl¥在n04 Fe 

NOs-N NO.・N NHs-N 判定(ppm) (ppm) Consumed イオン

本郷町74 38.9 78.0 0.9 4.20 ヒ コ コ × 

// 68 28.5 98.0 0.4 0.65 ヒ ビ コ × 

三田95 65.2 166.0 1. 4 0. 13 ヒ コ × 

原町1266 42.6 102.0 3.2 0.08 ヒ ビ × 

青旦2~1928 52.8 120.0 0.6 0.05 コ ヒ × 

芳窪町8-1 29.5 64.0 0.8 0.03 ヒ 。
大岡山23 23.9 72.0 1. 1 0.03 コ コ 「 × 

芳窪町23-2 53.5 120.0 4.5 0. 13 ヒ コ 一 × 

鷹番町33 48.0 104.0 3.5 0.60 ヒ 少 一 × 

駒場965 29.9 58.0 3.2 0. 14 コ 一 一 。
表 8塩素 表 9硬度 表 10 鉄 表 11 過マンガン酸加盟消費量

mg/I f mg/I f mg/I f 

15～25 11 55～75 16 0 ～ 1. 0 15 

25～35 14 75～95 20 1. 0～ 2.0 17 
2.0～ 3.0 12 

35～45 12 95～1 15 10 3.0～ 4.0 7 

45～55 13 115～135 6 4.0～ 5.0 2 
5.0～ 6.0 。

55～65 3 135～155 6.0～ 7.0 。
65～75 155～175 7.0～ 8.0 

表 12 縄開図表（塩素イオン四硬鹿〉

-2 。1く 20 30 40 

3 165 

2 145 

1 125 

0 105 2 2 

85 3 7 6 

-2 65 8 5 3 

f i 11 14 12 

fiUi -22 -14 。
fiUi2 44 14 。
VヱfijVj -19 -17 -11 
UiVj 38 17 

ii=1ヤヱめui＝ー0.259
主口37.41Cxの平均値〉

ドゴヤヱjfjVj=-0. 759 
y=89. 82 (yの平均値〉

。

2 3 

50 60 70 

3 2 

6 

4 

13 3 

13 6 3 

13 12 9 

4 3 

8 9 
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u 
fj fjVj fjv／玄fijUi VjUj 

3 9 3 9 

2 4 2 4 

6 6 6 7 7 

10 。。 4 。
20 -20 20 -9 9 

16 -32 64 -21 42 

54 -41 103 -14 71 

-14 xo=40, y0= 105 

92 h= 10, kコ＝20

-41 x 40 y-105 
u 匂＝二

k 71 
x-40 y-105 

u一 10 ’ 一u ココ 20 

σhゴヤkiftUi2-it2=1.間
σit=l. 279σx=12. 79 

山ゴヤヱかj-1?=1.制
σ匂コ＝l.197 σu =23. 94 



上kiUiVi -ltV 
r ~· =O. 755 

σuσu 

411 
σz 

yの zへの回帰直線は

y=l.4lx十37.41

r＿＿！！＿土＝O.39 
σv 

zの yへの回帰直線は

x=O. 39y十2.38

目黒区〔考察〕

(1) 塩素イオンは 16.9～65.2ppmの範囲内にあり，

平均値は 37.4lppmで、あった。ヒストグラムは（表8)

〈図4）の如くである。

（副総硬度は 55.0～166.Oppmの範囲内にあり，平

均値は 89.82ppmで、あった。 （表9)c図5）よりヒ
ストグラムは正規型分布を示した。

（引鉄分は（表10）より O～0.3ppm 68%, 0. 3ppm 

(4) 過マンガン酸加里消費量は（表11) （図 6）よ

り大部分が 3.Oppm以下で， 許容量 lOppm以上の

検体は皆無であった。

(5) （表12）より，塩素イオγ－硬度の相関係数Cr)

=O. 755で，非常に関連があると考えられる。更に回

帰直線を求めると

yの zへの回帰直線（図7）は y=l.41x+37. 41 

5 の yへの回帰直線は x=O. 39y+2. 38 

(6) 試料（表7）より検体54件中，飲料適27件，不

適27件で，一般的に浅井戸の水質は悪い様に思われ

る。

図 6 過マンガン酸加里消費量

20 

～が32%で最高 19.5ppmを示した。これらから，－ 10 

般的に鉄分の多い地区と思われる。

( fJ 
20 

10 

(f) 

20 

!O 

。

図 4 塩護イオン

r a 20 30 40 50 60 10 eo 
mg/t 

図 5額鹿

20 40 60 80 100 IZO !40 160 180 

7吋／！，
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図 7 回帰直線
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10. 昭和38年度都内公衆浴場浴槽水

水質試験結果からの考察

昭和38年10月厚生省より「公衆浴場における水質等

に関する基準について」通達が出された。

そこで通達による水質基準と，都内公衆浴場の現況

とがど、の様な関係になっているかを知るべく， 38年度

都内公衆浴場浴槽水試験結果と比較検討してみた。

通達による水質基準は表1の通りである。

表 1 通達による水質基準

｜管私書湯上［浴 糟 水

pH 5.8～8.6 

色 度I5度らをこえては｜I 
なない

淘 度I2度をこえては I5~~ こえては
ならない なない

過マンガン酸ヵIlOpなpmをこえて I25pなpmをなこえて
リウム消費量 はらない はらい

大 腸菌 群I50mlま中なにら検な出 llml中に 11聞£をこ
してt いえではならい

38年度の試験件数は 260件で，その内訳は下記の通

りである。

0 一般浴槽水 170件

（循環2戸過器を使用しないもの〉
0 2戸過器使用浴槽水 64件

。薬湯浴槽水 18件

。 特例に入る浴槽水 8件

：.上記特例に入る浴槽水とは， 3槽式の 1・槽が薬湯
となっているものである。

一般浴槽水170件， t戸過器使用浴槽水64件，合計

234件中基準に適合するものは表2の通りである。

この表からもわかるように，基準適合浴槽水は15.8%

と低い結果が出ている。

以下内訳別にのべてみると

0 一般浴槽水（表3)

一般浴槽水は適合率が低く (lo.6 %），特に男湯は

＊東京都立衛生研究所 水質試験部

松本 茂＊

松本昌雄＊

笹野英雄＊

山崎堅吉＊

松本淳彦＊

表 2 一般浴槽水， j戸過器使用浴槽水

水質基準適合件数（適合率〉

男 女 計

適（適合合件率数〕 I(13.16件%） I 〔 18~！件%） I cis：~件5出〉

i埼 度 I(2／~~百） I (29~6件%〕 I (26~~件3百〉

過ザソ壁カ！ 8~~ I 吟｜ サリウム消費 (75. ) (90. 6 ) (83. 0 ) 

I 5官I 69~ Iは大腸菌群（49. 6 ) (58. 2 ) (53. 9 ) 

素，アルブミノ一吋窒｜平輔 1平均値 ［平楠
イド窒素合計量 1. 83ppm 1. 82ppm 1. 83ppm 

表 3 一般浴槽水水賀基準適合件数（漉合率〉

男 女

適（適合合件率教〕 Io: ~3件~） I (14.1f%件） I 〔 10.1~件9百〉

1埼 度 I cio‘~件Z〕 I (16.日5件%〉 I c1／~3件百〉
過マンガン量酸ヵ｜［ 66件% I 78%件 I 144%件〕
リウム消費 (77. 7 ) (91. 8 ) (84. 7 

大腸菌群 I(37 ~~5~伺〕 I (48 4・~件%） I 〔4／~件%) 
ァーァ「平均値 ｜平均値 l吋，アノレブミノ
手ド、窒素合計量 1. 83ppm 1. 76ppm 1. 79ppm 

女湯の 1/2の適合率になっている。

項目別にみると潟度が悪く，過マンガン酸カリウム

消費量は良い結果が出ている。アンモニア性窒素，ア

ルブミノイド窒素合計量は男湯平均値 1.83ppm，女

湯平均値 1.76ppm, 合計の平均値 1.79ppmと平均

値が 2.Oppmを割っている。

調度については昨年度までは透視度10以下にならな

い様に東京都では指導していたが，濁度5度以下とな

c 87 ) 



るとさらに厳しい制約を受けることになり， t戸過器な

しではこの限度を守ることは国難であると考えられ

る。

次に濁度の分布を件数により示すと表4のようにな

る。

表 4 濁度分布表（一般浴槽水〉

男 女 計 ｜開同う干ちのも基大の腸準菌適

0～50 lc10~ 6件%） 1ei~:s件%）！（ 1~~5件%） 1 20件
0 I 1叫 l則叫｜5. 1～lO (20. ) (16. ) (18. 2%) 22件

10. 1～150 [c1~~件端本1 お229件%）＼(2~~4件M〕！｜ 16件…l i品〉［品 15件

o" lc3泊0.6件%〕1(3お2.9件3＆〕lc3i4件8%)1 44f牛

5ゲ。｜〔仏49.叫4%百〕）!cs岬8.8%百）＼ρ（5目4.1%〕 58件

基準に適合するもの（5度以下〉は 13.5%しかな

く， 0～10度が54件（31.8%)' 0～15度が92件（54.1%)

からみて現状では10又は15度以下が指導によって守り

得る数値と考えられる。今濁度の基準を15度以下と仮

定しでも他の項目（過マンガン酸カリウム消費量，大

腸菌群〉が現基準通りなら，適合件数（適合率〉は男

湯19件（22.4%），女湯32件（37.7%），計51件（30.0

%）となり，これでも適合率は30%にしかならない。

叉過マンガン酸カリウム消費量の平均値は19.4ppm

で，基準の 25ppmをこえるものは26件あり，このう

ち大腸菌群の基準に適するものは 15件，窒素合計量

4.0ppm以下のものは8件である。

窒素合計量は35年度以来4.Oppmまでを指導目標に

していたが，本年度は平均値 1.79ppmと成績が良好

で、あった。しかしなお 3.Oppmをこえるものは 14件。.2%）あり，この 14件中大腸菌群の項目で基準に
適合するものはわず、かに1件に過ぎなし、。以上より窒

素合計量3.Oppmをこえるものはほとんど大腸菌群の

基準に不適になるという結果を得た。叉上記14件中過

マンガン酸カリウム消費量の項で基準に適するものは

5件で9件は不適となるo

0 t戸過器使用浴槽水

上記のように一般浴槽水〈無炉過器〉と比較して濁

度は格段良好であり，平均値は男湯5.7度，女湯5.2

c 88 ) 

表 5 j戸過器使用浴槽水水質基準

適合件数（適合率〉

男 女 言十

適（適合合件率教） I (34.1 l；件吉川I(37.1~3件幻 I (35~；3件出）

1埼 度 I(6／；%円〕｜｜〔62.叫si)I (62：~%件〕

過吋ン壁カ｜ 22~ I ぉ~ I 47~ リウム消費 (68. 8 ) (78. 1 ) (73. 4 ) 

大腸菌群 Ics ／~件%〕｜｜〔8／~件%） I (84~！件%) 

，アルブミノ一ニア「平均値 l平棚 l平均値
手ド窒素合計最 1. 82ppm 1. 87ppm 1. 85ppm 

度，男＋女平均値5.5度となっている。大腸菌群の適

合率も 2倍近く良好である。しかし過マンガン酸カリ

ウム消費量は平均値および適合率とも幾分悪く，男湯

22. 9ppm，女湯21.Sppm，男十女平均値 22.3ppmで

あり，窒素合計量も男湯 1.82ppm，女湯 1.87ppm, 

男＋女平均値 1.85ppmと一般浴槽水より少し増加し

ている。

次に一般浴槽水， t戸過器使用浴槽水の合格浴槽水を

20時を境として分けてみると表6, 7のようになる。

表 6 一般浴槽水合格件数分布設

男 女 言十

男女各 lsc件時前計 110 件｜｜〔31~件7%),(4~：6件%）b~~2件%) 

男女各320C持件後計60件 i(3.13相%） b6~件73百）bs:o件%) 

表 7 j戸過器使用浴槽水合格件数分布表

男 女 言十

男女各 ：；時件前計 38 件 lc42~件1%)b6:8件Z〕b~~件5%〕

男女各 loc時円後計 60 件 b3~1牛%） le泊5。 5件%）bo~s件%) 

一般浴槽水では20時を過ぎると合格件数が大きく減

少し， i戸過器を使用していても基準維持には相当な努

力を要すると思われる。しかし条令に定めてある管理

上の注意を確実に行えば基準を守り得るのではないか

と考えられる。

次に2戸過器使用の有無による浴槽水の合格率は表8

の通りである。



表 8 j戸過器の有紫による合格率比較表

無 有

13. 5(; 10. 6~） タ； 16.5 
62.5(;62.5~） 
% 62.5 

84. 7(;77. ？~） 
% 91. 8 

73.4(;68.8~） 
% 78. 1 

大腸菌群 I42~（；~~：妥） 84. 4(;81. 3~） 
% 87.5 

全 項 日 I10. 6(; 7. 1~） タ； 14. 1 35%( 女男~~： i タ／；）

表8から循環t戸過器を使用することにより渇度は約

5倍近く良い結果が出ており，大腸菌群でも約2倍，

水質基準の全項目（3項目〉でも 3倍強の良い成績が

出ている。

但し過マンガン酸カリウム消費量はほとんど変って

おらず，むしろ炉過器使用浴槽水の方が低い結果が出

ている。

以上を要約すると，一般浴槽水（無炉過器）) t戸過
器使用浴槽水を通じて次のことが考えられる。

1) 一般浴槽水では潟度を5度以下に保つことは悶

難である。

2) 一般浴槽水は濁度基準を15度（又は10度〉まで

にすれば基準の維持は可能性があると思われる。

3) 炉過器使用浴槽水が過マンガン酸カリウム消費

量および窒素合計量の各項目で一般浴槽水に比較

して劣るのは，炉過器に頼り過ぎて換水を怠るか

補給水の少いことに原因があると思われる。

4) t戸過器使用浴槽水の大腸菌群試験結果が良好で

あったのは，殺菌剤（主として塩素剤〉又は殺菌

装置を併用したものが多かったことに関連してい

ると忠オつれる。

5) アンモニア性窒素，アノレブミノイト窒素の合計

量が 3.Oppmをこえるものはほとんどが大腸菌群

の基準にも不適であった。このことから窒素系の

成分は浴槽水汚染に関連があると思われる。

の その他伊過器を使用していても，適切な殺菌剤，
殺菌装置等を併用していない場合は，潟度と細菌

数の関連が少くなり，外見上の清潔さに欺かれる

危険がある。

なお薬湯については本考察の対照から除外したが，

一般に大腸菌J洋の基準にお1,..ても不適となるものが多

かった。
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表 9 38年度都内公衆浴場浴槽水試験成績

羽イ オ 素Yi過量Yウくp酸マム円p消mソカ郵〉均リ
アソモ アノレブ 試大く腸デ菌ソ若験キ手

検体番号 濁度 pH 窒ニ素ア性 ミノ索イ
ド窪

（す）
シコレー

（男女別〉 (ppm) (ppm) (ppm) 1ト培ml地中〉

1;  
18.0 7.8 228. 79 20.53 0.60 1. 05 18 
15.0 7.9 215.33 21. 40 1. 15 1. 05 8 

2;  
15.0 7.5 77.38 25. 16 0. 73 0.84 12 
15.0 7.5 76. 71 22.85 0.73 0.84 11 

3号
20.0 7.4 52.49 32. 12 1. 15 1. 15 30 
22.0 7.5 52.49 27. 77 1. 15 1. 26 30 

4号33.0 7.2 19.51 24.29 0. 73 1. 15 110 35.0 7. 1 20. 19 24.29 0.94 0.94 260 

5:  
15.0 7.4 24.22 14.44 1. 26 0.73 14 
10. 0 7.4 22.88 12.41 1. 05 0.42 。

6:  
22.0 7. 1 36.34 21. 99 0. 73 0.94 4 
20.0 7.2 34.99 20.54 0.94 0.84 14 

7:  
15.0 7. 5 38.36 26.60 0.94 0.84 5 
15.0 7.6 37.01 24.58 1. 05 0. 73 3 

s: 15.0 7.5 39. 70 18.80 0.63 0. 73 11 13.0 7. 7 34.99 15.61 0.63 0.53 2 

9:  
25.0 7.4 72.67 25. 75 0.84 0.94 39 
18.0 7.4 72.67 26.60 1. 05 1. 15 140 

10 : 
25.0 7. 7 65.27 24.30 2.83 0.63 10 
20.0 7. 7 67.96 23. 13 2.94 1. 26 10 

11: 20.0 7.9 22.21 21. 10 1. 78 1. 05 710 20.0 8. 1 18. 84 15.89 1. 36 2. 10 190 

12雲
30.0 6.9 32.97 13.87 0. 73 1. 26 26 
25.0 7. 1 31. 63 9.89 0.84 1. 05 

13: 
40.0 7.3 41. 05 20.54 2.20 1. 57 5 
40.0 7.2 40.37 22.56 2.09 I. 47 4 

14: 
45.0 7. 1 44.41 29.23 1. 57 1. 99 14 
30.0 7.0 34.32 20.54 0.94 1. 15 。

15号
30.0 7. 1 36.34 21. 10 0.84 ]. 47 9 
28.0 7. 1 34.99 17.63 0.84 1. 15 3 

16＊雲
2.0 7. 7 11. 44 10. 17 0.63 0.26 。
2.0 7.8 11. 44 8. 15 0.42 0.42 

17＊号
5.0 7. 5 32.97 19.68 0.37 0.68 
6.0 7.5 34.32 20. 72 0.47 0.94 

18*: 
6.0 7.4 33.65 26. 16 0.47 1. 26 2 
6.0 7.5 34.99 23. 76 1. 26 1. 10 400 

19*: 
12.0 7.2 25.57 20.38 1. 52 1. 05 6 
12.0 7.2 22.21 15.29 1. 47 0. 73 

2併号
12.0 7. 1 20. 19 24.80 0.63 0.84 
6.0 7.2 23.55 20.38 0.52 0. 73 2 

21＊芝
10.0 6.8 45.08 23.44 0.84 1. 20 
10.0 7.0 Lir4. 41 23.09 0. 73 0.94 4 

22 : 
40.0 6.8 31. 63 24. 11 1. 05 1. 57 16 
25.0 6.8 27.59 17.32 0.84 1. 20 5 

23 : 
15.0 7.0 48.45 32.93 0.68 1. 57 2 
15.0 7.0 32.97 26. 13 0. 56 1. 3! 

24: 
30.0 6.9 32.97 21. 71 0.99 1. 62 10 
20.0 7.0 26.24 17.32 1. 20 0. 99 2 

25 : 
20.0 6.8 26.24 19.69 0.63 1. 20 3 
15.0 ?. 0 20.86 14.25 0.89 0.68 

（注〉 ＊は過過器使用浴場を示す。

採酌月日時等を省略。



謀イ 議砕lく再yウp殴マムp消カmソ費〉ガリIアニソ性そ
アルプ民｜（醐草キpH 

ォ γ 主内主三三フr-ミ
ミノゑ デソ

（す）
ド室 、ンコレー

〈男女別〉 (ppm) 1 トm培l地中〉

検体番号 i渇度 pH 
宇汁 奈1事且民ウ（p長ムEソガ｜アヨ議長

！ァ 陸日揚萄童
オン 消カ費リ室ニ長 デソキ

（す）
ジコレー

（男女別〉 (ppm〕 1ト~音l地中〕

26号20.0 7.3 45. 76 28.85 1. 52 1. 05 15.0 7.4 41. 72 14.60 0.99 1. 05 。
27: 

5.0 7.6 31. 63 11. 53 0.31 0.47 4 
5.0 7.5 33.65 17.98 0.37 0. 73 4 

28 : 
3. 0 7. 9 30.95 19.02 0.47 0.47 。

33.65 21. 39 0.63 0.63 。

53 : 
0.47 0.84 11 17. 501 17. 54 

10. 7. 7 16. 15 11. 94 0.42 0.84 4 

54 : 
6. 7. 2 30. 281 19. 30 0.63 1. 31 4つ' 

5. 7. 2 23. 551 16. 50 0.37 0.84 

55妻 7. 7. 2 30. 28: 10. 87 0.37 0.63 6. 7. 2 28. 931 10. 87 0.31 0.58 

29: 
20.0 7.7 74.69 25.82 1. 68 1. 20 
18. 0 7. 8 71. 33 17.32 1. 68 0. 73 3 56号15. 7. 0 37. 01 14. 38 0.52 0.68 16 15. 7. 0 34.99 13.59 0.68 0.58 38 

30: 
35.0 7.0 41. 05 29.89 0.84 2.04 6 
30.0 7. 1 37.68 27. 18 0.68 2.04 41 

3円 2.0 7.4 35.66 25.82 0.68 0. 79 。
32.30 19.69 0.63 0.58 。

57弓 0. 5 7. 8 18. 17 10. 18 1. 20 0.37 。0. 5 7. 8 16. ~~i 10. 18 1. 20 0.31 。
58 : 
17. 0 7. 0 32. 301 3. 86 0.21 0.42 

0.47 0.37 4 

32: 
15.01 7.4 29.61 13.56 0.31 0.31 
8. 0 ?. 4 27.59 11. 53 0. 16 0.37 2 59 : 

25. 7. 2 30. 95 10. 18 0.47 0.84 9 
23. 7. 2 28.26 12.20 0. 79 0. 79 つ

33 : 
20. Oi 7. 4 52.58 22.40 2.20 0.94 39 
20. 0 ?. 6 58.54 21. 05 1. 83 0.73 25 60 : 

20. 7. 0 32. 97 12. 99 0.37 0.47 
20. 7.0 33. 65! 10. 18 0.63 0.52 。

34 : 
25.0 6.8 26.92 22. 75 0.94 1. 15 5 
20.0 7.0 19.51 16.97 0.84 0. 79 3 61: 

15. 6. 8 60. 56 9. 83 0.31 0. 99 
10. 6. 8 55. 18 10. 18 0.47 0.52 01 

35 : 
25.57 20. 70 0.63 0.84 2 

15.0 7.0 16.82 16.27 0.58 0.47 。 62 : 
25. 6. 8 60.56 37.19 0.89 2.46 6 
15. 6. 8 51.81 23.16 0.52 1. 31 0 つ

36: 
15.0 7.6 34.99 10. 52 0.68 0.79 6 
15.0 7.5 34.32 7.81 0. 73 0.52 6 63 : 

10. 7. 5 12. 87 14. 76 0.47 0.58 22 
5. 7. 6 10. 60 9. 83 0.26 0. 52 2 

37: 
15.0 7.5 34.32 15.26 0.47 0.89 
15.0 7.5 30.28 11. 88 0.42 0.84 64*: 

7. 7.5 11.36 13.34 0.37 0.58 4 
7. 7. 4 11.36 12.29 0.52 0.58 

38 : 
20.0 ?. 1 29.61 24. 77 0.58 1. 05 8 
18.0 7.4 28.26 20.03 1. 05 1. 15 9 65 : 

6. 7. 3 29. 531 19. 66 0.26 0. 73 7 
5. 7. 3 28. 02 13. 68 0.21 0.58 

39＊雲 16. 15 21. 05 0. 79 0.89 。
1. ?. 8 15.48 17.98 0. 73 0.68 。 66 : 

7. 7. 3 36. 35 18. 26 0.31 0. 73 。
5. 7. 4 34. 07 16. 84 0.21 0.58 

40＊芝 1. 7. 6 14.80 15.61 0.63 0.68 9 1. 7. 5 15.48 8.82 0.84 0.73 
67＊芝 0. 7. 3 43. 92 8. 78 0.21 0.37 

。
0. 7. 4 43. 16 9. 83 0.26 0.37 。

41＊雲 1. 0 ?. 7 22.88 21. 05 0.52 0.89 2 1. 0 ?. 7 26.24 23.07 0.73 0. 73 68雲 7. 7. 4 30. 29 21. 42 0.37 1. 16 400 9. 7. 1 33~ 32 22. 82 0.52 1. 41 34 

42: 
15.0 7.0 28.93 26.48 0.37 0.47 2 
15.0 ?. 1 27.59 21. 05 0.31 0.42 。 69号15. 7. 4 19.46 10.52 1. 10 0.99 13 20. 7.4 18. 76 9. 48 1. 26 0.89 27 

43: 
25.0 ?. 1 19.51 22.75 1. 10 1. 36 7 
28.0 7.2 19.51 22.40 1. 15 1. 15 10 70: 

25.0 7.5 27.80 13.68 0. 73 1. 10 3 
20.0 7.4 31. 27 11. 94 1. 20 1. 31 4 

44: 
15.0 6.8 38.36 22. 75 0. 73 0. 73 5 
13.0 6.9 42.39 22.40 0. 79 0.99 1 

71*: 2.0 7.6 79.92 20.70 4.66 1. 10 。
2. 7. 6 65. 33 23. 86 4.66 0.94 。

45: 
50.0 7.0 37.68 48.57 2. 15 2.62 11 
40.0 7.0 34.99 54.67 2.62 2.46 26 

72*: 5. 7. 8 45. 17 28. 44 1. 99 1. 26 11 
5. 7. 8 44. 48 27. 71 2.09 l. 94 38 

46＊雲 17. 0 7. 1 18. 17 17.92 0.58 1. 15 6 
13.0 7.2 16.82 18.26 2.83 0. 79 5 

73 : 20. 7. 3 21. 54 16. 72 0.69 1. 39 72 
15. 7.4 15.29 16.12 0.64 0.96 27 

47: 
28.0 7. 1 21. 53 19.65 0.42 1. 05 2 
25.0 7.2 24.22 22.82 0.37 1. 62 7 

48*: 
7.0 7.5 34.99 12.99 0.31 0.42 。
5.0 7.6 34. 99 14.38 0.37 0.47 

74•¥1 却 7.5 45.87 16.12 3. 15 l. 23 19 
15. 7.6 48.65 15.83 4. 16 1. 23 13 

9.45 1. 65 64 
25. 7.8350.95 21.30 7. 79 1. 44 120 

49＊雲 2.0 7.8 28.93 13.68 0.26 0.42 
。

2.0 ?. 7 30.28 11. 94 0.21 0.26 。 76 : 20. 6. 8 28. 49 10. 65 0.59 0.59 
15. 6. 8 28. 49 3. 67 0.37 0.32 

' 50: 
6.0 7.5 26.24 20.00 0.63 0.63 。
8.0 7.6 19.51 16.84 0.58 0. 73 。

51: 
20.0 7. 3 18.84 16. 15 0. 79 1. 05 7 
17.0 7.3 17.50 17. 19 0.94 0.89 4 

77* 女男 10. 7. 3 54. 90 33. 15 0.96 5.82 
10.01 7.3 52.12 29.51 0.80 1. 76 。

78 妥出 25. Q! 7. 2 60. 46 27. 68 0. 96 1. 76 
25. Q! 7. 2 64. 63 30. 72 1. 44 2.08 16 

52: 
18.C 7.4 14. 80 14. 38 13 
15.C ?. 6 14. 13 14. 03 0. 68 0. 68 

7 9砕．女男－ 10. 0 7. 21 50. 73 25. 25 0.91 1. 87 。
8. oi 7. 2 s2. 12 24. 02 0.85 1. 65 

c 90 ) 



空1 p中，.m害〉’防：~p量ムp消~）費~！窒~~素在
プノレブ
大試（観デ菌ソ群験キ

検体番号 i笥度 pH ミノ素イ
ド窒 ジコレー

（男女別〉 （す） (p (ppm) (ppmヲ1トm培l地中〕

17.63 0.64 1. 28 。
5.0 7. 54. 90 16.43 1. 12 1. 12 

81 女男 10.0 6. 34. 75 19.78 0.43 0.96 
。

10.0 ?. 32. 66 14.59 0.37 0.80 。
82 女男 8.0 7. 33. 36 16. 11 0.43 0.85 

。
9.0 ?. 29. 89 7.93 2.03 0.91 。

83 : 8. 0 7. 102. 17 28.59 1. 23 1. 39 
。

5.0 7.8107.73 10.96 0.85 0.85 。
84 : 
20.0 6.2 45.87 24.93 1. 07 1. 17 580 
18.0 6.6 36.84 13.68 0.91 1. 80 10 

85 女男
30.0 6.6 37.53 19.46 1. 12 1. 23 440 
30.0 6. 7 33.36 10.64 0.91 0.80 33 

86号 3.0 6.S 48.65 11. 81 0.28 1. 43 。3.0 6.8 48.65 9. 15 1. 40 0.28 。
87 : 
10. 0 7.0 41. 70 22. 74 0.34 0.56 
8.0 7.0 39.62 20.37 0.34 7 

88 : 
5.0 7.0 48.65 24.22 0.34 。
5.0 7.0 47.26 21. 85 0.34 0. 。

89号 2.0 7.2 35.45 33.07 0.64 1. 0 7. 2 34. 75 32. 78 0.67 。
90 : 
10.0 6.8 30.00 15.04 0.25 0. 。
13.0 6.8 29. 19 9. 73 0.28 0. 。

91: 
12.0 7. 7 139. 70 17. 12 0.36 0.53 4 
13.0 7.8 0.34 0.84 

92 : 
15.0 7. 7 102. 16 24. 52 1. 37 1. 23 15 
15.0 7.8 92. 44 21. 55 1. 26 0.39 12 

93雲25.0 6. 7 44.48 23.32 0.59 0.98 2 

25.0 6.8 43. 79 20.95 0.59 0.90 

94: 
15.0 7. 7 278. 00 44.58 1. 34 0.62 
15.0 7. 6243. 25 43. 70 4.40 0.67 

95: 
25.0 7.4 80.62 18.61 1. 51 0.92 3 
25.0 7.6 77. 84 21. 26 1. 82 1. 09 

96弓10.0 7.8 123. 71 27. 74 1. 46 1. 06 2 10. 0 7.8 120.93 54. 32 1. 37 0.9S 2 

97号9.0 7. 1 73.00 17.94 0.20 0. 221 。8.0 7.0 71. 61 14. 13 0. 11 0.25 。
98: 18.0 7.4 30.59 14. 13 0. 14 0.25 。16.0 7.5 30. 24 21. 19 0. 14 0.25 。
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11. 合成樹脂製容器包装の衛生学的研究

まえがき

昭和38年度厚生科学研究課題として， 「保存食品用

合成樹脂製容器包装の衛生学的研究Jが行なわれるこ

とになり，その一部として当所で行なった試験結果な

らびに答申について報告する。

1)試料

松井多ー＊藤居 瑛＊

佐藤 5爾代子＊上田 工＊

国立衛生試験所案および薬学会協定法に準じ，ま

た一般法は食品添加物公定書に基づいて行なった。

試薬は添加物公定書試液を用いた。

3) 試験溶液の作製

フィルム，シート状のものについては， 2ml/cm2

lml/cm2の割合で

， 

一般依頼試験に提出された試料について行なった0

2）試験法

置したのち試料ゐを取出した浸出液を試験溶液とするo

4）試験成績

表 1ポリエチレン（低密度〉

口仁口1 名 灰 分 溶出試験 80占 30min
重金属

蒸発残留物
備 考

形 ：伏 色 % ;K孔ifnn iffi 重 金属ppm 

フィノレ
無 0.01 0.95 1. 0 

0. 05mm 
／／ II 0.08 2. 13 1. 5 

II II 0.01 一 3.32 1. 0 

II II 0.01 3.48 1. 5 

II II 0.01 2.69 1. 0 

0.03mm 黄 0.03 0.87 1. 5 

II 緑 0.06 1. 37 1. 0 
シート

白 0.09 1. 37 1. 0 
1.0mm 
η ピンク 0. 12 1. 83 2.0 

II 黄 0.50 +(Cd) 1. 88 1. 5 

II 緑 0.48 +(Cd) 1. 68 2.0 

II 1査 0.55 +(Cd) 1. 68 2.0 

II 赤 0.51 十（Cd) 1. 91 1. 0 

II ~b 可 0.23 1. 68 1. 5 

容 官号 無色（むら〉 0.05 2.88 4.0 再製品

表 2 ポリ且チレン（高密度〉

口仁口1 名 j来 人f又I 溶 出試験 80° 30min 
重金属

蒸発残留物
備 考

万歩 状 色 % KMn04 】m ppm 重金属

フィノレ
無 0.01 0.95 1. 0 

O.O?mm 
II II 0.01 0.35 1. 0 

II II 0.01 0. 75 1. 0 

0. 02mm II 0.01 0.95 1. 0 

0. 05mm II 0.01 1. 42 1. 0 

乍＇°＇！－’ 器 クリ｛ム 0.59 1. 0 

II II 0.45 1. 0 

II II 0.38 1. 0 

＊東京都立衛生研究所 食品部
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表 3 ＊リ塩化ピニユ四 Jレ（一般晶〉

口ロ口 名 灰 分 溶出試験 24° 24h 80° lOmin 
重金属

形 状 色 % KMn04 蒸発残留物 重金属 重金属

フィルム
アィボリー 3.54 6.0 一 一0. 08mm 

// 自 10.88 15.0 一 一

υ 三月包 5.80 4.0 3 ppm(Pb) 7 ppm(Pb) 

// 続〈 13.53 14.0 一

ストロー 白 一

// 自 1. 22 +(Cd) 一

// ピンク 0.91 十（Cd) 一

// 黄 0.88 十（Cd)

表 4ポリ嘩化ピニユ四 Jレ（無可塑〉

口ロ口 名 灰 fノJ犬、 溶 出試験 80° 30min 

状｜

重金属

｜蒸発残留物｜重金属

備 考
形 色 % KMn04 

シ｛ト
無 0.54 一 1. 56 0.5 一1.0mm 

// // 0.42 2.01 0.5 

// // 0.67 一 4. 71 0.5 一
// η 0.31 2.08 0.5 一
// // 0.53 一 3.36 0.5 一
A’ // 0.40 2.38 0.5 一
υ // 0.33 一 1. 86 1. 5 一
// // 0.63 一 0.74 2.0 一
// // 0.54 一 1. 56 1. 5 一
1.2mm // 0.65 一 1. 86 0.5 一
// // 0.25 一 3. 13 0.5 一
// // 2.37 一 2.23 2.0 一

// 

// 1. 37 3.0 一

表 5＊リ趨化ピ品開喝 Jレ（7才一ム〉

溶出試験 20° 24h 
形 状 色 備 考

KMn04 蒸発残留物 重金属

シー ト 寅 2.37 10.0 5 (Pb) 

// // 3.85 15.0 7 (Pb) 

// 白 2.86 1. 0 1. 5(Pb) 

// // 4.82 781 (Ca) 一
// ，ゲ 11. 18 676 (Ca) 一
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表 6 ;itリスチレンベ四パ血

形 状 溶出試験 20° 24h 80° 30min 

厚0.06mm KMnO. 蒸発残留物 重金属 着色料 KMn04 蒸発残留物 重金属

白 1. 38 1. 88 l. 8 

チョコレ｛ト 0.97 0.5 1. 68 1. 0 

紫 0.97 0.5 1. 68 2.3 

ク、 レ イ 0.81 0.5 1. 37 1. 5 

フ ノレ 一 0.89 0.5 0.95 1. 0 

// 0.97 0.5 1. 83 2.3 

寅 1. 06 0.5 2.08 3.0 

// 0.97 0.5 1. 56 1. 5 

オレンジ 0.81 0.5 1. 37 1. 0 

緑 0.89 0.5 1. 26 1. 0 

// 0.97 0.5 1. 68 2.0 

ライトブルー 0.81 0.5 1. 37 1. 5 

// 1. 06 1. 0 1. 42 2.0 

ピ ン ク 1. 06 0.5 1. 68 1. 5 

赤 1. 30 1. 0 2. 13 3.0 

表 7 その他の合成樹脂

溶出試験 80° lOmin 
樹 日旨 名 形 ：伏

H•CHO 

ポリアセタール ベレット 3 

アセタールコポリマ｛ 板 2 

A’ 棒 状 2 

A B s 廿以沖 器

ナ イ ロ ン フィノレム

5) 試験法についての考察

(1) ホルマリンの定量

クロモトロプ酸による定量法は再現性もよく呈

色も安定であるが，濃硫酸の取扱主試験操作にや

や難がある。アセチルアセトンによる法の応用に

ついて検討中であるO

(2) フェノーノレの定量

4アミノアンチピリン法は ]ISKOlOl法によっ

て操作した方が良好な結果が得られた。すなわち

NH4CL NH40H Buffer solutionを用いて pH

10土0.2とし 510mμ の吸光度を測定するO

(3）有害性金属

硫化ナトリウムによる重金属の定量は，食品添

加物公定書一般試験法に基づき行なう。 Pb10γ／ 

mlの標準液を用いるとき，比色は標準液2ml(20つ’〉

～lOml (100γ〉の範囲で可能であるO 試験溶液25

ml 土、用いたときは感度は 0.8ppmとなる。清涼

KMn04 

5.57 

5.27 

4.67 

1. 99 

5.35 

備 考
蒸発残留物 重金属

1. 0 20g/200ml 

1. 5 2ml/cm2 

1. 0 

1. 5 

21. 0 

飲料水の鉛の限度は 0.4ppm（ヂ、チソ、、ン法による〉

であるが，一般容器としては浸出液についてlppm

以下であれば衛生上の問題はないものと考えるO

(4) 蒸発残留物

( 94 ) 

蒸発残留物の定量は、試験操作に相当長時間を

要する。またその結果は，検液 lOOmlを蒸発し
1000 

たときは 0.5mg× =5mgが公定書による
100 

恒量の誤差範囲になるので， 5ppm以下は問題と

ならなし、。しかし蒸発残査の有無，外観を観察し，

これについて重金属の試験を行なうときは定性確

認も容易となるO

(5) 過マンガン酸カリウム消費量

常法ではあるが，この試験のために使用する器

具は特三洗浄；こ注意L，定量試験：ニ用いるフラス

コは予めKl¥1n04を加えて煮沸（このとき沸！熊石も

入れておく〉し，有機物を除いておく必要がある。

の少たし、検液についてに N/400KMn04 



を使用して定量を行なった。

それぞれの合成樹脂についてスタンダードのデ

ーターを知っておくことは新しい添加剤が使用さ

れた場合に過マンガン酸カリウム消費量の増加に

よってチェックできる場合もある。またこの数字

が大きいということは， i容出物があるという目安

のーっとして衛生上有意義であるO

{6）色素

食品添加物等の規格基準（厚生省告示第370号〉

の第3器具および容器包装のB，製造基準により

別表第2に記載しである以外の着色料を使用する

ことは禁じられているのであるが，実際には合成

樹脂の着色に用いられる染料，顔料はこの表以外

のものであり，各浸出液に色素の溶出を認めると

きは，食品衛生法上の不適品となるわけである。

また着色剤中に含まれる有害金属も問題となる。

かつてポリエチレン製の水筒に熱湯を入れたとこ

ろ，黄色の湯がでてきた例があった。あるいは，

ユリア樹脂製コップに湯を入れたところ赤色色素

が溶出し，これがローダミンであった例もある0

r(7）味，臭

臭味は感能テストであり，それぞれの合成樹脂

に特有の徴臭を伴なうものであるが，これが食品

に与える影響は大きく，時折噌好上の問題となる。

味および臭気は食品の商品価値に連らなるもので

あり，この点で自然、陶汰されるであろう。

((8）灰分

灰分を試験できる試料については，材質試験と

して意義があるO また灰分について有害金属を試

験すれば，含有金属の定性確認も容易である。こ

のとき一定限度以下であれば各浸出液についての

重金属試験は不必要となるの添加物の重金属限度

は一般に 20ppm以下であるが，容器包装では全

部が溶出混入するわけで、はないので， lOOppm以

下で、あれば衛生上の問題はないと考える。 （試料

lgを灰化し，常法により塩酸処理して 50mlとし

その lOmlについて重金属の試験を行なうとき標

準液 2ml以下の呈色で、あればlOOppm以下で、ある〉。

総括泊試験として含有重金属の限度が規定される

とすれば，一般的な一つの衛生上規制の目安とな

る。灰分中に重金属を検出したときは，一定の浸

出条件による浸出液についての溶出の有無が衛生

上の安全度となるものと考える。なお試験操作と

しては軽く灼き炭化させたのち冷後濃硫酸を加え

て500°位で灰化するのがよし、。 （あまり高温で灼
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熱すると Snが不溶性の Sn02となる。〉

6) 試験結果に対する衛生的考察

(1) ユリプ樹脂

ユリア樹脂製品では，現行の厚生省告示第 370

号による規格試験に合格するものでも，80°の水で

10分間の試験では，ホルマリンを検出するものが

多く，熱い汁，茶湯，酸性の食品の容器として不

適当である。グアナミン樹脂製品で、はややホルマ

リンの溶出は少ないようであるが，試験数も少な

いので今後の試験調査を待ちたい。

(2) メラミン樹脂およびフェノ｛ノレ樹脂

メラミン樹脂およびフェノーノレ樟tn旨で、は，ホル
マリンの溶出はほとんど認められず，フェノール

樹脂からフェノールを溶出することもごく微量で

適正な成形条件による製品は集団給食用食器とし

ても安全に’使用できるO フェノ｛ノレ樹脂は熱湯に

より時々臭気を感じるものがあり，プノレカリに弱

いので洗瀧，殺菌に注意する。メラミン樹脂の絵

付製品（エレナ食器〉につい試験した結果も，若

色料および有害金属を検出するものはなかった。

(3) ポリエチレン，ポリプロピレン

ポリエチレン，ポリプロピレンの製品は灰分，

蒸発残留物，過マンガン酸カリウム消費量など少

なく，衛生上の問題はほとんどない。ポリエチレ

ンに殺菌剤を配合して内容食品に対する殺菌効果

をねらった製品ができたが，一般標準品に比べて

やや過マンガン酸カリウム消費量が大であった。

ポリプロピレンは，耐熱性もよく沸騰水浴中30

分でも変形もなく， i容出物もポリエチレンより少

なかった。清涼飲料水の容器としても好適な素材

である。

(4) ポリスチレン

ポリスチレンは浸出試験におし、て溶出物も少な

く衛生的である。成形不良のものについてそノマ

ー臭のある容器が問題となったことがある。

ポリスチレンペーパーの製品は軽く，断熱性が

あるので紙製品の分野に広く利用されている。若

色製品について試験した結果も着色料の溶出，重

金属の溶出は認められなかったO

(5) ポリ塩化ビニール

ポリ塩化ビニールでは，硬質または無可塑の製

品（フィルムおよびカッフ。などの容器〉について

試験を行なった結果で、は過マンガン酸カリウム消

費量，蒸発残留物も少なく灰分についても重金属

はほとんど検出されなかった。しかし軟質のもの



では可塑剤，安定剤の配合によっては過マンガン

酸カリウム消費量も多くなり，有害金属の溶出を

認めるものもあったので衛生上の留意が必要であ

ると考える。

(6) ポリカ｛ボネイト

ポリカ｛ボネイトは煮沸にも耐え，沸騰水浴中

30分間の浸出においても過マンガン酸カリウム消

費量0.9～2.lppmで、あった。着色品についても着
色料の溶出，重金属の検出もなく良い結果を示し

ずこO

(7) ポリアセタ｛ノレ樹脂

ポリアセタール樹脂〈デノレリ γ〉およびその

Copolymerジュラコンについて試験した結果は

4%酢酸で80°で10分間の浸出で・ホルムアルデヒ

ドを2～3ppm検出した。重金属，蒸発残留物は

ほとんど認められなかった。

まとめ

器具および容器包装の衛生的安全性は，その食品へ

の移行性のあるなしにある。容器包装材料の食品への

移行性については，水および酢酸による浸出試験だけ

では，脂肪性食品に対する安全度がうすいので， ll-

ヘキサン，エーテノレ，アノレコ｛ルなど有機溶媒による

抽出物についても調査検討する要があるものと考える。
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12. 

太

った検体数は596で， うち不適の検体数は285であっ

た。なお検査項目としては，デヒドロ酢酸，ソノレピン

酸，安息香酸（以下それぞれを， DHA, SOA, B 

Aと略称する〉であった。つぎに試験結果を品名別に

表1に表示する。表1のうちその他のつけものとは，

ふくじんづけ，らつきょうづけ，しょうがづけ，梅づ

けなど，たくあん，奈良づけを除いたすべてのつけも

のが含まれる。

みつまめではその材料中，寒天，みかん，もも，な

どから検出されている。ぎょうざの皮からDHAを，

中身からS0 Aを検出した例がある。 DHAによる使

用基準違反は，他の保存料による違反を合計した数よ

りも多く，適品中からDHAを検出したものも多く，

これはDHAが酸性側とくに pH5.0付近で，カピに

対して効力があり，しかも，食品に使用して商品価

値をかえないので，製造業者が好んで使用していると

思われる。つぎに各食品別に，最高検出量と法定量の

比較を表であらわすと表2のように，許可されていな

い保存料を使用しているのが目立っている。また使用

する必要がないと思われる食品にまで用いている傾向

がうかがわれる。

緒 言

近年，あらゆる食品が袋づめになって販売されてき

ており，吾々の食生活に欠かせない商品として重用さ

れている。とうふ，ぎょうざ，みつまめ，クリ｛ム，

ジャム，シュ｛マイ，たくあん，ふくじんづけ，その

他のつけものなど，その数は非常に多い。

昭和38年夏演，つけものからデヒドロ酢酸が検出さ

れてから今日まで，主として袋づめの食品について，

再三にわたり保存料の一斉検査をおこなってきたが，

メ｛カ｛や食品の種類が多いため，全般的に検査が行

きとどいたといえないが，吾々は，全力をあげて，こ

れらの収去および検査を行った結果，最近その効果が

徐々にあらわれてきたようである。

食品の製造にさいして，保存料を添加することは，

食品衛生法により，食品別に使用しでもよい保存料の

種類やその使用量が規制されているが，製造者のなか

にはそれを無視して許可外のものを使用したり，許可

量以上を添加したりするものが多く見うけられる。量

的に著しく多いものとしては，野菜のしょうゆづけ

に，許可外の安息香酸を lkgあたり 5.4gも使用し

ているものがあった。

一’一郎ロ cH司

有害性着色料や漂白料の使用基準違反品を，今日の

状態のように，ほとんどみられなくなるまでには，相

当の長期間を要した。それからも推測できるように，

現在のような多数の保存料使用基準違反品目を絶滅さ

せるには，保存料の種類が多いことや，食品が多種多

様にわたっていることから，相当の努力を要すると思

われる。今後とも行政と検査機関が一体となって，目

的を遂行することが肝要である。

実験方法

定性，定量法として，食品衛生検査指針および薬学

会協定の衛生試験法を基礎として，それに衛生局学会

〈第33回〉で報告した方法，すなわち，自記分光々度

計を用いて，紫外部段収曲線をとり，各種保存料の最

大吸収を測定して，定性，定量を行う方法を併用し

た。

結 果

昭和38年8月末日から39年5月末日までの間に取扱
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表 i

不 適 の 内 訳
仁仁i口l 名 検体数 不適検体数

DHA  BA  SOA DHA+BA 

7こ あ ん 12 10 2 4 4 

奈 良 ゾコ け 19 9 4 4 

その他のつけもの 227 131 53 57 2 19 

と う ふ〉 21 5 4 

あ ま ざ け 3 2 2 

く ず も ち 7 4 4 

ク リ 一 ム 類 47 22 18 4 

ジ ヤ ム 類 64 14 10 3 

み fコ 旦 40 14 11 3 

ぎ よ う ざ 52 35 20 10 3 2 

、ン ニL ウ ーマ イ 9 5 2 2 

あんずシロップづけ 12 5 5 

も ち 33 11 11 

ノ、。 ン 類 8 5 5 

そ の イ由 42 13 61 2 

596 285 156 77 25 27 

% 100 47.8 54. 7 27.0 8.8 9.5 

計 100% ノ

表 2

検出保存料 検出最高量 法定保存料 法 疋上ムチ E主主王!.. 

た く あ ん BA  0.38 なし

ズ万丈三 良 ペコ け DHA  0. 13 DHA  0.08 

その他のつけもの BA  5.40 DHA  0.08 

ぎ よ う ざ DHA  0.60 なし

、ン ヤ ム 類 SOA 1. 40 SOA 0.50 

も ち DHA  0.40 なし

み ずコ 旦 BA  0. 10 なし

主主こんぶのたれ SOA 0.91 なし ただし煮立にはSOAl. o 

く ず も ち DHA  0.03 なし

あんずのシロップづけ DHA  0. 18 なし
ノ、。 ソ DHA  0.93 プロピオン酸 5.0 

羊かん，ぜんざい DHA  0.65 DHA  あん類として 0.20

クリ｛ム（チョコレ｛ト〉 SOA 1. 40 なし ただしパター，マーガリンはDHA2.o 

（注〉 表2中の数値は検体 lkg中の g数である。
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13. コアグラーゼ試験平板法に関する研究（第2報）

一一培養時間と乾燥血疑の検討一一

われわれはブドウ球菌検査の簡易化，能率化を目的

としてコアグラ｝ゼ〈以下「コ」〉試験の平板法に検討

を加えた結果，培地等の改良から平板法が試験管法に

代り得る方法としてこれを日常検査に実用化してい

るわ。

今回は培養時間の短縮と市販乾燥血撲を用し、た試験

から従来の平板法をさらに一般化，迅速化することが

出来たと思われるのでその概要を報告する。

I 培養時間の検討

実験材料及び方法

1) 血疑加平板

加温溶解して 48°Cに保った Heartinfusion 

agar (Difeo）に新鮮家兎生血撲を15%の割に添

加して血妓加平板とした。

2）供試菌株

食品及びその関係検体から分離した「コJ陽性

の新鮮株357株。

丸

北

直

務＊

久寿久＊

家寿太＊

山

村

井

実験結果

供試菌株のうち代表的なものについて Heartinfu－ゴ
sion agar 18時間培養菌を血妓平板に接種し，集落の

発育と濁輪の生長を時間を追って観察した。集落の大

きさは直経を，濁輪は半径をそれぞれmm単位で、あら

わした。 （表1)

食品及びその関係検体から分離される「コ」陽性株

の血媛加平板上での「コ」反応は濁輸の生長曲線から

Da147株に代表されるA~ と Dhl68株に代表される B

型の2つの型にほぼ大別される。 A型は18時間培養で

濁輪の半径が3.5～4.5mmになるもので， B型は5時

間で1.5～2.0mm生長したものが培養時閣を長くして

も変化のないものである。しかし3～5時間ではA

型， B型両者の間に大差はなく濁輸は全経過中最も明

瞭で、あった。 B型のあるものは18時間培養ではかえっ

で不鮮明になるものがある。集落の発育については見

るべき差はない。

表 i 血奨平穏上における代表的菌株の築港と濁輸の成長

型 1会 出 率閥抗〈工土II 301 2 3 4 5 6 

A 288 / 357 Da 147 十／十
l. D/l. ~ 11. 5/l. 512. 0/2.: 12. Oρ012. 0/2. 0 

B 69 / 357 Dh 168 一／一 十／十 + /1. 0 1. 0/1. 0 1. 0/1. 5 1. 5/1. 5 1. 5/1. 5 

7 8 9 10 11 12 15 18 24 48 72 96 

2. 5/2. 0 I 3. 0/2. 0 I 3. 0/2. 5 I 3. 5/3. 014. 5/3. 0 / 6. 0/4. 5 IS. 0/6. 5 I 9. 0/7. 0 2. 0/2. 0 12. 0/2. 0 12. 5/2. 0 

1. 5/2. 0 11. 5/2. 0 j L 5/2. 0 11. 5/2. 0 11. 5/2. 0 12. 0ρ012. 0/2. 512. 0/3. 012. 0/3. 0 j 2. 0/5. 012.附 5j 2.附 5

注：表中の分数の分母は集落の直径，分子は渇l輸の半径をあらわすO

以上の結果から食品及びその関係検体の日常検査を

行う中で「コ」陽性と認められた357株につき血疑加

平板上に接種したものを 37°Cで3時間， 5時間， 18

時間の各時点で観察し，接種した部位に発育した集落

の周囲に明瞭に灰白色の濁輪形成を認めたものを陽性

〈＋〉，不明瞭なものを疑陽性（士〉，渇i~1命形成を認め

＊東京都立衛生研究所食品部

ないものを陰性（ー〉とした。〈表2)

表 2 培養時間別の陽性反応数

培養時間 I3時／間 1 5時間 I 18時間

~I ＋＼判－｜＋｜士卜 l 十｜士｜－
供試数35713551 2 I o I吋 o 1 o I 3501 7 I o 

( 99 ) 



1）培地

Heart infusion agar (Dif co) 

2）血媛

(1）新鮮家兎生血紫

(2.) Bact-coagulase plasma (Difeo) 

(3) 国産ウサギ乾燥プラズマ

3）供試菌株

食品，食器，食品関係従業員手指より合離した

新鮮株で「コ」陽性200株，陰性100株，計300菌

株。

4）実験方法

乾燥血撲の添加量は予備試験の成績から生血援

に換算して過不足のない15%となるように用いたo

Heart infusion agar 18時間培養菌を接種し， 37°

Cで3時間， 5時間， 18時間後に観察し，発育し

た集落の周囲に明瞭に灰白色の渇輪形成を認めた

ものを陽性（＋〉，不鮮明なものを疑陽性（士〉，濁

輪形成を認めないものを陰性（ー〉としたO （表3)

対照として行った試験管法は乾燥血援を処方通

りに希釈し術式はブドウ球菌検査指針に従った。

なお，平板法で18時間のものについては生血媛と

同様にA型とB型に一応大別して表にあらわした。

考 按

Reid and J ackson2）は血摂加平板上での潟輪形成

は集落が大体わかる程度になった3～4時間であらわ

れると述べているが Heartinfusion agar (Dif co) 

を用いた血媛加平板での渇輪形成は接種した菌が集落

をつくるよりも早くあらわれる。 3時間で 1.0～1. 5 

mmになるが lmm以上iこなれば肉眼的にはっきり見

分けがつく c

A型， B型ともに3～5時間では同様に鮮明で間違

いなく確実に判別出来る。さらにB型のあるものは18

時間ではかえって徴弱になるものがあることを考えあ

わせれば，平板法での培養時間は3～5時間が最も適

当である。ブドウ球菌の分離に高濃度食塩含有培地を

使用したとしても48時間以内に「コ」試験の結果まで

報告できる。

またこの短い培養時間内では発育する集落が小さい

ためにより数多くの菌株を接種することができる。一

平板で隣接した菌株に影響を与えることなく60～70コ

の菌株を同時に接種することが可能である。このため

血撲は試験管法に較べ数分の 1で足りる。

日 乾燥血撲の検討

実験材料及び方法

国産ウサギ乾燥プラズマ

較

Bact-coagulase plasma 

L
U
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家兎生血撲
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実験結果

乾燥血疑平板で生血撲を用いた試験管法に一致しな

いのは数株あったが生血疑平板と間様に5時間で判定

すれば国産製の 1例の疑陽性を除けば全て一致する。

この 1例の疑陽性は陰性とは明らかに異なり試験管法

においても18時間ではじめて凝固を認める程度のもの

で、あった。またB型のあるものは18時間で疑陽性ある

いは陰性に移行するものがあるが．これは出撲の添加

100 

量が少いと率は高くなる。一般に生血撲に較べ Difeo

製は濁輪も濃く，境界も鮮明であるのに反し国産製の

ものはやや淡い。

。。100 。。100 。。法管験試100 

考按

乾燥血撲を平法板に用いた報告を未だみないが，表

3の成績から Bact-coagulaseplasma (Difeo），国産

ウサギ乾燥プラズマは平板法に使用で、きる。しかも培

養時間も生血疑問様に3～6時間で判定ができる。ま

( 100) 



た完全に無菌的に製造されていない乾燥血撲でも短し、

培養時間では混入した爽雑菌の影響があらわれない。

陰性株のうちで18時間になってはじめであらわれる

糸のように五郎、潤輸を形成するものがある”がこれは

「コ」反応とは異なるものである。

これらの成績から乾燥血撲も生血疑問様，培養時間

は3～5時間が最も適当である。このために生血授と

閉じ理由から血撲の量は試験管法に較べ数分の lにす

ることができる。

結 論

「コ」試験の簡易化，迅速化を白的として平板法の

培養時間の短縮と乾燥血撲を用いた試験に次の結論を

得た。

c 101) 

1 コアグラ｛ゼ試験用市販乾燥出疑は生血妓同様に

平板法に使用できるo

2 乾燥血撲の添加量は生血撲に換算して15%以上を

必要とする。

3 平板法での培養時間は3～5時間が最も適当であ

る。血採量は試験管法の数分の lで足りる。

文 献

1) 丸山務，北村久寿久，田代秀雄，岡崎春江，長沢

清子：都衛研年報， 14,88-91, (1962) 

2) Reid, J. D. and Jackson. R. 1¥在.: J. Lab. Cli. 

h在ed.,30, 156 (1954) 



14.ジュースかん詰中のスズのポーラ口グラアィー

定量法について

緒 冨

数年来ジュ｛スかん詰が多量に生産されでいるが，

食品衛生上の問題点はかん詰中の溶出スズである。我

国の食品衛生法においては，清涼飲料水中のスズ量を

容器包装に由来する場合150ppm以下と規定している

が，その規定量の問題はさておき，我々は昨年夏，ジ

ユ｛スかん詰中の溶出スズによる中毒と思われる事件

を取扱った。この際最高470ppmのスズ量を検出し

た。また小田氏1）によれば，オレンジジュースかん詰

中のスズの溶出量の経時変化は， 0.5カ月で 56ppm,

12カ月で 145ppm，また市販品80点のスズの溶出量の

総平均は18カ月以内で104.4ppmと報告している。し

たがって，この程度のスズの濃度に適する定量法の確

立が望ましい訳である。従来スズの定量法としては重

量法，微量定量法としては比色法が広く用いられてい

るが，重量法は操作が複雑で長時間を要し，熟練者で

ないと回収率は低下する。叉比色法は cacotherineが

広く用いられ，鋭敏さにおし、てすぐ、れているが，妨害

イオンが多く存在しわ，我々の分野において実用定量

法として応用するには，細心の注意をはらって試験を

行なわなければならない欠点を持っている。吏に定量

に先立って検体の壊機法であるが，その簡易化に重点

をおき乾式法を色々追試してみたが，我々の追試の結

果は極めて惑い回収率を与えた。その原因は種々の条

件に起因するために，一概に云うことは出来ないが，

恐らく 4価の酸化物（Sn02）が形成されるためと推

定される。また種々の分解補助剤を添加し乾式処理を

行ったが成功しなかった。そこで我々は試料の前処理

法に混式分解を採用しポ｛ラログラフイ｛分析機を

使用して，満足すべき結果を得た。

実験の部

ポーラログラフイ｛定量法については種々の報

告3）～5）があるが， Markland等6）の定量法を応用し

＊東京都立衛生研究所食品部
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島
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太一郎＊

た。以下定量法について記述する。

1. 機器

移ll本ポーラログラフ PA102型

2. 試薬

濃硝酸：

濃硫酸：

飽和修酸アンモニウム溶液：

支持電解質：塩化アンモニウム 53.5gを水に溶解しデ

これに濃塩酸 89mlを加え水で ll とする。

Gelatin: 1 %水溶液

スズ標準溶液：白金皿に金属スズ lgを精密に量り

取り，j農塩酸に加熱溶解し（水浴上〉，水で正確に 500ml

とする。 2mg/cc

窒素ガス：

3. 試料の調整

試料 lOgを 300mlのキーノレダール分解フラスコに

とり，濃硝酸 lOmlを加えてよく混和後，おだやかに

加熱し，冷後濃硫酸 4mlを加え再び加熱する。その

間ときどき濃硝酸少量ずつを加え，液がほとんど無色

または淡黄色となり，硫酸の白煙が現われるまで加熱

する。冷後飽和修酸アンモニウム lOmlを加え硫酸の

白煙が現われるまで加熱する。再度くりかえし硝酸を

完全に除去する。冷後分解液を 25mlのメスフラスコ

に移し，分解フラスコを支持電解質でよく洗い， 1%

Gelatin 溶液 0.5mlを加え支持電解質で正確に 25m1

となし検液とする。

4. 試験操作

検液を電解瓶に分取し，窒素ガスを通じ脱酸素処理

後一0.3V～一0.7Vのポ｛ラログラムを記録する。

-0.5V付近にスズの濃度に応じた Reductionwave 

が顕れる。この Reductionwaveを交点法7）により

作図しスズの含量を求める。

5. 定量試験

標準検量線を作成するために，スズ標準溶液と濃硫

酸 4ml, Gelatin 0. 5mlを加え支持電解質で正確に

c 102) 



Caliblation line Fig.1 
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25ml にメスアップし， 20,40, 60, 80, 100 ppmの

各5田ずつの波高を測定し，その平均値をとり Cali-

blation lineを作成した。 Fig.lの通りである。なお

再現性を調べるためスズ標準溶液を用い，前記の操作

と同じようにして 40,60, SO ppm 溶液の波高を測定

した。その結果は 40ppmで σ0.2, 60ppmで、σ0.49,

80ppmで σ0.41で、あった。

6. 妨害イオン

本法における妨害イオンはPb＋であるが，その波高

におよぼす影響について調べた。まずPb＋の影響を見

るために 40ppmのスズ標準溶液に， 100μ15, 200μg, 

500p.gのPb＋を添加し試験操作にしたがって波高を測

定した。 Table.l に示す通りである。 Table.1からわ

40 60 80 100 
S札 Concentγation,ppmc』

70 

Table. 1 

Tin (Pb) Tin 
Re(%)ry Experiment taken 

tai. f0~g)d (p.g) 
(r1,g) 

No. 1 1, 000 100 1, 062 106. 2 

2 1, 000 200 1, 062 106.2 

3 1, 000 500 し100 110. 0 

20 。

72cm 

Sens. 0. 04μA/mm 

Damping 200μF 

Drop time 1 drop/5sec 

Height of mercury column(h) 

Capillary diameter 0. 06mm 

Temp. 20°C 

かる通りほとんど影響がなく，ジュ｝スかん詰中より

検出せられる Pb＋の量は，我々が経験したもので最高

0. 68ppm程度で、あった。 したがって日常の試験にお

いては問題がないと思われる。また日常その存在が考

Recovery of Tin in Canned Orange Juice 

1：：：~ 
1, OOOr 1, 500r 2,000r 

Tin found Rec%)ry Tin found Rec克ov)rv Tin found Rec%〕ery 
(1;,g) ( (vg) (1;,g) 

No. 1 988 98.8 1, 575 105. 0 2, 137 106.8 
2 l, 000 100.。 1,500 100. 0 2.075 103. 7 
3 1, 062 106. 2 1, 575 105. 0 2.075 103. 7 
4 988 98. 8 1, 500 100.0 2. 137 106. 8 
5 988 98.8 1, 612 107.4 2, 137 106.8 

6 973 97.3 1, 575 105.0 2, 150 107. 5 
7 973 97.3 1, 550 103.3 2, 125 106. 2 
8 988 98.8 1, 575 105. 0 2, 137 106.8 
9 988 98.8 1, 575 105. 0 2, 125 106.2 
10 1, 062 106. 2 1,537 102.4 2, 150 107. 5 

11 988 98.8 1, 525 101. 6 2, 150 107. 5 
12 988 98.8 1, 537 102. 4 2, 125 106. 2 
13 1,000 100.。 1, 575 105. 0 2,000 100.0 
14 1, 062 106.2 1, 575 105. 0 1, 975 98. 7 
15 1,000 100.。 1, 462 97.3 2,050 102.5 

16 1, 048 104. 8 1, 575 105. 0 2, 125 116.2 
17 1, 025 102. 5 1, 575 105.0 2,000 100.。
18 1, 000 100.0 1, 575 105. 0 2,000 100. 0 
19 1, 062 106.2 1, 487 99. 1 2,075 103.7 
20 988 98.8 1,575 105. 0 2,062 103. 1 

Recovery mean value 100.。 103. 3 104. 4 

( 103) 

Table. 2 



えられる Cu,Zn, Mn, Fe等についてその影響を調

べたが， Cu300JLg, Zn 1, 000JLg, Fe 1, 0001_1,g, Mn 

400vg存在しでも影響が認められない。

7. 回収率

スズ標準溶液を自家製ジュースに添加し，試料調整

の項にしたがし、処理し，ポーラログラムを記録してそ

の波高を測定したO スズ l,OOOr,l,500r, 2000rを添

加しそれぞれ20回実施して得た成績をTable.2に示す。

考 察

我々はこの定量法の正確さを示す上において，スズ

標準溶液を用い 40,60, 80ppmの波高を測定し，標

準偏差を求めた。 40ppmで σ0.2, 60ppmで σ0.48,

80ppmで σ0.41であり，いずれも σ0.5以内にあ

った。また危険率5%における各濃度の誤差範囲はス

ズ 40ppmで1.2%，スズ 60ppmで 1.6%，スズ 80

ppmで 1.2%で，いずれも誤差範聞は土2%以内で

あった。 Fig.lであきらかなようにスズ濃度と波高は

直線関係にあり，図のような Caliblationlineが得ら

れた。妨害イオンは前記のように日常の試験におし、て

は問題とならなし、。回収率は前記の様に98～107%の

範囲にあり，各濃度の回収率平均はスズ l,OOOrで

100.9%，スズ l,500rで 103.3%，スズ 2,000rで

104.4%で，回収率総平均は 102.8%で、あった。この

誤差の原因は種々の条件に起因するために，一概に云

うことは出来ないが，最も大きな原因は Reduction

waveの波形及作図法からくるものと考えられる。

給 諦

従来の定量法と比較し迅速，簡便であり，危険率5

Zにおける各濃度の誤差範囲は士2%以内にとどまり，
また回収率総平均は 102.8%である。したがってスズ

の実用定量法として使用し得ることが認められたO
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15.硫酸カルシウム中の炭酸塩にワいて
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＊
 
士
口

まえがき 等が現在食品添加物用の硫酸カルシウムとして，検査

硫酸カノレシウムは豆腐製造の際，豆乳凝固剤として 申請されてくるものである。これらの中当所に申請さ

使用されるもので，製品検査品目中に入れられているo れるものは， iii),iv), v）による製法のものである。

従って当部において常時本品について製品検査を行つ Il 試 料

ているのであるが，炭酸塩を含有するものが多く，こ 本実験に使用した試料はiii),iv), v），により製し

の含有量について調査研究した結果2～3の知見を得 たものおよび，石菅原鉱，建材用プラスター，歯科，

たので報告する。 ギプス用石膏を用いた。

i製法 目実験の部

炭酸塩の混在は，その製法により異なるので製法に i）測定法

ついての調査が重要である。 炭酸塩の試験は，食品添加物公定書においては，

硫酸カルシウムには多くの製法があるが，これを大 「本品0.5gに希塩酸 5mlを加えるとき，あわ立って

別すると， はならなしづとなっていて，目下この試験法により判

i ）アンモニアソーダ法の副生塩化カルシウムから 定されているが，本法は定性的な方法であるし，その

製造する方法。 判定に往々苦しむ場合が多いので図 1の装震を用いて

アンモニアソーダ法の蒸留塔から得られる副生塩化 定量試験を行った。

カルシウム溶液に，硫酸ナトリウム溶液を混合反応さ イ〉装 置

せて得られる硫酸カルシウムを，分離精製して製品と 食品添加物公定書中，合成膨脹剤の発生ガス測定法

する。 の装置を準用した。但しピュ｛レットは図 1の如きミ

ii）有機酸製造工業の副生物として製造する方法。 クロビューレットを用いた。

シユウ酸製造の際の中間生成物であるシユウ酸カル A…マグネチックスターラ｛

シウムを，硫酸で分解して得られる硫酸カノレシウムを B…マグネット鉄片

精製して製品とする。 C…ガス発生用肉厚三角フラスコ（内容lOOml)

iii）廃硫酸の回収により製造する方法。 D…ガスビューレット（内容20mlで2mlまでO.Olml

例えば，アルミナ精錬の際の廃硫酸に消石灰，また ごとに， 2mlからlOmlまでO.lmlごと， lOmlから

は炭酸カルシウムを加えて，硫酸カノレシウムとして回 20mlまでは2mlごとに目盛をつけたもの〉

収し，精製して製品とするO E…水準びん（容量約300ml)

iv）製塩の副生物として産するものO F,G…ゴム管

天日製識において海水濃縮の際，食塩の結晶析出に H…二重活せん

先き立って，マグネシウム塩と共に苦汁成分として析 I…ガス抜き口

出したものを，分離精製したものO Eにはメチルオレンジに対しわずかに酸性を呈する

v）石膏鉱を粉砕したものO 程度の希硫酸溶液をいれる。

比較的純粋な結晶を多く含むものを選鉱して，粉砕 ロ〉操作法

したものO ガス発生用フラスコに希塩酸50mlを入れ，試料5g

vi）製陶用廃型を粉砕したもの。 を薬包紙に包んで投入し，ただちにフラスコの口をゴ

陶磁器製造のとき焼石膏で型取りをするが，これの ム管でガスビューレットにつなぎ，マグネチッグスタ

不要になったものを粉砕したもの。 ｛ラーで撹梓しつつ，水準びんを下げながら，ビュー

＊東京都立衛生研究所食品部 レット内の最高ガス量を測定した。
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「本品 O.Sgをと 表 i

り，熱湯 Smlを
検体種類

加えよく振り混ぜ
エジプト原鉱 A 7.5 

たのち，塩酸2ml
B 6.6 // 

を加えしずかに振
// c 6. 1 

り混ぜながら，あ
建材用プラスター 0. 7 

わ立ちの状態を観 歯科用石菅 3.3 

察するJ。 検 体 40.5 

v）実験4 カ、、 υ 2 4. 9 

ス発生最と反応時 // 3 44.5 

間の関係 // 4 2.8 

表2の結果，試 // 5 2.3 
下

6 11. 8 
験管内のあわ立ち

// 

// 7 1. 8 
の状態はマチマチ

υ 8 1. 3 
であるが，これら

// 9 3.3 
の試料の中，

// 10 3.3 

A…霞後より著 // 11 9.3 

明なあわ立ちを認 II 12 8.8 

図 1

E n 

「“

と
に
日
成
血

Cr 

なお本試験は2s0士 10の’恒温室内で、行った。

ii ）実験1 標準ガス発生量の測定

試薬特級炭酸カルシウム（98%), 10. Omg, 20. Omg 

30. Omg, 40. Omg，をはかり，前記測定法によってガ

ス発生量を測定したO その結果は図2の如くであっ

た。

iii）実験2 各試料のガス発生量

試料約5.0gを精密にはかり，前記の測定法によって

ガス発生量を測定した結果は表1の如くで、あった。

iv）実験3 試験管テストと実験2との比較

図2および表1を参照しながら食品添加物公定書の

試験管テストを行い，表2の結果の炭酸カルシウム含

量，製法などと比較してみると，その結果は表2の如

くであった。

但し，試験管テストは公定書の方法では粉末に付着

した空気をあわ立ちと認める虞れがあるのでつぎの方

法によった。

めるものO 試料と

して検体12c製法iii)
B…2～3分後著明なあわ立ちを認めるものO 試料

としてエジプト産原鉱B （製法v)

C…誼後より少量ずつあわ立ちを認めるものC 試料

図 2
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検体種類 CaCOa換算%

エジプト原鉱 A 0.88 

// B 0. 78 

// c 0. 70 

建材用プラスター 0.08 

歯科用石菅 0.35 

検 体 No. 1 4.3 

// 2 0.55 

// 3 4.84 

／／ 4 0.29 

// 5 0.24 

// 6 1. 36 

// 7 0. 19 

// 0. 13 

// 9 0.35 

// 10 0.35 

// 11 1. 04 

// 12 0.96 

図 3

力

主皇ml;
J 「

4 

3 

5分

表 2

発 i包 状 宵包 製法i備 考

A, B, Cの試料は初期発泡 v) A, B, Cの試料は原鉱塊を当

を認めず＇， 2～3分後著明な v) 
室において乳鉢中で粉砕し局方

簡 No.7で飾ったもので粒子が
発泡を認めた

発泡を認めず

直後より発泡

産後著明な発泡

直後より発泡

産後著明な発泡

直後より少量

向上

直後より著明な発泡

｜加温振とう後発泡

直後より少量

向上

向上

産後より著明な発泡

同上

v) 粗かったとも考えられる。

v) 

v) 

W 考察

表2，図3の結果より試験管内で、のあわ立ちと，炭

酸塩含有量とは公定書通則23の規定時間（30秒以内〉

の判定では著しい差異の認められるものがある。すな

わち，あわ立ちの状態は必ずしも炭酸塩の量的関係を

規定しない。

叉，これと関連して，図3の検体12と試料Bを比較

して見るとき，両者の炭酸塩含量はほとんど同量であ

るにかかわらず，そのあわ立ちの様相は随分異り，も

し，公定書通則に従うとき，両者は異なった判定を受

けることになる。これは単位時間内にあわ立ちの判定

をすることの不合理を示すものであるO

として検体10（製法v) これら差異については，製法，結晶生成条件，粉砕

D…加温振とうしてはじめであわ立ちの認められる 度等に由来するものと考えられる。

もの。試料として検体 7（製法iv) また製法と炭殴塩含量との関係は，試料が不充分で

を選びガス発生量と反応時間との関係を試験してみた。 はあったが

試料各 5gをとり，前記測定法に従って20分間測定 i ）法のアンモニアソーグ法では0.08%

した結果は図3の如くて、あった。 iii）法の廃硫繋回収品では0.29～4.84%
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iv）法の苦汁よりのものは0.19% 炭酸カルシウムの如く，製造基準を設けて，品質維持

v）法の石菅原鉱よりのものは，食添用では0.13～ を行し、たいものである。

0.24%，原鉱で0.70～0.88% 終りに臨み，いろいろと試料の提供並びに市況にう

となり， iii）法によるものに，食添用としての配慮に b き御教示を戴きました吉野石膏KK研究室長古屋喜作

欠けるものが目立った。 氏に感謝の意を表します。

V むすび 参考文献

硫酸カルシウムは，市場価格も安く，食添用として

の用途はわず、かで，多くは建材用プラスタ｛，焼石菅

原料として作られ，これらの片手間として作られるも

のが多い。従って製造者および取扱業者に食添用硫酸

カルシウムへの関心が甚しく薄い現状であるO

炭酸塩については現在市場に出廻っているものではv

混入していないものはほとんどなく，これについては

何らかの量的規制を設けるか，または日本薬局方沈降

( 108) 
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16. ドレンチェザー中の残存二酸化イオウの

経時変化並び、に除去法について＊

I. 緒雷

市販ドレンチエリーは食品としての性質上着色効果

を良くし，変質を防止する目的をもって，しばしば亜

硫酸塩類を漂白料として使用する。その結果食品衛生

法の漂白料としての使用基準（37年末当時，二酸化イ

オウとして 1キログラム中0.03グラム以上残存しでは

ならなじとなっていた〉を越えているものが，我々の

検査で発見された。そこで市販ドレンチエリーの残存

二酸化イオウの一斉検査を， 37年末に行なったところ，

多数のドレンチエリーが使用基準を越えていた。この

不適ドレンチエリーによる損害が莫大な金額になり，

業者が経済的破綻をきたす恐れがあったので，これを

救済する意味において，都食品衛生課からも要望があ

り我々は残存ニ酸化イオウの除去法について検討をこ

ころみた。まず各種条件のもとで、経時変化を調べたが，

変化がないか，あるいは，わずかに二酸化イオウの減

少を示すにすぎ、なかった。そこで二酸化イオウを残存

Table. 1 市販ドレンチェリー中の残存

エ二酸化イオウ

Sample S02 g/kg Sample S02 g/kg 

0.083 10 o; 210 
2 0. 140 11 0. 170 

3 0.280 12 0.380 

4 0. 170 13 0.400 

5 0.690 14 0.280 

6 0.340 15 0.200 

7 0. 720 16 0.230 

8 0.320 17 0.050 

9 0.420 18 1. 200 

＊ この論文は第32回東京都衛生局学会において表し

たもの‘である。

料東京都立衛生研究所食品部
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する不適のドレンチエリーを，いかなる方法で処理す

れば商品価値を落さずに再生することができるかを検

討・したところ，満足すべき結果を得たので以下経時変

化並びに除去法について記述する。

ニ酸化イオウの定量法には多数の報告があるが，

大別すると直接法1）～3〕と間接法4）～5）に分離出来るO

我々は試料をリン酸々性で蒸留し，留液を 1%酢酸

鉛に吸収させ， N/50ヨード液で滴定する方法のを用

いた。この方法は間接法で公定法に採用されている

Monnier羽Ti!liams法と比較し，操作が簡便で，回収

率も同程度である。 Table1に市販ドレンチエリーに

ついて定量した結果を示す。

2. 経時変化

2-1 紫外報照射

試料を紫外線灯十（マツダSHL-lOOUV）下約30cm

離しておき2時間照射した。ほとんど含量に変化がな

かった。

2-2 赤外線照射

試料を赤外線灯（マツダlOOV• 250W）下約lOOcm

離して置き2時間照射した。二酸化イオウの含量は増

加するが，試料の減量と比較してほとんど含量に変化

がない。

2-3 1°C冷蔵庫中保存

1°C冷蔵庫中30日間保存して定量した結果， 14%前

後減少した。

2-4 室温（15°C）中放置

室温（15°c）中に 10日開放置して定量した結果，
10%前後の減少を示すが，品質が低下する。

3. 実験及び実験結果

3-1 水漬け処理

試料はこ酸化イオウとして，試料 lkg中 1.Og, 

0.4g, 0.05g残存している 3種のドレンチエリ｛を使

用し，以下の実験を行なった。試料 30gに水 300ml.
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を加え2～6時間室温に放置し，軽く水を切って二酸

化イオウを定量した。この処理によって二酸化イオウ

はある程度減少するO また試料aの吸水のためその相対

量はさらに減少するが，この時間内では品質の低下は

比較的少し、。結果は Fig.Iに示す。

Fig. 1 水漬け処理によるエ酸化イオウの消長

J.0 

0.5 

－
K
V＼
h
N口一円

2 4 

3-2 酢酸処理

試料 30gに1%酢酸溶液 300mlを加え， 30分～3

時間加熱し，軽く水洗し，水を切ってニ酸化イオウを

定量した。試料 lgのものは， 2時間以上の処理でほ

とんど二酸化イオウを検出しなし、。また試料 o・.4g,

0.05gのものは 1時間以内の処理により，ほとんど二

酸化イオウを除去出来る。 Fig.2に示す通りである。

Fig. 2 酢酸処理によるエ酸化イオウの消長

1.0 

点＼
h
N
b
内

3-3 蒸気処理

試料30gを蒸し器に入れ， 30分間蒸気に当てる。軽

く水洗し，水を切って二酸化イオウを定量した。各試

料とも30分間の処理により，約50%前後の減少を示し

た。また試料は20%程度減量したため相対量は増加す

るO 30分以上蒸気に当てても，それほど減少を示さな

かった。 30分程度では品質の低下は認められない。

Fig.3に示す通りである。

Fig. 3 蒸気処理によるニ酸化イオウの消長

近
付
ロ
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。
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3-4 過酸化水素処理

試料 30gに1%中性過酸化水素溶液 300mlを加え，

6hr 30分～2時間室温に放置した後，処理液の pHを測定

し，試料を水洗し，水を切って二酸化イオウを定量し

たO この処理によって，二酸化イオウはいちじるしく

減少し 1時間以上の処理によってほとんど二酸化イ

オウを検出しなくなった。同時に測定した処理液の

pHは3.6付近にあった。時間の経過による品質の低

下はほとんど認められなかった。しかし二酸化イオウ

が酸化され，硫酸となって試料中に残存する恐れがあ

る。 Fig.4に示す通りである。

Fig. 4 過酸化水素処理によるニ酸化イオウの消長
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4. 考察及び結論

ドレンチエリー中の残存二酸化イオウの経時変化は，

わずかの減少を示すにすぎなかった。そこで4種の処

理を行なったが，この処理法の中で，二酸化イオウの除

去に有効と忠われる処理法は，酢酸処理と過酸化水素

処理であるO 酢酸辺理は弱酸性で加熱することにより，

二酸化イオウが揮散するものと思われる。ただ処理上

c 110) 



酸味をおび脱色されるが，再度味つけ，色つけを行な

えば，充分商品価値を落さずに再成することができ

るO 過酸化水素処理は過酸化水素自身の酸化能のため

に，二酸化イオウが減少するかわりに，硫酸が生じ試

料中に残存する恐れがあるO しかし1～2時間の水洗

をすることによって，ほとんどの硫酸を除くことがで

きるO 再度味つけ，色つけを行なえば，充分商品価値

を落さずに再成することができるO

なお昭和38年度において二酸化イオウの使用基準の

一部が改正され，キャンデッド＠チエリー 1キログラ

ム中 0.3グラム以上残存してはならないとなったO

( 111) 
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17.食品関係大腸菌群のストレプトマイシン

耐性について

2）食品及び関係試料より SM耐性大腸菌群の検出：

大腸菌推定試験陽性の B.G.L.Bはつ酵管312か

ら直接に， SM 25単位／ml加 E.M.B培地を用いて

耐性菌を分離した結果は表2で，これを試料別に見る

と食品 50/90検体（55.6%），一般食器 15/46検体

表 i 食品開保分離大腸菌群株の S斑（25単位／阻む耐性

はじめに

東京都内で市販又は提供されている食物中には大腸

菌群の検出されるものが多く，食物と関係の深い食器

や，取扱者の手指の汚染度も高率であり，ことtこマナ

イタ等にいたっては大腸菌群の検出されないものが少

い現状であるO しかしこれらの大腸菌群中に抗生剤耐

性株が存在するか否かについては，まだしらべられて

いなし、。私等は昭和37年中に分離保存の 531菌株と，

昭和38年中に試験のために提出された，食品及びその

関係試料312について，ストレプトマイシン（以下S

Mと略〉耐性大腸菌群の検出を行ない，なおその耐性

能をしらベた。

試験方法

分離菌株の耐性試験は肉水寒天培地に所要量のSM 

を加えて作った平板培地に供試菌を移植し，発育を示

したものを陽性とした。

北村久寿久＊

丸山 務＊

田代秀雄＊

岡崎春江＊

検体中の耐性菌の有無は大腸菌群推定試験陽性の

B.G.L.Bはつ酵管から， SM25単位／ml加E.M.

B平板に画線培養後発生した集落について大腸菌確認

試験を行ったO

試験結果

1）分離大腸菌株のSM耐性：

昭和37年中に分離した531株中のSM耐性株は35;f来

(6.65わであった。これらの菌型別は表1の如くう

E. coli 5/362株で 1.4 % , Intermediate 21/76株で

27. 6%, aerogenes 9/86株で10.5%, Irregular Type 

0/7株で Intermediate 耐性株が見られた。

E. coli Intermediate I A. aerogenes I Irregular Type I Total 
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Tested 
No. 

76 I 21 I 27. 6 I 86 I 9 I 10. 5 I 7 I o I o I 531 362 

表 2 食品及び関保試料より S斑耐性大腸菌群の検出

食 仁仁I仁1r 一般食器 手 指 マナイ タ Total 

Tested 
Pos. 

Tested 
Pos. Tested 

Pos. 
_._ v" I Tested 

No. 
No. % 

No. 
No. % 

No. 
No. % 

No. 11.r I o/ No. 

90 50 55.6 46 15 32.6 130 44 35.8 45 I s4. 9 I 312 

E耐 Ac 
2 2.2 2.2 。 3 I 5. 1 I 6 I 1. 9 

22 24. 4 I 5 I 10. 9 I 27 I 20. s I 24 I 45. 3 I 78 I 25. o 
の

23 I 25. s I s I 10. 9 I 10 I 7. 7 I 15 I 28. 3 I 53 I 16. 9 
型別 In 

Ir 5 I 5. 5 I 5 I 10. 9 I 7 I 5. 4 I 9 I 16. 9 I 26 I s. 3 

C=E. coli, A=aerogenes, In=Intermediate, Ir=Irregular 

＊東京都立衛生研究所 食品部
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(32.6%），従業員の手指 44/130人（35.8%）に検出

されたがマナイタではさらに高率の 45/53検体（84.9

%）に見られ，総数312試料中 154すなわち約半数か

らSM耐性菌が検出された。菌型別では E.coli 6株

(1. 9 %) , Intermediate 53株（16.9%), aerogenes 

78株（25.. 0%), Irregular 26株（8.3%)

でaerogenes型の耐性株が高率に検出されたO

3）分離大腸菌株の耐性度：

s M耐性株として分離された 177株の耐性度は表3
の如くで， E.coli77. 8%, aerogenes 92. 9%, Inter同

mediate 73. 1 % , Irregular 69. 9 %が 200単位／ml

以上の高度の耐性能を示した。

E.coli 。 7 9 
A. aero尽enes 。 5 78 84 

Intermediate 。 6 8 38 52 
Irregular 。。 31 32 

4）耐性 E.coli 12株の耐性因子：

SM, CM, TC  3剤の何れかに耐性の見られた

E. coli 12株の耐性悶子をしらベた結果は表4に訴す

表 4 耐性 E.coli12株の耐性因子

s h在.CI\在 ISM•TCI SM  I C h在 iTC  

2 2 6 

如く， SM, CM2剤耐性1株， SM, TC2剤耐性

2株， 1剤にのみ耐性の見られたものSMに2株， C

Mに1株， TCに6株あった。

総措，結論

抗生剤の使用が逐年増加しているO 従って大腸菌の

耐性株も増加して来るであろうことは，健康者から分

離された耐性大腸菌の率は余り高くなかった1)が，結

核入院患者からは極めて高率に検出されたわとの報告

からも示唆される。故に食品関係におる抗生剤耐性菌

の占める率も逐次高まるものと思われる。私等は昭

和38年中に食品及びその関係の 312試料中の約半数

154からSM耐性株を検出し，これらの 87%に， 200

単位／ml以上の高度の耐性が見られた。耐性 E.coli 

12株中には， 2剤耐性株がSlVI, CMに1株， SM, 

T Cに2株あったが， SIvL CM, TC  3剤耐性株が

見られず，このことは尿使由来大腸菌耐性株に多剤性

のものが多いとの報告と異る所である。この報告が何

らかの参考になれば辛であるO

( 113) 
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18. 白米食の場合の Ca利用におよぼす

Lysine, Threonineの影響

食餌性蛋白質が量的，質的に低いとき，あるいは食

餌中に必須アミノ酸が不足するときには Caの利用の

低下することが知られているO さらに Caの吸収とア

ミノ酸の投与方法との関係について，アミノ酸の胃管

投与は Ca利用に効果的であったが，非経口的投与は

影響を与えなかった。したがって，腸管よりの Ca吸

収にアミノ酸は効果的に作用するといわれている。

このように， Ca吸収と蛋白質およびアミノ酸投与

との関係についての報告1).2）はあるが，これらはいず

れも或る一定期間，被験動物を断食させ，その後，被

験物を投与して得られた成績である。ところで，通常

の飼育下におし、ても飼料中蛋出質あるいはアミノ酸の

不足が Caの吸収低下を来たし，骨形成に影響をおよ

ぼすか否かを知るために本実験を試みた。

実験方法

被験動物として体重 45g前後の Wistar系ラット

c (') )30匹を用いた。
飼料としては白米90～91%，大亙油5%，塩類混合

物（Caは除く） 3%, ビタミン混合物 1%よりなる

基礎飼料に，第1群にはCaCOs0. 3%, DL~Lysine 

0. 4 % , DL-Threonine 0. 2 %，第2群には DL-

Lysine 0. 4%, [DL-Threonine 0. 2弘、第3群には

CaCOs 0. 3%, DL-Lysine 0. 4%，第4群には

CaCOs 0. 3%をそれぞれ添加し第5群には基礎飼料

のみを投与した。

この飼料で各群の動物を約1カ月間飼育後，被！験動

物の大腿骨および切歯を取りはずし各群の骨中無機

組成を比較することによって，投与アミノ酸の影響を

観察しようと試みた。

飼料中の Lysineは正常の骨代謝に必要であること

が知られている必須アミノ酸の代表として選び，Threo・

nineに関しては白米を飼料とするときには Lysineと

ともに Threonineを添加すると，ラットの成長の増

加することがしられているので添加した。

試料中の Ca は A•O•A•C の徴量法， P は Fiske

& Subbarowの方法で測定し， えられた各分析数値

東京都立衛生研究所
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については推計学的に検定を試みた。

実験結果および考察

1. 被験動物の発育

CaC03, Lysine, Threonineの添加群およびLysine

Threonineの添加群が他の3群に比して良好であるo

Pecora3), Harper4), らが白米飼料に0.2～0.4%の

Lysineを添加したが， ラットの成長は Lysineを添

加しないものに比してよくならず，それに0.2%程度

の Threonineを添加したら成長が増加したといって

いるように，白米を飼料としてラットを飼育する場合

には Lysineとともに Threonineの添加が必要であ

る。

Table 1 The growth of experimental 

animals (average value). 

Starting Final Total 
Group Supplements wt. wt. feed 

1 CaCOa, DL-Threon'n e 45. Og 93. 7g 278g 
DL-Lysi e 

2 DL-Threonine 45.2 91. 5 278 
DL-Lysine 

CaCOa 45.2 72. 7 263 
DL-Lysine 

Ca CO a 45.0 73.2 281 

45.2 70.5 268 

3 

4 

5 

幼若動物では低 Ca食より高 Ca食の方が体重増加

率が高くなるといわれているが，本実験における Ca

添加飼料の Ca含量は117mg%,Ca不添加飼料で12

mg%と，し、ずれもラットの所要量にはみたなく，か

っ蛋白質合量の少ない白米を基礎飼料とするときには

Lysine, Threonineを投与する方が成長を促進する上

に効果的といえる。

2. 硬組織の Ca,P量

2-1 灰分量

大腿骨については，飼料にCaを添加した群と添加

しない群との間には明らかに差がみられる。 さらに

Caの補給をうけた 1,3' 4群の間にも差があり， 1群

の大腿骨灰分量が高し、。この理由はよくわからないが，

Ca, P以外の無機成分lこ差があるのかもしれない。

切歯も大腿骨と同様，飼料に Caを添加した群と添

c 114) 



加しない群との間に差がみとめられる。 Caの補給時

うけた群間で、は，はっきりと推計学的に差はみられな

いが，大腿骨の場合と異り， Caのみ添加した4群が

高い値を示している。さらに Caの補給をうけなかっ

た2, 5両群の間に差がみられ，基礎飼料のみで銅育

された5群が高値を示し，大腿骨中のそれとほぼ，間

｛直を示している。

Fig 1 

Average value of Ash weight, Ca contents 

and P contents in Femur and Incisor per 

one piece in different experimental diets 

ないが，切歯において基礎飼料にCaのみ添加の4群

が灰分量の場合と同様， 1, 3群より多く含有する結

果をえた。 また， Ca不添加群については5群の切歯

Ca量が大腿骨のそれを上廻る結果をえた。

Table 3 Calcium contents(mg) in Femur and 

Incisor per one piece, respectively. 

Group Femur Incisor 

1 19.0士0.9* 12.2士0.4 *:Mean土SE.

2 10.2士0.6 9.0士0.3

3 17.1士0.6 10.8士0.5

4 16.5士0.9 13.6士0.4

5 9.3土0.5 9.9士0.4

fed rats. 2および5群の切歯中 Ca含量が大腿骨中 Ca{uに近

Femυr IncLsor い，あるいは上廻る値をえたことについては，飼料中の
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Table 2 Ash weight in Femur and Incisor 

per one piece, respectively. 

Group Femur Incisor 

1 49.9土1.O* 33.6士1.1 *:Mean土SE.

2 29.1士1.1 24.2土0.6

3 44.6士1.3 31. 7土1.1 

4 43.5士0.7 36.0士1.4 

5 26.9士1.4 27.5士0.9

2-2 Ca含量

大腿骨，切歯ともに飼料への Ca添加群 (1, 3' 

4群〉と不添加群（2' 5群〉の間に差がある。 Ca

添加群については各群の大腿骨中 Ca量に差はみられ

。 Ca不足に伴い体内に保留している Caを歯牙へ廻し

たことによるものと考える。第 1図にみられる傾向よ

り，大腿骨の形成には Caとともにアミノ酸が必要の

ようである。断食ラットによる WassermanDらの実

験でも， Lysine, Arginineの経口投与が放射性 Ca

およびSrの骨沈着に効果的であるとしている。

McClure5）は飼料あるいは飲料水に Lysineを添加

すると，むし歯の発生を減少させるとし、ぅ。本実験で

は餌料が正常性に欠けていたためか切歯の形成に，必

ずしもアミノ酸が必要とはいえないような結果をえた。

2-3 灰分中の Ca含有率

大腿骨，切歯ともに各群間に差はみられず，平均36

%であつに。

ロ
ム

Table 4 Calcium contents in Ash weight(%) 

Group Femur Incisor 

1 38.1士1.9* 36.3土1.2 *:Mean土SE.

2 34.9士1.4 37.3土1.6 

3 38.3土1.0 34.1士1.0 

4 38.0土2.3 37.9土1.5 

5 34. 7士1.3 35.8士1.0 

Braham6）らは雛について骨灰分中のCa,P量は餌

料中の Lysineレベルに関係はなかったとのべている。

2-4 P合最および Ca/P

大腿骨および切歯中のP量は Ca含量と同様，飼料

中Ca添加群は不添加群に比して高値を恭している。

これは飼料中の Ca/Pに由来するものであろう。（Ca

添加飼料の Ca/Pキ1/3, Ca不添加飼料の Ca/Pキ

1/30) 

骨中の Ca/Pについては，骨中の CaおよびP含量

が低くても大体一定した数値を示し，平均して約2で

あるO 切歯においても大腿骨と同様の比を示し，この

数値は Likins？）らのそれに一致している。

c 115) 



Table 5 The ratio of Calcium and Phosphorus 

in Femur and Incisor. 

Femur Incisor 

Group Ca(mg) P(mg) Ca/P Ca(mg) P(mg) Ca/P 

1 19.0 9.3 2.04 12.2 6.2 I. 97 

2 10.2 5.2 I. 96 9.0 4.6 I. 96 

3 17.1 8.7 I. 97 10.8 5.6 I. 93 

4 16.5 7.6 2.17 13.6 6.3 2.16 

5 9.3 4.6 2.02 9.9 5.2 I. 90 

要 約

体重45g前後の8ラットに， 白米を基礎とする飼料

を用い，これに CaC03,DL-Lysine, DL-Threo-

nineのいずれか，あるいはこれら全てを添加したと

きのCaの硬組織への利用を観察した。

1）白米を基礎飼料とするとき，ラットの成長には

Lysine, Threonineの投与が効果的である。

2）従来の報告にみられる断食ラットの場合のよう

な明瞭な成績はえられなかったが，硬組織ことに大腿

骨への Ca利用には飼料中に Caとともにアミノ酸の

存在することが必要のようである。しかし切歯につい

ては，このような傾舟はみられなかった。

3）硬組織中の CaとPの比は飼料組成にかかわら

ず，略2: 1で、あった。
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19. 即席ラーメンへのピタミン B2強化について

即席ラ｛メンは特殊栄養品として，かなり広範囲の

層に親しまれており，われわれの食生活において，

食の代用またはそれに近い形で使用されているようで

ある。したがって，それ自体，本質的に充分，栄養的

に意味をもつものでなければならなし、。

しかし，過去数年間の収去成績より，即席ラーメン

のピタミン B2（以下B2と記載〉含量が標示量未満の

ものや，ぱらつきの多いものがあることより，即席ラ

ーメンに B2を強化することの有意性にかんがみ，製

造工程中における変化と損耗度を把握し，特殊栄養食

品としての郎席ラーメンの質的改善に資するため本試

験を行った。

試験方法

某即席ラーメン製造工場に依頼して規定量の B2を

添加してもらい，各製造工程毎に試料を抜きとり，即

席ラ｛メン製造工程中における B2の変化をみた。つ

いで製品化されたものについて，保存，販売上 B2損

耗におよぼす光線の影響を経日的に観察した。さらに

実験室の段階において数種の各種原料別かんすいと

B2損耗度の関係をみ， 同時にこれらのうちの数種の

かんすいを用いて即席ラーメンを試作し，その過程中

の B2の変化をみた。

即席ラーメンの試作にあたっては，小麦粉 250gに

3%の食糧を含有するかんすし、 70ccを加え， 20分間

混浬後，ぬれ布をかけて暗所に30分間放置，ついでこ

れを麺板上にて麺棒を用いて圧延し切断した。つぎに

これを 100°C で5分間蒸麺し，その後植物油を用い

170°Cで2分間作用させたO

B2測定はルミフラピン法n,pH 測定は A•O•A•

C法2）に準じておこなった。水分測定は試料を粉砕し

約3～5gを水分測定用秤量皿に精秤し， 105°Cに調節

した乾燥機を用いて5時間乾燥し，デシケ｛タ｛に約

1時間放置後精秤し，試料の加熱減量をもって水分量

としたO 脂肪は水分測定試料を用い， Soxhletの装置

によって測定した。

試験成績

の企業工韓中におけるピタミン B2変化

＊東京都立衛生研究所栄養部
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計算上， j京粉に l.2mg%の B2を添加したものを

用い，某即席ラ｛メン製造工場に依頼し，本試験用の

試料ーを調製した。その結果は表1に示すようにラ原粉

においてすでに B2の減少がみられ，さらに工程のす

すむにつれて B2の損耗度が甚だしくなる傾向がみら

れ，製品化された場合には標示規定量0‘5mg%を下廻

る結果となったO

計算上 1.2mg%の部で B2を原粉に添加したにも

かかわらず，分析上0.69mg%しか B2を検出するこ

とができなかった。これは原粉に対する B2の混合が

均一化されていないことによるものと考える。筆者ら

が，さきに業界，団体の協力を得ておこなった試験に

おし、て，企業工程における B2強化法を検討したとこ

ろ3)' 広範囲の B2分散をみとめたが， Premix法を

適用したところ，短時間の混合で満足すべき結果をえ

た。

表 1 即席予四メン製造過程中の院の変化

｜水分%IB1 mg%ド2叫
小麦粉 15.28 1. 20 0.69 0.69 

；毘浬 27.87 0.38 0.45 

蒸す 29 81 0.35 0.42 

味付 38. 76 0.29 0.40 

揚げる 5.24 0.88 0.35 (0. 40) 

2) 即席ラ｛メン中のビタミン B2の光線による経

日的変化

某工場の製品について，光線による経目的変化を観

察したO その結果は表2に示すごとくである。

表中の暗所とは，段ボール籍につめたまま保有した

状態であり，直射日光とあるのは，一般小売店の店頭

販売とほぼ同一条件におくために，直射日光が硝子戸

越しにあたる机上を選んだ。また蛍光灯下とは，デパ

｛トの商品展示台に置かれたものと同じような状態下

におかれたものを示す。

B2減少率は，直射日光下で最も大きく，ついで蛍

光灯下，暗所の）I買となり，また直射日光下では7日で

半減する結果が得られた。
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表 2 即席ラーメン中のB2の光線による経目的変化（A社製品〉

経過日数
暗 所 直射日光 （机上〉 蛍 光 灯 下

定量値 mg% 滅少率% 定量値 mg% 減少率% 定量億 mg% 滅ノ山市止や

2 0.54 。 0.38 29.6 0.45 16. 7 

5 0.54 。 0.32 40. 7 0.52 3. 7 

7 0.54 。 0.27 50.0 0.40 25.9 

9 0.54 。 0.26 51. 9 0.40 25.9 

12 0.54 。 0.27 50.0 0.40 25.9 

20 0.54 。 0.22 59.3 0.40 25.9 

30 0.54 。 0.20 63.0 0.35 35.2 

60 0.47 13.0 0 15 72.2 

90 0.45 16. 7 0.06 88.9 

表 3 かんすいと B2損耗の関係

，－検～査1項1 目ー ～か～1ん～す～い～ 蒸溜水 NaaP04 Na2COa KzCOa Na§Oa Kz Oa Kz~%4 Na2 

暗所 暗所

V.B2 mg% 0.8 0.8 0.8 0 9 0.8 0.8 0.8 0.8 

pH 4. 7 10.5 10.5 9.5 9.4 9.6 10. 4 10. 5 

10分間後の B2減少率% 。 。 。。。 。 7.6 10. 0 

30分間後の B2減少率先 。 12. 5 。 17.5 。 18. 7 16. 7 30.0 

60分間後の B2減少率% 。 28.5 。 32.0 。 30.0 32.5 34.4 

180分間後の B2減少率% 0. 7 59.4 。 63.0 5 61. 5 61. 9 80.0 

表 4 実験室におけるかんすい別による即席ラーメン製造過程中のB2の変化

よ孟て孟庁｜
pH ｜水分%！脂肪広 lB2 mg% ｜（無B1物mとg%して〕

小麦粉｜ 6.40 13. 76 0.64 0.64 

A 10. 40 
B 10.40 

かんすい c 8.50 
D 11. 31 
E 10. 10 

A 9. 13 34. 72 0.46 0.59 
B 6.00 33.60 0.45 0.58 

i昆 浬 c 5.05 34.96 0.47 0.62 
D 7.88 31. 21 0.47 0.59 
E 8.43 33.31 0.35 0.45 

A 9.54 33.68 o. 18 0.23 
B 4.44 32.80 0.42 0.54 

蒸 麹 c 5. 10 32. 77 0.46 0.59 
D 7.69 30. 71 0.47 0.58 
E 8. 71 32.53 0.29 0.36 

A 9.43 4.26 14.53 0. 18 0.20 
B 5.20 3.87 18.92 0.36 0.40 

揚 麺 c 4. 79 3.47 21. 34 0.40 0.46 

~ 7.56 3.93 19.08 0.41 0.46 
8.50 4.20 15.01 0.32 0.34 

〈注） A…KzCOa + Na2P04 D .. ・NaaP04 
B…KzCOa + Na2P04 + GDL E…Na2COa十KzCOa
C…田辺製薬株式会社特許かんすい ＠表中の数値はし、ずれも平均値を示す。
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これらのことから製造されてから相当日数経過した

もの，あるし、は製品の陳列場所により B2の損耗が大

きくなることが考えられる。 B2 vこ対する光線の影響

を考慮するとき，現在使用されている包装紙の改良に

よって或る程度 B2の損耗を防ぐことができると考え

る。

めかんすいとビタミン B2損耗の関係

Ba濃度を 0.8mg%とし，各かんすいについてB2 

減少の変化をみたところ，表3に示すように，リン酸

三ナトリウムが他のものに比べて B2損耗度が少なく，

ついで炭酸塩系統のJI民となった。また，暗所におし、て

は，リン酸三ナトリウム，炭酸ナトリウムともに良好

な成績を得た。

4) 実験室における即席ラーメンの製造とビタミン

B2残存について

炭酸カリウムラリン酸二ナトリウム混合のかんすい

は， B2の損耗を大きくする傾向が表3よりみられる

が，これを使用した場合（A），およびこれに食品添

加物として許可されており，食用油の酸化防止作用の

あるグノレコノデルタラクトン（GDL）のを添加したも

の（B），および中華麺用として田辺製薬株式会社が

特許むを得たものに準じてつくったかんすい（C),

さらにリン酸三ナトリウム（D），炭酸カリウム＠炭

酸ナトリウム（E）の 5種のかんすいを用いて，実験

的に即席ラーメンを作り，その各経過における Baの

残存量を比較した。

表4，図 1に示すように0.64mg%の B2を含有す

る原粉を用い，かんすいとの混浬の過程ではEにおい

て B2の損耗が大きし、。また蒸麺，揚装置IではAにおけ

る B2の損耗が甚だしし、。全体的にはC,DついでB

が良好である。

混浬の過程では。いずれの製品も原粉中 B2量が約

30%減少しているが，蒸麺，揚麺の過程ではAを除き

混浬後の B2との間に大差はみられなし、。これは混涯

において，かんすいのアルカリ性が B2の破壊を来し

たものであり，さらに僅かながら光線による影響も考

えられるであろう。

要 約

収去検査の結果より，即席ラーメンの B2含量が表

示量に満たないものやまたノ〈ラツキの多いものがある

ことより，却席ラーメンへの B2強化について2' 3 

検討を試みた。

①小売店の店頭販売に際しては，即席ラーメンの

陳列場所に考慮を払うこと，さらに現在使用されてい

る包装紙を改良することが望ましいと考えるO

図 1
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② 使用するかんすいによって、 B2損耗度にかな

りの差がみられる結果をえた。

③ 実験的に即席ラ｛メンを作り， B2損耗度を比

較したところ，かんすいの pHの低い田辺製薬株式会

社の特許かんすい，ついで炭酸カリウム＠リン酸ニナ

トリウム •GDLの混合物およびリン酸三ナトリウム

を用いたものが， B2残存率が良い結果を得た。また

本試験においては，かんすし、として炭酸カリウム，リ

ン酸ニナトリウムを用いたものを除き，混涯後の甚だ

しい B2の損耗はみられなかった。
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20. 日常食品の酸価およびアルカリ価

I 市販食品の酸価，アルカリ価およびそれの献立応用について

緒雷

われわれが摂取する食物の中には，代謝の結果，体

内において酸を生成するものと，逆にアルカリを生成

するものとがある。そして血液を酸性にするものを酸

性食品，アルカリ性にするものをアノレカリ性食品とい

っている。これは食品に含まれる無機元素によって左

右され，体内で酸を生成するものは，食品中のs,p, 
Clであり，アルカリを生成するものは， Ca,Na, Mg 

kなどである。

健康を保ち，生命を維持するには，血液はつねに弱

アノレカリ性で、なければならない。

健康なる場合，食事による酸中毒症，アルカリ中毒

症はおこらないとはいえ，日常，食品の組合せには，

栄養素の必要量を考慮すると同様，酸価，アノレカリ価

のパランスも考える必要があると思われる。

食品の酸価，アルカリ｛面については，古く佐伯らが

日本食品成分総撞1）に，食品のアノレカリ度のみを発表

している。これは NaおよびKによるアルカリ度と，

石灰および苦土によるアルカリ度と，全アノレカリ度が

記されているので，その食品が酸性食品か，アノレカリ

性食品かを見わけるには困難であるO また西崎2）によ

る食品のアルカリ度表は，灰分lg当りのアルカリ度

で示されているが，これを計算に使なように，食品100

gのアルカリ度とされて，各方面で引用されている。

しかし，いずれも，ある限られた食品について測定

されているようなので， 1953年，笠原3）により発表さ

れた，酸性成分の散逸を防ぎつつ灰化し，フェノール

フタレインによる滴定法およびカチオン交換樹脂応用

の酸価，アルカリ価測定法を用い，動植物性食品あわ

せて，数10種について測定を行い，さらにそれらの献

立への応用および昭和37年度国民栄養調査の，全国平

均 1人1日分と，昭和45年を目途とした食糧構成基準

についても算出を行ったので、報告する。

＊東京都立衛生研究所栄養部

西

五

子ネ

郎＊
田 甲

孜

1. 試

試料および実験方法

料

実験試料はすべて都内小売店より購入したものであ

る。しかしこれら試料の，産地，収かく時期等につい

ては不明である。

2. 実験方法

笠原法により行った。

（叫食品はすべて可食部のみを細かく粉砕し，その

中よりlOgを精秤し直径6cmの磁製ノレツボにて，ク

ロ｛ルの散逸を防ぐためN/10KOHを加えて乾燥後，

14～20時間完全白色灰化した。

(b) この灰化試料を 1NHCIで溶解して，一定量

とし，フェノールフタレインを加えて， N/20NaOH 

にて滴定した。この滴定値をzとし，次の計算式によ

って

{ } 100一正ならばアノレカリ価10一（2十一ι〉｝×一一一
2 J 20 負ならば酸価

注目： 20mlの灰分溶液に含まれる N/10HClの

ml数

2 : 20mlの灰分溶液に含まれる N/10KOHの

ml数

十： 20mlの灰分溶液を中和するに必要な
N/10 NaOHのml数

得られた数字が正のときはアルカリ価，負のときは

酸価とした。

(o) また，さきの灰分溶液をカチオン交換樹脂を通

過させ，そのろ液を N/20NaOHで滴定して，総酸

度とした。

(d) 以上の数値から，アルカリ性食品にあっては，

総酸度とアルカリ価との和を総アルカリ度，酸性食品

にあっては，総酸度と酸価との差を総アノレカリ度とし

た。〈図 1)

又，笠原の実験においては，燐酸塩による滴定誤差

を除去するため CaCl2を加えた測定値も発表してい

るが，加えない値がシヤ｛マン法の数値に近いとして

いるため，本実験においては CaCl2 を加えない値の
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図 1

酸任食 ア）~力リ i ／生食

みを揚げた。

結果および考察

表 1に食品44種につき，総酸度，総アルカリ度，酸

｛間，アルカリ価を示した。

通常，穀類，獣肉（牛，豚，鶏，馬〉，魚貝類，豆類，

（落花生，えんどう等〉， 卵黄，ラード，ヘット，ピ

ーノレ，清酒は酸性食品であるといわれ，野菜類，乳類，

果実類はアルカリ性食品といわれているが，食品中に

は例外もあり，動物性食品でも卵白や乳類はアノレカリ

性を呈し，野菜類の葱やアスパラガスは酸性である。

また，大豆や枝豆はアノレカリ性であるが，これを加

工した躍もどき，生揚は酸性食品であった。著者らの

値は，四時が発表した食品のアルカリ度表と比較して

酸性食品は一般に値が低く，アノレカリ性食品は高い値

を示し，アルカリ性でも果実類は西l時の値よりアルカ

リ価が低し、。全く逆の食品に，本実験では玉葱が酸性

であり，乾のりがアノレカリ性となった。

また笠原の北海道産食品数種の測定値と比較すると

（以下＋はアルカリ価，ーは酸価を示す〉。

笠原氏 本実験

牛乳 十2.71 +3. 86 

白米 -4. 99 -4. 54 

林檎 +2. 53 + 1. 35 

で白米の数値は近似であるが，牛乳，林檎の差につ

いては，産地が異るためと，牛乳は濃厚を用いたため

によるものと思われる。

つぎに表1に示した食品を使って 1日分の献立を作

り，その酸価，アルカリ｛屈をみたのが表2であるO 献

立内の食品は表uこ示すものを使用し，その使用量は

香川ら発表むの食品群別摂取量のめやすにより作成し

表 1 カチオン交換樹脂の応用による食品の，酸価，アルカリ価

食 ~F日l 名 ｜総酸度｜出l酸価｜：叫食 口fコ口 名 ｜糊度（総アルl酸価i…カリ度 リ価

3.35 7. 70 4.35 
スパゲ、ッティ 8.87 3. 17 5. 70 4.54 8.31 3. 77 

さつま芋｜ 茄キピう ーャ ベマ 子どγ ツ

3.23 7. 11 3.88 

7.51 2.22 6. 18 3.96 
2.65 5.99 3.34 

校雁生 も ど 一揚き児
12.91 16. 73 3.82 3.80 5.54 1. 74 

12.84 9.56 み ょんんうげどが
12.03 8.80 

11.85 10.62 1. 23 さやい ん 5. 76 6.61 0.85 
さやえ う 1. 45 4. 92 3.47 

13. 18 4.01 
カリフラワー 4.95 8.23 3.28 

19.39 15.34 3.99 
アスパラガス 3.00 2.93 0.07 

20. 84 13.65 7. 19 長白
菜葱葱ら

3.88 4. 78 0.90 
11. 48 6.49 4.99 

玉 5. 76 4. 21 1. 55 
15.02 14. 561 0.46 

4. 12 2.05 2.07 
11.80 10.55 1. 25: よミ ど う

jα α 6' 羽:: 
5.34 3.63 

鶏卵卵 卵黄白
17. 19 10. 75 すり い か 0. 1. 75 1. 35 

んこ 0. 2.05 1. 35 
11. 75 12.25 0.50 0. 2. 13 1. 43 
13.82 6.07 7. 1. 70 

牛 手LC濃厚〉｜
3. 3.98 0.95 

3.86 夏みかん 0. 4.34 3.48 

18. 15 0.81 
にんじ 5. 75 14.47 8. 72 5.46 8.02 2.56 

試料lOOgに対する 1定規液のcc数で表わすD
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表 2 酸師，アルカリ価をみた献立の一例

料 理 名 食 l=l口口 名 使用量g 酸アルカリ価価（（ー＋〉〉 備 考

朝
米 飯 米 150 - 6. 81 蛋白質 85.6g 

30 十 0.11 
み ぺヲご 汁 さつま 50 + 3. 76 脂質 52.5g

さやえんど 10 + 0. 42 
食 酢漬

の
物物
カリフラワ｛ 50 + 1. 64 糖質 359.9g
キ ヤ ""' ツ 30 + 1. 16 

熱量 2,292カロリー

スパゲッティ 70 - 3.00 

昼 豚ビ
ひ き 肉 60 - 0.25 

スパゲッティ
｛ ーマ ン 10 + 0. 17 

玉に トんピ油麦ュじ 葱ん

50 - 0. 78 

ミートソースかけ
20 + 1. 74 
10 

小粉 8 

食
トマ ーレー 60 

牛果 手物L 
三牛百矛ミー

手し 180 + 6. 30 
み 力、 ん 50 十 1.74 

米 飯 150 - 6. 81 

清 汁
30 + 6. 05 

タ
20 - 1. 29 

さ し み
70 - 2. 81 
20 十 0.66
100 十 3.29
50 - 1. 65 

食 煮 物 20 - 0.25 

漬 物 キ ヤ
J、、< ツ 30 十 1.16 

恥＂＂仏1、 言十 1, 250 
23 
十28.20

lOOgのアルカリ価 + 0. 36 

たものである。

魚貝肉類と卵類で 179g，穀類378g，豆類80g，芋類

100g，緑やさい120g，淡色やさい280g，乳180gが使

用してあり，その栄養価は，蛋白質85.6g，脂質52.5

g ，糖質359.9g，熱量2,292 Calとなっている。

朝食については，米のみが酸性食品で，みそ汁，酢

の物，漬物はすべて野菜類のため，酸価6.81，アルカ

リ価7.09で， lOOg当りのアルカリ価は0.09である。

昼食は，主食にスパゲッティを用い，ひき肉と野菜

のソースをかけ，牛乳 1本に夏みかんで，一食分の酸

｛面4.03，アルカリ価9.95で・lOOg当りのアルカリ価0.34

である。

夕食は，酸性食品の，米，卵，まくやろ， l躍もどき，

鶏肉で酸価 12.81，対するに， ほうれん草ι大根，キ

ャベツでアルカリ価11.16となり， lOOg当りの酸価は

ο. 34である。

一日分の合計では酸性食である穀類，魚貝類が重量

として 548g，アノレカリ性食である乳類， 野菜，果実

類が740gで，その割合は 1: 1. 4であり， lOOg当りの

アルカリ価は0.36で，わずかにアルカリに傾いた中性

( 122) 

に近い数字といってよかろう。

また，厚生省発表の昭和37年度国民栄養調査の全国

平均1人 1日当り摂取栄養量の酸価，アルカリ｛面を表

3に示すO 穀類はすべて米の酸価をもって算出し，芋

類はさつま芋のアルカリ価で算出した。 lOOg当りの

酸｛聞は0.44で中性に近い酸性であるO この摂取食品を

酸性食，アルカリ性食に分類すると，前者の穀類，魚

貝類で、566g，後者の乳類，野菜，果実類て＇ 460gで、約 1

: 0. 8の割合となり，酸性食品がアルカリ性食品より

多くなっており，これを厚生省発表の昭和45年を目途

とした，食糧構成基準に比較すると，いも類，卵，乳，

緑黄色やさい，果実等が不足を示している（図2)

そこで，乳類を現在の2倍に，緑黄色やさいを3倍

に増やし，逆に肉類，その他のやさい類を幾分減らす

ことにより，表3の45年目標の酸価，アノレカリ価の数字

が現われ， lOOg当りのアルカリ価0.72となる。吉村6)

によれば，酸価 1.5程度では生理学的には殆んど問題

はないとしているが，栄養最や食品の組合せの点から

いって中性に近いアルカリ価の献立が妥当のように思

去っれる。
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総括

1) 笠原法により酸価，アルカリ価の測定を行なっ

た結果，岡崎発表のアルカリ度表に比較し，酸性食品

は一般に低い数値を，アルカリ性食品は高い数値を，

但し果実については低い数値をみた。また，逆に玉葱

が酸性，乾のりがアノレカリ性となった。

2) さらに，食品群別目安表を基準にして作った献

立は，栄養量が適切であることは勿論だが，酸価，ア

ルカリ価の算出を行なっても，中性に近いアルカリ価

を示し，この点からも目安表を用いることは｛足利であ

る。
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3) 昭和37年度国民栄養調査結果はう熱量， Ca，ビ

タミン類が不足しており，それが，酸（面，アルカリ価

にも現れ， lOOg当り酸価0.42であった。

4) 昭和45年目標基準で、算出を行なったところ，

lOOg当りアルカリ価0.72となった。
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21. 日常食品の酸価およびアルカリ価

Il 都内某集団給食施設の栄養摂取状況と
その酸｛面，アルカリ価について

緒 宅＝－－= 
さきに市販食品について，その酸価，アノレカリ｛面を

報告した。今回は都内某集団給食施設の朝夕食と昼食

弁当につき，栄養摂取状況を調査し，同時に参考資料

として，酸価，アルカリ価を測定したので、報告する。

調査方法

対象都内某会社独身寮，入寮者70名の朝夕食と会社

給与の昼食弁当

期日 昭和39年2月～3月5日間，昼食については3

日間

西

五

甲

孜

子＊

郎＊
田

島

方法栄養摂取状況は，採取した食事につき，個々の

食品を秤量の上，食品成分表1)により算出を行

なった。

政価，アルカリ価の測定については，朝夕食および

弁当の各 1食分を，主，副食別々にホモジナイザ｛で

粉砕し， I報と同様，笠原法2）により測定した白

結果および考察

まず，調査をおこなった5日間の栄養摂取状況は表

1の如くである。いま朝夕2食分の平均値を‘軽い労

作の男子所要量2/3日分と比較してみると。

表 1朝夕食及び弁当よりの摂取栄養量

リ｛｜蛋白質i脂質i糖質！カノレシI1Jンi鉄｜

区分iCal lj g r・g 'I g 1~：｝ 1 mg I 山常l1trt~~l1Du.I ！~I ！~ I子I;g 
制第 l日Ii,658 lc2i:2~1 46.31289.11 お41 釧 12.61 1，叫釧 1,103 111 o叫 0叫 I 
；｜第2日i1, 914 lc2~~8~1 5o. 41 305. ll 4771 9681 13. 81 2, 1711 叫あ380，叫 o.571 o. 751 11. I 
勺｜第3日Ii. 878 leム）146. 51 303. 71 州 l，州 16.6；凶 7011, 0151 吋 0叫 o.s21 19. I 

: I : : : I : : ：：~ I：：羽：：；山I：~J ,.::rj ＇·：~］に；：I ：~： ::! :: ::! ,:: :1 :: 
.N  I平 均I1, 835 k山2145. 11 310. 91 吋州 12.3[ 1, 1181 346, 2, 2901叫0.561 o付12.21 68 
ザ1日l叶；；ヲゾ 1叶 731「1:I 3~ •1 s:i o) o ＇ ~I o. o:i 3. i 
引：：：I::: ！~＇~：~ 2:::: ::J ~ :::1 ~~ ：~ ] ~ !£a~： ::1 ::] 
当l平均l5891ぷ－~， 13. 41 97. 61 591 判 1.71 601 241 1付 5310. 2?/ 0. 111 4.可ユ

（ 〉内は動物性蛋白質

摂取量 所要量

熱量 1,835Cal > 1, 660Cal 
蛋白質 61. 5g ｛動蛋31.3~＞ 46g i植蛋30.2ζ 包

ビタミンA 1,1181.U. く 1, 330 I.U. 

i1 D 

グ B1

244 I.U. 

0. 56mg 

く

く

270 I.U. 

0. 90mg 

＊東京都立jfi\f~t.1iff究所栄養部

ナイアシン

ビタミンC

カルシウム

12.2mg > 
68mg > 
469mg > 

8.5m~ 

44mg 

400mg 

鉄 12.3mg > 7mg 

このような結果となり，所要量を上廻っているのは 3‘

熱量，蛋白質，ナイアシン，ピタミンC，カルシウムト

鉄で他は所要最以下である。この給食の特長ともいえ
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表 2 朝，夕食の酸価，アルカリ価

食事重量 f重 別 酸 ｛面 アルカリ価 1 ルカリ価価〈（一＋〉〉

朝夕 副副
食食食

17.31 

第 日
9.62 

(1618g) 主 16. 15 

16. 15 26.93 十 0.67

朝夕 副高1 食食食
16.47 

第 2 日
43.02 

(1864g) 主 16. 15 

言十 16. 15 59.49 十 2.33

朝夕 副副
食食食

18‘49 

第 3 日
16.48 

(1844g) ゴ二 16. 15 

百十 16. 15 34.97 十 1.12 

朝夕 副副
食食食

34. 16 

第 4 日
28.61 

(1763g) 主 16. 15 

16. 15 62. 77 + 2. 64 

朝夕 副高IJ 食食食
34.22 

第 5 日
15.60 

(1612g) 主 16. 15 

16. 15 49.82 十 2.09

表 3 底食弁当の酸化，アルカリ価

食事重量 f重 別 酸 ｛面 アルカリ価 1 
ルカリ

昼 高1 食食 6. 19 
第 日 主 5.47 
(441g) 

5.47 6. 19 + 0.18 

昼 副
食食

1. 56 
第 2 日 主 5.47 
(389g) 

7.03 - 1. 81 

昼主
副
食食

1. 40 
第 3 日 5.47 
(435g) 

5.47 1. 40 - 0.94 

ることは，蛋白質の摂取量が多く，かっその50%が勤 これの酸価，アルカリ｛簡を表2に示すと， 5日間と

物性で占められていることであるO またカルシウムに もアルカリ価に傾いでし、る。酸性食品とアルカリ性食

ついては，従来行なわれた都内の栄養調査3）ではほ 品との割合は， 5日間平均で，朝食では約1: 2，タ

とんどがカルシウム不足で、あったのに比べ，所要量 食では約 1: 15で使用量に比例して何れの日も，夕食

600mg x 2/3食＝400mgを上廼る469mgを摂っている。 に比べ朝食のアノレカリ価が大きくなっている。

この原因は，ほとんど朝食によってまかなわれ，小魚 朝夕2食の費用は，平均して約90円であるが，栄養

の偶者、，海草，豆製品が充分に用いられているためで、 的にも一応軽い労作の男子所要最を充し，動物性蛋白

ある。 質も50%を上廻る状況であるが，喫食者のI啓好を調査
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した結果，濃厚な料理より淡白な料理を大量に好む傾

向にあり，そのため野菜料理が多くなるとし、う。この

傾向は，昼食から来るのではないかと考え，つぎに会

社の給与弁当について調査した。

表 1の3日間平均値を所要量1/3日分と比較すると，

下表のようになり，

摂取量 所要量

執 主」圭豆L 589Cal く 840Cal 

蛋由貿 0. 1ちz ｛動植蛋蛋1~ ： ~~＜ 邑定

ビタミンA 59 LU. く 670 LU. 

// D 53 LU. ＜ 130 LU. 
// B1 0. 27mg く 0. 40mg 

// B2 O. llmg く 0. 40mg 

ナイアシン 4.8mg ＞ 4.5mg 

ピタミンC 22mg 22mg 

カルシウム 59mg < 200mg 
鉄 1.7mg く 3mg

ナイアシン，ビタミンCをのぞき他は所要量を下廻

り，男子の昼食としては質量共に劣り，主食は米とし

て3日間平均が 105g, 副食は一品料理の形態である

ため食品数が少く，昼食の不足分を朝夕食で補ってい

る感がある。

また，酸価，アルカリ価は3日間を通じ，パラバラ

で（表3), 内2日間は酸価を示しその日の酸性，

アルカリ性食品の割合はおよそ 1.5 : 1で朝夕食の逆

を示している。つまり緑黄色やさいの使用量が少く，

3日間平均で僅か80gで、ある。 しかし，レタス，パセ

リの類は毎日つけられているが，果してこれが食べら

れているかが疑問である。出来得ればこれに代るべき

煎済的な野菜類を多量に添えたならば効果が上るので

はないかと思う。

日本人の食習慣からみて，朝食は味噌汁に漬物等で

簡単にすませ，夕食は家族団らんで御馳走と称し，魚，

肉類に重きをおく，そのため朝食に比し酸性にかたむ

きがちとなる。また昼食は，栄養的に考慮された給食

や弁当でない限り，簡単な店や物ですますと，主食に

のみ重きをおき，野菜の不足した食事になりかねない。

古くから，刺身に大根のつま，ビフテキにフライポ

テト，カツレツに刻みキャベツといわれるのは，単な

る体裁や味覚の点だけでなく，酸，アノレカリの平衡を

保つ上からも重要なことなのである。

総 括

1)寮の朝夕食について，栄養摂取状況を調査した結

果，熱量，蛋白質，カルシウム等が所要量を上廻り，

特に動物性蛋白質については， 50%以上を占めてい

たO 酸性食品とアルカリ性食品の重量割合は，朝食が

約 1: 2, 夕食が約 1: 1. 5で5日間ともアルカリ性

であった。

2）さらに会社給与の昼食につき 3日間調査を行なっ

た結果，ナイアシン，ビタミンCをのぞいてすべてが

所要量以下である。

昼食の酸価およびアルカリ価については，調査期間

中の2日間は酸性を示し， 1日間はアルカリ性を示し

たO

3) I報で報告した通り，栄養を念頭において作られ

た食事と，そうでない食事の相違はこの調査において

如実にあらわれ，即ち本調査においても，朝夕食に比

し，昼食は質量共に劣ーった。この是正は特に不足の目

立つ緑黄色やさいを約20%増やすことにより，酸価，

アルカリ価の平衡を保つことが出来，さらにビタミン

類，無機質の補給も充分となることは勿論である。

最後に本調査に御協力演いた，栄養士島津公江氏，

同刈屋諜子氏に深く感謝の意を表します。

参考文献

1）科学技術庁資料調査会：三訂日本食品標準成分表

2）笠原：生化学， 24 3～4 175 (1953) 

3）新井ほか：東京都立衛生研究所報告， 2(1950), 

4, 5 (1952), 9 (1954), 11 (1955), 18 (1958) 
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22. はつ酵乳および乳酸菌飲料の製造に利用される

乳酸菌発育促進物質について（第1報）

近年はつ酵乳ならびに乳酸菌飲料の製造面で，製造

日数の短縮，菌数確保等の自的からいわゆる乳酸菌発

育促進物質と称する種々の物質が利用されている。し

かもこの寝の物質を使用する場合に限り，防腐剤の使

用が許されるところから，はつ酵乳，乳酸菌飲料製造

業者が発育促進物質に対しでかなりの関心を示してい

ることも事実である。防腐剤添加が許される理由は，

発育促進物質の使用によって乳酸菌の発育が促進され

るのみでなく，混在，あるいは混入する酵母等の好ま

しくない微生物の発育が助長され，それに伴なってお

こる異常はつ酵を阻止するにあると去われている。し

かし，もしはつ酵乳，乳酸菌飲料製造の場合，好まし

くない徴生物の発育を防腐剤の添加によって防止しよ

うとするのであれば，それは製造過程，保存等の衛生

管理面を等閑視する安易な思想を助長することになり，

食品衛生の本旨にもとるものと考えられるO またはつ

酵微生物学上発育促進物質使用に当って防腐剤の添加

を必要とする根拠はどこにも見当らなし、。発育促進物

質と称される物質がし、かなるものかも明らかにされて

いない今日，これらの物質について，さらには発育促

進物質と防腐剤の関連について当然検討が加えられね

Jまならなし、。われわれはこれらの問題を解明するため，

まず第一段階として現在発育促進物質と云われる 2,

3の物質が乳酸菌の発育にどのような作用を与えるか

、を検討してみた。以下その成績につし、て報告する。

I 実験方法

ある物質が細菌の発育に対してどのような効果を有

ーするかを検討する場合，大体次のような方法を用いて

いる。すなわち当該物質が細菌発育の誘導期（Lag”

~phase）にどう影響するかをみる方法，あるいは対数発

育期（exponentialphase）にどう影響するかをみる

方法である。さらに菌の発育が最高限度に達した場合，

対照よりどの程度高い菌数が得られるかどうかを測定

恥する方法1）がある。また酸の生成速度が早められるか

＊東京都立衛生研究所 獣医衛生rm
＊＊東京都衛生局 公衆衛生部

田

加藤

郎

栄
士官田木

官
梅

四里

どうかをみる方法1）もある。これは間接的な方法で，

例えば普通にやると 8時間はつ酵したときの酸度が

0.6%であったものを 0.8%にしたかどうかをみるも

のである。一方，普通にやってはつ酵ーするだけはつ酵

させたものの酸度が 1.8%で、あったものを 2.0%にし

たかどうかをみる方法，つまりはつ酵の極限における

生成酸量が対照より多いかどうかをみる方法1),2〕もあ

る。しかしわれわれは，今回取り敢えず，牛乳培地

に発育促進物質と称する物質を添加した後，乳酸菌を

接種し， 24時間ごとに酸生成速度，生成酸量ならびに

菌の増殖状態を観察する方法むを採った。この方法は

これまでに発育促進物質の効果判定に当って地研等が

多く採用した方法で、ある。本実験で対象としてとりあ

げた物質は，現在発育促進物質として利用されている

酵母エキス剤，綜合アミノ酸剤，クロレラ抽出液と，

発育促進に影響を与えると考えられるブドウ糖，無

脂乳閤形分の 5種類である。乳酸菌は通常，発育促進

物質使用の対象となる Lact.acidophilusで，菌株は

畜産試験場分与株を用いた。基礎培地として脱脂粉乳

を10%に溶解した還元脱脂乳を用い，乳酸菌の培養は

37°Cで行なった。乳酸菌数測定は tween80を0.1% 

に添加したB.C.P.加プレートカウント寒天4）により，

酸度は乳酸表示法により， pHはガラス電極pHメー

ターにより，それぞれ測定した。なお，観察は 144時

間まで行なった。

Il 実験成績ならびに考察

1. ブドウ糖の影響

ブドウ糖は通常この種製品の製造に際して加えられ

る3%の添加量の下で検討したO その成績は図 1に示

した。乳酸菌数は当初のスタ｛ター接種量が 1%であ

ったためと思われるが，対照例，ブドウ糖添加例とも

24時間で lee当り 109と最高菌数に達した。以後対照

例では 144時閉までそのままの菌数を維持し，ブドウ

糖添加例は絶対数において対照よりもやや優位の菌数

を維持しながら推移した。酸度は24時間以昨両者間に

開らきを示し始め， 144時間目における両者の差は
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0.05%であった。以上のように，ブドウ糖の存在が酸

の生成量の増大とある程度高い菌数を得る上に効果を

示した。これはブドウ糖が乳酸菌の発育増殖に必要な

エネルギ｛源である以上当然であると思われるO

2. 無脂乳固形分の影響

基礎培地における無脂乳固形分濃度が乳酸菌の発育

増殖と酸生成にどう影響するかをみるために，脱脂粉

乳を1536'含有する培地について対照と比較したO その

成績は図2に示した。乳酸菌接種量は lee当り 102程

度とした関係もあって， 24時間で両者とも 106の菌数

を示し 48時間自にさらに最高菌数の 109に達し，以

後両者間に多少の動揺はあったが144時間まで lQ9の

菌数を維持した。酸度についてみると， 15%濃度の方

が絶対数において対照例よりも始めからやや高い値を

示しながら上昇している。しかし，その差はあまり大

きくはなし、opHの低下は10,?i濃度の方が著しし、。こ

れは15%濃度の方が無脂乳由形分の pH緩衝作用が顕

著であるためと思われる。以上のように無脂乳回形分

が10%ないし15%程度の差で、は乳酸菌の発育にはそれ

ほどの効果はないように思われる。矢野らめは，菌数

は無指乳問形分濃度が2～20%の範囲では濃度ととも

に増大し， exponentialphaseにおける発育速度は，無

脂乳固形分濃度が8～12%の範囲では，濃度とともに

大になるが，それ以上になるとほぼ一定の値を示すと

Fig. l Influence of glucose of the growth 

of Lact. acidophilus 

』一一3°/oLucose 
－一一喝Control

のべている。この点については今後の検討にまちたい。

3. 酵母エキスの影響

酵母コニキスはデイフコ製培地用のものと，最近乳酸

菌発育促進物質として市販しているトルラ酵母エキ

ス6）の2種について検討したO

A デイフコ製酵母エキスの影響

添加量は通常の培地添加量である 0.5%とした。乳

酸菌接種量は lee当り 102程度になるよう接種して観

察した。その成績は図3に示した。乳酸菌数は酵母エ

キス添加例，対照例とも 24時間で 107,48時間で108

に達し，絶対数において酵母エキス添加例の方がやや

高い値を示しながら推移した。しかし，酵母エキス添

加例は5日日頃から菌の減少が顕著になり， 7日目に

は完全に対ー照例と逆の関係を示し，対照例の方が酵母

エキス添加例を上廻わる菌数を示すに到った。酸度は

24時間で対照例の0.16%に対して酵母：エキス添加例は

0. 18%と，僅かに0.02%程度の差であったが， 48時間

自に到り対照例の0.43%に対して酵母エキス添加例は

0.81%と，対照例の約2倍量に達する酸生成を示し

た。 72時間自に酵母エキス添加例は1.28%に達したの

に対して，対照例では96時間で漸ゃく 1.3%と酵母エ

キス添加例が72時間自に示した酸度に達した。 pHは

無脂乳固形分濃度に差がないため，酵母エキス添加例

の方が低い値を訴した。

Fig. 2 Influence of Solid-Not-Fat on the 

growth ef Lact. addoplrllus 
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Influence of Torula-Y east. Extract 
on the growth of Lact acidophllus 

Fig.4 Influence of yeast-extract. on the 
growth of Laet. acidophilus 
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の促進に効果を示したが，デイフコ製酵母エキスを

0.5%添加した場合と異なり， トノレラ酵母エキスの場

合の方がむしろ遅効性で，後期の増殖を支持する傾向

を示し，そのため長期に立って菌数保持の効果がみら

れた点について注目しなければならなし、。しかし，こ

れがトルラ酵母エキスの特性によるものか，あるいは

デイフコ製酵母エキスの場合との量的差異によるもの

かは本実験の範囲では不明である。この点については

今後さらに検討を要する。

4. 綜合アミノi張、剤の影響

実験に供したアミノ酸剤は従来合成酒の製造に主と

して使用されたもので，最近乳酸菌発育促進物質とし

て使用されるにいたったものである。現に一部メ｛カ

｛の中には本物質を使用することにより防腐剤添加の

許可を得ているものがある。牛乳培地への添加量は普

通0.2%としているので，本実験でもこの量の下で検

討した。その成績は図5に示した。乳酸菌接種量は当

初 lee当り 101程度と極めて微量で、あったためもある

が，菌の増殖状況は両者とも極めて緩慢で， 24時間で

両者とも 106, 絶対数においてもほとんどみるべき差

はなく， 72時間自に漸ゃく両者とも最高値の 109に到

達し，その後は絶対数においてアミノ酸剤添加例の方

がやや高い値を示しながら， 120時間迄両者並行状態

c 129) 

以上酵母エキスははっ酵の早期において菌数の増大

と酸生成速度の促進の面で効果を示した。しかし，酵

母エキスの添加によって菌の減少時期が早められた点

については一応注目する必要があると思う。

B トルラ酵母エキスの影響

添加量は本品使用書の示す0.3%とした。その成績

は図4じ示した。乳酸菌接種量はAの場合と同様 lee

当り 102とした。その後の増殖状況をみると， Aの場

合と同様，対照例，酵母エキス添加例とも 24時間で

107, 48時間で 10sに増加したが， 72時間自には対照

例だけが 1Q9と最高値に到達し， 120時間目頃から漸

次減少曲線を示すに到った。これに対して酵母エキス

添加例の方は 120時間目に漸ゃく 109と最高値に達し，

144時間自に到っても減少はみられず，むしろ増加の

傾向を示した。酸度は24時間目までは全く差はなかっ

たが， 48時間目に両者間に0.62%の差がみられ，酵母

エキス添加iluが酸生成量の高いことを示した。その後

さら；／こ酵母エキス添加例の酸生成が進み，対照例と比

較すると，酵母エキス添加例の方が酸生成が 1日だけ

早いことを示した。 pHの低下はやはり酵母エキス添

加例において著しかったが， 120時間以降は両者間に

差はみられなくなった。以上トルラ酵母エキスもデイ

フコ酵母エキスの場合と同様，菌数増大と酸生成速度



のまま推移した。酸度においてもアミノ散剤添加例の

方がやや高い酸度を示しながら，これも全期間に亘っ

て並行状態のまま推移した。以上のように本物質は菌

数の増大，酸生成の増大に対しである程度の効果を示

したが，既にのベた諸物質にくらべれば，その効果は

極めて微々たるものであった。

5. クロレラ抽出液の影響

1958年株式会社ヤクノレト本社の武智7），代田8〕らは

クロレラの希薄塩酸抽出液中に乳酸菌の発育を促進す

る物質の含まれることを発見し，これをはっ酵乳の製

造に際し，発育促進物質として利用することを発案し

た。さらに同氏らは本物質が恐らく vegetablejuice 

中に存在する乳酸菌発育促進物質とは異なった，一種

のピタミンであろうと推定したが，本態は未だに解明

されていなし、。

本実験に用いたクロレラ抽出液は pH6.8の液性を

もっ淡黄色透明の液体で，ヤクルト社から分与された

もので，牛乳培地への添加震は原案者のいう 0.4%を

採用した。なお，実験Aでは10%還元脱脂乳に3%に

ブドウ糖を加えたもの，実験Bでは15%還元脱脂乳に

ブドウ；糖3%，震糖6%を加えたものをそれぞれ基礎

培地として，それぞれに0.4%にクロレラ抽出液を添

加して，効果を検討した。実験AおよびBの成績はそ

れぞれ図6ならびに図7に示したO

Fig. 5 Influence of compound of amino-acids 
on the growth of Lact. acidophilus 
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実験Aにおける乳酸菌接種量は 103で， 24時間目に

は両者とも 108,48時間目には 109といずれも最高値

に達した。しかし，クロレラ抽出液添加例の方が絶対

数においてやや高い値を示し， 96時間目まで両者並行

状態のまま推移した。その後，クロレラ抽出液添加例

だけが減少への方向をたど、ったのに対して，対照例は

依然そのままの菌数を維持した。酸度は24～48時間頃

までは両者間にさして大きな差はみられなかったが，

それ以後急激に両者間のひらきが大となり， 72時間以

降の酸度を比較すると，クロレラ抽出液添加例の方が

対照より約24時間酸生成の早いことを示した。

実験Bの場合は乳酸菌接種量が 102で， Aの場合よ

り菌量が少なかったためもあると思われるが， 24時間

自には両者とも 106とやや低い菌数で、あったが48時間

自に到り対照例の 10sに対して，クロレラ抽出液添加

例の方はー桁高い最高値の 109の菌数を示した。その

後72時間で対照例も最高値の 109に到達したが，以後

の経過においてクロレラ抽出液添加例の方が絶対数に

おし、て対照例の約2倍程度高い値を示しながらほぼ並

行状態を保持して推移した。酸生成状況については，

24時間ですでに両者間にかなりのひらきを示し，その

後はAの場合と同様クロレラ拍出液添加例の方が24時

間酸生成度の早いことが認められた。

以上実験AおよびBともに多少の差はあるがクロレ

Fig. 6 Influence of Chlorella-Extract on 
the growth of Lact. acidophilus 

』一一Cfi.lorello.,
←一－－－°Control

r 

No. ofBιcter，ム

it!: 『! 
0.0 
i2.0 
5.0 
ー11.S
4.0 

~1.0 ’ 
3.0 
0.5 

之 3 4 5 6 
一一一』 Incubati・an.tim己 （da!f)



かなりの効果を示した。なお，後者がはっ酵の後期に

おける増殖を支持し長期にわたる菌数保持の効果が

みられた点は、注目すべきものと思われる。

4) 綜合アミノ酸剤の菌数，酸生成量の増大，酸生

成速震の促進に対する効果はごく僅かで，これを他の

発育促進物質と等価値のものとみる点については問題

がある。

5) クロレラ抽出液は酵母エキスに次いで菌数増大少

酸生成速度の促進，酸生成量の増大に効果を有するも

のと思われた。しかし，菌数増大については一般に考

えられている程顕著な効果があるとは思われなし、。酵

母エキスと大差なし、。なお無脂乳固形分濃度の高い場

合の方が，低い場合よりも菌数が多く，しかも長期に

五つて保持される点については，無脂乳回形分，ブド

ウ糖，クロレラ抽出物3者間の相乗作用によるものと

思われた。さらに，クロレラ抽出物，酵母エキスとも

に菌の発育促進効果を有する半面，菌の減少を早める

作用をも有するものであると考えられる。

以上が乳酸菌発育促進物質と称する物質の効果の概

観であるが，われわれは今後さらにこれらの物質が乳

酸菌の発育の誘導期および対数発育期においてどのよ

うな影響があるかを検討の予定であるO

なお，本研究の一部は，厚生科学研究費の補助によ

って行なわれた。ここに付記して謝意を表する。

〈本論文の要旨は， 1963年第20回日本公衆衛生学会

において発表した。〉
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ラ抽出物が酸生成速度促進と菌数増大に対して効果を

有することを示した。なお，実験Bにおける効果がA

の場合よりも顕著であった点は，恐らく無脂乳由形分，

ブドウ糖，クロレラ抽出液の相乗作用によるものと推

察される。

匝総 括

乳酸商の発育増殖に影響があると思われる 2' 3の

物質ならびに現在乳酸菌の発育促進物質として一部で

使用されている物質数種を牛乳培地に添加し， Lact.

acidophil usを接種後， 37°Cで24時間ごとに菌数お

よび酸度， pHの測定を行ない，これらの物質が乳酸

菌の発育および酸生成に対してどのように作用するか

を検討し，次のような成績を得た。

1) ブドウ糖は乳酸菌の菌数および酸生成最の増大

に効果を有すること，特に酸生成量の増大に対して顕

著なことを認めた。

2) 菌接種後24時間以降の観察では無脂乳固形分濃

度が10%と15%とでは菌数増大に対する効果にそれほ

どの差を示さなかった。なお，酸生成量はj農度の高い

方がある程度多かった。

3) 酵母エキスはデイフコ製酵母エキスにしても，

乳酸菌発育促進物質として市販されているトルラ酵母

エキスにしても，共に菌数増大，酸生成速度の促進に

( 131) 



23. 犬を用いた狂犬病野外毒接種実験

I まえがき

東京都においては昭和31年春以降，狂犬病の流行は

全く見られないのであるが，隣邦の朝鮮，中国，東南

アジアをはじめアメリカ合衆国などでは今日でも発生

しており，交通機関の発達した現在でトは，わが国への

侵入のおそれは充分にあり，常に警戒の要があると思

去っ;h,る。

われわれは既に7回にわたって狂犬病野外毒を用い

た実験成績について報告して来たのであるが，今回こ

れらを総括して検討し，狂犬病毒の特性などについて

報告したいと思う。

Il 実験方法

狂犬病野外毒株は当所で保管中のものを使用，接種

量は 10-2×0.2ml，接種部位は硬脳膜内としたO

実験犬は犬抑留所から分与されたもので，約1カ月

間飼育管理を行い，健康状態になったものを実験に供

した。

犬舎の構造は約1米立方の鉄柵，コンクリート聞い

の個室を使用した。

給餌は毎日一定時に朝夕2回，粉米，押麦，魚粉，

野菜，味噌などを混合して煮て与えた。

検温は毎日一定時に 1回，採血，採｜唾液は約4～5

日おきに行った。 i唾液は 1%塩酸ピロカノレピンを 0.5

～1. Oml皮下注射して採取した。また採血した血液は，

その犬の発病死後一括して血中抗体価をマウスで計り，

l唾液は採取後直ちにマウスの脳内接種を行って病毒の

有無を調べた。

また発病死したものは解剖を行い，各臓器などにつ

きマウスで病毒分離試験等を行った。

盟実験成績

①体温詳細については，すでに報告わしである

ので，ここで総括してみると表1のような事が見られ

る。すなわち，野外毒発病61WU中，最高体温では

41. 2° C～39.5° C，平均39.7° C，また平熱は， 39.3°

C～38.0° C，平均38.7° C，最低体温では， 39.0°C 

＊東京都立衛生研究所獣医衛生部
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表 1実験犬体温

平均 i最高｜最低
最高体温 I 39. 7 
平熱I 38. 7 
最低体温 I 38. 3 

41. 2 

39.3 

39.。
39.5 

38.0 

37.。
～37.0° C，平均38.3°Cを示している。これらの発

熱体温と平熱との差は最高 2.2°C，最低 0.1°C，平

均1.04°Cを示している。発病例中で末期発熱は61例

中46例は顕著であるが， 15例は不明，または降温を示

している。

中開発熱の認められたのは， 76例中24例であるが，

この中，末期発熱（発病〉以上に発熱したもの5例，

同じ位のもの9例，以下のもの10例が見られたO これ

らの発熱は病毒接種後5日～13日（平均8S）頃に 1

日または2～3日間認められた。

潜伏期は最長40日，最短5日，平均12.7日を示した

が，余り長い例は見られなかった。発病期間は最長8

日，最短2日，平均5.7日である。全経過は最長54.日，

最短7日，平均18.4日を示してしる。これらの数値か

ら最長と平均値にかなりの差が見られるので余り長い

例は少ないように思われる。（表2)

表 2 実験犬若者病経過

平均 i最高！最低
潜伏期

発病期間

全経過

②臨床所見〈体温を除く〉を要約すると，最初に

認めた異状は61例中，食欲減退23例，食欲減退，元気

なしが同時のもの 51fU，元気なし3悦，興奮症状13例，

食欲減退，元気ありが17例である。

また潜伏期について表2を見ると，最長52日，最短

5日，平均14.1日，発病期間では，最長8日，最短2

日，平均4.6日，さらに全経過では，最長54日，最短

8日，平均18.7日が示される。これらの数字を見ると
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最長と平均値にかなりの差が見られるので体温の場合

と同様な事が現われている。

③検査成績臓器からの病毒分離は梓，腎，副腎，

牌，肝，肺，心，胃，血液など、につき行った。分離試

験を行わなかった第1回実験と，固定毒攻撃を行った

15例を除いた53例についてみると，梓 1例，腎2例，

副腎17例，牌3例，肝4f?U，姉6例，心8例，腎 0,

血液0を示し，この中部腎が一番多い例数を示し，病

毒価も一番多い傾向を示している。血液中からは認め

られていない。

口腔内からの病毒分離成績は表3に示す通りである

が， 46例中30例認められている。分離された部位も顎

下線と眼筒腺が多く，病毒価も高し、。また，！唾液から

の分離成績は46例中13例で少なく，分離時期もへい死

時頃が一番多く，一番早いものでへい死時より 5目前

が3例あった。しかし， No.48は5目前でも 4/5を

示し，かなり病毒価は高い事が推定される。

血液中の狂犬病毒中和抗体価については， 54例につ

いて行ったのであるが，この中， 15例については最後

に固定毒攻撃を行った。これらの攻撃例の中で防禦例

表 3 口胞内からの病毒分離成績

口腔内病毒 脳内病毒価 i唾液内病毒
No. 病毒株 V’ 引打i. 表、J

舌 顎下腺 限協腺 腔粘膜 接種毒 分離毒 差 その前 へい死時

101 3. ,so 4.500 十0.920 
2 // // 4.500 十0.920 
3 70 2. 8 2：~~~ -0.261 4 // ／／ 3. 十0.638
5 76 3. 156 2.500 一0,656
6 // // 2.581 -0. 575 
7 41 2.000 

FV  防発防防8 // // FV  
9 13 2. 156 FV  
10 // // FV  

11 406 2. 756 FV  防防
12 // // FV  
13 35 2.200 3.400 + 1. 200 
14 // // FV  防防
15 51 3. 149 FV  

16 η // F V発
17 208 

十＋＋十！ii 3.808 3. 746 -0. 062 十2/515日
十十g：~ 20日へい死18 97 3.614 2.342 -1. 272 

19 120 十1/5 4. 575 3.824 -0. 751 
20 75 3.875 3.500 -0. 375 

21 213 4.375 3.219 ーし 156
22 173 十2/5 +5/5 十5/5 4.308 3.824 -0. 484 +3/5 
23 51 4.500 3.862 -0. 638 
24 170 一 2.834 1. 167 -1. 667 
25 42 十2/5 4.432 3.325 -1. 107 

26 12 2.500 3.834 + 1. 334 
27 58 

十十 ~~~ 十3/5 4.379 2.500 -1. 879 十1/520日
十十2オ/51 25日へい死

28 VCA  2.673 3.500 十0.827
29 13 4.626 3.500 -1. 126 
30 69 十3/5 +3/5 3.625 5.000 十1.375 

31 125 

十十十十m ＋＋十！；~ t~j~ 十十~~~ 4.219 3.674 -0. 545 十2/5
32 179 4. 167 5.000 十0.833
33 173 4.308 5.000 十0.692 十1/5
34 197 十5/5 +3/5 4.500 3.278 -1. 222 
35 101 3.667 4.308 +o. 641 

36 41 3.833 5.000 十1.167 
37 406 3. .o 5.000 + 1. 520 
38 45 3. 8 3. 421 一0.337
39 A3 十1/5 4. ,7 3.422 -0. 745 
40 57 3.800 F V発

41 70 
4. ：~~ F V発

42 115 十1/5 4. 3.667 -1.196 
43 121 3.264 F V発
44 76 一 4. ,7 4. 782 十0.035
45 40 3. :34 3.500 -0. 334 
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1，，主主主計ti::
口腔内病毒 脳内病毒価 ！唾液内病毒

No. ＿，，＿，寸a hノ自、 備 考
舌 顎下腺 眼笛腺 口腔粘膜 接種毒 分離毒 差 その前 へい死時

46 173 +s/s 3.667 1.500 -2. 167 
47 120 4.500 F V発
48 208 十＋；~； ！~；； 十i;; 1.500 2.500 + 1. 000 十！~； 26日 十十;;; 

30日へい死死
49 173 十l 3.667 4.635 +o. 968 十 30日 32日へい
50 41 5.000 3.541 -1. 459 

51 45 
十十!;; 4.213 4.500 十0.287

52 120 十5/5 4.500 4.000 -0. 500 +4/5 14日 十5/516日へし、死
53 173 1. 500 FV 防発
54 42 2.625 FV  
55 170 2.500 2.871 +o. 371 

56 97 十1/5

十t~~~ ~~~·メ／~ m 
3.596 3.834 +o. 238 十

57 12 2.625 3.250 +o. 525 十
58 125 十2/5 3.603 3.831 +o. 22s ＋ 
59 199 一 5.000 4. 771 -0. 229 
60 97 +5/5 十5/5 3.596 4.441 十0.845

61 13 3.500 3. 167 -0. 333 
62 42 十1/5

十＋1:; 2.625 3.500 +o. 875 
63 75 十4/5 3.500 2.834 -0. 666 
64 // 3.500 4.219 +0.719 
65 70 十1/5 +1/5 3.375 4.200 十0.825

66 58 3.334 3.509 +o. 175 
67 121 +1/5 -2/5 !!;; 5.000 4.834 -0.166 
68 57 3.500 3. 725 十0.225

（注〉 5/5= 5匹中5阻へい死， Fv z狂犬病問定毒， 3.580=10-3,580 参考・ 2/5 = LD5010-s. 75, 5/5 = 2. 834 

は7例，回定毒発病例は8例で，この発病例中3例は

定型的固定毒症状が弱く経過も長くかなり抵抗した形

跡が見られた。残りの 51JUは定型的発病経過を示し

ている。これらの中和抗体価（対照値を差ヲ［l、た数

値〉を見ると，攻撃を行った中で防禦例は， 1.862 

(l0-1. 862の略〉～2.993を示すが， 2.000以上が多い。

また，発病例の中で、経過の長かったものは， 1.262～ 

2.084を示している。さらに発病例は 0.710～0.260の

間を示した。つぎに野外毒接種で発病した39例で、は，

1.166～0.020の聞を示すが平均0.286を示している。

脳からの病毒分離を行った53例について検討してみ

ると，まず接種毒は最高 5.000，最低 1.500，平均

3. 707，また分離毒は最高 5.000，最低 1.167，平均

3.661を示し，分離毒が僅かながら低し、。なお，これ

ら両者の差の中で，病毒の増加した 26例では，最高

1. 520，最低0.035，平均0.745を示し，減少した27例

では最高 1.879，最低 0.062，平均 0.815を示してい

るO これら両者の数値を比較しでも僅かながら低下例

が多いようである。

剖検所見では一般的な所見が多く熱性疾患の特徴は

顕著に現われている。この中でも胃内容物で異物（木

片，藁，糞〉が特異的に認められた。

IV 考察及び総括

以上の実験成績を検討してみると，体温では余り高

熱は見られず最高体温は 41.2°Cで、あったが，平熱と

の差は最高 2.2°C，最低 o.1°c，平均 1.04°Cを示

しているが， 2.0°C以上を示したものは2例のみであ

る。この他降温した例が3例認められた。発需品病毒

株により左右される成績は見られず，実験犬の体質に

よると考えられる点が多いようである。

臨床所見で、は最初に現われた症状は食欲減退が多く

(38%），つぎに食欲減退と興奮症状が同時に認めら

れたもの（28%），ついで興奮症状のみのもの（21%)

の)I買で，その飽は食欲なし，元気なし（8%）とか，

ただ元気なし（5%）と云った麻痔症状的なものが見

られる。これを昭和23年以降の野外発生例の中で、臨床

所見の比較的明らかな778例についてみると，表4に見

られる通りであるが，これは保健所の狂犬病予防員が

記載した臨床所見を使宜上主なものを15項目に集計し，

これに実験犬の臨床所見を比較したものであるO 野外

発生例では一番多いのは興奮症状を示したもの（70.3

J~），ついで食欲減退（60%）で，その他は少し、減少

して， i皮む（27.0%），元気なし（27.2%）である。

要するに一番早く見られるのは興奮症状，食欲減退が

多いようである。実験犬では食欲減退が主となり，つ

ぎに興奮症状が見られる。その他は大体似ている。こ

うした事は実験犬で、はやはり外部からの刺戟のなし
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などがかなり影響あるようである。また少数例ながら

麻痔症状を主とした例も野外発生例に見られるが，実

験例にも見られる。こうした例は実験初回よりも後に



表 4 9幸病初期の症状（野外接病f9tl，実験犬〉

状 1~型 I 24 I 25 I 26 I 27 I却 I39 I 30 I計｜症 状

I I 61 191ペ61 IO Iぺ 51 23 
食欲なし 11. 0 12. 7 8. 2 5. 0 15. 2 9. 8 11. 1 0 9.8% 38.0% 

2 i害欲な主｜ I. ~ I I. ~ I I.~ I 2・ ~ I g I 2・ ~I 0 1. 5 

3 1産欲な主｜ 1.~1 g I 0. ~ I g I 1. ~ I 0 0. 6 
4 ｜主欲な長｜ g I 2・ ~ I I.~ I 0 0.5 

5 
｜空襲rnI 9. g I 5. ~ I s ＇~ l 12引7.~ I 3・ ~－ I 6・ ~ I 校

17 
0 7. 5 28.0 

戸 I2 I ~I ペ 151 61 つ・13. 7 5. 4 4. 6 12. 5 9. 1 14. 0 8. 8 0 8.0 
む

I ~ iペペ 521っ91 却 I"I sl 196 食 13 
7 異状あり 33. 0 31. 1 23. 7 25. 8 13. 6 22. 9 23. 5 50. 0 25. 2 21. 0 

欲

I 151ペペつペペIII I I捌 j成
む 27.0 27.0 31.0 14.3 36.3 24.5 23.5 50.0 26.4 

9 1 量状~"G I I.~ I I.~ I I.~ I 3・ ~ I I.~ I 3・ i I 6・ ~ I 麻霊状 211 
0 2. 5 27.0 

お

IO I霊祭主tI 3.; I 6. i I斗3.j I 7. ~ I 3. ! I 8. ~ I 
562 5 

0 3. 9 70.3 8.0 
% 

II 1 if&な事｜ l.~1 gl。；｜
42:J 症興奮：伏

0 2.3 

I2 I JG]¥¥fd, I I I 91 I? I Ig I • 1 91 51 3 
0 8. 1 

60 5.0 1.8 6.1 7.8 15.0 6.1 7.4 11.l 
% 

誕 II. ~ I 3・ ~ I 2・ ~ I 3.11 I. ~ I 4・ ~ I 0 2. 8 
14 I聖気な空｜ g I I.~ I 異状な

0 0. 4 

IS I異状なし lr. ~ I g I 2・ ~ I 0 0. 5 275~ 

引叫刈 120I 前 11引 4 
0.5 61 
% 

なって行った例に多い傾向を示している。

体温と臨床所見を比較してみると潜伏期は12.7日と

14.1日で体温の方が短い，これは体温異状が早く現わ

れるものと推察されるO 野外発生例の中で記録の明ら

かなもの97例についてみると，最短7日，最長120日，

平均22.6日で実験犬の成績よりは長し、。これは接種部

位（感染部位〉の差によるものと思われる。発病期間

では 5.7日と 4.6sで臨床所見の方が短L、。この事は
体温異状が早く現われる事に関係があるO また実験初

回頃より後の方が短くなる傾向が見られた。なお，野

外発生例と比較してみると，野外例で、は殺処分された

ものが多いのであるが，それでも最長8日，最短1日，

平均4.4日が示され，野外例と大差ないが処分の点な

どで少しく短い数字が現われているようである。
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検査成績について検討してみると，まず，臓器から

の病毒分離試験では，副腎が一番例数が多く，病毒価

も高い，その他では例数も少なく，病毒価も低く，分

離臓器を指定する事は出来ないようである。また，か

なり多くの部位から病毒を分離した例もあるので，病

毒分離の可能性はその時の接種毒，実験犬などにかな

り左右されるもののように考えられる。

口腔内からの病毒分離試験は前にも報告（都衛研事



業月報 151号〉したのであるが，表3でも見られるよ

うに顎下腺と限笛腺が一番例数も多く，また病毒｛商も

高い。この両者は一般に同時に陽性である場合が多い。

唾液から分離出来た例と比較してみると，顎下腺のみ

陽性の時に！唾液から病毒を分離した例はあっても，眼

儲腺のみ陽性で，！唾液から病毒を分離した例は見られ

ない。この表だけから見ると限協腺の病毒陽性率と！唾

液内の病毒検出とは関係が少ないような感じをうけや

すいが，！唾液の採取に困難性があるために材料が都合

よく取れた時は陽性に出るが，それでブよい時は陰性に

終る可能性があることを考慮しなければいけないと思

う。従って，ここでは，限協j擦についてはかなり高い

病毒価を示す事と，この腺が口控内に開放されている

と云う点に注意する必要がある事を述べておきたい。

またl唾液中に病毒の現われる時期もへい死時より逆算

して5目前が3例認められたが，これらは体温，臨床

異状の現われる頃のものである点，特に注意が必要で

あるO また，この時の病毒価もNo.47例は 4/5でかな

り高いが，その他は 2/5,1/5なのでやや低し、。要す

るに臨床異状を示す2～3日位前の吹傷はこの成績か

らは危険と云う事になる。そして，逆にこうした症状

不明の犬から吹傷を受けても 2～3日以内に何か異状

（発病〉を示して来るものであると云う事が考えられ

る。また狂犬病の犬で、もi唾液中に病毒を持つものはそ

んなに多くないものであるが，致命的なものであるだ

けに困った存在である。 (46例中陽性13例〉

血中抗体価の成績についてみると，元来血中抗体価

それ自身にいろいろと問題があるが，目下これに代る

簡易なものがないので，一応指標として行った次第で

あるO たとえばその数値にもかなりのずれが見られ

るO まず野外毒接種を行い発病した例の終末の抗体価

は余り認められなし、。最高 1.166 （対照との差〉を示

したものがあるが，大体 0.200～0.300位で，最低は

0.020を示しているO また野外毒接種後60日， 90日後

に固定毒を攻撃した15例で、は，これを防禦した7例は

1.862～2.973の間を示しているので，この位の数値が

あれば野外毒感染を防禦しうる事になるO こうした例

は野外毒接種が生毒免疫の型をとったもので，これは

接種毒が弱し、場合に多い様に見られるO しかし野外毒

した8例の中3例は固定毒の定型

的症状が軽く，日数も延びている点からかなり抵抗し

たように推察されるO これらの抗体価は1.432～2.084

を示し，訪禦例よりは少し低いようであるO この位の

数値が防禦か発病かの限界のようにも見られるO また

残りの発病の 5例は0.710以下で，これは生毒免疫の

型がとられたのかも知れないが，接種病毒価が何かの

原因で少なく抗体産生が防禦するまでの量に至らなか

ったか，または野外毒発病までの毒量が不足したもの

のように考えられる。

分離病毒｛固については実験成績が示すように接種毒

と分離毒では病毒価が後者の方に低下の傾向が見られ

るO これも実験犬の体質によりかなり在右されるよう

で，病毒株毎に見ても一定した傾向は認められない。

さらに病毒株の特性を見出すのも，こうした実験で、は

なかなか困難のようであるO しかし病毒価は大体

3.000位で著しい増減は認められないようである。

剖検所見については胃内容の異物（木片，藁，糞〉

に特徴が見られ，その飽で、は一般的な高熱性疾患の変

状の域を出ないようで，その性状の軽重はあてても，

大体類似した所見が多し、。また，ネグリ｛小体につい

てはふれなかったが，これについては目下検索中であ

るので，あらためてその特異性などにつき報告したい

考えであるO

V結論

狂犬病野外毒を犬に接種して行った実験成績につき，

検討した結果，次のような事が考えられるO （図 1)

1) 体温については余り高熱は見られなかったが，

平熱との差は1.0° c （平均〉が見られたO 中間発熱も
かなり認められたが，発病経過に特に著しい影響は見

られなかった。

2) 臨床所見では，まず最初に現われる症状は，食

欲減退か興奮症状が問時に現われるようであるo

3) 体温上昇と他の臨床症状を比較すると，体温上

昇の方が少し早めに現われるか，同時の場合が多く両

者の潜伏期，発病期間を比較しでもこの傾向が見られ

る。

4) 潜伏期間も体温12.1日，臨床所見14.1日程度で

余り長いものは少なく，野外発生例（22.6日〉よりは

かなり短し、。実験初回頃より末期の方がまた短くなる

傾向が見られた。発病期間については5.7日と 4.6日

を示し，野外発生例は4.4日を示し大差は見られなか

った。また発病期間も幾分短縮の傾向が実験末期に見

られた。

5) 臓器からの病毒分離陽性例は副腎が一番多く，

病毒｛聞も高いようである。その他の臓器では例数も少

なく，病毒臨も低い。口腔内からの病毒分離成績では，

顎下腺，眼路腺が一番多く，病毒価も高し、。なお唾液

からの病毒分離成績を見ると，~~下腺などで陽性であ

っても！唾液陰性例があり， l!:Jll;液採取に一層の検討が必

要であるO それで、も｜唾液中に一番早く現われた例はへ
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図 1 狂犬病野外毒接種犬号室病経過
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し、死前5日目で，この時はし、ずれも体温，臨床所見で異

状を示し始めた頃である点に特に注意が必要であるO

6) 血液中の中和抗体についてみると，野外毒接種

後発病した例で、も，かなりの数値を示しているが，野

外毒接種後四定毒攻撃を行って防禦した例では大体

10-2. 000以上の数値を示し，また防禦出来ずにかなり

の抵抗を示しながら発病した例は大体 10-2.000前後

を示している，これは実験犬の個体差により，また接

種病毒が弱し、場合にこうした例が現われるようであ

る。

7) 脳の病毒価は，接種毒と分離毒では，幾分後者

の方が低下の傾向が見られるO また病毒株毎の変化は

例数が少なく，明かでないが，やはり犬の｛自体差に左

右され一定の型を示すまでに至らなし、。病苦：価も大体

10-3. 000台を示した。

8) 剖検所見については余り重点を置かなかった理

由もあり，また肉眼的観察を主としたために，特異の

変状も集計出来なかったが，大変異状のi怪童はあって

も特異の変：｜犬は定型的であったようである。

摺筆にあたり論文の校閣を賜わった当所々長辺野喜

正夫博士に衷心か します。併せて本実

験にi慈し一方ならぬ御協力を頂いた荒川l，世田谷犬抑

留所長をはじめ，所員の方々，また各保健所の職員，

最高体温
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八発:rr,
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及び当所におられた職員の方々！こ心より謝意を表しま

す。
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24. ハムおよびソ｝セージの緑変に関する研究

第4報 ハム漬込の細菌学的および理学的な

経時変化について（抄録〉

大

長

西

石

沢

田

純

清

* 

ij事＊＊

ハムおよびソーセージは製造に際して発色あるいは 度が高く，しかも中毒事件発生も報告されているO こ

風味の造成を目的として漬込が行なわれる。この漬込 れらの有害性を考慮し食品衛生法では残留亜硝酸根を

とは添加された硝酸塩が肉に含まれている還元物質お 50ppmあるいは 70ppmと規定している。また硝酸塩

よび硝酸還元作用を有する細菌によって還元され，こ 還元作用を有する細菌および乳酸菌等は漬込作業温度

の亜硝酸イオンが肉のミオグロピンおよびへそグロピ では増殖するのに7日～10日を必要とするのに対し，

ンと結合し発色機構の一環をなしているO また亜硝酸 「おか漬Jの場合は3日～4日であり，前述したよう

イオンおよび添加した食塩は非亜硝酸イオン耐性ある に，これらの細菌問題を考案すれば誠に興味深い。し

いは非耐塩性等の有害細爵を死滅させる反面これらの かも衛生学的にも生肉に汚染している有害細菌が「ピ

耐性の高い乳酸菌を増殖させるO 従って必然的に pH ックル漬込」の場合は漬込経過中に漸次死滅するが

は低下しハムおよびソーセージの保水性，弾力性およ 「おか漬Jの変化についてはいまだ報告を見ない。以

び風味等の向上に関与しているO これらの事実は多く 上の諸点を解明する手段として生肉を常法に従し、「お

の人に究明され報告も多し、。 か漬Jし，その細菌学的および理化学的な経時変化を

著者らも第1報，第2報，第3報において乳酸菌言お 測定し下記の知見を得た。

よび硝酸還元細菌が漬込温度では増殖するのに7日～ 1）豚生肉を「おか漬Jした場合 pHは当初約6.45を示

10日を要すること，乳酸菌中には耐熱性が高く，従っ すが漸次酸性に傾き漬込3日後には約6.13となり「ピ

て製品に残存し酸敗の原因となる菌株の存在すること， ックノレ漬Jの漬込終了時がpH4.00～5.00を示すのと

また漬込i伎の亜硝酸イオン，乳酸菌数およびpH価は 比較し若干酸性が弱い。

相関性の高いことなどを明らかにした。ハムおよびソ 2）同じく亜硝酸イオンは当初48.13～51.20ppmが検

ーセージの緑変に関しては各種の緑変の内その主原因 出されたが3日後にもほとんど変らず 51.49～53.03 

としてニトロン化合物が過酸化水素により変色し易い ppmを示すに過ぎなかった。

ことにあり， 2次的に過酸化水素産性能の強いある種 3）同じく一般生菌数は漬込終了後でもほとんど変化

の乳酸菌が増殖し緑変する場合の多いことを報告した。 が認められず，また有害細菌の指標としての大腸菌群

以上のように漬込液には各種の乳酸菌が存在し増殖を および腸球菌等は「ピックル漬」と異なり漬込終末期

行なっているO ところが最近俗に云う「ピックル漬込」 にも検出され，かっ菌数の変化も認められなかった。

と異なり「おか漬」と称し，生肉に直接に亜硝酸塩を 4）同じく乳酸菌は上記細菌群と異なり当初75万個で

添加し，かつ漬込日数も 3日～4日と極めて短期間し あったが3日後には480万個を示し，若干増殖してい

か行なわなし、。従って本来は主として硝酸塩還元作用 ることが認められた。

を有する細菌により発生する亜硝酸イオンが当初より 5）以上の結果「おか演Jは「ピックル潰Jとその漬

亜硝酸塩の形で直接に添加されるので食品衛生上危険 込機構を異にしその諸作用を添加物等により補填す

＊東京都立衛生研究所獣医衛生部 る傾向があり，従って食品衛生上その有害性を考慮す

料東京高産研究室 れば，より厳重な製造管理が望ましし、。
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25. アンプル入内服液中のピタミン B2および

Cの定量法についてキ

われわれは先に市販アンフ。ル入内服液の品質につい

て発表した1)0 そして更にピタミンの安定性の実態を

知るために，これらの試料を用いて，一カ年間の保存試

験を実施した結果も発表したO ピタミン B／以下V.B2

と略記〉の定量法として，吸光度測定法，リボフラピ

ン蛍光法が一般に用いらられているが，しかし共存成

分の多いものでは，ルミブラピン蛍光法，微生物定量

法が用いられているO このルミフラピン蛍光法は特異

的であるが，反復性に乏しいともいわれているわ。市販

アンプノレ入内服液中のV.B2含量を昭和30年度厚生科

学研究報告V.B2試験法のルミフラビン蛍光法，すなわ

ち2N水酸化ナトリウム液2mlを加え 20W蛍光灯で

1時間光分解する方法により測定するとき，普通の場

合は添加V.B2の回収率が 100%近くを示すのである

が，この場合必ずしも，十分に光分解が行われず，そ

の回収率が70%前後に止まるものがあることを知った。

橋爪3）および原田のは同じく内腿液が 100%の蛍光強

度を示す光分解時間には10分～ 1時間の巾があること

を指摘し，一律に 1時間で測定することは不適当で，

試料により，適宜にコントロールした方がよいとして

いるO V.B2の光分解反応については，実用的見地お

よび光分解機構解明の目的で，数多くの研究がなされ

ており，共存物質では，光分解を抑制する物質と促進

する物質とがあることは認められており，叉V.B2の

還元型で、は光分解がおそいことなどが報告されているO

桜井町らは果糖，ソルボ｝ス，アルカリ処理ブドー糖

などは， V.B2のアルカリ性光分解を阻害する作用が

強いことを認め， この理由としてこれらの共存下で

は， V.B2は lumiflavinになる反応と還元されて

leucoflavinになる皮応とが問時に進行し，しかも leu-

.coflavin になったものは，光分解を受けないために，

lumiflavinの生成率が普通の場合に比して著しく悪

＊ 日本薬学会薬剤学＠製剤学部会第83年年会でー

部報告した (1963)

＊＊東京都立衛生研究所 医薬品部

湯 本 芳 雄＊＊

橋 爪 ー.L... 郎＊＊
ノ＼

風 間 成 手し＊＊

くなり，従って回収率の低下を来たすので，この際通

気を行ないつつ光分解すれば，回収率は 100%近くな

ることを報告しているO 著者らは内服液中の V.B2含

量を，通気しつつ，光分解を行なう装置を考案し，検

討した結果通気下で、30分間光分解して，十分満足すべ

き結果を得たので報告する。

1. 実験方法ならびに実験結果

(1）器具

イ 光分解装置

液温25-30° の浅い水槽中に共栓遠沈管を平行に並

べて，液面から約20cmの距離で20W蛍光灯2本を平

行に並べて，各管を均等に照射できる装置を用いたO

ロ V.B2標準液

V.B2標準品を酢酸緩衝液（pH4.5）に溶かし， 445

ffiflにおけーるi投光度を測定し， この液 lmlが V.Bz

1. 26flを含むものを用いたO

ハ通気装霞

目立ベピ｛コンプレッサーを用い，ゴム管と細し、硝

子管を連結して行なった。

(2）操作法

イ 検液の調製

試料液の一定量に4%溶性サッカリン液を加えて一

定量とし，その 1mlが V.B2 l～3 flg含有するよう

にし，検液とする。

ロ光分解

共1主遠沈管 A, B, Cを用意し， Aに検液2ml,

水 1mL Bに検液2mL V. B2標準液lml, Cに検

液2ml，水 lmlを入れ， A, Bにそれぞれ 2N水酸

化ナトリウム液2mlを加え栓をせずに， 任意の時間

静置又は通気して光分解を行なう。

ハ酸 化

A, B管；こ氷酢酸0.6mlを加えて酸性とし， 4%過

マンガン酸カリウム液O.lmlを加えて振りまぜ2分間

後3%過酸化水素水で脱色する。

ニ抽 出
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但） アルカリ濃度と Lumiflavin生成率の関係

試料1について光分解のときの2N水酸化ナトリウ

ム液を 1ml, 2 mlおよび 4ml用いた場合の lumi・

flavin の生成率を測定したところ， 図2に示すよう

に lmlで1土光分解速度が遅く 4mlでは2mlを用いた

ときよりもいくらか光分解が促進されるが，大体同じ

結果を得たので2N水酸化ナトリウム液2mlが適当な

量であるO

試料！の LumiflaYin生成に対する

アルカリ濃度の影響
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A, B管にそれぞれクロロホノレム 15mlずつを加え，

1分間激しく振りまぜた後遠心分離し，クロロホノレム

層を分取し，澄明な液A＇および B＇を得る。

ホ空試験 ’ 
C管に氷酢i唆0.6mlおよび2N水酸化ナトリウム液

2mlを）I寅次加え以下ノ、およびニと向嫌に酸化および

抽出を行ない澄拐な液C＇を得る。

へ蛍光測定

液A',B＇および C＇の蛍光強度を島津自記分光光度

計RS-27型附属蛍光エネルギ一分布測定装置を用い

525mfLでフノレオレセインナトリウム液（0.25/.tg/ml) 

を50として比蛍光を測定した。

(3）市販内服液にV.B2を添加した際の Lumiflavin

の生成率

市販品5種について，添加試験を行ない，その回収

率を求めたところ， l, 2, 3, 5の4種は光分解が

十分でないと思われる。表 1にその結果を示す。その

中最も回収率のよくない試料1について光分解時間を

長くして lumiflavimの生成率を測定したのが図 1で

回収率がよくなる。

60 市販品！こ V.B2を添加した際の Lumiffayin

の生成率，静置光分解1時間
表 1

2 
50 回収率度強光蛍

% 
試料

え分解時間

(5) 

成率

光分解を2時間行なえば， lumiflavinの生成率がよ

くなるので市販品12種について，内部添加により， v.
B2の回収率を求めたところ， 表2に示すように回収

率はよくなったが，試料11のように光分解2時間では

未だ lumiflavinの生成率が十分でないものがある。

(6) 静置および通気下における V.B2の光分解速度

V.B2光分解に対する静置および通気の比較を行っ

たところ図3に示すように lumiflavin生成率が 100・

Zに達するのに静置では30分間，通気では20分間を必

要としているが，あまり両者の間に光分解速度の差異

は認められない。

(7）果糖共存下における Lumiflavinの生成率

V.B2溶液（2t.tg/ml)3 mlに10%果糖溶液 1mlと

2N水酸化ナトリウム液 2mlを加えて光分解を行っ

たところ，図4に示したように，果糖による阻害は著～

しいことが認められ， リポプラビン燐酸ナトリウム
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気中の酸素により，容易に酸化されてV.B2に戻るが

leucoflavin になったものは光分解を受けなし、。しか

し通気を行ないながら光分解すると lumiflavin生成

率が増加し， 30分間で100%の生成率が得られる。こ

の場合静置下の水層は黄色に着色するが，通気下の水

層は着色しなし、。又過マンガン酸カリ液による処理の

とき静置下で、は脱色されないが，通気下では脱色され

る。このことは果糖および果糖のアルカリ処理物質の

酸化により V.B2が還元されて leucoflavinになる

ので光分解が阻害されるのであるが，通気により酸化

作用が活溌になるので，影響がなくなるものと考えら

れる。

(FR P），フラピン＠モノヌクレオタイド（FMN)

およびフラピン＠アデニン＠ジヌクレオタイド（FA

D）も V.B2と向様に阻害されるO Leucoflavinは空

(8) V. B2光分解阻害作用に対する通気の影響

通気を行ないながら，光分解すると lumiflavin生成

率が増加するので，これを実際に lumiflavin生成率

のよくない試料1, 2, 3, 4, 5, 11について通気

を行ないながら30分間光分解を行なった結果が表3で

回収率は 100%近く得られるO 試料 1,11について，

静置法と通気法を比較検討したところ図5，図6に示

すように通気下 30分間でいず、れも lumiflavin の生

蛍 光 5虫 度 回収率
試料

A, B, B1-A1 % 

6 63.2 85.0 21. 8 99 

7 50.2 74.0 23.8 108 

8 77. 0 100.0 23.0 104 

9 70.8 95.0 24.2 110 

10 78.0 98.0 20.0 91 

11 54.0 71. 0 17.0 77 

12 40.5 62.0 21. 5 98 

13 71. 8 95.0 23.2 105 

14 68.5 88.0 19.5 89 

15 66.5 88.0 21. 5 98 

16 64.5 85.0 20.5 93 

17 57.0 80.0 23.0 104 

標準液 42. 7 64. 7 22.0 100 

市販品に V.B2を添加した際の Lumiflavin
の生成率，静置光分解2時間

表 2

異糖共存下における Lumiflavinの生成率
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市販品iニV.B2を添加した際の Lumiflavin
の生成率，通気党分解30分間

蛍 光 強 度 生成率
試料

A' B' A'-B' % 

55 80.5 25.5 98 

2 66 93 27 103 

3 43 64 26 100 

4 49 74.5 25.5 98 

5 54 79 25 96 

11 64 90 26 100 

｜標準液 48 74 26 100 

表 3

型化合物，レダクトン，レダクチン酸などが影響を与

えることが知られ，過酸化水素水処理により v.c，レ
ダクトンになんら影響なく亜硫酸や Fe＋十， Sn＋＋の

ような金属イオンにのみ影響を与えることにより，除

去することができるので，改良法が紹介されている，

著者らはアンプ。ル入内服液が保存中次第に掲変化して

いる事実に着目しこれは果汁などの貯蔵品にレダク

トン様の還元物質の多くの生成が見られる現象，すな

わち褐変化現象のみられる果汁と類似する事ではない

かと思い，長期に保存した市販品について検討したと

ころインドフェノール法に用いる 2.6ジクロールフェ

ノールインドフェノールを還元脱色させる非 v.c物
質が認められ、これが影響によってとかくそのv.c含
量が過大に現われてくることを認めたので， Mapson6)

Lugg7〕および Robinson, Stotz8）により報告され，

最近野村町により紹介された‘インドフ z ノノレ＠キシ

レンホルマリン法を応用して実験を行なった。この方

法の！京現は， v. cがホルマリンとJ暗合すると v.c 

のもつ，インドフェノーノレ還主力を失うが他の還元性

物質はホルマリンと反応しないという性質を応用した

ものであるO レダクトンについては VonEuler，野村

など多くの報告があるが，これらはし、ずれも食品につ

いての研究であって，薬剤lについては未だその報告が

なされていない。

2. 

試薬

6%メタ燐円安波

180 720 !O 20 3040 50 60 
一一一一十時間 CJ])
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イ

180 

j戎率はほとんど 100%を示したO なお試料－11は静置下

180分間を要するのに通気下ではわずか 30分で最大値

が得られる。

ビタミンcc以下 v.cとII略記〕は他のビタミン類
に比し、構造が比較的簡単である関係もあり，理化学

的定量法も早くから発達し，かっ最も完成されたもの

と言えるO v.cの定量法は種々な方法があるが，薬
剤特に綜合ビタミン斉ljの定量法としては，昭和29,30 

年度淳生科学研究による混合ビタミン剤中のビタミン

試験法に関する研究が実施され，種々検討の結果検液

が著しく着色しない場合はインドフェノール滴定法，

着色する場合インドフェノーノレキシレン比色法が採用

され，広く用いられているO しかし製剤の複雑化とそ

の技術の進歩にともないインドフェノール法について

は第1鉄塩‘亜硫議塩， SH－化合物，ク守ルコサミン

120 10 20 30 60 

一一一一軒時間（合）
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ロキシレン 試料一定量を精密に量り 6%メタ燐酸液を加えて一

定量とし液の lml中にv.c 20,ugを合むようにするOハ 3%過酸化水素水

ニ酢酸緩衝液 pH4.0

ホ 40%ホルマリン

ロ反 応

共栓遠心管A, B, C, Dの4本に検液，標準液，メ

へ v.c標準液用時 v.c標準品を6%メタ燐
酸液に溶かし，液の lmlがv.c lQp,gを含むように

タ燐酸液および検液をそれぞれ 5mlずっとる。 A,B,

C, D管のそれぞれに 5mlの酢酸緩衝液をすみやか

に加え直ちにA,C,D管にホルマリン 2.5ml （最終濃する。

(2）操 ｛乍

イ 検液の調製

度8%となるように〉を加えた後10分間反応後A,B,

C管に 2mlずつのインドブェノ｛ノレ溶液を加え，軽

表 4 市販品の保存試験成競
4 

I I I ＇ンドフエノ I~＂＇…1 I 吋試料表示量 InitialData ーノレキ%シレン ヒド法同法の差非v.c 保存月数
mg %法% (2-3〕%%

% % % ラ長 % 
30 94. 7 94. 7 89.0 5. 7 6. 1 室温24カ月

2 100 90.4 77. 8 77. 2 0.6 0.8 // 

3 50 97.0 77. 0 70.6 6.4 8.3 // 

4 100 92.0 44.2 36.4 7.8 17. 7 // 

5 50 39.6 21. 0 15.2 5.8 27. 7 // 

6 50 75.6 40.8 32.8 8.0 19.4 // 

7 200 47.2 25. 1 22.3 2.8 11. 3 // 

8 200 66.5 53.3 51. 9 1. 4 2.6 // 

9 100 63.5 45.8 38.0 7.8 17. 1 // 

10 50 60.8 43.4 37.0 6.4 14. 7 // 

11 100 66.2 23.2 18.9 4.3 18. 5 // 

12 50 6.6 0.6 0.4 0.2 33.3 // 

備考（1）定量値は表示量に対する%を示す。
(2) 5は非 v.c物質を v.cとした値をインドフェノーノレキシレン法で、得た値で、除した数値であるO
(3) 保存月数は製造後でなく入手後の経過月数で示す。

表 5 市販品の保存試験成績
4 

I I lィγルノ｜里…ァ1 I I 試料 表示眠g量 Initia~ Data 法ーノレキ%シレン ヒ%ド法円~~Po ?pV. C物質 保存月数

% % % % % 
13 100 118.4 109. 2 94.9 14.3 13. 1 室温5カ月

14 200 115. 2 114. 2 100.9 13.3 11. 7 // 

15 200 118.4 111. 3 101. 8 9.5 8.5 // 

16 100 66.8 65.8 59.6 6.2 9.4 // 

17 100 126.2 119. 4 115. 1 4.3 3.6 // 

18 100 116.4 105. 7 102.2 3.5 3.3 // 

19 100 125. 5 108. 1 102.9 5.2 4.8 // 

20 100 112. 1 88.4 79. 7 8. 7 9.8 // 

21 200 104.2 94.3 90.3 4.0 4.2 // 

22 200 115.8 94.9 91. 0 3.9 4.2 // 

23 100 97.2 87.8 83.9 3.9 4.5 // 

24 75 121. 6 91. 5 89.5 2.0 2. 1 // 

備考（1）定量値は表示量に対する%を示す。
(2) 5は非 v.c物質を v.cとした値をインドブェノールキシレン法て、得た値で‘除した数値で、あるO
(3) 保存月数は製造後でなく入手後の経過月数で示す。
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く振還した後それぞれの管にキシレン lOmlを加えて

15秒間強く振還する。遠心分離してキシレン層をとる。

ハ比 色

それぞれのキシレン抽出液につき 500m/J,における

吸光度を測定しA,B,C,D管の読みを EiE2 Ea Eo 

とする。

ニ計 算

次の式より検液lml中の非v.c物質量（mg）を算
出し更に試料中の含量を算出する。

Ea-CE1-Eo）ー
Ea-E2 

3. 実験結果とその考察

内服液は製造や貯蔵によってうける多くの因子の影

響によって，多くの非v.c還元物質の生成を見るこ
とができるO 表4に示すように，同法の差が入手後室

温保存24ヵ月後では，最小0.2%最大8.0%ある。叉非

v.c還元物質を v.cとして計算した場合の割合は，
最小0.8%最大33.3%にもおよんでいる。表5に示す

ように，室温保存5ヵ月後では，両法の差が，最小2.0

%最大14.3%あり，叉非 v.c還元物質を v.cとし
て計算した場合の割合は，最小2.1%最大13.1%となっ

ているO 還元型レダクトンが経時により酸化型レダク

トンになればインドフェノール色素を還元しなくなる

が，この還元型レダクトンは必ず、しも経時により増加

するとは限らず，或る期間によって最大に生成される

ものであるo RoelO）の 2.4-Dinitrophenylhydrazine 

法は， v.cが酸化して，酸化型 V.C (DAsA), 2. 
3ージケトグロン酸（DKG）と分解する場合， DAsA

は容易に還元されて v.cに変るが， DK Gは再び還

元によって，元にかえらない事実をもとに，還元型

v.c，酸化型 V.C,DK  Gをヒドラジンを用いてヒド
ラゾンに導びき，その色調を比色することによって，求

めるのであるが，この方法により， DAsAとDK Gを

定量したところ， v.cは減少するにもかかわらず，
増量する傾向が見られない実験結果を得ているO 内服

液の分解が進んだ状態で発生すると思われる炭酸ガス

フルフラ｛／レなどについて，現在検討中である。

c 144) 

4.結論

規定のルミフラピン蛍光法では，普通の場合 1時間

の光分解によって生成する lumiflavinを100とすると

き， 10分間の照射で，すでにその90%以上が生成する

ものであるが， V.B2光分解阻害物質を共存する場合

lumiflavin生成率が悪くなるので，試料によって，

光分解時間を延ばすことが必要であるo しかし長時間

の光分解は V.B2自体が分解される恐れがあるので，

好ましい方法ではなし、。この際通気を行ないながら，

30分間光分解すれば，その回収率は 100%近く得られ

るので内服液などのように光分解阻害物質を含有する

試料は，再現性の点からも，通気下で光分解を行なう

方法が，最も適していると考えるO

インドフェノールキシレンホルマリン法は操作も簡

単である上に，特別の装置も必要としないし叉かなり

正確な結果を与えるので，インドフェノール色素を還

元する非 v.c還元性物質を含有する製剤中の v.c
の定量には，製造直後の製品は別として，ホルマリン

法で行なう方がv.cの真値が得られるので用いるべき
であるO
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26. 化粧品原料規格の設定に関する研究（Il) 

薄層クロマトグラブィーによる植物油9 主としてツパキ油中の

流動パラフィンの分離同定法について

緒 言

従来からツパキ油のような植物油は流動パラフイン

などの鉱物油とか他の植物油によって偽和されること

があるO

現行の化粧品原料規格1）ではツバキ油，オリブ油な

らびにアノレモγド油中の流動パラフイジがそれぞれ不

けん化物として規定されている。しかしながら不けん

化物の量は品質によってかなり変動があり，さらに不

けん化物の含量の高い油が混入されているときは，そ

の｛直をもって直接流動パラフイ γによる偽和を証明し

たことにならない。

これまでに油脂の薄層クロマトグラフイ｛は多数報

告わされているが，その多くはけん化した脂肪酸につ

いて行っており，また流動ノミラフインの確認を目的と

しているものはほとんどなし、。わたくしたちは国定相

にシリカゲルを用い，特に水を飽和したこ塩化エチレ

ン，四塩化炭素などを移動相とする薄層クロマトグラ

フイーを行うことによって実用分析上有利に活用し得

ることを見出したので報告する。

実験の部

1.試料

本報で使用に供した試料は Table.1にあげた10種

である。

各試料をテトラヒドロフラン：トルエン（ 1 : 1) 

混液に 5～10W/V%になるように溶かし，毛細管を

用いて薄層に 200～250μμ1つけた。ただしツバキ油

中の流動パラフインの確認限界を求めた条件は後述す

るようにやや異なる。

2. 吸器剤とアブリケータ向

W akogel B-5, Aluminium Oxide GくMerck）を用

い Camag社のアプリケ｛夕｛によって 10×20×0.5

cmのミガキ板ガラスに層厚 200flになるように塗布

＊東京都立衛生研究所化粧療品部
料日本化粧品工業連合会

田村健夫＊

原田裕文＊

戸谷哲也＊

長野曜子料

し，風乾後 105° で1時間加熱し，乾燥用シリカゲノレ

を入れたデシケータ｛中に貯えた。

Table 1 試料の撞類と品質

1 流動パラフインー級和光純薬
// 一級小泉化学

2 ツバキ油日局帝国製薬
// 利島産
// Nagairyu Co. Ltd. 

3 オ リ ブ油日局宮沢薬品
// 日局丸石製薬

4 アノレモンド油 Sakae aromatic Co. 
Ltd. 

5 ::z 円ず 油日局小堺製薬

6 ＊車 実 油 Nagairyu Co. Ltd. 

7 ヤ 、ン 油 Nagairyu Co. Ltd. 

8 ヒ マシ油日局帝国製薬

9 ラッカセイ油日局三晃製薬

10 スクワラン Nagairyu Co. Ltd. 

Fig. 1 薄層クロマトグラアイ四に用いた展開槽

ーレ
L
7
1
 

、ン
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通常自然、光で褐色～黒褐色に，紫外線下で黄禍色～白

色のスポットとして検出される。

6. 襲験結果ならびに者察

i ）石油エーテル＠二域化エチレンj昆液を展開剤と

した場合

シリカゲルとアルミナを固定相に用いた比較を

Fig.2-1とFig.2-2に示した。以下各図で示したク

ロマトグラムで，可視光によるものは鯵印，また紫外

線によるものはO印であらわした。
全般にシリカゲノレの方が Rf値が小さいが個々の分

離能はよく，硫酸噴霧後の加熱処理によってツバキ油，

オリブ油，ゴマ油などが可視光のもとでそれぞれ数個

の褐色スポット fこわかれる。しかしいずれの植物油も

ほぼ等しい Rf値を示しているため相互の鑑別には役

立たなし、。流動パラフインは試薬処理後，紫外線のも

とで黄白色の強い蛍光として認められ，シリカの場合

は一応他種の油と分離できるO

ii）シクロヘキサン＠エーテル＠酢酸混液を展開剤

とした場合

3. 展開溶媒

i）石油エーテル：ニ塩化エチレン（7:3) 

ii）シクロヘキサン：エ｛テル：酢酸（9: 1 : 0. 1) 

iii）水を飽和した四塩化炭素

iv）水を飽和した二塩化エチレン

v）水を飽和した二塩化エチレン：四塩化炭素

(9 : 1) 

4. 展開槽と展開条件

市販の展開槽は気密度の点から満足すべきものが少

いので，すり合せのよいデシケータ｛を Fig.1のよ

うにして用いた。展開溶媒の量は約 40mlで，すべて

温度20土0.5°，湿度40%の部屋で操作した。

5. 諮色剤

種々のものについて検討したが硫酸または水酸化ア

ルカリ溶液がもっとも検出感度が高かったのでイmの試
薬の記載は省略する。

すなわち 50%H2S04または 10%NaOH溶液を

噴霧したのち， 80° で約5分間加熱し，呈色を観察後，

紫外線（3,660Aならびに2,536A）下で・蛍光をみた。

右i由旦四デJレ：エ塩化且チレン混合溶媒若

移動相としたクロマトグラム

Fig. 2-2 石油車問デJレ：ニエ塩化旦チレン (7: 3) 

混合溶媒を移動相としたク口マトグラム

Fig. 2-1 
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1. 吸若剤： AluminiumOxide-G 

2. 展開時間： 70分

3. 呈色試薬： 50%H2S04 

1.流動パラフイン 2.ツバキ油 3.オリブ油 4.アノレ
モンド油、 5.ゴ、マ油 6.綿実油 7.ヤシ油 8.ラッカ

セイ油 9.スクワラン

( 146) 
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1. 吸着剤：ワコ｛ゲル B-5

2. 展開時間： 70分

3. 呈色試薬： 50%H2S04 

1.流動パラフィン 2.ツパキ油 3.オリブ油 4.アノレ

モンド油 5.ゴ、マ油 6.綿実油 7.ヤシ油 8.ラッカ

セイ油 9.スグワラン

8 7 6 5 3 2 



水飽和の酒塩化炭素を移動相としたクロ

マトグラム

Fig. 4 シクロヘキサン：エチJレ且岡両手Jレ：氷酢

酸（9: 1 : 0. 1）混合溶蝶を移動相と Lた

クロマトグラム

Fig. 3 

ι二＝ニ〉

。置5

ド

U
富

Hsashu
円

σ

－
二

l
i－－
B
E
E『
島
ハ
い
り

亡〉

；，
f
E
p
d
e
F
a昔
、
に
J

〈〉

F
I
J
B
・4
E
F目
眉
臨
菌
b

d
吋

：
1
1
1
1
i
3
 

0 

－
H
V－
E－

i
t
2
 

く〉

0.5 

日

1. 吸着剤：ワコ｛ゲル B-5

2. 展開時間： 120分

3. 呈色試薬： 50%H2S04 

1.流動パラフイン 2.ツバキ油 3.オリブ油 4.アノレ

モンド油 5.ゴマ油 6.綿実油 7.ヤシ油 8.ラッカ

セイ泊

7 6 5 4 3 2 7 

1. 吸着剤：ワコーゲル B-5

2. 展開時間： 45分

3. 墨色試薬： 50%H2S04 

1.流動パラフイン 2.ツバキ油 3.オリブ油 4.アル

モンド油 5.ゴマ油 6.綿実油 7.ヤシ油 8.ラッカ

セイ油

分離がはじめて可能になった。しかし流動パラフイ γ

のスポットのかたちが半月状にひろがって，まとまり

が悪いために Fig.2-1と問様に感度が低く，実際に

ツバキ油，オレフ油中に添加した際の検出限界は 500

P-t-tlの塗布量において約3%であるO

iv）ニ塩化エチレンを展開剤とした場合

前項と同様に操作して水を飽和したこ塩化エチレン

を用いて展開すると Fig.5のとおり流動パラフイン

が円形の極めてよくまとまったスポットとして検出さ

れた。しかしながら本報の主要な目的であるツバキ油

との鑑別には全く不適当で，ツバキ油もまた流動ノミラ

フイ γとほとんど等しい位置に類似の呈色と蛍光を示

した。

ところで水を飽和させないで，ニ塩化エチレンをそ

のまま用いると Fig.6に示すように綿実油を除く大

部分の植物油が水飽和の四塩化炭素を用いた場合のツ

パキ油と同様の態度を示し流動パラフインと区別でき

なくなる。

このようにわずかな条件の差によって新たなスポッ

Fig.3に示したとおり全般に Tailingが大きく，

かっ Rf値も 0.8付近に接近するために試料相互の鑑

別は困難であるO また流動ノ4ラフインは石油エ｛テル，

ニ塩化エチレン混液の場合と同様に Rf値 1.0付近に

確認できるが，ツバキ油，アノレモンド油およびゴマ油

の3種が流動パラフインと等しい位置に類似の蛍光性

のスポットを示すために全く分別不能となるO

しかしオリブ油，ヤシ油，綿実油ならびにラッカセ

イ油の4種は流動パラフインと分離可能である。

iii）四塩化炭素を展開剤とした場合

四塩化炭素を分液漏斗に入れ，水を加えて十分に振

りまぜたのち静置し，分液漏斗のあしを軸として静か

に回転させることによって壁についている水滴を下j習

にあつめ，上層を分取する。

この合水溶媒を用いて展開した結果を Fig.4に示

した。すなわち各植物油相互のクロマトグラムにはほ

とんど差がなく，いず

が，流動ノξラブインのみは Rf値1.0付近まで、上昇する

ため，ここに用いた全部の植物油と流動パラフインの

( 147) 



エエ塩化且チレンを移動相としたクロマト

グラム

Fig. 6 水飽和のニ塩化コエチレンを移動欄とした

ク口マトグラム

Fig. 5 
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1. 吸着剤：ワコーゲル B-5

2. 展開時間： 80分

3. 呈色試薬： 50%H2S04 

1.流動パラフイン 2.ツバキ油 3.オリブ油 4.アル

モンド油 5.ゴマ油 6.綿実油 7.ヤシ油 8.ラッカ

セイ油

5 6 7 ヘノ』8 

I. 吸着剤：ワコーゲノレ B-5

2. 展開時間： 85分

3. 呈色試薬： 50%H2S04 

1.流動パラフイン 2.ツバキ泊 3.オリブ油 4.アル

モンド油 5.ゴマ油 6.綿実油 7.ヤシ油 8.ラッカ

セイ油

アb 5 3 2 

でに 7:3で二塩化エチレンの悪い影響があらわれ分

離を困難にし， 9: 1が最もよいことが認められた。

ただしいずれも水で飽和したものについて行なった。

(Fig. 7) 

本溶媒を移動相とするときは一般のオリブ油，アル

モンド泊などの植物油はもちろん，ツバキ油中約1%

の流動パラフインが 250,utilずつ2回 500pp:l の塗布

量において検出可能である。すなわち流動パラフイン

0.05～0. 5gを秤取し， これにツバキ油（あるいはそ

の他の植物油〉を加えて全量をlOgとし，さらにテト

ラヒドロフラン：トルエン混液に、溶かして全量を 20

mlとした。この液 5001iμl中にはツバキ油 250vgと

流動パラフイン 1.25flg～12. 51-ig （ツバキ泊に対して

流動パラフイン 0.5～5.0%）を含むことになるO

(Fig. 8, Table. 2) 

なお Table.2に示したような同ーの油で数種の名

柄のものを比較したが著しい差異は認められなかっ

た。また紫外線の波長は 2,536Aより 3,660Aの方が

感度がよく， 3, 66oAのときは 50%H2S04, 10% 

( 148) 

トが出現する現象は，数多く実験を反覆することによ

って再現性のある事実と認められた。

一般に水を飽和した溶媒を用いると Rf値が大きく

なり，また薄麗クロマトグラフイ｛のようにあまり活

性度の高い固定相が要求されない場合はむしろ逆に移

動相を水で飽和してしまうことによって，湿度のわず

かな変化によっておこる Rf値の変動を阻止すること

ができる。

このことは前記四塩化炭素，後記の四塩化炭素＠二

塩化エチレン混液の場合にも認めることができるO

v）四塩化炭素，二極化エチレン混液を展開剤とし

たときのクロマトグラムとツパキ泊中流動パラ

フインの確認限界

以上のように四塩化炭素のみでは流動パラフインの

スポットのまとまりが悪く，また二塩化エチレンはそ

の欠点がない反面ツバキ油と流動パラフインの鑑別が

困難になる点から，両者の混合溶媒について検討し

た。

その結果四塩化炭素とニ塩化エチレンの混合比はす



Fig. 7 71<飽和の回塩化炭寵：エ塩化エチレン

(9 : 1）混合溶媒器移動相としたクロ

マトグラム
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1. 吸着剤：ワコーゲル B-5

2. 展開時間： 90分

3. 是色試薬：50%H2S04 
1.流動パラフイン 2.ツバキ油 3.オリブ油 4.アル

モンド油 5.ゴマ油 6.綿実油 7.ヤシ油 8.ラッカ

セイ油

Fig. 8 ツバキ油，アJレモント油およびオリブ

泊中流動パ事7インのク口マトグラム

と検出感度

〈ごご＝， ＝－・ 可＝・ 情調齢

3可
’·~ 

2 3 4 5 6 7 

1. 吸着剤：ワコ｛ゲル B-5

2. 展開時間：100分
3. 呈色試薬：50%H2S04, 10% NaOH 

1.流動パラフイン 2. 5%流動パラフイン含有オリブ
油 3. 5%流動パラフイン含有アルモγ ド油 4. 5% 
流動パラフイン含有ツバキ泊 5.約3%流動パラフイ
ン含有ツバキ油 6.約1%流動パラフイン含有ツバキ

油 7.約0.5%流動パラフイン含有ツバキ油

Table 2 流動パラ 7 インの検出感度

2, 536A 3, oooA 1~－－~－~－竺j}~~I I 
脱出OH!so% H2S04 10% NaOH ¥so% H2S04 

1 流動パラフイン｜ 主 ｜ ＋ ｜ 士 ｜ 件 ｜ 件 ｜ 件

2 S%流動ノミアフィンを含有｜ ＋ ｜ 十 ｜ 士 ｜ 件 ｜ 件 ｜ 件
しているオリブ油 一
3 s%流動パアフィン衿有｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 ｜ 件 ｜ 件 I 件
しているアルモンド油 一
4 s%流動パフフグンを含有｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 士 I 件 ｜ 件 ｜ 件
しているツバキ油 一
5 約3%流動パフフ品ンを合｜ ＋ ｜ ＋ ｜ 土 ｜ 件 ｜ ＋ ｜ 件
有しているツバキ ー

6 約1%流動々フグンを合｜ 土 ｜ ＋ ｜ 士 ｜ ＋ ｜ ＋ ｜ ＋ 
有しているツハキ油

7 約o.s流動ノミアフィンを合｜ ＋ ｜ 士 ｜ 士 ｜ 士 ｜ 士 ｜ 士
有しているツバキ油 一

( 149) 



Na OH噴霧のし、ずれも感度に差がないが， 2,536Aの

ときは硫酸の方が有利である。またさらに直接 3,660

Aの紫外線下で観察するよりも硫酸噴霧を行なった方
が感度が上がるが，そのときの加熱処理は90° より高

くなり， 5分間よりながくなると炭化がすすみ紫外線

における検出感度が低下するから注意を要する。

要 結

ツバキ油をはじめとする 9種類の植物油中に偽和さ

れた流動ノミラフインを分離同定することを目的として

薄層クロマトグラフイーを試み， WakogelB-5を回

定相に，また水を飽和した四場化炭素：二塩化エチレ

ン（9: 1）の混液を移動相とし， 50%H2S04または 10

% NaOH 溶液を噴霧し 80° で5分間加熱後 3,66oA 

の紫外線下で観察することにより，流動パラフインの

みが溶媒先端付近に白色の蛍光をもったスポットとし

て確認し得ることを見出した。流動パラフインの確認

限界は試料溶液 500μμ1中に含まれるツバキ油の量

(250μgに相当〉に対して 2.50,ugすなわち 1%であ

る。また移動相としたこの種の溶媒に水を飽和させな

( 150) 

いで用いると，ツバキ油などの植物油が流動パラフイ

ンと同ーの位置に類似のスポットを生じ，かつ Rf値

の再現性も低下する。

本法は化粧品原料規格で定められた不けん化物を測

定する方法よりも簡易迅速に，ツバキ油中の流動パラ

フインを直接同定できる利点がある。

おわりにあたり本研究に協力された和田博昌，下村

紘代の両君に対してお礼申上げる。

文 献

1）化粧品用原料規格審議委員会；化粧品原料標準規

格 (1959)

2）土農知太郎：“実用油脂便覧第6版”，産業図書，

p.473 (1956) 

3）日本油化学協会：“油脂化学便覧第1版”，丸善

(1958) 

4）日本薬局方第7版

5) H. P. Kaufmann, Z. Makus & T. H. Khoe : 

Fette u. Seifen, 64, 214 (1962) 



27. 化粧品原料規格の設定に関する研究（亜）

薄層クロマトグラブイーによる動植物ロク，主としてラノリン

中のワセリン．鯨ロウ中のパラプインの分離同定法について

緒 ・幸喜－

= 
現行の化粧品原料規格l〕あるいは日本薬局方のでは

偽和物としてラノリン中のワセリン，鯨ロウ中のパラ

フインなどの試験法は規定されているが，エタノーノレ

溶液として，にごりの程度を比較する間接的な方法が

とられているため，精度，再現性の点では十分満足す

べきものとはいえない。

いままでに動植物ロウの薄層クロマトグラフイ｛む

については，コレステリンの脂肪酸ェステルのような

合成品を除くと極めて報告例が少く，特に以上のよう

な偽和物の分離を目的としたものはほとんどない。

わたくしたちは動植物ロウ 6種，脂肪酸13種，高級

アルコ｛ノレ 3種と鉱物油2穏との分離について薄層ク

ロマトグラフイ｛を試み，実用に供し得ることを認め

たので報告する。

実験の部

1. 試 料

各実験に供した試料は Table1のとおりである。

上記の各試料をテトラヒドロフラン：トルエン (1

: 1）混液に 5～10W/V%になるように溶かして試

験溶液を調製し，毛細管を用いて薄層に 200～250p.p.l

塗布した。なお後述するようにラノリン中のワセリン，

鯨ロウ中のノξラフインの検出限界を求めた際の試験溶

液の調製は条件を異にする。

2. 吸器剤とアプリケ四女同

前報に準ずる。

3. 展開剤

i）石油エーテノレ：ニ塩化エチレン（7:3) 

ii）水を飽和した四塩化炭素

4. 展開槽と展開条件

前報に準ずる。

＊東京都立衛生研究所 化粧療品部

料日本化粧品工業連合会

田村健夫＊

原田裕文＊

戸谷哲也＊

長野曜子料

Table i 試料の種類と品質

i ）鉱物油，ロウおよび高扱アルコール

1 ワセリ γ 日局 岩城製薬

グ 和光純薬

2 パラフイン m.p.58～60° 和光純薬

11 m.p.40～42° Merck 

グ m.p.50～52° Merck 

11 m.p.68～72° 羽田・ck
3 ラノリン 日局 帝国製薬

4 ミツロウ

5 サラシミツロウ

6 木ロウ

7 カルナウパロウ

8 鯨ロウ

9 セタノーノレ

10 デシルアルコーノレ

11 ドデシルアルコール

ii）脂肪酸

Nagairyu Co. Ltd. 

Nagai1yu Co. Ltd. 

Nagairyu Co. Ltd. 

Nagairyu Co. Ltd. 

Nagairyu Co. Ltd. 

小林化工

Eastman Organic 
Chemicals 
Eastman Organic 
Chemicals 

1 カプリン酸 CsH1202 Eastman Organic 
Chemicals 

2 カプリル酸 CaH1s02 Eastman Organic 
Chemicals 

3 カプロン酸 C10H2002 Eastman 01ganic 
Chemicals 

4 ラウリン酸 C12H2402和光純薬

5 ミリスチン酸 C14H2s02東京化成

6 パルミチγ酸 C1sHa202Eastman Organic 
Chemicals 

7 ステアリ γ酸 C1aHas02Eastman Organic 
Chemicals 

8 オレイン酸 C1sH3402 Eastman 01 ganic 
Chemicals 

9 リノール酸 C1sHa202東京化成

10 リチノーノレ酸 C1sHa20aEastman Organic 
Chemicals 

11 アラキジン酸 C20H4002Eastman Organic 
Chemicals 

1,;:; エノレシン酸 C20H4202東京化成

13 ベヘニ｛ノレ酸 C10H22C2Eastman Organic 
Chemicals 

ただし鉱物油とロウは日本薬局方もしくは化粧品
原料規格の名称によった。

c 151) 



一方この溶媒でも固定相にアルミナを用いるとラノ

リンに対してワセリン，パラフインが一応分離可能と

なるが前報にも述べた植物油の事例と同様に，まとま

ったスポットが得られにくいため，アルミナについて

の検討は中止した。

ii）四塩化炭素を展開剤とした場合

四塩化炭素を水で飽和することなく，そのまま展開

剤に用いると Fig.3に示すように， ラノリンの Rf

値は0.9～0.98で，溶媒先端に認められるワセリン，

パラフインのスポットと非常に接近している。

しかもラノリンの Rf値に変動が大きく，ときによ

るとワセリンとの鑑別が間難になる。

また本溶媒によるときミツロウ，サラシミツロウ，

木ロウおよびセタノ｛ルの4種がワセリンとパラフイ

γのスポットvこかさなるため，これらの物質の共存は

明かに障害となるO

そこで、前報で認めたように溶媒と水で飽和すること

によって分離能が微妙に変化し，かつ RH宣の再現性
が高まるといった事実をもとにして，次に水で飽和し

た四塩化炭素を展開剤としたO (Fig. 4) 

5. 接色剤

前報に準ずる。

6. 実験結果ならびに考察

i ）石油エーテノレ，二塩化エチレン混液を展開剤と

した場合

シリカゲノレを固定相として展開後前報と同様に50%

硫酸を噴霧して 80° に5分間加熱すると， 3,660Aの

紫外線下でワセリンとパラフインは白色に，ラノリン

は赤紫色の蛍光として検出されるO 可視光のもとでは

ラノリンのみが紫色のスポットとして確認されるが，

ワセリンとパラフインは本条件で炭化されず~＇ 100°で

10分間程度加熱する必要があるO しかしいすsれにして

もこれら3種の試料はすべて展開溶媒の先端に移動す

るため鑑別は困難で、ある。

しかし本溶媒によるとき木ロウ，ラノリン，ワセリ

ン，パラフインと鯨ロウ，ミツロウならびにカルナウ

バロウ，セタノーノレの 3つのグル｛プに識別ができ

る。（Fig.1) 

以下各図とも可視光によるクロマトグラムを畿印で，

紫外線による蛍光をO印で示した。

石油且四テJレ：ニニ塩化且チレン（7: 3) 

混合溶楳を移動相としたクロマトグラム

Fig. 2 石油エーテル：：二塩化.:c.チレン（7: 3) 

混合溶媒吾移動相と Lt.：クロマトグラム

Fig. 1 
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1. 吸着剤： AluminiumOxide-G 

2. 展開時間： 70分

3. 呈色試薬： 50%H2S04 

1.ワセリン 2.ラノリン 3.ミツロウ

5.木ロウ 6.カルナウパロウ 7.鯨ロウ

( 152) 

B 

1. 吸着剤：ワコ｛ゲル B-5

2. 展開時間： 50分

3. 呈色試薬： 50%H2S04 

1.ワセリン 2.ラノリン 3.ミツロウ 4.パラフイン

5.木ロウ 6.カノレナウパロウ 7.鯨ロウ 8.セタノ｛ノレ

4 ,"J 2 



ホ飽和の四塩化炭衰を移動相と Lた

クロマトグラム

Fig. 4 四塩化炭棄を移動相と Lたク口マト

グラム

Fig. 3 
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1. 吸着剤：ワコ｛ゲル B-5

2. 展開時間： 110分

3. 呈色試薬： 50%H2S04 
1.ワセリン 2.パラフイン 3.ラノリン 4.ミツロウ

5.サラシミツロウ 6.木ロウ 7.カルナウパロウ

8.鯨ロウ 9.セタノール

←、
、ぜ

1. 吸着剤：ワコ｛ゲル B-5

2. 展開時間： 100分

3. 呈色試薬： 50%H2S04 

1.ワセリン 2.パラフイン 3.ラノリン 4.ミツロウ

5.サラシミツロウ 6.木ロウ 7.カルナウパロウ

8.鯨ロウ 9.セタノール

2 

ワ官リン，パラフインの検出感度Table 1 

3, 660A 2, 536A 
3, 66oA 2, 536A 

10% NaOH I 50% H2S04 I 10% NaOH I 50% H2S04 
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その結果ラノリンの Rf値は0.85～0.90の

範間をこえることがなくなり，ワセリン，パ

ラフインとも十分に分別し得ることが認めら

れた。また Fig.3と具る点はミツロウの蛍

光性のスポットが溶媒先端から消失したこと

であるが，サラシミツロウは（あるいは薬品

処理がしであるためか〉スポットの消失が認

められなかったO またさらに木ロウ，セタノ

ールも Fig.3と同様に蛍光性のスポットが

みられ，合水溶媒による変化は見出せなかっ

T ，町

れ」O

このように含水率のわず、かな変化が，薄層

クロマトグラフイーの上に大きな影響をもた

らすO このことはペーパークロマトなどで含

水にして用いられる代表的な溶媒である n-

ブタノールはその 1部が 15部の水に溶ける

のに対し，四塩化炭素はその lmlが 2,OOOml 

の水に溶解するにすぎず，むしろ疎水性溶媒

に属し大変興味ある現象と考えられる。

次にラノリン中のワセリン，鯨ロウ中のノミ

ラフインについて確認限界を求めた。

すなわち 0.05g～O.Sgのワセリンあるい

はパラフインを秤取し，ラノリンまたは鯨ロ

ウを加えて全量を lOg とし，これにトノレエ

ン＠テトラヒドロフラン（1: 1）の混液を加

ワセリン，パラフインのクロマトグラムと検出感度
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1. 吸着剤：ワコ｛ゲル B-5

2. 展開時間： 110分

3. 皇色試薬： 50%H2S04 
1.パラフイン 2.ワセリン 3.ラノリン 4. 5%ワセリン含有

ラノリン 5. 2.5%ワセリン含有ラノリン 6. 1 %ワセリン含

有ラノリソ 7.約0.5%ワセリン含有ラノリン 8. 5%パラフ

イン含有鯨ロウ 9. 2. 536'ノ4ラフイン含有鯨ロウ 10. 1 %パ
ラフイン含有鯨ロウ 11.約0.5%ノミラフイン合有鯨ロウ

吸着剤：

ワコーゲソレ B-5

展開時間：

100分

呈色試薬：

50% H2S04 

1. 

2. 

水飽和の四塩化炭護を移動相と Lた脂肪酸のクロマトグラムFig. 6 

3. 

1.カプリン酸 2.カプリノレ

酸 3.カプロン酸 4.ラウ

リン酸 5.ミリスチン酸

6.パルミチン酸 7.ステア

リン酸 8.オレイン酸

9.リノ｛ル酸 10.リチノ

ール酸 11.アラキジン酸

12.エルシン酸 13.ベヘニ

ール酸 14.デシルアルコ

ール 15.ドデシノレアルコ

ーノレ
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えて溶かし全量を 20mlとした。この液 500Nd中に

はラノリンあるいは鯨ロウ 250,ugとワセリンあるいは

パラフインを 1.25～12. 50,ag含む。したがってラノ

リン，鯨ロウ中にはそれぞれ 0.5～5%の鉱物油を含

むことになる。

この液 500仰 iを塗布した場合，ラノリン中ワセリ

ンの検出感度は0.5%でも検出可能であり，鯨ロウ中

パラフインの感度は 1.0%であった。

(Fig. 5, Table 2) 

なお， Table 1にあげたパラフインのように m.p.

の異るものも特に Rf値，感度に差異を認めなかっ

た。

また脂肪酸について本展開剤を用いて同様に実施し

たが，いずれもラノリン，ワセリンあるいはパラフイ

ンのスポットと分離可能であるO (Fig. 6) 

要結

ラノリンならび、に鯨ロウ中にそれぞれ偽和物として

混入されたワセリンまたはパラフインを分離同定する

ことを目的として薄層クロマトグラフイーについて検

討し，良好な結果を得た。すなわち WakogelB与を

固定相に，また水を飽和した四塩化炭素を移動相とし

て展開後， 50%H2S04を噴霧したのち80° で5分間

加熱し 3,66oAの紫外線下で観察したO ラノリンは
Rf値 0.85～0.90に赤紫色のスポットを，鯨、ロウは

Rf 値0.15付近に褐色のスポットとしてとどまるが，

ワセリンおよびパラフインは溶媒先端付近に白色の蛍

光性のスポットとして検出できる。その確認限界はト

ノレエン＠テトラヒドロフラン (1: 1）の混液に溶かし

た液 500pp.lを塗布した場合，その中に含まれるラノ

リン 2501ig中ワセリン 1.25p,gが， また鯨ロウ 250

fLg中パラフイン 2.5/lgが検出可能であり，それぞ

れ0.5%および1.0%に相当する。

ラノリンなどの Rf値の再現性は水による飽和処理

をほどこさない四塩化炭素溶媒では，いちじるしく低

下する。

本法において木ロウ＠セタノールの共存はワセリン

およびパラフインの検出を障害するが，通常の高級ア

jレコール，脂肪酸の共存はほとんど影響がないっ

本法は化粧品原料などでさだめられた試験法より高

い感度と精度において迅速に実施できる。

おわりにあたり本研究に協力された和田博昌，下村

紘代の阿君に対してお礼申上げる。

( 155) 
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28. ニトロ系アゾ色素の分離同定法（抄録）

田村健夫＊

原田裕文＊

谷哲也＊

長野曜子料

口紅に使用され易い顔料の中でニトロ基を有するも

のは，化学構造上すこぶる近似し，これらが混合した

場合の分離同定は容易でない。

われわれは，最も使用され易い法定ニトロ色素およ

び法定外ニトロ色素としての試料6種を選びカラムク

試料

ロマトグラフィーのほか，水酸化ナトリウムエタノ｛

ル溶液による反応，水素化ホウ素ナトリウムを用いる

還元反応などを基礎とし吸収スベクトルを測定するこ

とにより，また薄層グロマトグラフィーを用い，相互

の分離，同定に満足すべき結果を得た。

1. Fanchon Yellow 

2. Permanent Orange 

'i. Flaming Red 

4. Toluidine Red 

5. Brilliant Fast 
Schalet 

6. Benzidine Orange G 

CH 

NO I 
, CHO 

CH3(¥-N=N C ~ONH ／一＼
＼一一／ 一一 一＼一一／

OH 

NOく二汁
N02 ＼一一／

Cl OH 

I ""-
N02く二）－N=N－く－〉

く二＞

H －一”．／一一一＼
CH3 OH"'- /CON ＼一一／
I ／一一＼

く－）－Nー＼／一一／ -Nー／一一＼

I ＼一一／
N02 

CH3－γ－N=N之二＞－
N C-OH 
＼／ 
N 

ハ＼／ 
＊東京都立衛生研究所化粧療品部

料 日本化粧品工業連合会

( 156) 

CC.I. NO) 

11. 680 

12.075 

12,085 

12.120 

12,315 

21, 110 

粘膜以外料
黄色401号

外用だいだい
203号

D & C. Red 
No. 36 

外用赤色
221号

粘膜以外
赤色404号

外用だいだい
204号



水酸化ナトリウム旦夕／四ル溶液との反応、による吸

収スベクトJレ。

試料を N-NaOH,EtOH 溶液に溶かし， 経時的

に吸収スベクトノレの入maxを測定した。 その結果は

試料のトルエン溶液に比較して，それぞれ特定の長波

長または短波長側に移行するが，その吸光度は Flam醐

ing Redがもっとも安定で10時間を経過しでも著しい

低下は認められず、特徴のある態度を示した。

水嚢化ホウ衰ナトリウムによる還元反応、

NaBH4 により還元を行い，その吸収スベクトルの

変化を追及したところ，各色素に入maxにおける吸光

度の増加または減少が認められ，色調の変化はPerma-

nent Orange C は澄色→汚緑色→澄黄色， Flaming

Redは援赤色→黄色， BrilliantFast Schaletは赤色

c 157) 

→黄色に変化し，し、ずれもその変化は特異的で、あった。

簿層クロマトグラフィ四

展開溶媒は， トルエン，石油エーテル c7 : 3）の
混液をあらかじめ水で飽和したものを用いた口試料は

確認し得る最少量を塗布し， 20土o.5°Cで約25分間，
おおよそ lOcm展開した。その結果，固定相にアルミ

ナを用いた場合テ｛リングが少く 5種の試料がよく分

離し，また水を飽和した溶媒が Rf値が大きく再現性

のあるこ二とが認められた。 Rf値の大きいIi現に示すと

Flaming Red, Fanchon Yellow, Permanent Orange,. 

Toluidine Red, Brilliant Fast Schalet, Benzidine 

Orange G で・あった。

本研究は衛生化学（第10巻第4号〉に掲載予定であ

る。



29. Hydroquinonmonobenzyletherの体内変化（ll（抄録）

家兎における経口投与の際の体内変化

Hydroquinonmonobenzylether (H.B. E）が職業

的ゴム手袋使用による白斑の原因であることが発見さ

れて以来，色素異常症の臨床治療に応用され，また市

販化粧品中に加えられて〈ローション，クリーム中5

～20%）広く使用された。その後 H.B.Eには新た

な色素具常が副作用として発生する危険性があり，ま

たいったん発生した副作用はきわめて難治で、あるため

一般には使用しない方が安全であるとされていた。最

近再びこれがとりあげられ：H.B.E は低濃度では

(1. 5-2. 0忽〉接触皮膚炎をほとんど起こさずに皮膚

のメラニンの減少が起こるといわれている。 Hydro帽

quinoneと同様に人表皮のドーパ反応を阻止するとい

う H.B.E のこのような作用機作を究明するために

もその体内変化を追求することは意義あるものと考え

本研究を計画し，先ず基礎的実験として家兎を用い，

経口投与における体内変化を検討したO すなわち家兎

に H.B.E CsH5CH20CsH50H の 250mg～500mg/

kgを 1%C.M. C溶液に懸渇させて経口投与しそ

の24時間， 48時間尿中に排出する総グルクロン酸およ

び抱合硫酸を定量し，さらに投与尿の濃縮脱塩尿を用

いて P.Cを行ない metaboliteのスポットを得た。

またその投与24時間尿について Williamsの酢酸鉛法

により metab'.lliteとして H.B.Eglucuronide H.B. 

E sulphateおよび未変化の H.B.Eを結品として分

離したのでここに報告するO H.B.E投与後における

尿中総グノレクロン酸，抱合硫酸をそれぞれナフトレゾ

ルシノール法，硫喰パリウム法Jこより，また未変化の

H.B.Eを p-nitroanilineによる比色定量法により定

量を行ない投与した H.B.Eの23.0%がg!ucuronide

として， 5.5%が etherealsulphateとしてまた 14.7 

%が未変化の H.B.Eとして24時間尿中に排位され，

＊東京部立衛生研究所 化粧療品部

旧

長

村

泉

崎

夫

郎

彦
太

健

清

雅

その値は投与後48時間にして正常値に復することを知

った。 H.B.E投与24時間尿を 1/20容にi威圧濃縮脱

塩した炉液を用い展開溶媒として MeOH,benzene, 

BuOH, H20 2: 1 : 1: 1，上昇法，東洋t戸紙No.51, 

9時間展開により P. C を行なうと H.B.E. glu-

curonideは Rf0. 76に， H.B.E sulphate は Rf

0.43に， また24時間尿の Et20抽出物の EtOH溶

液を用いての未変化の H.B.Eは Rf0. 92にそのス

ポットを検出した，検出法として H.B.Eについて

はフェノーノレ試薬（D.S.A. Gibbs, phosph. Molybd., 

D. N.A等〉により，また glucuronideについては

上昇したスポットをカットした炉紙を水で、溶出し pH

4.5の AcOHBufferを加え β－glucuronidaseを用

いて 37°Cに一夜 incubateしたのち aglyconeの抽

出を行ない H.B.Eを確認した。 sulphateについ

ては 2NHCl spray 70°C 10分による炉紙上水解によ

りH.B.Eを検出したO 次に metaboliteの単離に

ついて実験を行なった。すなわち投与24時間の遠沈尿

より Williamsの酢致鉛法；こしたがって metabolite

の結晶分離を行ない， 融点 249～2so0c, 水に易i容，

EtOH, Me2CO, Et20に不i容の白色（賀状品（A）と融点

167～168° Cの冷水に難溶， Me20に可溶 EtOHに易

i容の類白色柱状品（B）とを得た，結晶（A）は β－glu-

curonidaseおよび LRにより H.B.Eのglucuronide

であることを認め，結晶（B）は o.lN HCl 70°C 10分

水解により H.B.Eおよび硫喰の反応を検出するこ

とにより，また I.R により H.B.Eの sulphateと

認められた。未変化の H.B.Eとしては投与24時間尿

を 2NH2S04酸性よりの Et20抽出物を精製して融

点122JCの白色板状晶を得， ff吉融および LRにより

H.B. E であることを確認したの

本報l土第19四日本美学大会で報告し「衛生化学Jに

投稿中である。

( 158) 



30. 呈告反応に関する系統的研究部

非水溶媒中 Vanadium塩（V）による phenol

の一新呈色反応についてく抄録〉

Vanadium塩の各種原子価のもの ( Il～V）価が

水溶液中で vanillin,pyrocatechol, pyrogallolなど

のcatecho I型 polyphenolと有色キレ｛トを形成す

ることが知られているが（たとえば Chem. Abstr., 

11749 d (1960）），他の phenol類とはほとんど呈色

しなし、。さきに Soloway は水溶液中で FeCla反応

が陰性もしくは反応しにくい phenol類に対し， 少

量のHOAcを加えた pyridine-acetone混液を用いる

ことによってはじめて呈色することを見出し，わたく

したちは HexachloropheneとBithionolの比色定量

法に適用するための基礎的条件について検討し，すで

に報告した。 （田村健夫，戸谷哲也： Chem.Abstr., 

20903g (1958)) 

そこでわれわれは保存料などの phenol型化合物を

同定する必要性から， さらに Vanadium塩（V価〉

の場合にも FeClaの例と同様に非水溶媒中で類似の

態度を示すことを推定し，検討したところ水溶液中で

は呈色しないところの P-Hydroxybenzoicacid の

alkyl esterをはじめ多くの phenol類が呈色するこ

とを見出した。

すなわち試薬は VOCIaまたは NH4＼アOa各2gを

それぞれ HOAc, Benzenesulfonic acid, Methyl 

cellosolve ( 1 : 9 Wt ratio), pyridineに溶解し全

量を 50mlになるように調製する。この試薬溶液は酸

性溶媒では赤褐色に，塩基性溶媒では淡黄色に着色し

ているO 試料溶液1滴をとり陵媒をのぞき，試薬溶液

2滴を加えると VOCIaの場合 HOAc系ではphenol

の種類によって暗青色～紫青色を， pyridine系では

＊東京都立衛生研究所 化粧療品部

＊＊ 日本化粧品工業連合会

戸谷哲也＊

田村健夫寸

原田裕文＊

加藤耀子料

多く紫色～褐色に呈色する。この場合目OAc系の方

が pyridine系よりも，また VOCIaの方が NH4VOa

よりも多くの phenol化合物に対して呈色する。

呈色の安定性は phenolの種類によって異り一般に

CatechoI> 0-Hydroxycarbonic acid> P-Hydroxy-

carbonic acid> Phenol> P-Hydroxymonobenzyl 

etherの順に小さくなる。従って Adrenalineのよう

な Catechalamineは VOCIa-pyridine系において

入max540m/J,の呈色を示し， mlあたり 5～701),g ま

でが Lambert-Beer則を満足し80分間ほとんど安定

である。

また FeCla水溶液では韮色しない phenol として

は， NH4VOa-HOAc系で Tyrosineならびに C1s

ステロイドである Ethynylestradiol が強い緑色を

呈し，また B.日.A, P-Hydroxybenzoic Acid Alkyl-

esterが VOCla-HOAc系で青色を呈し， 本反応は

mill on反応 Diazocoupling のような加熱， 冷却の

温度条件に左右されない利点があるO その他N.D.G.A

が VOCIa-pyridine系で赤紫色に呈色する。

( 159) 

また鋭敏度についてはP-Hydroxybenzaldehydeな

どは lOOμg以上を要するが，一般に20四程度で，特

に Catechol型のものは 1/J,g以下でも検出可能であ

る。熔媒は上記のほか Formamide,Collidineなども

使用できるが EtOHのような溶媒は水と同様に呈色

を障害する。

本反応は遷移元素を試薬とする呈色反応であるが，

単なる酸化還元反応ではなくキレ｛ト形成ないしはハ

ログロミーによることが考えられる。

本報は第四四日本薬学大会，分析化学部会で発表し，

薬学雑誌に投稿中であるO



31. STUDIES ON THE VICISSITUDE OF JAPANEASE B ENCEPHALITIS 

HEMAGGLUTINATION胴INHIBITINGANTIBODIES IN SWINE SERA 

Naomitsu NEZU，キ HajimeMURAKAMI,* Kenji IWASAKI,* Fujiko SAKAI* 

Kiyoshi YABUUCHI, * Yoshikatsu KASHIWAGI*, 

Tanji HIRAYAMA** AND Jotaro TANAKA料

It is well known that Japanese B encephalitis (subsequently referred to as JE) has been 

prevalent among man and horses al日10stthroughout the country every year, particularly in 

summer. And epidemiologically it has been said that the large scale of JE prevalence is 

occurring with a once a decade cycle, though the reason for this is not clarified yet. 

In recent years，ロota few cases of stillbirth and abortion occurring among swine, sus-

pectedly induced by JE virus, have been reported, and JE virus has been isolated from swine 

by many investigators.ト5〕 Mostof them, however, succeeded in doing this during the period 

of from August to October and a few reported in the period from winter to spring.6-8〕 This

fact may give us one of the answers to“how the viable JE virus passes the winter”， since 

no cases of JE virus infection arn.ong humanbeings and domestic animals during the winter 

have been reported. 

This is a very important problem for the control of JE epidemics in men and animals. 

Are JE virus reserved in swine as a form of latent infection during the winter? Also, is the 

swine industry putting in a number of new susceptible hosts against JE virus throughout the 

country every year continuously? 

For this reason the authors wanted to clarify the actual state of JE infection among 

swine throughout the year. 

Material and method 

Swine sera : Swine sera were collected from the Mitaka-slaughter-house by the inspector 

of the Mitaka Veterinary Diagnostic Laboratory. The sera of swine, aged less than 

1-year-old and raised in Tokyo (see Fig. 1), were collected (each time about 100 cases) on a 

previously scheduled day of the each months. Then the sera were kept at -20°C until use. 

Human sera : Adult sera, mostly from pregmmt women living in Tokyo, were supplied 

by the syphilis laboratory of the microbiology department and were kept at 4 °C until use. 

Virus strains : Two strains of JE virus were used for this study. One was Nakayama-

NIH strain which had had many passages in adult mice and suckling mice, and the other 

was JaGAr持01strain which had only 5 passages in suckling mice, representing the newly 

isolated virus from a pool of culex mosquitoes. These two strains were supplied by Dr. OYA 

of NIH for the standards. 

* Tokyo-to Laboratories for Medical Sciences 
** Public Health Bureau of Metropolitan Government 
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Pre-treatment of swine sera : A procedure originated by Akao et al.11) was adopted for 

the pre”treatment of swine sera. viz., an equal volume of M/50 KI04 (0. 2ml) was added to 

the serum (0. 2ml) and left in a 37°C water bath for 1 hour, then 2% glycerine (O. lml) 

was added in order to stop the reaction and left at room temperature for 30 minutes. 

Hemagglutination (HA) and hemagglutination inhibition (HI) techniques : The techniques 

used were originaly described by Clarke and Casals9〕andslightly modified by Okuno et al.10) 

i.e., 1) antigen was prepared from infected suckling mice brain by means of Acetone-ether 

extraction technique.9) All antigens were lyophilized and kept at -20°C for storage. 

2) Diluent for virus hemagglutinin and test sera was pH 9. 0 buffered saline with 0. 4% egg 

albumin. 3) Twenty-five per cent Kaolin, suspended by pH 9. 0 buffered saline, was used to 

remove the normal inhibitor of the serum. 4) Virus adjusting diluent (VAD) was used for 

making desired pH goose cell suspension. 5) Adult goose blood cells were employed instead 

of the erythrocytes of chicks. All sera were adsorbed with sufficient volumes of goose blood 

cells for HI tests. 

Results and discussion 

Certain difficulties early in our work occurred when the HI test was done by standard 

procedures on swine sera. The normal swine sera usually contained substantial amounts of 

nonspecific agglutinin against goose blood cells. Hence, we adopted the KI04 pre幽treatment

described by Akao et al.11) By this treatment the normal agglutinin of the swine were 

successfully removed without a detectable fall in the titer of the specific HI antibody. 

Graph 1 illustrates the distribution of JE HI antibodies among healthy swine. In the 

case of Nakayama antibody, 1 : 160 or higher, and in the case of JaGAr葬01antibody, 1 : 640 

or higher as shown in this graph. In the year 1962, 75% of the swine were possessing 

specific HI antibodies against JE virus on the 21st of August, when it was calculated both 

Nakamura and J aGAr葬01antigens. Then the curves declined gradually until the 21st of 

August in 1963, followed by a sharp increase on the 12th of September. The same tendencies 

were observed in the next cycle, and in the case of 1964 the time of appearance of the anti-

bodies was calculated on the 3rd of August. This was 40 days earlier than in 1963. In the case 

of JE antibody in swine it has been said that it will appear 2・3weeks after infection. So 

the fact that virus infection] occurs among swine has been substantiated although usually 

the swine do not show any clinical symptoms. Further more, we could know the presumable 

time of the beginning of the virus contamination and its area. These results indicated the 

swine raised within an area which covered more than 400 sq. km. in 3 counties were con” 

taminated by JE virus almost at a same time. However the question remains, "what may be 

a source of infection ？竺

Graph 2 shows the resuits of healthy human adult sera, these curves also showed certain 

vicissitude but most of them showed non or c,:omparatively low antibody titer throughout the 

year, although it was saiJ that“there is a great many cases of sub-clinical infection of JE 

among Japanease adults”. The data was quite different from the above mentioned swines’ 

cases and present difficulties in formulating conclusive information. 

c 161) 



Fig. 1 The places where swine sera were collected 

JE antibody possessing rate of swine Graph. 1 
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Summary 

The possessing rate of JE HI antibodies determined in serum samples from swine raised 

in Tokyo has been studied for 3 consecutive years beginning from August 1962. 

1) Swine sera tested for specific antibodies showed apparently positive results which 

occured suddenly, and within a certain limited period of the year. They reached a peak in 

2・4weeks. Thereafter, they gradually declined and almost disappeared by June of the following 

year. 

2) The time of appearance of the JE HI antibodies in swine sera presumably suggesting 

the time of the beginning of the virus contamination in that area. 

3) Little information was available from the results of human adults sera, although there 

are some vicissitude of their curves. 
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肉の色素還元について：

第59.回日本獣医公衆衛生学会講演 1963

54. 大石純一

ハムおよびソ｛セージの緑変に関する研究：

第58回日本獣医公衆衛生学会講演 1963 

55. 大石純一

ランタン反応による魚肉の鮮度判定について：

第32回東京都衛生局学会講演 1963 

56. 湯本芳雄，橋爪六郎，風間成孔

市販アγプル入内服液の品質について：

東京都衛生局学会誌，（30),193, 1963 

57. 湯本芳雄，田窪栄一，吉原武俊

殺虫剤の乳化安定性試験法改正について：

東京都衛生局学会誌，（31),58, 1963 

58. 戸谷哲也

生体内金属の比色定量法と障害因子：

分析機器， 1(7),32-39, 1963 

59. 田村健夫•， ・＇東田裕文，戸谷哲也

輸入化粧品から検出された不良色素について 2

東京都衛生局学会誌，（32),32-34, 1963 

60. 田村健夫，山添律子，安田守雄

グルクロン酸の排出に関する研究（第3報〉：

汗のフェノ｛ルおよびブヱノール性オキシカノレ

ボン酸
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